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一　

は
じ
め
に

ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
情
報
な
ど
の
経
営
資
源
の
中
で
、
根
幹
を
な
す
の
は
「
人
」
で
あ
る
。
モ
ノ
、
カ
ネ
、
情
報
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

す
る
の
は
人
的
資
源
、
人
材
だ
か
ら
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
国
内
外
企
業
と
の
競
争
激
化
と
い
う
経
営
環
境
の
下
で
、
企
業
が

存
続
し
発
展
す
る
た
め
に
は
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
と
定
着
が
必
須
条
件
と
な
る
。
優
秀
な
人
材
の
獲
得
は
外
部
労
働
市
場
か
ら
と
は
限

ら
な
い
。
わ
が
国
の
場
合
は
む
し
ろ
内
部
の
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
る
。
教
育
訓
練
、
研
修
、
能
力
開
発
、
そ
れ
に
人
事
シ

ス
テ
ム
な
ど
に
よ
る
人
材
育
成
で
あ
る
。

こ
こ
で
本
稿
で
用
い
る
言
葉
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
教
育
訓
練
と
は
、
狭
義
に
は
職
務
に
直
接
必
要
な
知
識
や
技
能
を
教
え
て
習
得
さ

せ
る
こ
と
で
あ
る
。
教
育
と
訓
練
は
厳
密
に
は
異
な
る
が
、
実
態
と
し
て
は
一
体
的
に
実
施
、
運
用
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は

論　

説
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「
教
育
、
訓
練
」
や
教
育
・
訓
練
で
は
な
く
、
教
育
訓
練
と
一
語
で
表
記
す
る
。
教
育
訓
練
の
方
法
に
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
（O

n the Job T
raining

＝
仕
事
を
通
し
た
職
場
内
で
の
教
育
訓
練
）
と
Ｏ
ｆ
ｆ
│

Ｊ
Ｔ
（O

ff  the Job T
raining

＝
仕
事
の
場
を
離
れ
て
行
う
教
育
訓
練
）
が
あ
る
。
こ
の

う
ち
Ｏ
ｆ
ｆ
│

Ｊ
Ｔ
に
よ
る
教
育
訓
練
を
研
修
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
。
研
修
は
座
学
に
よ
る
集
合
研
修
が
典
型
的
だ
が
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
（
参
加
体
験
型
グ
ル
ー
プ
学
習
）
形
式
の
研
修
、
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
1
）

に
よ
る
も
の
も
研
修
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｏ
ｆ
ｆ

│

Ｊ
Ｔ
と
し
て
の
研
修
は
、
階
層
別
研
修
、
職
能
別
（
部
門
別
）
研
修
、
目
的
別
（
課
題
別
）
研
修
な
ど
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｏ
Ｊ
Ｔ
、
Ｏ
ｆ
ｆ
│

Ｊ
Ｔ
、
そ
れ
に
自
己
啓
発
（S

elf D
evelopm

ent

）
を
能
力
開
発
の
三
本
柱
と
い
う
が
、
ジ
ョ
ブ
・
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
や
出
向
な
ど
に
よ
る
業
務
経
験
、
さ
ら
に
は
能
力
開
発
型
の
目
標
管
理
な
ど
も
含
め
て
能
力
開
発
制
度
は
広
く
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

幅
広
く
職
業
能
力
を
習
得
す
る
こ
と
を
本
稿
で
は
「
能
力
開
発
」
と
捉
え
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
、

経
営
資
源
と
し
て
の
人
材
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
「
人
材
育
成
」
と
い
う
。
狭
義
の
能
力
開
発
だ
け
で
な
く
、
人
事
諸
制
度
も

絡
め
た
や
や
長
期
的
な
視
点
に
よ
る
人
的
資
源
の
向
上
策
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
観
念
的
に
は
人
材
育
成
の
方
が
能
力
開
発
よ
り
広
い

概
念
で
あ
る
。
し
か
し
、
企
業
に
お
け
る
実
際
の
能
力
開
発
制
度
は
、
狭
義
の
能
力
開
発
手
段
・
施
策
を
系
統
立
て
た
能
力
開
発
体
系
だ

け
で
な
く
、
前
述
し
た
よ
う
に
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
法
も
包
含
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
人
材
育
成
と
能
力
開
発
の
概
念
と
実
態

を
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
人
材
育
成
と
能
力
開
発
を
ほ
ぼ
並
列
的
な
概
念
、
近
似
的
な
用
語
と
し
て
用

い
る
こ
と
に
す
る
（
2
）

。
ま
た
、
本
文
の
記
述
で
は
能
力
開
発
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
意
味
で
「
研
修
」
を
使
用
す
る
こ
と
も
あ
る
な
ど
、
や
や

緩
や
か
な
用
語
法
に
な
っ
て
い
る
。

本
稿
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
最
初
に
、
統
計
か
ら
見
た
わ
が
国
企
業
の
人
材
育
成
・
能
力
開
発
に
対
す
る
基
本
ス
タ
ン
ス
を

教
育
訓
練
費
の
推
移
も
含
め
て
把
握
す
る
。
次
い
で
、
今
日
的
な
人
材
育
成
・
能
力
開
発
の
ト
レ
ン
ド
を
選
択
型
研
修
（
能
力
開
発
）
と

二
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選
抜
型
研
修
（
能
力
開
発
）
に
注
目
し
て
検
討
す
る
。
前
者
は
従
業
員
が
自
ら
主
体
的
に
選
択
す
る
研
修
（
能
力
開
発
）
で
あ
り
、
後
者
は

次
世
代
経
営
層
な
ど
を
育
成
す
る
た
め
に
、
企
業
主
導
で
受
講
対
象
者
を
選
別
、
選
抜
す
る
研
修
（
能
力
開
発
）
で
あ
る
。
両
者
と
も
共

通
の
背
景
、
理
念
か
ら
発
想
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
方
向
性
と
し
て
は
逆
の
途
を
採
る
こ
と
に
な
る
。
各
論
と
し
て
、
両
者
の
う
ち

ま
ず
選
択
型
研
修
（
能
力
開
発
）
に
関
し
て
理
念
、
概
要
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
考
察
す
る
。
し
か
し
現
在
、
企
業
が
力
を

入
れ
て
い
る
の
は
実
は
選
抜
型
研
修
（
能
力
開
発
）
で
あ
り
、
次
ぎ
に
選
抜
型
研
修
導
入
の
背
景
と
そ
の
理
念
を
確
認
し
、
さ
ら
に
企
業

事
例
と
統
計
調
査
か
ら
研
修
の
実
施
状
況
と
実
態
を
や
や
詳
し
く
把
握
す
る
。
最
後
は
む
す
び
に
か
え
て
、
選
抜
型
研
修
の
意
義
と
課
題

に
つ
い
て
整
理
し
た
う
え
で
、
人
材
育
成
・
能
力
開
発
体
系
に
お
け
る
選
択
と
選
抜
の
調
和
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

二　

統
計
か
ら
み
た
わ
が
国
企
業
の
人
材
育
成
・
能
力
開
発

1　

教
育
訓
練
費
用

表
1
は
、
厚
生
労
働
省
「
就
労
条
件
総
合
調
査
」
の
労
働
費
用
（
3
）

に
お
け
る
教
育
訓
練
費
と
そ
の
割
合
で
あ
る
。
実
際
に
は
教
育
訓
練
費

の
正
確
な
把
握
は
難
し
い
。
直
接
的
な
費
用
の
ほ
か
に
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
時
に
指
導
者
と
学
習
者
が
通
常
の
仕
事
が
で
き
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は

能
率
や
生
産
性
が
低
下
す
る
こ
と
に
よ
る
機
会
費
用
（
4
）

、
Ｏ
ｆ
ｆ
│

Ｊ
Ｔ
の
た
め
に
従
業
員
が
仕
事
を
離
れ
る
こ
と
に
よ
る
機
会
費
用
な
ど

が
あ
る
か
ら
だ
。
表
1
の
教
育
訓
練
費
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
教
育
訓
練
施
設
の
費
用
、
講
師
へ
の
謝
礼
、
講
演
会
等
へ
の
参
加
費
、
国

内
・
国
外
留
学
等
の
費
用
な
ど
の
直
接
費
用
で
あ
り
、
教
育
訓
練
担
当
者
の
人
件
費
等
の
直
接
費
用
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
限
定
つ
き
だ
が
、
表
1
│
①
に
よ
る
と
従
業
員
一
人
あ
た
り
一
ヵ
月
平
均
の
教
育
訓
練
費
は
千
円
台
で
あ
り
、
構
成
比

は
小
数
点
以
下
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
傾
向
的
に
は
、
金
額
は
景
気
に
影
響
さ
れ
て
か
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
が
、
構
成
比
は
減
少
し
て

三
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い
る
。
一
九
九
一
年
と
二
〇
一
一
年
の
一
〇
年
間

を
単
純
に
比
較
す
る
と
、
0
・
36
％
か
ら
0
・
26
％

ま
で
0
・
1
ポ
イ
ン
ト
減
で
、
九
一
年
の
約
七
割

に
な
っ
て
い
る
。
表
1
│
②
は
規
模
別
に
み
た
も

の
で
、
各
年
と
も
傾
向
は
同
じ
な
の
で
最
新
の

二
〇
一
一
年
調
査
の
み
を
示
し
た
。
規
模
格
差
は

明
確
で
、
金
額
は
規
模
一
〇
〇
〇
人
以
上
企
業
の

平
均
一
四
六
九
円
に
対
し
て
、
三
〇
人
〜
九
九
人

が
六
九
一
円
で
半
分
以
下
で
あ
る
。
構
成
比
で
み

る
と
、
一
〇
〇
〇
人
以
上
0
・
31
％
に
対
し
て

三
〇
〜
九
九
人
は
0
・
20
％
と
0
・
11
ポ
イ
ン
ト
の

差
が
あ
り
、
後
者
は
前
者
の
約
六
割
五
分
で
あ
る
。

次
ぎ
に
表
2
は
、
Ｏ
ｆ
ｆ
│

Ｊ
Ｔ
と
従
業
員
の

自
己
啓
発
支
援
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
が
、
厚
生
労

働
省
「
能
力
開
発
基
本
調
査
」
か
ら
企
業
が
支
出

し
た
費
用
（
年
度
単
位
）
を
時
系
列
的
に
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
調
査
対
象
や
企
業
規
模
区
分
が
現

表 1　常用労働者 1人 1ヵ月平均教育訓練費と労働費用総額に対する割合

①　調査産業・規模計の推移（注）

調査年
暦年

労働費用総額
（円）

教育訓練費
（円）

構成比
（％）

1991 459,986 1,670 0.36
1995 483,009 1,305 0.27
1998 502,004 1,464 0.29
2002 449,699 1,256 0.28
2006 462,329 1,541 0.33
2011 434,083 1,120 0.26

②　2011年規模別（注）

規模計 414,428 1,038 0.25
1,000人以上 477,136 1,469 0.31
300 ～ 999人 411,721 984 0.24
100 ～ 299人 379,210 736 0.19
 30 ～ 99人 350,911 691 0.20

出所：厚生労働省「就労条件総合調査」
　　　（2000年以前は「賃金労働時間制度等総合調査」）
　　　から筆者作成。
（注） 　2007年以前は「本社の常用労働者が30人以上の民営企業」が調査対象で

あり、2008年からは「常用労働者が30人以上の民営企業」に調査対象を拡
大している。
　そこで、「①」では時系列比較をするために「本社の常用労働者が30人以
上」の数値を表示し、「②」に現在の調査対象の数値を示した。

四
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行
の
よ
う
に
な
っ
た
二
〇
〇
九
年
度
以
降
の
結
果
を
掲

載
し
た
。
金
額
に
関
し
て
は
、
い
ず
れ
も
費
用
を
支
出

し
た
企
業
だ
け
を
対
象
に
し
た
集
計
で
あ
る
。
Ｏ
ｆ
ｆ

│

Ｊ
Ｔ
に
費
用
を
支
出
し
た
企
業
の
割
合
を
規
模
計
で

み
る
と
、
例
年
五
〇
％
前
後
つ
ま
り
約
半
数
で
あ
る
。

規
模
別
の
割
合
を
一
三
年
度
調
査
で
み
る
と
格
差
が
あ

り
、
一
〇
〇
〇
人
以
上
は
85
・
9
％
の
企
業
が
支
出
し

て
い
る
が
、
三
〇
〜
九
九
人
規
模
は
37
・
9
％
に
と
ど

ま
る
。
企
業
規
模
計
で
み
た
一
社
当
た
り
平
均
額
は

一
〇
年
度
以
降
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
一
人
当
た
り
平

均
額
（
支
出
対
象
で
な
か
っ
た
者
も
含
む
全
労
働
者
数
で
除

し
た
数
値
）
を
み
る
と
一
・
三
万
円
〜
一
・
五
万
円
で
あ

ま
り
変
化
は
な
い
。
一
三
年
度
の
一
人
当
た
り
平
均
額

を
規
模
別
に
み
る
と
、
一
・
二
万
円
〜
一
・
七
万
円
の
幅

で
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
は
な
い
も
の
の
、
や
は
り
規
模

の
大
き
な
企
業
の
方
が
小
さ
な
企
業
よ
り
は
若
干
多
く

な
っ
て
い
る
。

表 2　Off ─JT および自己啓発支援に支出した費用

（単位：万円）

調査年度
・企業規模

Off ─JT 自己啓発支援
支出した
企業（％）

1社当たり
平均額

1人当たり
平均額

支出した
企業（％）

1社当たり
平均額

1人当たり
平均額

2009 50.1 423.2 1.3 26.4 87.4 0.4
2010 51.7 628.6 1.3 27.2 80.1 0.4
2011 49.6 444.0 1.5 25.6 98.8 0.6
2012 52.1 408.1 1.4 26.9 83.7 0.4

2013年度
規模計 49.4 360.2 1.3 26.0 85.8 0.5

1,000人以上 85.9 5,550.5 1.7 67.9 519.9 0.2
300 ～ 999人 77.4 788.8 1.5 51.9 171.7 0.3
100 ～ 299人 61.6 196.5 1.2 34.6 74.2 0.5
 50 ～ 99人 49.1 83.9 1.2 25.2 33.6 0.5
 30 ～ 49人 37.9 51.6 1.3 16.5 27.5 0.7

出所：厚生労働省「能力開発基本調査」から筆者作成。
（注）1  ．調査対象は「常用労働者30人以上の民営企業」（以下、表 3、表 4とも

同じ）。
　　 2  ．費用を支出している企業を対象に集計した 1社当たり平均額、労働者

1人当たり平均額である。
　　 3  ．Off ─JT に支出した企業と自己啓発支援に支出した企業は必ずしも同一

ではない。
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自
己
啓
発
援
助
制
度
に
よ
っ
て
費
用
を
支
出
し
た
企
業
の
割
合
は
、
規
模
計
で
み
る
と
例
年
二
六
％
前
後
と
約
四
分
の
一
で
あ
る
。
規

模
別
の
割
合
を
二
〇
一
三
年
度
調
査
で
み
る
と
や
は
り
格
差
が
あ
り
、
一
〇
〇
〇
人
以
上
は
67
・
9
％
の
企
業
が
支
出
し
て
い
る
が
、

三
〇
〜
九
九
人
規
模
は
16
・
5
％
で
あ
る
。
自
己
啓
発
支
援
の
費
用
に
関
し
て
は
、
規
模
計
の
一
社
当
た
り
平
均
額
は
年
度
に
よ
る
差
は

あ
ま
り
大
き
く
な
く
、
一
人
当
た
り
平
均
額
（
自
己
啓
発
支
援
の
対
象
で
な
か
っ
た
者
を
含
む
全
労
働
員
数
で
除
し
た
数
値
）
も
〇
・
四
万
円
〜

〇
・
六
万
円
の
変
動
で
あ
る
。
Ｏ
ｆ
ｆ
│

Ｊ
Ｔ
の
場
合
も
そ
う
だ
が
、
五
年
間
程
度
の
期
間
で
は
あ
ま
り
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
と

い
え
よ
う
。
一
三
年
度
の
一
人
当
た
り
平
均
額
を
規
模
別
に
み
る
と
、
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
〇
・
二
万
円
な
の
に
対
し
て
三
〇
〜
四
九
人

は
〇
・
七
万
円
と
〇
・
五
万
円
多
く
、
そ
の
他
の
規
模
区
分
を
含
め
て
も
規
模
の
小
さ
な
会
社
の
方
が
多
い
傾
向
に
あ
る
。
自
己
啓
発
支
援

に
費
用
を
支
出
す
る
中
小
企
業
の
割
合
自
体
は
低
い
が
、
自
己
啓
発
支
援
の
対
象
に
な
る
外
部
研
修
、
セ
ミ
ナ
ー
、
通
信
教
育
、
資
格
試

験
の
費
用
は
同
じ
な
の
で
、
支
出
す
る
企
業
に
つ
い
て
み
る
と
従
業
員
数
の
少
な
い
中
小
企
業
の
方
が
一
人
当
た
り
平
均
額
は
高
く
な
る

た
め
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
前
掲
し
た
「
就
労
条
件
総
合
調
査
」
も
含
め
て
、
全
国
規
模
の
大
調
査
は
母
集
団
で
あ
る
日
本
企
業
の
規
模
別
企
業
数
を
反
映

し
て
、
規
模
計
の
数
値
は
大
企
業
よ
り
中
小
企
業
の
数
値
に
近
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。「
能
力
開
発
基
本
調
査
」
の
集
計
企
業
数
も
、
母

集
団
で
あ
る
日
本
の
規
模
別
企
業
数
を
反
映
し
て
三
〇
〇
人
以
上
規
模
の
企
業
数
よ
り
三
〇
〇
人
未
満
規
模
の
企
業
数
の
方
が
多
い
の
で
、

規
模
計
の
数
値
は
中
小
企
業
の
数
値
に
影
響
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
次
に
検
討
す
る
企
業
の
能
力
開
発
に
対
す
る
基
本
ス

タ
ン
ス
で
も
表
れ
て
く
る
。
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2　

能
力
開
発
の
基
本
ス
タ
ン
ス

⑴　

能
力
開
発
の
責
任
主
体

表
3
は
、
企
業
に
お
け
る
能
力
開
発
の
責
任
主
体
は
企
業
主
体
か
、
そ
れ
と
も
労
働
者
個
人
主
体
と
考
え
る
か
、
企
業
の
基
本
ス
タ
ン

ス
に
関
す
る
「
能
力
開
発
基
本
調
査
」
の
集
計
結
果
で
あ
る
（
正
社
員
対
象
の
集
計
）。
毎
年
度
調
査
し
て
い
る
が
、
調
査
対
象
や
企
業
規

模
区
分
が
現
行
の
よ
う
に
な
っ
た
二
〇
〇
九
年
度
以
降
一
三
年
度
ま
で
、
ト
レ
ン
ド
の
把
握
が
し
や
す
い
よ
う
に
隔
年
の
結
果
を
示
し
た
。

企
業
規
模
計
で
時
系
列
的
に
み
る
と
、「
労
働
者
の
能
力
開
発
方
針
は
企
業
主
体
で
決
定
す
る
（
Ａ
）」
は
33
・
1
％
か
ら
23
・
3
％
へ
、

「
労
働
者
の
能
力
開
発
方
針
は
労
働
者
個
人
主
体
で
決
定
す
る
（
Ｂ
）」
は
7
・
8
％
か
ら
4
・
0
％
へ
減
少
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

「
Ａ
に
近
い
」
は
43
・
7
％
か
ら
51
・
7
％
へ
、「
Ｂ
に
近
い
」
は
14
・
7
％
か
ら
20
・
3
％
へ
増
加
傾
向
に
あ
る
。
一
方
、「
Ａ
＋
Ａ
に
近
い
」

と
「
Ｂ
＋
Ｂ
に
近
い
」
の
数
値
に
は
あ
ま
り
変
動
が
な
く
、
二
〇
一
三
年
度
時
点
で
「
Ａ
＋
Ａ
に
近
い
」
が
75
・
0
％
、「
Ｂ
＋
Ｂ
に
近

い
」
が
24
・
3
％
で
あ
っ
た
（
不
明
は
除
く
）。
つ
ま
り
「
近
い
」
も
含
め
て
能
力
開
発
方
針
を
企
業
主
体
で
決
定
す
る
と
こ
ろ
が
現
状
で

は
四
分
の
三
、
労
働
者
個
人
主
体
は
四
分
の
一
で
、
企
業
主
体
が
主
流
と
い
え
る
。
た
だ
、
絶
対
的
に
企
業
主
体
と
す
る
よ
り
は
そ
れ
に

近
い
と
す
る
企
業
が
増
え
、
絶
対
的
に
個
人
主
体
と
す
る
よ
り
は
そ
れ
に
近
い
と
い
う
企
業
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
は
企
業
主
体
で
能
力

開
発
方
針
は
決
定
す
る
が
、
従
業
員
の
意
思
や
意
向
も
考
慮
、
反
映
す
る
方
向
に
あ
る
の
が
今
日
的
な
状
況
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
後
述
す
る
よ
う
な
従
業
員
に
よ
る
選
択
型
の
研
修
を
企
業
が
導
入
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

な
お
、
企
業
主
体
（
Ａ
＋
Ａ
に
近
い
）
が
主
流
で
は
あ
る
が
、
規
模
別
み
る
と
大
企
業
に
そ
の
傾
向
が
強
く
、
一
方
、
個
人
主
体
（
Ｂ
＋

Ｂ
に
近
い
）
と
す
る
企
業
を
み
る
と
、
三
〇
〜
九
九
人
が
30
・
3
％
で
一
〇
〇
〇
以
上
は
13
・
4
％
と
、
む
し
ろ
小
企
業
の
方
が
割
合
は
高

い
。「
Ｂ
で
あ
る
」
と
「
Ｂ
に
近
い
」
別
に
み
て
も
同
様
な
こ
と
が
い
え
る
。
こ
れ
は
、
中
小
企
業
に
は
従
業
員
の
能
力
開
発
に
注
力
す
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る
資
源
（
時
間
、
人
材
、
資
金
、
意
欲
）
が
不
足
し
て
お
り
、
悪
く

い
え
ば
従
業
員
任
せ
の
企
業
が
大
企
業
よ
り
多
い
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

⑵　

能
力
開
発
で
重
視
す
る
対
象
者
│
全
体
か
選
抜
か

表
4
は
、
能
力
開
発
の
対
象
と
し
て
従
業
員
全
体
を
重
視
す
る

か
、
選
抜
し
た
従
業
員
を
重
視
す
る
か
に
関
す
る
「
能
力
開
発
基

本
調
査
」
の
集
計
結
果
で
あ
る
（
正
社
員
対
象
の
集
計
）。
や
は
り

二
〇
〇
九
年
度
以
降
隔
年
を
掲
載
し
た
。
企
業
規
模
計
で
時
系
列

的
に
み
る
と
、「
労
働
者
全
体
の
能
力
レ
ベ
ル
を
高
め
る
教
育
訓

練
を
重
視
す
る
（
Ａ
）」
は
20
・
3
％
か
ら
19
・
8
％
へ
と
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら
ず
、「
選
抜
し
た
労
働
者
の
能
力
レ
ベ
ル
を
高
め
る
教

育
訓
練
を
重
視
す
る
（
Ｂ
）」
は
15
・
1
％
か
ら
7
・
0
％
へ
減
少

し
て
い
る
。
一
方
、「
Ａ
に
近
い
」
は
28
・
2
％
か
ら
38
・
2
％
へ

10
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、「
Ｂ
に
近
い
」
は
35
・
2
％
か
ら
34
・
2
％

で
1
ポ
イ
ン
ト
だ
け
減
少
し
た
。「
Ａ
＋
Ａ
に
近
い
」
で
み
る
と

48
・
5
％
か
ら
58
・
5
％
に
9
・
5
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、「
Ｂ
＋
Ｂ
に

近
い
」
は
逆
に
50
・
3
％
か
ら
41
・
2
％
へ
9
・
1
ポ
イ
ン
ト
減
少

表 3　能力開発の責任主体―企業主体か労働者個人主体か

Ａ：労働者の能力開発方針は企業主体で決定する
Ｂ：労働者の能力開発方針は労働者個人主体で決定する

（単位：％）

責任主体 Ａである Ａに近い Ｂに近い Ｂである
調査年度 2009 2011 2013 2009 2011 2013 2009 2011 2013 2009 2011 2013
企業規模計 33.1 31.6 23.3 43.7 42.2 51.7 14.7 18.6 20.3 7.8 6.6 4.0
1,000人以上 35.4 34.7 33.2 53.1 49.7 53.4 9.8 11.7 12.7 1.5 3.0 0.7
300 ～ 999人 37.6 33.9 25.9 45.4 49.3 58.5 13.6 14.0 14.1 3.4 2.5 1.5
100 ～ 299人 36.2 32.7 29.1 46.9 45.6 52.0 12.3 14.6 16.9 4.4 6.5 1.8
 50 ～ 99人 33.8 32.4 23.8 42.1 39.5 53.0 14.5 20.5 18.1 8.8 7.3 4.3
 30 ～ 49人 30.2 30.0 19.3 42.6 41.2 49.5 16.4 20.2 24.9 9.7 6.9 5.4
責任主体 Ａ＋Ａに近い Ｂ＋Ｂに近い

出所： 厚生労働省「能力開発
基本調査」から筆者作
成。

（注）1．正社員対象の集計。
　　 2  ．「不明」は掲載を省略

した。

調査年度 2009 2011 2013 2009 2011 2013
企業規模計 76.8 73.8 75.0 22.5 25.2 24.3
1,000人以上 88.5 84.4 86.6 11.3 14.7 13.4
300 ～ 999人 83.0 83.2 84.4 17.0 16.5 15.6
100 ～ 299人 83.1 78.3 81.1 16.7 21.1 18.7
 50 ～ 99人 75.9 71.9 76.8 23.3 27.8 22.4
 30 ～ 49人 72.8 71.2 68.8 26.1 27.1 30.3
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し
て
い
る
（
不
明
は
除
く
）。
つ
ま
り
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
重

視
す
る
企
業
が
増
え
、
選
抜
者
の
教
育
訓
練
を
重
視
す
る
企
業
が

減
り
、
二
〇
一
三
年
度
時
点
で
は
全
体
重
視
が
約
六
割
、
選
抜
者

重
視
が
約
四
割
で
あ
る
。

企
業
規
模
別
に
み
る
と
、「
Ａ
に
近
い
」
や
「
Ａ
＋
Ａ
に
近
い
」

は
規
模
の
小
さ
い
企
業
の
方
が
増
加
割
合
が
大
き
く
、「
Ｂ
で
あ

る
」
や
「
Ｂ
＋
Ｂ
に
近
い
」
は
同
じ
く
規
模
の
小
さ
い
企
業
の
方

が
減
少
幅
が
相
対
的
に
大
き
い
。
た
だ
し
、
中
堅
か
ら
準
大
手
で

あ
る
三
〇
〇
人
〜
九
九
九
人
規
模
の
企
業
が
、「
Ａ
に
近
い
」
と

「
Ａ
＋
Ａ
に
近
い
」
の
増
加
幅
が
大
き
く
、「
Ｂ
で
あ
る
」
と
「
Ｂ

＋
Ｂ
に
近
い
」
の
減
少
幅
も
大
き
か
っ
た
こ
と
が
目
に
つ
い
た
。

二
〇
一
三
年
度
時
点
の
規
模
別
の
傾
向
を
み
る
と
、「
Ａ
に
近
い
」

や
「
Ａ
＋
Ａ
に
近
い
」
は
相
対
的
に
規
模
の
大
き
な
企
業
の
割
合

が
多
く
、「
Ｂ
で
あ
る
」
や
「
Ｂ
＋
Ｂ
に
近
い
」
は
相
対
的
に
規

模
の
小
さ
い
企
業
の
割
合
の
方
が
多
い
。
時
系
列
的
に
み
て
も
ほ

ぼ
同
じ
傾
向
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
集
計
結
果
は
、
大
企
業
の
方
が
全
体
を
対
象
と

表 4　能力開発で重視する対象者―全体か選抜か

Ａ：労働者全体の能力レベルを高める教育訓練を重視する
Ｂ：選抜した労働者の能力レベルを高める教育訓練を重視する

（単位：％）

重視対象者 Ａである Ａに近い Ｂに近い Ｂである
調査年度 2009 2011 2013 2009 2011 2013 2009 2011 2013 2009 2011 2013
企業規模計 20.3 19.1 19.8 28.2 36.2 38.2 35.2 32.1 34.2 15.1 11.2 7.0
1,000人以上 17.4 18.4 23.7 47.4 49.1 45.5 28.2 27.2 28.1 6.2 4.7 2.7
300 ～ 999人 21.0 15.5 18.9 31.6 38.6 44.2 34.0 37.2 32.3 13.2 7.9 4.3
100 ～ 299人 17.8 18.2 20.2 30.1 39.4 36.3 37.5 33.0 37.0 14.1 9.0 6.3
 50 ～ 99人 20.1 20.8 18.4 24.3 36.3 37.6 37.9 30.1 33.5 16.3 12.0 9.7
 30 ～ 49人 21.8 18.9 20.5 28.8 33.6 38.4 32.6 32.8 34.0 15.3 12.5 6.1
重視対象者 Ａ＋Ａに近い Ｂ＋Ｂに近い

出所： 厚生労働省「能力開発
基本調査」から筆者作
成。

（注）1．正社員対象の集計。
　　 2  ．「不明」は掲載を省略

した。

調査年度 2009 2011 2013 2009 2011 2013
企業規模計 48.5 55.3 58.0 50.3 43.3 41.2
1,000人以上 64.8 67.5 69.2 34.4 31.9 30.8
300 ～ 999人 52.6 54.1 63.1 47.2 45.1 36.6
100 ～ 299人 47.9 57.6 56.5 51.6 42.0 43.3
 50 ～ 99人 44.4 57.1 56.0 54.2 42.1 43.2
 30 ～ 49人 50.6 52.5 58.9 47.9 45.3 40.1
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し
た
能
力
開
発
を
実
施
す
る
資
源
（
時
間
的
、
人
材
的
、
資
金
的
）
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
中
小
企
業
に
は
資
源
が
乏
し
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
小
企
業
の
方
が
相
対
的
に
選
抜
者
対
象
の
教
育
訓
練
を
重
視
し
て
い
る
と
い
う
結
果
は
、
中
小
企
業
は
費
用
と

人
的
余
裕
の
関
係
か
ら
特
定
の
従
業
員
、
限
定
的
な
従
業
員
に
対
象
を
絞
っ
て
社
外
の
専
門
機
関
の
研
修
や
セ
ミ
ナ
ー
に
派
遣
す
る
こ
と

が
多
い
と
い
う
実
態
を
表
し
て
い
る
。
そ
れ
が
現
象
的
に
は
選
抜
に
よ
る
能
力
開
発
を
重
視
し
て
い
る
よ
う
な
集
計
結
果
に
な
っ
て
い
る

が
、
後
に
検
討
す
る
選
抜
型
研
修
と
は
似
て
非
な
る
実
態
で
あ
る
。
た
だ
、「
Ａ
に
近
い
」
や
「
Ａ
＋
Ａ
に
近
い
」
と
い
う
選
択
肢
で
規

模
の
小
さ
い
企
業
の
方
が
増
加
割
合
が
大
き
い
一
方
で
、「
Ｂ
で
あ
る
」
や
「
Ｂ
＋
Ｂ
に
近
い
」
は
規
模
の
小
さ
い
企
業
の
方
が
減
少
幅

が
相
対
的
に
大
き
い
と
い
う
こ
と
は
、
中
小
企
業
で
も
な
る
べ
く
な
ら
従
業
員
全
体
の
能
力
レ
ベ
ル
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
教
育
訓
練
、

研
修
を
実
施
し
た
い
と
い
う
意
向
の
企
業
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
5
）

。

三　

選
択
型
研
修
（
能
力
開
発
）
と
選
抜
型
研
修
（
能
力
開
発
）

1　

人
材
育
成
・
能
力
開
発
の
二
つ
の
方
向

わ
が
国
の
中
堅
・
大
企
業
を
典
型
と
す
る
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（H

um
an R

esource M
anagem

ent

＝
Ｈ
Ｒ
Ｍ
）
の
基
準
は
、
第
一
次
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
に
年
功
主
義
か
ら
能
力
主
義
へ
重
心
を
移
し
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
を
契
機
に
成
果
・
業
績
主
義
（
6
）

の
ウ
エ
イ
ト
を

高
め
た
。
成
果
や
業
績
は
仕
事
を
ベ
ー
ス
に
評
価
す
る
の
で
、
併
せ
て
職
務
主
義
、
あ
る
い
は
緩
や
か
な
職
務
概
念
で
あ
る
役
割
主
義
（
7
）

も

人
事
・
処
遇
基
準
と
し
て
普
及
し
た
。
た
だ
、
当
初
か
ら
予
想
さ
れ
た
よ
う
に
、
評
価
の
妥
当
性
を
は
じ
め
成
果
・
業
績
主
義
の
運
用
に

は
問
題
点
も
多
く
、
成
果
・
業
績
主
義
か
ら
の
揺
り
戻
し
が
起
き
て
い
る
。
現
状
で
は
、
仕
事
を
基
準
と
す
る
職
務
主
義
（
役
割
の
要
素

も
こ
こ
に
含
め
る
）、
職
務
遂
行
能
力
を
基
準
と
す
る
能
力
主
義
、
そ
れ
に
成
果
・
業
績
主
義
が
人
事
・
処
遇
基
準
の
要
素
と
し
て
併
存
し

一
〇



人
材
育
成
に
お
け
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択
型
研
修
と
選
抜
型
研
修
（
谷
田
部
）

（
五
九
七
）

て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
今
日
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
人
事
・
処
遇
シ
ス
テ
ム
の
運
用
基
準
、
決
定
基
準
の
実
態
は
、「
職
務
・
能
力

主
義
＋
成
果
・
業
績
主
義
」
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
①
担
当
す
る
仕
事
（
職
務
、
役
割
）
と
そ
の
仕
事
が
で
き
る
能
力
（
職
務
遂

行
能
力
）
を
基
準
に
す
る
「
職
務
・
能
力
主
義
」
を
ベ
ー
ス
に
、
②
仕
事
の
成
果
・
業
績
を
基
準
に
す
る
「
成
果
・
業
績
主
義
」
も
加
味

し
、
従
業
員
の
階
層
（
管
理
職
と
一
般
社
員
）
や
職
種
（
営
業
職
か
事
務
職
か
）、
処
遇
の
種
類
（
月
例
賃
金
と
賞
与
な
ど
）
に
応
じ
て
適
用
す

る
要
素
を
選
別
し
な
が
ら
、
柔
軟
に
ウ
エ
イ
ト
付
け
し
て
組
み
合
わ
せ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
（hybrid

＝
複
合
）
型
の
人
事
・
処
遇
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
（
8
）

。
運
用
面
で
残
滓
が
残
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
年
功
制
、
年
功
主
義
（
勤
続
年
数
要
素
を
メ
イ
ン
に
年
齢
要
素
も
加
味
す
る
人
事
・

処
遇
基
準
）
に
戻
る
こ
と
は
も
う
あ
り
得
な
い
。

職
務
・
能
力
主
義
と
成
果
・
業
績
主
義
が
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
主
た
る
運
用
・
決
定
基
準
に
な
る
こ
と
は
、
企
業
と
従
業
員
の
関
係

が
、
大
企
業
で
典
型
的
に
み
ら
れ
た
運
命
共
同
体
的
な
ウ
エ
ッ
ト
な
関
係
か
ら
利
益
共
同
体
的
な
ド
ラ
イ
な
関
係
に
移
行
す
る
一
つ
の
契

機
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
職
責
と
成
果
責
任
、
そ
れ
に
権
限
の
範
囲
を
明
確
に
し
た
契
約
主
義
的
な
関
係
へ
の
移
行
で
あ
る
（
9
）

。
も
ち
ろ

ん
、
現
状
で
は
企
業
と
従
業
員
が
全
面
的
に
ド
ラ
イ
な
契
約
主
義
的
関
係
に
転
換
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
い
ま
だ
長
い
過
渡
期
の
段

階
に
あ
る
し
、
い
つ
揺
り
戻
し
が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
理
念
の
変
化
は
企
業
の
人
材
育
成
・

能
力
開
発
に
関
し
て
も
影
響
を
及
ぼ
す
。
大
手
企
業
に
従
来
み
ら
れ
た
よ
う
な
、
や
や
画
一
的
な
教
育
訓
練
や
研
修
か
ら
の
転
換
で
あ
る
。

そ
れ
は
キ
ー
ワ
ー
ド
的
に
い
え
ば
「
個
」
の
尊
重
、
個
性
重
視
で
あ
り
、
自
律
性
と
自
己
責
任
領
域
の
拡
大
で
あ
り
、
多
様
性
へ
の
対

応
で
あ
り
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
・
形
成
の
視
点
か
ら
の
人
材
育
成
・
能
力
開
発
で
あ
る
。「
個
」
に
焦
点
を
当
て
た
能
力
開
発
制
度
と
し
て

筆
者
が
注
目
す
る
の
は
、
会
社
主
導
で
は
な
い
従
業
員
選
択
に
よ
る
教
育
訓
練
・
研
修
と
、
逆
に
企
業
が
受
講
対
象
者
を
厳
し
く
選
別
、

一
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選
抜
す
る
教
育
訓
練
・
研
修
で
あ
る
。
前
者
が
従
業
員
の
意
思
と
自
律
性
を
尊
重
し
た
選
択
型
研
修
（
能
力
開
発
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

後
者
は
会
社
主
導
で
革
新
的
な
戦
略
的
人
材
、
と
く
に
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
、
次
世
代
経
営
者
層
を
育
成
す
る
選
抜
型
研
修
（
能
力
開
発
）

で
あ
る
。
両
者
の
方
向
性
は
異
な
る
が
、
個
を
尊
重
し
て
個
性
を
重
視
し
、
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
で
き
る
創
造
的
、
独
創
的
で
強
靱

な
人
材
を
育
成
す
る
と
い
う
点
で
は
、
根
幹
は
同
じ
で
あ
る
。

2　

選
択
型
研
修
（
能
力
開
発
）
と
選
抜
型
研
修
（
能
力
開
発
）
の
実
施
割
合

表
5
は
、
民
間
の
調
査
機
関
で
あ
る
一
般
財
団
法
人
・
労
務
行
政
研
究
所
が
三
年
ご
と
に
行
っ
て
い
る
人
事
労
務
諸
制
度
の
実
施
状
況

調
査
か
ら
、
選
択
型
研
修
と
選
抜
型
研
修
の
実
施
企
業
の
割
合
を
両
項
目
の
調
査
開
始
年
以
降
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査

対
象
は
上
場
企
業
と
そ
れ
に
匹
敵
す
る
非
上
場
企
業
で
あ
る
か
ら
主
要
企
業
の
調
査
結
果
で
あ
る
が
、
本
稿
で
検
討
す
る
選
択
型
と
選
抜

型
研
修
の
実
施
状
況
を
み
る
に
は
む
し
ろ
適
し
て
い
る
。
通
信
教
育
を
除
く
選
択
型
研
修
の
実
施
率
は
、
調
査
年
に
よ
り
変
動
し
て
い
る

が
（
回
答
企
業
が
入
れ
替
わ
る
影
響
も
あ
る
）、
主
要
企
業
で
も
約
二
〇
％
に
と
ど
ま
り
、
こ
の
と
こ
ろ
頭
打
ち
で
あ
る
。
一
方
、
選
抜
型
研

修
は
経
営
幹
部
候
補
育
成
の
た
め
と
限
定
し
て
い
る
が
、
毎
調
査
年
ご
と
に
増
加
し
、
二
〇
一
三
年
は
28
・
5
％
で
あ
る
。
本
稿
が
考
察

の
対
象
と
す
る
選
抜
型
研
修
も
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
、
次
世
代
経
営
者
育
成
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
調
査
項
目
と
対
象
は
一
致
す
る
。

さ
ら
に
表
6
は
、
公
益
財
団
法
人
・
日
本
生
産
性
本
部
が
主
要
企
業
対
象
に
将
来
の
幹
部
育
成
に
向
け
た
「
選
抜
人
材
教
育
」
の
実
施

状
況
を
調
査
し
た
集
計
で
あ
る
。
幹
部
育
成
の
選
抜
人
材
教
育
に
関
心
の
あ
る
企
業
が
回
答
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
、
実
施
率
は
高
く

ほ
ぼ
六
割
弱
が
実
施
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
二
〇
一
二
年
で
は
実
施
し
て
い
る
企
業
が
57
・
8
％
、
実
施
の
方
向
で
検
討
し
て
い
る

企
業
が
24
・
8
％
で
、
両
者
を
合
計
す
る
と
82
・
6
％
と
八
割
を
超
え
る
。
わ
が
国
の
大
手
企
業
に
お
け
る
次
世
代
経
営
幹
部
の
育
成
に
対

一
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す
る
関
心
は
、
か
な
り
強
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

四　

選
択
型
研
修
（
能
力
開
発
）
の
実
相

1　

選
択
型
研
修
導
入
の
背
景
と
理
念

選
択
型
研
修
（
能
力
開
発
）
は
、
正
確
に
は
従
業
員
が
選
択
す
る
研
修
（
能
力
開

発
）
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
選
択
型
研
修
と
簡
略
に
表
現
す
る
。
ま
た
、
拡
大
す
れ

ば
能
力
開
発
体
系
に
含
ま
れ
る
わ
け
だ
が
、
具
体
的
な
手
法
と
し
て
は
研
修
の
形
を

取
る
こ
と
が
多
い
の
で
、（
能
力
開
発
）
の
部
分
は
省
略
す
る
。

選
択
型
研
修
が
導
入
さ
れ
る
背
景
や
理
念
に
つ
い
て
、「
三
│
1
」
で
述
べ
た
こ

と
と
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
改
め
て
整
理
し
て
み
よ
う
。
根
本
に
あ
る
の
は
、

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
理
念
の
変
化
や
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
シ
フ
ト
で
あ
る
。
集

団
管
理
か
ら
個
を
重
視
す
る
個
別
管
理
へ
、
画
一
性
か
ら
非
画
一
性
つ
ま
り
多
様
性

へ
、
企
業
依
存
性
偏
重
か
ら
自
律
性
重
視
へ
の
変
化
で
あ
る
。
ま
た
、
表
3
の
分
析

で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
今
日
の
わ
が
国
の
企
業
は
能
力
開
発
の
運
用
に
従
業
員
の
意

思
や
意
向
を
採
り
入
れ
る
ス
タ
ン
ス
を
採
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
材
育
成
・
能
力

開
発
の
場
面
で
、
個
を
尊
重
し
、
従
業
員
の
意
思
と
自
律
性
を
尊
重
し
て
、
企
業
が

提
供
す
る
教
育
訓
練
、
研
修
の
中
か
ら
従
業
員
が
自
主
的
、
自
発
的
に
メ
ニ
ュ
ー
を

表 5　選択型研修と選抜型研修の実施率

（単位：％）

項　　　目
実施率の推移

2001年 2004年 2007年 2010年 2013年

選択型研修（通信教育は除く） 12.6 21.2 21.0 13.1 19.2

経営幹部候補育成のための選
抜型研修

11.8 23.5 24.9 25.8 28.5

＜集計企業数：社＞ ＜372＞ ＜260＞ ＜229＞ ＜221＞ ＜214＞

出所：労務行政研究所「人事労務諸制度実施状況調査」
（注） 　調査対象は、全国証券市場の上場企業と、それに匹敵する非上場企業
（資本金 5億円以上かつ従業員500人以上）。
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選
択
す
る
方
式
を
採
り
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
自
律
型
研
修
と
し
て

の
選
択
型
研
修
で
あ
る
。
従
業
員
本
人
に
興
味
、
関
心
が
あ
り
受
講
し
た
い
と
思
う
研
修

こ
そ
教
育
効
果
は
高
ま
る
。

一
方
で
選
択
型
研
修
は
、
能
力
開
発
の
自
己
責
任
化
も
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
、
キ
ャ

リ
ア
の
視
点
か
ら
い
え
ば
今
日
、
従
業
員
は
自
律
的
、
自
発
的
な
キ
ャ
リ
ア
開
発
・
形
成

が
求
め
ら
れ
て
い
る
（
10
）

。
選
択
型
研
修
は
、
従
業
員
に
キ
ャ
リ
ア
選
択
の
機
会
、
キ
ャ
リ

ア
・
デ
ザ
イ
ン
の
機
会
を
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
従
業
員
の
自
律
的
な
キ
ャ
リ

ア
開
発
・
形
成
の
チ
ャ
ン
ス
を
付
与
し
、
併
せ
て
自
己
責
任
領
域
の
拡
大
も
求
め
て
い
る

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
律
的
で
意
欲
的
な
従
業
員
は
能
力
開
発
、
キ
ャ
リ
ア
開
発

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
機
会
と
捉
え
る
が
、
そ
う
で
な
い
従
業
員
に
と
っ
て
は
か
え
っ
て
負

担
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

実
際
に
は
、
わ
が
国
の
企
業
で
は
こ
れ
ま
で
に
も
通
信
教
育
を
中
心
と
す
る
自
己
啓
発

は
も
ち
ろ
ん
、
職
能
別
・
専
門
分
野
別
研
修
、
語
学
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（Inform

ation and 

C
om
m
unication T

echnology

＝
情
報
通
信
技
術
）
関
連
な
ど
目
的
別･

課
題
別
研
修
の
一
部

の
受
講
に
関
し
て
も
、
従
業
員
の
希
望
で
選
択
で
き
る
仕
組
み
は
存
在
し
た
。
そ
れ
が
、

選
択
型
研
修
と
し
て
明
確
に
制
度
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
対
象
と
な
る
講
座
や
メ
ニ
ュ
ー
が

増
加
し
、
選
択
で
き
る
研
修
、
講
座
が
拡
大
さ
れ
、
会
社
主
導
型
研
修
の
典
型
で
あ
っ
た

表 6　選抜人材教育の実施状況

（単位：％）

調査年 2004 2005 2006 2007 2009 2012

実施している 53.7 53.7 57.6 58.7 58.5 57.8

実施の方向で検討 26.9 23.9 19.1 26.9 22.0 24.8

実施の予定なし 19.4 22.4 23.3 14.4 19.5 17.4

＜集計企業数：社＞ ＜134＞ ＜205＞ ＜257＞ ＜201＞ ＜116＞ ＜230＞

出所： 日本生産性本部「将来の幹部育成に向けた『選抜人材教育』に関する調査」
（注） 　調査対象は、2007年調査までが同本部賛助会員企業中心で、2009年以降

は従業員500人以上の同本部賛助会員ほか上場企業などで、いずれも主要企
業が対象。
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（
六
〇
一
）

階
層
別
研
修
の
全
部
ま
た
は
一
部
も
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
受
講
対
象
者
も
限
定
的
で
な
く
オ
ー
プ
ン
化
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

2　

選
択
型
研
修
の
類
型
と
概
要

選
択
型
研
修
の
仕
組
み
を
大
き
く
類
型
化
す
る
と
、
①
受
講
対
象
者
に
限
定
は
な
く
、
本
人
の
全
く
自
由
意
思
で
選
択
、
受
講
す
る

「
自
由
選
択
型
方
式
（
自
律
型
選
択
方
式
）」、
②
社
員
等
級
レ
ベ
ル
や
役
職
ご
と
、
職
種
や
部
門
別
な
ど
、
対
象
に
応
じ
て
会
社
が
あ
ら
か

じ
め
指
定
し
た
特
定
範
囲
の
講
座
の
中
か
ら
該
当
者
が
選
択
す
る
「
必
修
選
択
型
方
式
」
と
に
分
か
れ
る
。
純
粋
型
は
こ
の
二
つ
だ
が
、

こ
の
中
間
に
、
③
キ
ャ
リ
ア
開
発
・
形
成
の
観
点
か
ら
社
員
等
級
や
役
職
、
職
種
や
部
門
な
ど
に
よ
り
受
講
が
望
ま
し
い
講
座
、
研
修
に

つ
い
て
会
社
が
一
定
の
緩
や
か
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
、
そ
れ
に
沿
っ
て
選
択
、
受
講
す
る
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
型
選
択
方
式
」、
④
上

司
と
部
下
の
キ
ャ
リ
ア
面
談
、
能
力
開
発
面
談
の
場
で
、
部
下
の
選
択
に
対
し
て
上
司
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
受
講
す
る
研
修
を
決
め
る

「
面
談
型
選
択
方
式
」
な
ど
も
存
在
す
る
。
た
だ
、
個
別
企
業
の
事
例
は
多
様
で
、
研
修
の
講
座
、
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
っ
て
も
異
な
り
、
実

際
に
は
こ
れ
ら
の
類
型
は
複
合
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
自
己
啓
発
関
連
は
別
と
し
て
、
能
力
開
発
体
系
に
お
け
る
教
育
訓
練
、

研
修
の
講
座
す
べ
て
を
選
択
型
研
修
に
す
る
事
例
は
少
な
く
、
む
し
ろ
部
分
的
に
と
ど
め
て
必
須
型
研
修
を
多
く
残
す
事
例
の
ほ
う
が
主

流
で
あ
る
。

前
述
し
た
と
お
り
、
通
信
教
育
や
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
上
の
社
内
公
開
講
座
、
そ
れ
に
通
学
講
座
な
ど
も
含
め
て
自
己
啓
発
の
領
域
で
は
、

昇
進
・
昇
格
に
連
動
す
る
も
の
を
除
け
ば
選
択
型
研
修
は
一
般
的
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
選
択
型
研
修
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
職
能
別

（
部
門
別
）
研
修
、
目
的
別
（
課
題
別
）
研
修
だ
け
で
な
く
、
と
く
に
階
層
別
研
修
に
も
選
択
型
を
導
入
し
た
こ
と
に
あ
る
。
た
だ
、
企
業

事
例
を
み
る
と
、
階
層
別
研
修
を
す
べ
て
選
択
型
に
変
え
た
例
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
新
入
社
員
と
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
段
階
の
研
修
や
上
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級
管
理
職
層
対
象
の
研
修
は
必
須
あ
る
い
は
選
抜
型
の
ま
ま
と
し
、
若
手
・
中
堅
層
か
ら
初
級
管
理
職
ク
ラ
ス
ま
で
の
階
層
別
研
修
を
選

択
型
に
し
た
ケ
ー
ス
が
多
い
。
将
来
の
経
営
幹
部
を
目
指
す
こ
の
ク
ラ
ス
に
自
発
的
な
意
思
で
能
力
開
発
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
・
形
成
を

行
っ
て
も
ら
い
、
積
極
的
に
自
ら
考
え
行
動
す
る
自
律
型
で
か
つ
個
性
的
、
創
造
的
な
人
材
に
育
つ
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

通
信
教
育
や
自
己
啓
発
を
除
き
、
こ
う
し
た
階
層
別
研
修
（
＋
職
能
別
研
修
、
目
的
別
研
修
）
を
選
択
型
に
し
た
場
合
を
「
選
択
型
研
修
」

と
位
置
づ
け
る
企
業
が
多
い
。

実
施
範
囲
と
し
て
は
、
特
定
企
業
単
体
で
は
な
く
、
今
日
の
グ
ル
ー
プ
経
営
を
反
映
し
て
持
株
会
社
を
中
心
に
、
企
業
グ
ル
ー
プ
全
体

で
実
施
す
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。
企
業
が
社
内
で
独
自
に
設
計
す
る
講
座
だ
け
で
な
く
、
社
外
の
各
種
の
研
修
、
講
座
も
組
み
入
れ

る
し
、
時
間
的
な
自
由
度
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
Ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（e-learning

）
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
能
力
開
発
の
自
己
責
任
化
と

い
う
こ
と
か
ら
な
の
か
、
費
用
の
一
部
を
従
業
員
の
負
担
に
し
て
い
る
企
業
の
例
も
あ
る
。
通
常
は
福
利
厚
生
制
度
と
み
ら
れ
て
い
る
カ

フ
ェ
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
（
11
）

を
導
入
し
て
い
る
企
業
で
は
、
メ
ニ
ュ
ー
に
能
力
開
発
関
連
施
策
を
採
り
入
れ
て
い
る
し
、
必
須
階
層
別
研
修
以
外

の
教
育
訓
練
・
研
修
に
つ
い
て
は
、
付
与
さ
れ
た
能
力
開
発
ポ
イ
ン
ト
の
範
囲
内
で
選
択
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
企
業
事
例
も
あ
り
、
こ

れ
ら
も
自
己
責
任
に
よ
る
費
用
負
担
の
例
と
い
え
よ
う
。

3　

選
択
型
研
修
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
そ
の
対
応

選
択
型
研
修
の
メ
リ
ッ
ト
は
そ
の
導
入
目
的
で
あ
る
①
従
業
員
意
思
の
尊
重
と
自
律
性
や
主
体
性
の
涵
養
、
②
従
業
員
の
興
味
、
関
心
、

必
要
性
に
応
じ
た
講
座
が
受
講
で
き
る
こ
と
に
よ
る
教
育
効
果
、
③
従
業
員
の
多
様
性
へ
の
対
応
な
ど
で
あ
る
。
一
方
で
、
①
企
業
が
受

講
を
期
待
す
る
従
業
員
が
多
忙
で
受
講
で
き
な
い
、
②
企
業
が
受
講
し
て
欲
し
い
講
座
、
コ
ー
ス
の
受
講
者
が
少
な
い
、
③
能
力
開
発
に
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つ
な
が
る
体
系
的
な
講
座
の
受
講
が
な
さ
れ
な
い
な
ど
、
講
座
の
受
講
を
従
業
員
の
選
択
に
任
せ
る
制
度
ゆ
え
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

前
述
し
た
選
択
型
研
修
の
類
型
と
概
要
は
、
一
九
九
七
年
か
ら
二
〇
一
一
年
の
間
に
発
行
さ
れ
た
労
務
行
政
研
究
所
『
労
政
時
報
』
に

紹
介
が
あ
っ
た
一
六
社
の
企
業
事
例
か
ら
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
掲
載
企
業
が
選
択
型
研
修
を
開
始
し
た
の
は
（
追
加
実
施
も
含
め
て
）

一
九
九
五
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
。
そ
の
後
に
企
業
間
の
合
併
や
持
株
会
社
化
、
社
名
変
更
、
制
度
そ
の
も
の
の
変
更
・
停
止
な
ど
が
あ
る

の
で
具
体
的
な
社
名
は
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
一
九
九
五
年
か
ら
の
九
〇
年
代
後
半
導
入
企
業
が
九
社
、
二
〇
〇
〇
年
代
導
入
企
業
が
七

社
だ
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
は
前
半
が
多
く
、
最
近
の
導
入
事
例
は
少
な
く
な
る
。
表
5
で
も
み
た
と
お
り
、
こ
の
と
こ
ろ
選
択
型
研
修
の

導
入
率
は
頭
打
ち
傾
向
に
あ
り
、
九
〇
年
代
後
半
の
ブ
ー
ム
は
一
段
落
し
た
と
い
え
よ
う
。
従
業
員
の
多
様
な
興
味
、
関
心
、
必
要
性
に

応
え
る
た
め
に
多
様
で
多
数
の
講
座
、
メ
ニ
ュ
ー
を
設
定
す
る
企
業
側
の
負
担
や
、
前
述
し
た
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
が
そ
の
要
因
と
思
わ
れ
る
。

選
択
型
研
修
に
は
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、
適
正
に
運
用
す
る
た
め
に
は
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
一
つ
は
、
実
際
に
実
施
し
て
い
る
企
業

も
あ
る
昇
進
・
昇
格
と
の
連
動
で
あ
る
。
特
定
の
役
職
・
等
級
に
昇
進
・
昇
格
す
る
た
め
に
必
要
な
講
座
、
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
受
講
を

昇
進
・
昇
格
の
判
定
要
素
の
一
つ
に
す
る
の
で
あ
る
。
必
修
選
択
型
は
こ
の
タ
イ
プ
と
し
て
運
用
で
き
る
が
、
自
由
選
択
型
で
も
複
数
指

定
し
た
講
座
か
ら
の
選
択
受
講
が
昇
進
・
昇
格
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
加
算
、
累
積
さ
れ
る
仕
組
み
に
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
昇

進
・
昇
格
連
動
以
上
に
効
果
的
な
の
は
、
前
述
し
た
類
型
③
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
④
の
上
司
支
援
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
上
司
と
部
下
の

キ
ャ
リ
ア
面
談
あ
る
い
は
能
力
開
発
面
談
の
場
で
、
会
社
が
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
、
上
司
が
部
下
の
選
択
に
ア
ド
バ
イ
ス
し

な
が
ら
受
講
す
る
研
修
を
決
め
る
方
式
で
あ
る
。
上
司
は
あ
く
ま
で
ア
ド
バ
イ
ス
や
支
援
に
と
ど
め
、
強
制
あ
る
い
は
強
い
推
薦
に
な
る

こ
と
を
避
け
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
方
法
は
自
由
選
択
型
で
も
必
修
選
択
型
で
も
有
効
で
あ
る
。
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五　

選
抜
型
研
修
（
能
力
開
発
）

1　

選
抜
型
研
修
導
入
の
背
景
と
理
念

企
業
主
導
で
従
業
員
を
指
名
し
て
教
育
訓
練
、
研
修
を
行
え
ば
一
般
的
に
選
別
型
研
修
、
選
抜
型
研
修
と
い
え
る
わ
け
だ
が
、
本
稿
で

対
象
と
し
て
想
定
す
る
の
は
も
う
少
し
対
象
を
限
定
し
た
研
修
で
あ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
、
次
世
代
経
営
者

（
層
）
育
成
、
将
来
を
担
う
コ
ア
人
材
育
成
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
た
め
の
選
抜
型
研
修
（
能
力
開
発
）
で
あ
る
。
と
く
に
、
次
世
代

リ
ー
ダ
ー
、
次
世
代
経
営
層
を
中
心
に
以
下
で
は
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
の
人
材
を
育
成
す
る
に
は
研
修
に
と
ど
ま
ら
ず
能
力
開
発
体
系
全

般
、
さ
ら
に
は
文
字
ど
お
り
「
人
材
育
成
」
と
い
う
視
点
ま
で
に
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
選
択
型
研
修
と
同
様
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
も

含
め
て
選
抜
型
研
修
と
簡
略
的
に
表
現
し
、（
能
力
開
発
）
の
部
分
は
省
略
す
る
。

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
や
次
世
代
経
営
者
な
ど
の
育
成
は
こ
れ
ま
で
も
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
、
か
つ
て
は
わ
が
国
の
特
徴
で
あ
る
長
期
的

な
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
企
業
内
昇
進
競
争
に
勝
ち
ぬ
い
て
き
た
経
営
層
候
補
者
の
中
か
ら
任
用
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
冒
頭

で
述
べ
た
よ
う
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
企
業
間
競
争
が
激
化
し
、
常
に
変
動
し
て
予
測
不
能
な
経
営
環
境
の
下
で
、
明
確
で
先
見
性
の
あ
る
ビ

ジ
ョ
ン
を
提
示
し
、
的
確
な
経
営
戦
略
を
構
築
し
て
会
社
を
牽
引
し
て
い
け
る
経
営
層
が
今
ま
で
以
上
に
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

変
革
的
経
営
人
材
の
必
要
性
と
そ
の
継
続
的
な
育
成
の
重
要
性
で
あ
る
。
優
れ
た
経
営
者
は
自
然
に
育
つ
の
で
は
な
く
育
成
す
る
も
の
だ

と
い
う
前
提
に
立
ち
、
し
か
も
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
り
候
補
者
の
早
期
発
見
と
意
図
的
、
計
画
的
な
育
成
を
目
指
し
て
い
る
の
が
こ
こ
で

考
察
す
る
選
抜
型
研
修
で
あ
る
。

表
1
や
表
2
で
、
教
育
訓
練
費
用
、
能
力
開
発
費
用
の
減
少
傾
向
を
み
た
が
、
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
も
次
世
代
経
営
層
の
育
成
に
は
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力
を
入
れ
る
企
業
が
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
前
掲
・
表
4
の
分
析
で
は
、
能
力
開
発
の
基
本
ス
タ
ン
ス
に
お
い
て
全
体

の
能
力
レ
ベ
ル
を
高
め
る
教
育
訓
練
を
重
視
す
る
企
業
の
割
合
が
増
え
て
き
て
お
り
、
二
〇
一
三
年
時
点
で
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
重

視
す
る
企
業
は
規
模
計
で
約
六
割
、
選
抜
重
視
は
約
四
割
で
あ
っ
た
。
規
模
別
に
み
る
と
大
企
業
で
全
体
重
視
が
多
い
傾
向
に
あ
る
。
本

稿
で
考
察
す
る
選
抜
型
研
修
を
実
施
す
る
の
は
主
に
規
模
の
大
き
な
企
業
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
企
業
で
は
、
前
掲
・
表
5
や
表
6
の
結

果
も
併
せ
て
考
え
る
と
、
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
基
本
に
し
な
が
ら
も
次
世
代
経
営
層
育
成
の
た
め
の
選
択
型
研
修
に
力
を
入
れ
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

選
抜
型
研
修
の
導
入
は
、「
三
│
1
」
で
述
べ
た
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
理
念
の
変
化
を
反
映
し
た
人
材
育
成
・
能
力
開
発
に
お
け
る
個

の
尊
重
、
個
性
重
視
に
も
関
連
し
て
い
る
。
同
一
役
職
在
籍
者
を
満
遍
な
く
対
象
に
す
る
画
一
的
な
階
層
別
研
修
か
ら
、
将
来
の
経
営
幹

部
と
し
て
の
潜
在
能
力
を
備
え
た
候
補
者
に
絞
っ
て
選
別
し
、
独
創
的
で
か
つ
革
新
性
に
富
む
人
材
に
育
成
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
個

別
の
人
材
に
焦
点
を
当
て
、
次
世
代
経
営
層
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
・
形
成
を
計
画
的
に
実
現
す
る
ね
ら
い
が
あ
る
。
な
お
、
選
抜
型

研
修
を
導
入
し
て
い
る
よ
う
な
企
業
で
は
、
選
択
型
研
修
も
併
せ
て
実
施
し
て
い
る
例
が
決
し
て
少
な
く
な
い
。
個
を
重
視
し
た
人
材
育

成
・
能
力
開
発
と
し
て
は
理
念
が
共
通
だ
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
選
抜
型
研
修
の
対
象
は
次
世
代
経
営
者
、
次
世
代
経
営
幹
部
と
い
う
表
現
の
ほ
か
に
次
世
代
「
リ
ー
ダ
ー
」
と
表
現
す
る

企
業
が
多
い
。
こ
の
場
合
の
リ
ー
ダ
ー
（
お
よ
び
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
機
能
）
は
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
お
よ
び
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
）
と
対
比
さ
れ
、
機

能
的
に
異
な
る
も
の
だ
と
コ
ッ
タ
ー
は
い
う
（
12
）

。
コ
ッ
タ
ー
の
主
張
を
筆
者
な
り
に
整
理
す
る
と
、
リ
ー
ダ
ー
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
（
変
革

を
リ
ー
ド
す
る
力
）
を
持
っ
た
変
革
推
進
者
で
あ
り
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
経
営
管
理
）
力
を
持
っ
た
経
営
管
理
者
で
あ
る
。

組
織
の
変
革
に
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
も
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
必
要
だ
が
、
変
革
を
牽
引
す
る
の
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
り
、
経
営
ト
ッ
プ

一
九
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層
に
は
リ
ー
ダ
ー
が
不
可
欠
だ
と
い
う
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
備
え
た
マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
当
然
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
と
マ
ネ

ジ
ャ
ー
を
コ
ッ
タ
ー
の
よ
う
に
対
比
的
に
区
分
す
る
の
が
妥
当
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、
今
日
の
企
業
実
務
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
に
つ

い
て
コ
ッ
タ
ー
が
概
念
規
定
し
た
意
味
で
用
い
る
こ
と
が
一
般
的
な
の
で
、
本
稿
も
そ
れ
に
沿
っ
て
使
用
す
る
。

2　

企
業
事
例
か
ら
み
た
選
抜
型
研
修
の
実
施
状
況
と
研
修
の
概
要

⑴　

企
業
事
例
の
導
入
状
況

前
掲
『
労
政
時
報
』
を
中
心
に
、
株
式
会
社
・
産
労
総
合
研
究
所
発
行
の
『
企
業
と
人
材
』、
同
『
人
事
実
務
』
に
二
〇
〇
〇
年
か
ら

二
〇
一
四
年
半
ば
ま
で
に
掲
載
さ
れ
た
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
、
次
世
代
経
営
者
育
成
の
た
め
の
選
抜
型
研
修
を
実
施
し
て
い
る
企
業
事
例
は
、

筆
者
の
基
準
で
取
り
上
げ
れ
ば
重
複
掲
載
を
調
整
し
て
四
〇
社
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
大
手
企
業
で
あ
る
。
選
択
型
研
修
の
実
施
企
業
と

同
じ
理
由
で
具
体
的
な
社
名
は
省
略
す
る
。
実
際
の
導
入
年
次
は
一
九
九
一
年
か
ら
二
〇
一
一
年
と
幅
が
あ
る
が
（
複
数
の
研
修
を
逐
次
導

入
す
る
企
業
も
あ
る
）、
参
照
し
た
専
門
誌
が
二
〇
〇
〇
年
以
降
だ
っ
た
た
め
も
あ
り
、
一
九
九
〇
年
代
は
四
社
と
少
な
い
。
二
〇
〇
〇
年

代
は
毎
年
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
導
入
企
業
が
出
て
お
り
、
今
に
続
い
て
い
る
。『
労
政
時
報
』
で
は
継
続
的
に
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
、
次

世
代
経
営
幹
部
育
成
の
企
業
事
例
を
特
集
し
て
お
り
、
選
択
型
研
修
の
特
集
が
最
近
無
い
こ
と
に
比
べ
、
企
業
実
務
で
は
次
世
代
経
営
層

の
育
成
の
方
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
前
掲
・
表
5
や
表
6
で
確
認
し
た
、
着
実
に
増
加
傾
向
に
あ
る
選
抜
型

研
修
の
実
施
率
と
も
合
致
す
る
。

⑵　

企
業
事
例
か
ら
み
た
選
抜
型
研
修
の
概
要

参
照
し
た
企
業
事
例
に
み
る
次
世
代
経
営
者
（
候
補
）
育
成
の
た
め
の
選
抜
型
研
修
は
、
各
社
各
様
、
多
種
多
彩
で
あ
る
。
し
か
も
、

二
〇
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一
社
に
複
数
の
制
度
、
コ
ー
ス
、
仕
組
み
が
あ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
を
前
提
に
、
企
業
事
例
か
ら
み
た
選
抜
型
研
修
の
ご
く

大
ま
か
な
枠
組
を
整
理
す
る
。

①　

対
象
と
な
る
従
業
員
層
と
年
齢
層

事
業
部
長
ク
ラ
ス
や
役
員
な
ど
文
字
ど
お
り
経
営
ト
ッ
プ
寸
前
の
層
を
対
象
と
す
る
例
も
あ
る
が
、
通
常
は
課
長
ク
ラ
ス
、
次
長
ク
ラ

ス
、
部
長
ク
ラ
ス
、
次
期
部
門
長
候
補
な
ど
を
対
象
と
す
る
こ
と
が
多
い
。
長
期
的
な
次
世
代
経
営
者
育
成
と
い
う
観
点
か
ら
、
管
理
職

候
補
の
若
手
・
中
堅
社
員
を
対
象
に
含
め
る
企
業
も
あ
る
。
部
長
な
ど
の
単
一
階
層
を
対
象
に
す
る
例
の
ほ
か
、
や
は
り
長
期
的
育
成
の

た
め
に
、
た
と
え
ば
若
手
課
長
、
次
期
部
長
ク
ラ
ス
、
部
長
と
い
っ
た
よ
う
に
対
象
を
複
数
階
層
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
相
応
し
い
研
修

を
段
階
的
に
実
施
す
る
事
例
も
少
な
く
な
い
。
年
齢
的
に
は
、
若
手
社
員
を
対
象
に
す
る
場
合
は
三
〇
歳
前
後
、
部
門
長
ク
ラ
ス
対
象
の

場
合
は
五
〇
歳
ぐ
ら
い
に
な
る
こ
と
も
あ
る
が
、
結
果
的
に
三
〇
歳
代
前
半
か
ら
四
〇
歳
代
半
ば
が
中
心
と
な
る
対
象
層
で
あ
る
。

②　

選
抜
方
法

選
抜
方
法
は
、
部
長
推
薦
、
部
門
（
長
）
推
薦
、
事
業
部
長
推
薦
、
担
当
役
員
推
薦
、
社
長
推
薦
な
ど
、
対
象
階
層
に
よ
っ
て
も
異
な

る
が
基
本
的
に
各
部
門
か
ら
の
推
薦
が
多
い
。
人
事
部
門
が
指
名
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ま
た
、
持
株
会
社
が
運
用
す
る
場
合
は
グ
ル
ー

プ
企
業
全
体
に
拡
大
し
て
実
施
す
る
事
例
が
多
く
、
グ
ル
ー
プ
企
業
の
社
長
推
薦
と
い
う
形
も
あ
る
。
選
抜
型
研
修
で
は
あ
る
が
、
公
募

枠
を
設
け
た
り
自
薦
も
認
め
る
例
が
あ
る
。
推
薦
が
あ
れ
ば
そ
の
ま
ま
受
講
対
象
者
に
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
も
の
の
、
公
募
・
自
薦
の
場

合
は
当
然
厳
格
に
審
査
を
行
い
、
そ
の
他
の
推
薦
方
法
で
も
一
定
の
基
準
を
設
定
し
て
審
査
、
選
抜
す
る
企
業
が
あ
る
。

③　

研
修
期
間
と
研
修
機
関

研
修
期
間
は
長
期
で
、
最
低
で
も
六
ヵ
月
間
が
多
く
、
一
年
間
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
実
施
す
る
企
業
も
あ
る
。
月
に
一
度
、
研
修
施
設

二
一
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に
集
ま
っ
て
受
講
す
る
形
態
が
多
い
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
単
な
る
講
義
だ
け
で
な
く
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
あ
る
の
で
、
一
泊
二
日
、
二

泊
三
日
な
ど
合
宿
の
形
を
取
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
も
、
グ
ル
ー
プ
単
位
で
研
修
日
以
外
で
も
自
主
的
に
研
究
会
、
勉
強
会
の
時
間
を

作
っ
て
い
る
。

研
修
機
関
は
、
社
外
の
専
門
機
関
が
実
施
す
る
次
世
代
経
営
者
育
成
コ
ー
ス
に
派
遣
す
る
少
数
の
企
業
を
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
は
社
内

の
研
修
機
関
・
部
署
が
担
当
す
る
。
社
内
に
設
立
し
た
「
○
○
経
営
塾
」
や
「
企
業
内
大
学
」（C

orporate U
niversity

＝
Ｃ
Ｕ
）
で
研
修

す
る
企
業
も
あ
る
。
経
営
塾
と
い
っ
て
も
施
設
で
は
な
く
、
次
世
代
経
営
者
の
育
成
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
研
修
名
、
コ
ー
ス
名
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
名
で
あ
る
。
企
業
内
大
学
（
Ｃ
Ｕ
）
も
物
理
的
な
施
設
で
は
な
く
、
機
能
面
を
表
現
し
た
研
修
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
を
い
う
。

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
が
多
い
が
、
わ
が
国
で
も
一
部
の
大
企
業
で
企
業
内
大
学
が
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
企
業
内
大

学
は
大
学
と
い
っ
て
も
単
位
や
学
位
を
付
与
す
る
機
関
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
企
業
内
の
研
修
機
関
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
教
育
訓
練
体

系
、
研
修
体
系
を
経
営
戦
略
と
緊
密
に
連
携
さ
せ
、
戦
略
的
な
人
材
育
成
・
能
力
開
発
機
能
と
し
て
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
単
な
る

研
修
（
施
設
）
を
大
学
と
読
み
替
え
た
例
も
あ
る
が
、
多
く
は
よ
り
高
度
な
研
修
体
系
を
構
築
し
て
い
る
。
本
稿
で
対
象
に
す
る
次
世
代

リ
ー
ダ
ー
、
次
世
代
経
営
層
の
育
成
を
目
的
に
し
た
講
座
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
ほ
か
、
特
定
の
高
度
な
専
門
知
識
・
技
術
を
育
成
す
る
た

め
の
講
座
・
コ
ー
ス
、
さ
ら
に
は
全
社
員
を
対
象
に
企
業
価
値
や
理
念
の
浸
透
を
目
的
と
し
た
講
座
・
コ
ー
ス
な
ど
、
特
色
の
あ
る
複
数

の
研
修
を
併
せ
て
開
講
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
（
13
）

。

④　

研
修
方
法

研
修
方
法
は
講
義
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
、
グ
ル
ー
プ
討
議
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
最
近
は
冒
頭
に
述
べ
た

ア
ク
シ
ョ
ン
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
採
り
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
る
。
単
に
知
識
を
得
る
だ
け
で
な
く
、
現
実
の
経
営
課
題
に
取
り

二
二
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組
む
こ
と
で
、
よ
り
実
践
的
な
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
他
社
と
の
異
業
種
交
流
や
海
外
視
察
を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
最
終
的
に
は
、
自
主
的
に
設
定
し
た
組
織
課
題
に
関
す
る
研
究
成
果
や
経
営
課
題
の
解
決
案
な
ど
に
つ
い
て
、
経

営
ト
ッ
プ
の
前
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
修
了
す
る
こ
と
に
な
る
。
提
言
が
実
際
に
採
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

⑤　

研
修
後
の
異
動
、
出
向
、
海
外
派
遣
、
抜
擢

受
講
し
た
だ
け
で
修
了
で
は
な
く
、
研
修
後
は
戦
略
的
な
部
署
に
異
動
さ
せ
る
企
業
が
多
い
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
部
署
・
ポ
ス
ト
に

異
動
さ
せ
、
修
羅
場
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
研
修
の
結
果
を
踏
ま
え
た
経
営
能
力
の
具
現
化
が
目
的
で
あ
る
。
国
内
外
の
関
連

会
社
に
必
ず
出
向
さ
せ
る
事
例
も
多
い
。
と
く
に
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
焦
点
を
当
て
る
企
業
は
、
海
外
の
現
地
法
人
に
派
遣
す
る
。
さ
ら

に
、
研
修
後
は
高
評
価
者
を
上
位
役
職
に
抜
擢
し
た
り
、
他
部
門
や
関
連
会
社
の
幹
部
と
し
て
優
先
的
に
任
用
つ
ま
り
昇
進
さ
せ
る
企
業

が
あ
る
。
企
業
に
よ
っ
て
は
そ
の
後
の
計
画
的
異
動
に
よ
る
育
成
を
む
し
ろ
重
視
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
次
世
代
経
営
幹
部
用
の

Ｃ
Ｄ
Ｐ
（C

areer D
evelopm

ent P
rogram

＝
職
歴
開
発
制
度
）
に
な
る
わ
け
で
、
個
人
別
に
定
期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
。

⑥　

対
象
者
の
見
直
し

対
象
者
の
選
抜
は
、
毎
年
同
一
階
層
か
ら
数
人
ず
つ
行
う
企
業
と
、
一
定
の
役
職
や
年
齢
の
範
囲
内
で
人
材
の
プ
ー
ル
を
設
定
す
る
事

例
な
ど
様
々
で
あ
る
。
た
だ
、
い
ち
ど
次
世
代
経
営
幹
部
の
候
補
者
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
も
、
将
来
と
も
必
ず
経
営
幹
部
候
補

と
し
て
の
位
置
づ
け
が
継
続
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
異
動
、
配
置
、
抜
擢
昇
進
の
プ
ロ
セ
ス
で
評
価
し
、
毎
年
あ
る
い
は
定
期
的
に
見

直
し
、
入
れ
替
え
が
行
わ
れ
る
。
数
段
階
の
選
抜
研
修
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
段
階
で
対
象
者
に
変
動
が
あ
る
。

二
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3　

調
査
結
果
か
ら
み
た
選
抜
型
研
修
の
概
要

次
ぎ
に
、
統
計
調
査
の
結
果
か
ら
選
抜
型
研
修
の
概
要
を
み
る
。
参
照
す
る
の
は
産
労
総
合
研
究
所
調
査
（
表
7
）、
日
本
生
産
性
本

部
調
査
（
表
8
）、
産
業
能
率
大
学
総
合
研
究
所
調
査
（
表
9
）
で
あ
る
（
14
）

。
そ
れ
ぞ
れ
調
査
対
象
が
異
な
り
、
設
問
項
目
や
そ
の
表
現
も
異

な
る
が
、
な
る
べ
く
横
断
的
比
較
が
可
能
な
よ
う
に
整
理
し
、
回
答
割
合
上
位
の
選
択
肢
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
示
し
た
。
詳
し
く
は
各

表
を
参
照
願
い
た
い
が
、
こ
こ
で
企
業
事
例
で
み
た
枠
組
と
対
比
し
な
が
ら
概
略
を
み
て
お
こ
う
。

①　

対
象
と
な
る
従
業
員
層
と
年
齢
層

対
象
者
の
選
抜
要
件
は
役
職
、
人
事
考
課
の
結
果
、
年
齢
で
あ
る
（
表
7
、
表
8
）。
選
抜
対
象
の
役
職
は
課
長
ク
ラ
ス
、
次
長
ク
ラ
ス
、

部
長
ク
ラ
ス
で
あ
る
が
役
職
に
就
い
て
い
な
い
社
員
も
対
象
に
し
て
い
る
（
表
7
、
表
9
）。
対
象
者
の
年
齢
層
を
限
定
し
な
い
企
業
も
あ

る
が
、
四
〇
代
前
半
と
三
〇
代
後
半
が
中
心
で
あ
る
（
表
9
）。
い
ず
れ
も
企
業
事
例
と
ほ
ぼ
同
じ
結
果
で
あ
る
。

②　

対
象
者
の
選
抜
方
法

対
象
者
の
選
抜
方
法
は
、
上
司
、
部
門
長
な
ど
所
属
組
織
の
責
任
者
に
よ
る
推
薦
、
役
員
、
社
長
に
よ
る
人
選
・
指
名
の
ほ
か
人
事
部

の
人
選
（
表
7
〜
表
9
）
で
あ
り
、
こ
れ
も
企
業
事
例
と
一
致
す
る
。
ま
た
、
回
答
割
合
が
上
位
で
は
な
い
の
で
各
表
に
は
掲
載
し
て
い

な
い
が
、
各
調
査
結
果
と
も
公
募
に
よ
る
選
抜
方
式
を
採
り
入
れ
て
い
る
企
業
が
存
在
す
る
。
な
お
、
非
選
抜
者
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
は

と
く
に
行
わ
れ
て
い
な
い
（
表
8
）。

③　

研
修
期
間
と
研
修
機
関

研
修
期
間
は
六
ヵ
月
〜
一
年
程
度
で
あ
り
（
表
9
）、
社
内
で
研
修
す
る
だ
け
で
な
く
社
外
の
研
修
機
関
に
派
遣
し
て
い
る
（
表
7
、
表

8
）。
こ
れ
ら
は
企
業
事
例
と
同
じ
で
あ
る
が
、
事
例
で
み
る
よ
り
は
社
外
の
研
修
機
関
に
派
遣
し
て
い
る
割
合
が
高
か
っ
た
。

二
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④　

研
修
の
テ
ー
マ
・
メ
ニ
ュ
ー

具
体
的
な
研
修
内
容
は
、
経
営
管
理
に
関
す

る
知
識
、
経
営
課
題
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
、
自
社
組
織
課
題
の
解
決
、
経
営
戦
略
づ

く
り
、
事
業
戦
略
の
策
定
・
提
言
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
研
修
、
経
営
ト
ッ
プ
と
の
対
話
（
表
7

〜
9
）
な
ど
で
あ
る
。
企
業
事
例
の
ま
と
め
で

は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
参
照
し
た
各
企
業

で
は
、
実
際
に
は
こ
の
統
計
調
査
結
果
と
同
じ

よ
う
な
研
修
内
容
を
実
施
し
て
い
る
。

⑤　

研
修
後
の
異
動
、
出
向

企
業
事
例
で
み
た
と
お
り
、
研
修
後
に
育
成

の
観
点
か
ら
異
動
を
行
っ
て
い
る
企
業
は
多
く

（
表
9
）、
社
内
の
重
要
ポ
ス
ト
の
経
験
や
出
向

に
よ
る
実
務
経
験
を
通
じ
た
育
成
策
を
実
施
し

て
い
る
（
表
7
）。「
社
内
の
重
要
ポ
ス
ト
の
経

験
」
は
、
異
動
の
ほ
か
昇
進
も
含
む
と
思
わ
れ

表 7　産労総合研究所「選抜型の経営幹部育成に関する実態調査」

［2011年10 ～ 11月実施、集計社数106社（1,000人以上54社、999人以下52社）］
※　回答割合上位の選択肢から筆者が適宜ピックアップした。

⑴　制度の導入状況（ｎ＝106社）
導入企業：37.7％　　導入予定・検討中：11.3％
⑵　選抜対象になる社員の要件（複数回答、以下同。ｎ＝47社）
役職（78.7％）　年齢（38.3％）　一定レベル以上の人事･業績評価（38.3％）

⑶　選抜対象になる役職（ｎ＝37社）
課長クラス（62.2％）　次長 ･部長クラス（54.1％）

⑷　選抜方法（ｎ＝43社）
人事部の推薦（46.5％）　　上司の推薦（44.2％）
通常の人事 ･業績評価の結果（37.2％）　経営トップの指名（32.6％）
⑸　育成方法―教育研修プログラム（ｎ＝44社）
社内の経営塾 ･スクール ･特別講座（70.5％）
社外の教育研修機関のコース等受講（47.7％）
⑹　育成プログラムの具体的内容（ｎ＝44社）
経営に関する知識の習得（81.8％）
経営課題のアクションラーニング（63.6％）
経営戦略づくり（61.4％）　リーダーシップ（61.4％）
論理的思考演習（50.0％）
⑺　研修後の実務経験を通じた育成施策（ｎ＝37社）
社内の重要ポストの経験（62.2％）　子会社 ･関連会社への出向（24.3％）

⑻　経営幹部候補者選抜に関する情報公開（ｎ＝38社）
教育 ･育成プログラムの内容（41.0％）　選抜された人の氏名（30.8％）
すべて非公開（33.3％）
⑼　対象者見直し制度の有無（ｎ＝38社）
何らかの見直し制度がある（60.5％）
必要に応じて不定期（18社）　一定年数ごと（ 5社）
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る
。

⑥　

対
象
者
の
見
直
し

対
象
者
に
つ
い
て
何
ら
か
の
見
直
し
制
度
が
あ
る

企
業
は
、
企
業
事
例
で
み
た
と
お
り
少
な
く
は
な
く
、

そ
の
場
合
は
必
要
に
応
じ
て
不
定
期
に
実
施
す
る
企

業
が
多
い
（
表
7
）。
し
か
し
、
厳
密
に
人
材
プ
ー

ル
の
管
理
、
つ
ま
り
優
秀
な
コ
ア
人
材
を
個
別
に
把

握
（
登
録
）
し
て
、
定
期
的
に
フ
ォ
ロ
ー
し
、
見
直

し
を
図
り
、
常
に
一
定
の
次
世
代
経
営
幹
部
候
補
者

の
質
と
量
を
管
理
す
る
こ
と
を
行
っ
て
い
る
の
は
、

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
選
抜
教
育
を
行
っ
て
い
る
企
業

の
五
割
に
満
た
な
い
（
表
9
）。

⑦　

経
営
幹
部
候
補
者
選
抜
に
関
す
る
情
報
公
開

選
抜
人
材
教
育
の
存
在
自
体
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て

い
る
企
業
は
、
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い
な
い
企
業
よ
り

多
い
（
表
8
）。
情
報
公
開
す
る
項
目
は
、
教
育
・

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
が
多
く
、
選
抜
者
の
氏
名

表 8  　日本生産性本部「将来の経営幹部育成に向けた『選抜人材教育』に関す

る調査」

［2012年 4 ～ 5 月実施、集計社数232社（3,000人以上61社、1,000 ～ 2,999人83社、
1,000人未満85社］
※　回答割合上位の選択肢から筆者が適宜ピックアップした。

⑴　選抜人材教育の実施状況（ｎ＝230社）
実施企業：57.8％（133社）
⑵　対象者の選抜基準（複数回答、以下（ 7）を除いて同。ｎ＝133社、以下
同）
資格・役職（94.7％）人事考課・人事情報（66.2％）年齢（54.1％）
⑶　対象者の選考方法
役員が人選（53.4％）人事部が人選（51.9％）各部門の責任者が人選
（50.4％）社長が人選（24.1％）
⑷　非選抜者に対するフォロー
とくに何もしていない（67.7％）再選抜の機会を与える（19.5％）
⑸　教育の実施形態
社内での集合研修（35.3％）社外プログラムへの派遣（21.1％）両方
（43.6％）
⑹　教育の具体的メニュー・テーマ
経営実務に関する知識（55.6％）
経営課題へのアクションラーニング（42.1％）
経営トップとの対話（33.8％）
⑺　選抜人材教育の存在のオープン化
オープンにしている（66.2％）オープンにしていない（25.6％）その他
（8.3％）
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も
三
割
以
上
の
企
業
で
公
表
す
る
が
、
す
べ
て
非
公
開
つ

ま
り
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い
な
い
企
業
も
三
割
程
度
存
在
す

る
（
表
7
、
表
9
）。

六　

選
択
と
選
抜
の
調
和
│
む
す
び
に

か
え
て

1　

選
抜
型
研
修
の
意
義
│
選
抜
の
顕
在
化
と
早
期
化

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
企
業
実
務
で
は
次
世
代

経
営
者
層
、
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
が
人
材
育
成
・
能

力
開
発
の
最
重
要
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
主
要

企
業
で
も
実
施
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
前
掲
・
産

労
総
合
研
究
所
調
査
に
よ
る
と
、
導
入
し
な
い
理
由
は

（
ｎ
＝
54
社
、
複
数
回
答
）「
選
抜
が
難
し
い
」
40
・
7
％
、

「
育
成
の
た
め
の
適
切
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
な
い
」
35
・
2
％
、

「
他
の
人
事
制
度
と
の
連
携
が
難
し
い
」
31
・
5
％
、「
選

抜
さ
れ
な
か
っ
た
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
」

24
・
1
％
だ
っ
た
。
選
抜
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
は
、
非

表 9  　産業能率大学総合研究所「次世代リーダーの選抜型育成に関する実態調査」

［2012年 6 ～ 7 月実施（規模300人以上の企業対象）、集計社数239社］
※　回答割合上位の選択肢から筆者が適宜ピックアップした。

⑴　選抜型教育の実施状況（ｎ＝239社）
実施企業：51％
⑵　選抜対象者の階層（複数回答、以下特記ない限り同。ｎ＝121社、以下同）
課長クラス（64％）　部長クラス（48％）　一般社員クラス（39％）
⑶　選抜対象者の年齢
40代前半（49％）　30代後半（43％）　年齢限定せず（38％）
⑷　選抜方法・基準
ライン（所属組織長）による推薦（67％）　過去の人事評価（50％）
⑸　教育期間（単数回答）
6ヵ月～ 1年未満（38％）　 3 ～ 6ヵ月未満（20％）　 1 ～ 3年未満（18％）

⑹　教育の内容・手段
リーダーシップ研修（76％）　経営管理知識の教育（74％）　
自社事業戦略の策定・提言（58％）　自社組織課題の解決（55％）
トップマネジメントとの対話（50％）
⑺　育成の観点からの異動（単数回答）
行っている（63％）　行っていない（37％）
⑻　人材プールの管理（単数回答）
行っていない（55％）　行っている（45％）
⑼　社員に公開している情報
教育の内容（53％）　選抜者の氏名（34％）　選抜基準（26％）
すべて非公開（29％）
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選
抜
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
に
も
関
係
す
る
わ
け
だ
が
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
自
体
を
導
入
し
な
い
理
由
に
挙
げ
て
い
る
企
業
は

そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
た
だ
、
選
ば
れ
た
従
業
員
と
選
ば
れ
な
か
っ
た
者
の
間
に
溝
が
生
じ
る
、
い
っ
た
ん
選
ば
れ
な
が
ら
脱
落
し
た
従

業
員
は
、
選
ば
れ
な
か
っ
た
者
以
上
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
低
下
さ
せ
る
と
い
っ
た
指
摘
も
あ
る
（
15
）

。

と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
企
業
の
教
育
訓
練
・
研
修
は
こ
れ
ま
で
従
業
員
に
対
し
て
あ
ま
ね
く
機
会
均
等
で
あ
り
、
平
等
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
も
ち
ろ
ん
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
修
、
定
年
退
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
は
年
齢
・
勤
続
等
で
平
等
に
受
講
で
き
る
し
、
自
己
啓
発

の
多
く
は
機
会
均
等
で
あ
る
。
し
か
し
、
新
入
社
員
教
育
で
も
総
合
職
と
一
般
職
と
に
は
格
差
が
あ
る
。
総
合
職
だ
け
の
階
層
別
研
修
に

限
定
し
て
も
、
そ
の
後
の
中
堅
社
員
研
修
は
と
も
か
く
、
初
級
管
理
職
研
修
あ
た
り
か
ら
は
同
期
で
も
受
講
時
期
に
差
が
出
て
く
る
。
と

い
う
の
も
役
職
昇
進
時
期
に
は
当
然
差
が
出
る
か
ら
で
あ
る
。
係
長
ク
ラ
ス
の
監
督
職
昇
進
ぐ
ら
い
ま
で
は
あ
ま
り
同
期
の
間
に
差
を
付

け
な
い
企
業
で
も
、
管
理
職
昇
進
で
は
差
を
付
け
る
。
適
性
・
能
力
に
は
差
が
あ
る
し
、
一
方
で
ポ
ス
ト
（
役
職
）
に
は
限
り
が
あ
る
か

ら
、
だ
れ
で
も
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
そ
ろ
っ
て
昇
進
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
適
性
や
能
力
を
無
視
し
て
平
等
に
昇
進
さ
せ
た
の
で
は
、

企
業
の
発
展
ど
こ
ろ
か
存
続
も
危
う
い
。
し
た
が
っ
て
従
来
か
ら
、
階
層
別
研
修
だ
け
に
限
っ
て
も
機
械
的
に
平
等
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

わ
が
国
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
遅
い
昇
進
」
に
お
い
て
は
、
多
様
な
部
署
（
職
種
、
職
務
）
を
経
験
さ
せ
な
が
ら
長
期
的
に
人
材
を
育

成
し
、
そ
の
間
に
多
数
の
上
司
に
よ
っ
て
長
期
的
か
つ
多
面
的
に
評
価
が
な
さ
れ
て
い
た
（
16
）

。
し
か
し
そ
の
結
果
は
長
期
間
表
面
化
さ
せ

ず
、
か
つ
て
は
四
〇
歳
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
初
め
て
会
社
の
評
価
が
顕
在
化
し
て
、
そ
れ
ま
で
現
象
的
に
は
平
等
（
年
功
的
）
に
昇
進
し
て

い
た
同
期
に
役
職
昇
進
の
差
が
顕
在
化
し
、
昇
進
で
き
る
人
数
が
絞
ら
れ
、
昇
進
ス
ピ
ー
ド
に
差
が
付
く
こ
と
に
な
る
。
次
世
代
経
営
者

候
補
に
対
す
る
早
期
の
選
抜
型
研
修
は
、
企
業
は
実
は
早
い
時
期
か
ら
時
間
を
か
け
て
従
業
員
の
能
力
、
適
性
を
多
面
的
に
評
価
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
明
示
し
、
し
か
も
三
〇
歳
あ
る
い
は
三
五
歳
か
ら
既
に
差
が
出
て
い
る
こ
と
を
表
明
し
た
こ
と
に
な
る
。
人
材
マ
ネ
ジ

二
八



人
材
育
成
に
お
け
る
選
択
型
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修
と
選
抜
型
研
修
（
谷
田
部
）

（
六
一
五
）

メ
ン
ト
に
お
け
る
選
抜
の
顕
在
化
と
早
期
化
が
そ
の
要
点
で
あ
る
。

実
際
に
企
業
で
働
い
て
い
る
従
業
員
か
ら
す
る
と
、
選
抜
さ
れ
た
者
も
そ
う
で
な
い
者
に
と
っ
て
も
現
実
に
差
の
出
て
い
る
状
態
の
再

認
識
に
な
る
。
選
抜
さ
れ
な
か
っ
た
者
の
モ
ラ
ー
ル
ダ
ウ
ン
も
、
賛
否
は
あ
る
も
の
の
成
果
主
義
的
処
遇
に
な
じ
ん
で
き
た
今
日
に
お
い

て
は
、
そ
れ
ほ
ど
危
惧
す
る
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
（
17
）

。
も
ち
ろ
ん
、
再
挑
戦
、
リ
タ
ー
ン
マ
ッ
チ
の
機
会
を
付
与
す
る
こ
と
は
不
可
欠

で
あ
る
。
な
お
、
表
4
で
能
力
開
発
の
基
本
ス
タ
ン
ス
は
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
重
視
と
す
る
企
業
が
多
い
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
全
体

の
底
上
げ
を
行
い
な
が
ら
重
点
的
に
選
抜
型
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
は
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
表
4
の
「
能
力
開
発
基
本
調
査
」
の

よ
う
に
、
全
体
か
選
抜
か
と
対
比
さ
せ
て
設
問
す
る
こ
と
自
体
が
疑
問
で
あ
る
。

2　

選
抜
型
研
修
の
問
題
点
と
課
題

企
業
事
例
に
よ
る
と
、
選
抜
型
研
修
の
受
講
者
か
ら
実
際
に
役
員
な
ど
経
営
幹
部
が
任
用
さ
れ
て
お
り
、
次
世
代
経
営
幹
部
の
選
抜
・

育
成
制
度
導
入
の
成
果
は
上
が
っ
て
い
る
。
で
は
、
問
題
点
や
課
題
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
選
抜
型
研
修
の
問
題
点
な
り
課
題
を
調
査
結

果
か
ら
み
て
み
よ
う
。
前
掲
・
産
労
総
合
研
究
所
調
査
の
自
由
記
述
で
は
、「
研
修
や
国
内
留
学
実
施
後
の
活
用
・
処
遇
に
問
題
が
あ
っ

て
複
数
の
退
職
者
が
出
た
の
で
現
在
は
中
止
し
て
い
る
」「
人
選
が
課
題
で
あ
る
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
前
掲
・
産
業
能
率
大
学
総
合

研
究
所
調
査
（
ｎ
＝
121
社
、
複
数
回
答
）
で
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
問
題
点
と
し
て
回
答
割
合
が
高
か
っ
た
の
は
、「
育
成
の
成
果
が
見

え
に
く
い
」
55
％
、「
組
織
の
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
」
55
％
、「
教
育
後
の
施
策
が
不
十
分
で
あ
る
」
44
％
、「
育
成
の
ゴ
ー
ル
が
明
確

に
な
っ
て
い
な
い
」
43
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
同
調
査
で
育
成
的
な
観
点
か
ら
の
異
動
・
配
置
を
行
う
上
で
の
問
題
点
は
、「
現
所
属
部
門

の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
」
43
％
、「
育
成
意
図
に
適
し
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
確
保
で
き
な
い
」
34
％
な
ど
で
あ
る
。
前
掲
・
日
本
生
産
性
本

二
九



政
経
研
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五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
六
一
六
）

部
調
査
で
は
、
選
抜
人
材
教
育
の
見
直
し
の
必
要
性
に
つ
い
て
（
ｎ
＝
130
社
）、「
大
い
に
感
じ
て
い
る
」
は
12
・
3
％
、「
や
や
感
じ
て
い

る
」
が
50
・
8
％
で
あ
り
、
見
直
し
の
必
要
が
あ
る
点
は
（
ｎ
＝
82
社
、
二
つ
ま
で
回
答
）、
内
容
自
体
の
見
直
し
（
68
・
3
％
）、
選
抜
方

法
・
基
準
の
見
直
し
（
41
・
5
％
）
で
あ
っ
た
。

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
、
次
世
代
経
営
者
層
育
成
の
た
め
の
選
抜
型
研
修
は
、
選
抜
し
て
研
修
し
、
さ
ら
に
戦
略
的
に
配
置
・
異
動
を

行
い
、
抜
擢
・
昇
進
を
行
う
と
い
う
「
選
抜
│
研
修
│
配
置
・
異
動
（
抜
擢
・
昇
進
）」
と
い
う
一
連
の
サ
イ
ク
ル
が
円
滑
に
回
る
こ
と
に

よ
っ
て
効
果
を
上
げ
る
こ
と
に
な
る
（
18
）

。
調
査
に
よ
る
と
、
選
抜
方
法
と
基
準
、
研
修
の
内
容
、
配
置
・
異
動
そ
れ
ぞ
れ
に
問
題
点
や
課
題

を
抱
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
次
世
代
幹
部
育
成
の
必
要
性
か
ら
、
企
業
で
は
前
述
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

に
重
点
を
置
い
た
り
、
経
営
ト
ッ
プ
の
関
与
を
強
め
た
り
（
経
営
塾
）、
研
修
後
の
異
動
、
出
向
、
抜
擢
配
置
・
任
用
に
よ
る
実
務
経
験
の

広
が
り
と
深
ま
り
を
重
視
す
る
な
ど
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
精
度
と
実
効
性
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

な
お
、
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
、
次
世
代
経
営
者
層
育
成
の
た
め
の
選
抜
型
研
修
は
、
見
方
を
変
え
れ
ば
タ
レ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（T
alent M

anagem
ent （19

）
）
の
一
部
を
構
成
す
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
同
じ
く
タ
レ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
一
部
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
サ
ク
セ
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（S

uccession P
lan

＝
後
継
者
育
成
計
画
）
と
連
携
し
た
り
、
同
プ
ラ
ン
に
次
世
代
経
営
層
育
成
制
度
を

組
み
入
れ
る
工
夫
を
し
て
い
る
企
業
が
あ
る
。
サ
ク
セ
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
も
広
狭
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
が
（
20
）

、
企
業
事
例
か
ら
み

た
次
世
代
経
営
層
育
成
の
ケ
ー
ス
で
は
、
主
要
な
ポ
ス
ト
の
後
継
者
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
人
材
を
さ
ら
に
絞
り
込
み
、
こ
れ
ま

で
概
観
し
た
よ
う
な
選
抜
型
研
修
、
選
抜
型
人
材
育
成
を
実
施
し
て
い
た
。

三
〇



人
材
育
成
に
お
け
る
選
択
型
研
修
と
選
抜
型
研
修
（
谷
田
部
）

（
六
一
七
）

3　

選
択
と
選
抜
の
調
和
を
図
る

企
業
が
期
待
す
る
人
材
像
、
人
材
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
化
し
た
上
で
人
材
育
成
・
能
力
開
発
の
体
系
を
構
築
し
、
企
業
が
主
体
と
な
っ
て

教
育
訓
練
・
研
修
の
講
座
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
計
す
る
。
全
社
的
な
底
上
げ
型
の
能
力
開
発
を
理
念
と
し
な
が
ら
、
基
本
的
に
企
業
の

選
別
と
指
名
に
よ
り
階
層
別
研
修
、
職
能
別
（
部
門
別
）
研
修
、
専
門
能
力
研
修
、
目
的
別
（
課
題
別
）
研
修
を
従
業
員
に
受
講
さ
せ
る
。

そ
の
一
方
で
能
力
開
発
に
対
す
る
従
業
員
の
自
主
性
、
自
律
性
を
高
め
る
べ
く
、
自
己
啓
発
以
外
の
教
育
訓
練
・
研
修
に
も
選
択
型
研
修

を
取
り
入
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
、
次
世
代
経
営
層
そ
し
て
次
世
代
の
中
核
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、
企
業
主
導
を
強

め
て
優
秀
な
人
材
に
絞
り
込
ん
だ
選
抜
型
研
修
を
実
施
す
る
。
し
か
し
こ
の
選
抜
型
研
修
に
も
従
業
員
か
ら
の
自
薦
、
公
募
枠
を
設
け
て

従
業
員
の
意
思
も
反
映
す
る
。
こ
れ
ま
で
本
稿
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
人
材
育
成
・
能
力
開
発
に
関
し
て
、
選
択
型
研
修
と
選
抜
型
研
修

を
中
心
に
ま
と
め
る
と
以
上
の
よ
う
な
枠
組
が
描
け
る
で
あ
ろ
う
。

今
日
的
な
キ
ャ
リ
ア
開
発
・
形
成
に
お
け
る
自
律
性
の
要
請
、
自
己
責
任
性
の
拡
大
と
い
う
状
況
の
中
で
、
従
業
員
が
エ
ン
プ
ロ
イ
ア

ビ
リ
テ
ィ
（em

ployability

＝
労
働
市
場
価
値
を
含
む
就
業
能
力
（
21
）

）
を
高
め
る
た
め
に
は
、
能
力
開
発
に
対
す
る
主
体
的
な
取
り
組
み
の
機
会

を
与
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
の
形
態
が
選
択
型
研
修
で
あ
り
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
の
企
業
と
従
業
員
の
契
約
主
義
的
関
係
を
現
し

て
い
る
。「
従
業
員
自
律
・
企
業
支
援
」
の
関
係
で
あ
る
（
22
）

。
た
だ
し
、
企
業
内
人
材
の
育
成
、
能
力
開
発
の
最
終
的
な
責
任
を
負
う
の
は

や
は
り
企
業
で
あ
る
。
職
業
能
力
が
高
ま
っ
た
人
材
が
挙
げ
た
成
果
を
直
接
的
に
享
受
す
る
の
が
企
業
だ
か
ら
で
あ
る
。
企
業
主
導
の
教

育
訓
練
・
研
修
を
ベ
ー
ス
に
置
き
な
が
ら
、
自
己
啓
発
支
援
な
ど
選
択
の
自
由
度
が
高
い
施
策
を
能
力
開
発
体
系
の
中
に
位
置
づ
け
、
さ

ら
に
階
層
別
や
職
能
別
の
選
択
型
研
修
を
部
分
的
に
導
入
し
、
も
う
片
方
で
企
業
の
選
別
度
を
よ
り
強
め
た
選
抜
型
研
修
に
も
注
力
す
る

の
が
、
今
日
の
人
材
育
成
・
能
力
開
発
の
在
り
方
で
あ
る
。

三
一
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八
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こ
の
よ
う
に
企
業
の
人
材
育
成
・
能
力
開
発
体
系
に
は
、
従
業
員
に
よ
る
選
択
と
企
業
に
よ
る
選
抜
の
両
要
素
と
も
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
こ
に
お
い
て
は
従
業
員
の
選
択
と
企
業
の
選
抜
を
併
存
、
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
、
平
凡
で
常
識
的
な
結
論
だ
が
、
い
か
に
選
択

と
選
抜
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
か
（
23
）

、
調
和
を
図
る
か
が
人
材
育
成
・
能
力
開
発
シ
ス
テ
ム
に
与
え
ら
れ
た
課
題
と
な
る
。

（
1
） 

講
義
形
式
で
な
く
、
参
加
者
が
所
属
す
る
組
織
の
現
実
的
な
経
営
課
題
に
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
み
、
課
題
の
解
決
策
を
実
践
す
る
プ
ロ
セ
ス
を

通
し
て
学
習
す
る
研
修
技
法
を
い
う
。

（
2
） 

谷
田
部
光
一
『
キ
ャ
リ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
│
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
│
』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）
七
四
頁
│
七
五
頁
参
照
。

（
3
） 

労
働
費
用
と
は
、
使
用
者
が
労
働
者
を
雇
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
一
切
の
費
用
を
い
う
。
就
労
条
件
総
合
調
査
で
は
、
現
金
給
与
額
の

ほ
か
、
現
物
給
与
の
費
用
、
退
職
給
付
（
一
時
金
・
年
金
）
等
の
費
用
、
法
定
福
利
費
、
法
定
外
福
利
費
、
教
育
訓
練
費
、
募
集
費
、
そ
の
他
の
労

働
費
用
に
区
分
し
て
調
査
し
て
い
る
。

（
4
） 

通
常
の
よ
う
に
働
い
て
い
た
な
ら
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
価
値
、
利
益
。

（
5
） 

谷
田
部
光
一
「
企
業
に
お
け
る
人
材
育
成
・
能
力
開
発
の
現
状
と
課
題
」（『
政
経
研
究
』
第
四
十
二
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
六
年
）
三
八
頁
│

四
〇
頁
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
の
「
能
力
開
発
基
本
調
査
」
を
基
に
、「
選
抜
教
育
か
底
上
げ
教
育
か
」
に
つ
い
て
分
析
を
し
て
い
る
が
、
当

時
は
大
企
業
が
選
抜
教
育
に
比
重
を
移
し
て
い
く
考
え
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
6
） 

一
般
的
に
は
成
果
主
義
と
い
う
言
い
方
が
さ
れ
る
が
、
筆
者
は
「
成
果
・
業
績
主
義
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
い
る
。
谷
田
部
光
一
『
改
訂
版 

成
果
・
業
績
賃
金
の
実
務
』（
経
営
書
院
、
一
九
九
九
年
）
参
照
。

（
7
） 

「
役
割
」
は
必
ず
し
も
確
立
し
た
概
念
で
は
な
く
、
企
業
実
務
上
で
は
多
様
な
捉
え
方
が
な
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
自
身
は
、「
①
役
割
と
は
成
果

責
任
と
の
関
連
で
み
た
組
織
上
の
役
割
分
担
あ
る
い
は
機
能
で
あ
り
、
企
業
に
対
す
る
業
績
貢
献
の
態
様
で
あ
る
。
②
そ
の
範
囲
は
実
際
の
担
当
者

に
よ
っ
て
も
変
動
す
る
緩
や
か
な
職
務
概
念
で
あ
る
。」
と
や
や
抽
象
的
だ
が
定
義
づ
け
て
い
る
。

（
8
） 

谷
田
部
光
一
『
専
門
・
プ
ロ
人
材
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』（
桜
門
書
房
、
二
〇
一
三
年
）
四
五
頁
お
よ
び
一
四
七
頁
│
一
四
八
頁
、
谷
田
部
光
一

三
二



人
材
育
成
に
お
け
る
選
択
型
研
修
と
選
抜
型
研
修
（
谷
田
部
）

（
六
一
九
）

「
こ
れ
か
ら
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
使
命
」（『
政
経
研
究
』
第
四
十
八
巻
第
一
号
、
二
〇
一
一
年
）
六
九
頁
│
七
三
頁
参
照
。

（
9
） 

谷
田
部
・
同
上
論
文
、
六
〇
頁
│
六
一
頁
参
照
。

（
10
） 
谷
田
部
・
前
掲
『
キ
ャ
リ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
│
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
│
』。

（
11
） 
従
業
員
に
毎
年
一
定
の
利
用
枠
（
持
ち
ポ
イ
ン
ト
）
を
付
与
し
、
そ
の
範
囲
内
で
従
業
員
自
身
が
必
要
と
考
え
る
福
利
厚
生
制
度
・
施
策
（
制

度
・
施
策
に
よ
っ
て
必
要
ポ
イ
ン
ト
数
は
異
な
る
）
の
メ
ニ
ュ
ー
を
選
択
し
、
組
み
合
わ
せ
て
利
用
す
る
制
度
で
あ
る
。
谷
田
部
光
一
「
わ
が
国
に

お
け
る
福
利
厚
生
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
方
向
」（『
政
経
研
究
』
第
五
十
一
巻
第
一
号
、
二
〇
一
四
年
）
一
〇
三
頁
│
一
〇
七
頁
参
照
。

（
12
） 

ジ
ョ
ン
・
Ｐ
・
コ
ッ
タ
ー
、
梅
津
祐
良
訳
『
企
業
変
革
力
』（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
13
） 

企
業
内
大
学
に
関
し
て
は
、
大
嶋
淳
俊
「
企
業
に
お
け
る
自
律
型
人
材
育
成
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
に
関
す
る
一
考
察
」（『
情
報
文
化
学

会
誌
』
第
十
五
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
八
年
）、
三
木
佳
光
「
何
故
、
企
業
内
大
学
を
必
要
と
す
る
の
か
│
日
本
に
お
け
る
長
期
刷
り
込
み
方
式
の
選

抜
型
研
修
の
導
入
・
定
着
の
歩
み
│
」（『
文
教
大
学
国
際
学
部
紀
要
』
第
十
四
巻
二
号
、
二
〇
〇
四
年
）、
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
『
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
関
す
る
調
査
研
究
』（
労
働
政
策
研
究
報
告
書
№
8
、
二
〇
〇
四
年
）、
産
労
総
合
研
究
所
『
企
業
と
人
材
「
特
集
」

企
業
内
学
校
・
大
学
で
戦
略
的
に
人
材
を
育
て
る
』
第
八
三
二
号
（
二
〇
〇
四
年
三
月
五
日
）
な
ど
参
照
。

（
14
） 

産
労
総
合
研
究
所
調
査
の
結
果
は
『
企
業
と
人
材
』
第
九
八
九
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）、
日
本
生
産
性
本
部
調
査
の
結
果
は
同
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
掲
載
の
資
料
か
ら
ま
と
め
た
が
、
産
業
能
率
大
学
調
査
に
関
し
て
は
『
労
政
時
報
』
第
三
八
三
四
号
（
二
〇
一
三
年
四
月
一
二
日
）
の
掲
載

資
料
か
ら
ま
と
め
た
。

（
15
） 

安
藤
史
江
『
コ
ア
・
テ
キ
ス
ト 

人
的
資
源
管
理
』（
新
世
社
、
二
〇
〇
八
年
）
一
三
六
頁
│
一
三
七
頁
。

（
16
） 

小
池
和
男
『
日
本
の
熟
練
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
一
年
）
二
八
頁
│
三
五
頁
参
照
。

（
17
） 

福
澤
英
弘
『
人
材
開
発
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ブ
ッ
ク
』（
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
一
二
一
頁
。

（
18
） 

守
島
基
博
「
総
合
的
人
事
・
育
成
施
策
と
し
て
の
早
期
選
抜
型
の
経
営
者
育
成
」（『
企
業
と
人
材
』
第
八
五
二
号
、
二
〇
〇
五
年
二
月
五
日
）

二
八
頁
│
三
三
頁
、
日
沖 

健
「
次
期
経
営
幹
部
は
社
内
で
鍛
え
る
」（『
企
業
と
人
材
』
第
九
九
四
号
、
二
〇
一
二
年
八
月
）
一
四
頁
│
一
九
頁
。

（
19
）　

タ
レ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
組
織
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
人
材
の
採
用
・
定
着
か
ら
人
材
の
育
成
・
能
力
開
発
、
評
価
、
処
遇
な
ど
広
範

三
三



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
六
二
〇
）

な
人
材
育
成
・
活
用
施
策
を
戦
略
的
に
推
進
す
る
活
動
で
あ
り
、
次
世
代
経
営
幹
部
の
育
成
だ
け
が
そ
の
内
容
で
は
な
い
。
下
山
博
志
「
タ
レ
ン
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
人
材
開
発
・
活
用
戦
略
の
再
構
築
」（『
労
政
時
報
』
第
三
八
四
二
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
二
二
日
）
七
〇
頁
│
八
五
頁
参
照
。

（
20
） 
『
労
政
時
報
』
第
三
八
八
二
号
（
二
〇
一
二
年
五
月
二
五
日
）
の
特
集
「
注
目
さ
れ
る
後
継
者
確
保
策 

サ
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
実
際
」
の

事
例
と
解
説
参
照
。

（
21
） 

筆
者
は
、
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
を
一
般
的
な
訳
で
あ
る
「
雇
用
さ
れ
得
る
能
力
」
よ
り
は
、
厚
生
労
働
省
『
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
の

判
断
基
準
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
』（
二
〇
〇
一
年
）
の
よ
う
に
「
労
働
市
場
価
値
を
含
ん
だ
就
業
能
力
」
と
解
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
最
近
の
研
究
と
し
て
は
、
山
本 

寛
『
働
く
人
の
た
め
の
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
』（
創
成
社
、

二
〇
一
四
年
）
が
参
考
に
な
る
。

（
22
） 

谷
田
部
・
前
掲
『
キ
ャ
リ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
│
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
│
』
三
一
頁
、
六
九
頁
、
九
二
頁
、
日
本
経
営
者
団
体
連

盟
教
育
特
別
委
員
会
「
エ
ン
プ
ロ
イ
ヤ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
立
を
め
ざ
し
て
│
『
従
業
員
自
律
・
企
業
支
援
型
』
の
人
材
育
成
を
│
」（
エ
ン
プ
ロ
イ
ヤ

ビ
リ
テ
ィ
検
討
委
員
会
報
告
、
一
九
九
九
年
）
九
頁
│
一
二
頁
参
照
。

（
23
） 

上
林
憲
雄
他
著
『
経
験
か
ら
学
ぶ 

人
的
資
源
管
理
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
〇
年
）
一
〇
五
頁
│
一
一
一
頁
。

三
四



優
生
学
と
社
会
政
策
（
矢
野
）

（
六
二
一
）

優
生
学
と
社
会
政
策

矢　
　

野　
　
　
　
　

聡

1
．
本
稿
の
目
的

優
生
学
は
、
一
九
世
紀
に
人
間
社
会
に
隣
接
す
る
自
然
科
学
と
し
て
発
達
し
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
国
際
的
に
、
あ
る
程
度
確
立
し
た

学
問
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
学
問
の
社
会
性
と
は
、
当
時
の
未
熟
な
医
学
、
心
理
学
、
社
会
学
、
社
会
政
策
の
結
果
も
包
含
し

な
が
ら
人
間
の
能
力
を
序
列
化
、
選
別
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
同
時
に
人
間
の
種
と
し
て
の
劣
化
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
そ
の
保
護

と
向
上
に
か
か
る
社
会
的
支
出
お
よ
び
政
治
、
社
会
的
不
安
定
化
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
弱
者
と
し
て
生
ま
れ
、
ま
た
特
定
の
疾
病
に
り

患
し
た
人
々
を
物
理
的
に
追
い
詰
め
る
と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た
。
弱
け
れ
ば
他
国
か
ら
支
配
・
服
従
を
強
い
ら
れ
、
強
け
れ
ば
逆
の
立
場

に
な
る
と
い
う
、
拡
張
と
支
配
を
旨
と
す
る
近
代
国
民
国
家
が
思
想
と
し
て
持
つ
宿
命
の
反
映
で
も
あ
っ
た
。
優
生
学
が
、
自
身
の
「
優

秀
性
」
の
根
拠
を
な
ん
ら
説
明
せ
ず
、
身
体
能
力
や
知
的
優
劣
か
ら
「
劣
悪
」
と
決
め
つ
け
た
人
間
に
対
し
て
一
方
的
に
向
け
た
排
除
の

三
五



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
六
二
二
）

論
理
こ
そ
、
ま
さ
に
先
進
国
間
の
軍
拡
競
争
と
二
つ
の
世
界
大
戦
を
招
い
た
元
凶
の
思
想
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
か
ら
優
生
学
は
、
二
〇
世
紀
中
に
人
類
が
招
い
た
負
の
遺
産
と
極
め
て
密
接
に
か
か
わ
り
あ
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
先
進
国
の
一
部
で

政
治
・
社
会
政
策
の
見
地
か
ら
立
法
化
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
不
幸
な
境
遇
に
生
ま
れ
、
弱
者
と
し
て
扱
わ
れ
た
人
々
が
、
本
人
と
無
関
係

な
第
三
者
の
判
断
に
よ
り
断
種
お
よ
び
抹
殺
を
決
定
さ
れ
、
執
行
さ
れ
る
と
い
う
異
常
な
事
態
へ
と
発
展
し
た
。
犠
牲
に
な
っ
た
の
は
主

に
精
神
を
含
む
障
が
い
者
、
虚
弱
者
、
特
定
の
伴
性
遺
伝
を
有
す
る
人
々
の
ほ
か
、
ハ
ン
セ
ン
病
や
結
核
患
者
、
そ
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
や
性
病
患
者
、
さ
ら
に
国
に
よ
っ
て
は
少
数
民
族
等
に
ま
で
及
ん
だ
。
同
時
に
優
生
学
は
常
に
マ
ク
ロ
、
ミ
ク
ロ
の
人
口
政
策
と
も

深
く
関
連
し
て
い
た
。
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
、
そ
し
て
ス
イ
ス
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
等
の
北
欧
を
は
じ
め
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
州
の
法
の
名
の
も
と
に
、
生
命
の
継
続
性
と
し
て
の
自
己
の
役
割
を
絶
た
れ
る
措
置
、
あ
る
い
は
極
端
な
場
合
に
は
抹

殺
の
措
置
が
行
わ
れ
た
。
わ
が
国
で
も
不
幸
に
し
て
障
が
い
ま
た
は
疾
病
に
連
な
る
伴
性
遺
伝
を
持
っ
て
生
ま
れ
、
ま
た
は
途
中
で
障
が

い
者
と
な
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
等
に
り
患
し
た
人
々
が
、
同
様
に
国
内
法
の
も
と
で
犠
牲
に
な
っ
た
。

優
生
学
に
基
づ
く
立
法
措
置
で
処
分
の
対
象
と
な
っ
た
人
々
が
、
尊
い
自
ら
の
無
辜
の
体
を
障
が
い
や
病
に
侵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
た
時
の
絶
望
感
は
想
像
に
難
く
な
い
。
加
え
て
自
ら
が
属
す
る
政
府
に
よ
っ
て
不
妊
や
断
種
の
措
置
を
施
さ
れ
る
と
知
っ
た
時
の
心

情
は
、
察
す
る
に
余
り
あ
る
。
ま
し
て
や
こ
の
事
実
を
認
知
で
き
な
い
子
ど
も
や
障
が
い
者
等
に
お
い
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
こ
ん
に

ち
、
身
の
不
幸
と
絶
望
と
い
う
事
実
と
向
き
合
い
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
懸
命
に
生
き
よ
う
と
す
る
人
々
を
社
会
全
体
の
力
で
支
え
る
の

が
社
会
政
策
で
あ
る
。
国
際
連
合
の
世
界
人
権
宣
言
を
引
く
ま
で
も
な
く
、
こ
の
見
解
に
異
論
を
唱
え
る
こ
と
は
同
じ
時
間
と
空
間
を
分

か
ち
合
っ
て
い
る
、
生
き
と
し
生
け
る
人
間
と
し
て
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。

し
か
し
、
正
確
に
い
え
ば
日
本
国
の
法
体
系
か
ら
優
生
思
想
が
少
な
く
と
も
完
全
に
駆
逐
さ
れ
る
の
は
一
九
九
六
年
で
あ
る
。
ら
い
予

（
i）

（
ii）

（
iii）

三
六



優
生
学
と
社
会
政
策
（
矢
野
）

（
六
二
三
）

防
法
や
優
生
保
護
法
が
優
生
学
に
よ
る
人
間
の
権
利
侵
害
に
直
接
に
結
び
付
く
と
断
言
で
き
な
い
が
、
そ
れ
を
考
慮
し
て
も
そ
の
被
害
や

疑
念
を
除
去
す
る
べ
き
日
本
政
府
の
対
応
は
遅
き
に
失
し
て
お
り
、
そ
の
責
任
の
一
端
は
社
会
政
策
学
に
属
す
る
わ
れ
わ
れ
の
怠
慢
と
認

識
不
足
に
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
戦
前
、
わ
が
国
に
お
い
て
優
生
学
お
よ
び
優
生
政
策
が
跋
扈
し
て
い
た
こ
ろ
、
当
時
の
社
会

政
策
を
唱
え
る
側
の
人
々
が
優
生
学
を
称
賛
し
、
推
進
す
る
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

付
言
す
る
が
、
本
稿
は
優
生
学
を
日
本
国
憲
法
第
二
五
条
で
示
し
て
い
る
「
生
存
権
」
と
の
か
か
わ
り
で
述
べ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

は
な
い
。
さ
ら
に
そ
の
上
位
概
念
で
あ
る
べ
き
人
間
の
完
全
平
等
、
人
間
の
尊
厳
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
部
分
に
主
に
焦
点
を
当
て
、
何
故
に
社
会
政
策
が
有
す
る
本
質
を
わ
き
ま
え
ず
、
今
や
全
世
界
共
通
と
な
っ
た

人
間
の
権
利
に
関
す
る
見
解
と
正
反
対
の
主
張
が
ま
か
り
通
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
究
明
を
し
た
い
と
考
え
る
。
も
ち
ろ
ん
す
で
に
明
ら

か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
稿
は
優
生
学
を
フ
ァ
シ
ズ
ム
下
で
遂
行
さ
れ
た
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
Ｔ
4
作
戦
や
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
抹
殺
と
強

引
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
で
い
え
ば
優
生
学
に
お
け
る
日
本
で
の
先
行
研
究
は
数
多
い
。
代
表

的
な
米
本
昌
平
、
市
野
川
容
孝
、
松
原
洋
子
ら
に
よ
る
生
命
倫
理
的
観
点
か
ら
の
優
生
学
の
紹
介
と
詳
細
な
研
究
が
、
精
緻
か
つ
中
立
的

な
印
象
を
与
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
や
戦
時
下
の
全
体
主
義
体
制
批
判
に
安
易
に
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
諸
理
論
を
克
服

す
る
点
で
優
れ
て
い
る
も
の
の
、
戦
前
か
ら
社
会
政
策
の
分
野
で
優
生
学
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
代
社
会
政
策
へ
の

優
生
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
す
る
批
判
的
な
論
究
や
分
析
を
示
す
と
ま
で
は
い
え
な
い
。

社
会
政
策
学
の
最
近
の
動
き
か
ら
い
え
ば
、
杉
田
菜
穂
は
『
人
口
・
家
族
・
生
命
と
社
会
政
策　

日
本
の
経
験
（
二
〇
一
〇
）』
に
お
い

て
優
生
学
を
人
口
政
策
と
の
か
か
わ
り
で
述
べ
た
戦
前
の
知
識
人
の
「
社
会
学
的
」
社
会
政
策
の
見
地
を
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
肯
定
的

に
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
『＜

優
生＞

・＜

優
境＞

と
社
会
政
策
（
二
〇
一
三
）』
に
お
い
て
、
優
生
学
に
よ
る
主
張
を
社
会
政
策
と
同
一

（
iv）

（
v
）

（
vi）

（
vii）
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政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
六
二
四
）

に
と
ら
え
、
主
要
な
分
析
の
項
目
で
あ
る
人
口
政
策
の
他
に
児
童
教
育
や
婦
人
論
と
幅
広
く
紹
介
し
な
が
ら
、
今
日
の
社
会
政
策
の
厚
み

が
、
一
つ
の
経
済
学
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
な
い
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。
こ
の
視
点
は
、
従
来
見
ら
れ
た
社
会
政
策
の
歴
史
分
析
を
、

周
辺
諸
科
学
の
存
在
と
実
証
分
析
か
ら
徐
々
に
広
げ
る
と
い
う
点
で
重
要
な
役
割
を
持
つ
。
し
か
し
な
が
ら
、
杉
田
の
論
述
に
は
優
生
学

そ
の
も
の
が
有
す
る
負
の
部
分
に
つ
い
て
こ
と
さ
ら
に
没
価
値
的
分
析
を
貫
い
て
い
る
。

2
．
福
祉
生
産
主
義
者
た
ち
が
求
め
た
優
生
学

優
生
学
が
世
界
的
な
否
定
の
始
ま
り
と
な
っ
た
動
機
は
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
代
表
さ
れ
る
あ
ま
り
に
も
冷
徹
か
つ
残
虐
な
行
為
が
表

面
に
出
て
、
世
界
中
が
震
撼
し
た
結
果
で
あ
る
。
こ
う
し
た
動
機
に
よ
っ
て
、
優
生
学
の
発
達
が
当
時
の
極
端
な
国
家
観
を
唱
え
る
人
々

に
よ
る
、
欧
米
諸
国
の
保
守
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
人
種
差
別
主
義
に
満
ち
た
、
搾
取
と
領
土
拡
張
の
野
望
に
凝
り
固
ま
っ
た
人
々
に
よ
っ

て
導
き
出
さ
れ
た
よ
う
に
み
え
る
。
だ
が
実
際
は
そ
の
逆
の
立
場
、
す
な
わ
ち
労
働
者
階
級
を
も
っ
て
自
由
と
平
等
に
基
づ
く
人
類
の
幸

福
と
福
祉
を
も
た
ら
そ
う
と
し
た
社
会
主
義
政
党
お
よ
び
団
体
か
ら
の
方
が
、
む
し
ろ
積
極
的
に
優
生
政
策
、
優
生
運
動
を
起
こ
し
て
い

た
事
実
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
二
〇
世
紀
前
半
の
「
良
識
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
が
、
劣
等
と
決
め
つ
け
た
人
々
を
追
い
詰
め
た
の
で

あ
る
。
ス
ペ
ク
ト
ロ
ス
フ
ス
キ
ー
ら
（S

pektorow
ski A

. and Ireni-S
aban L

. 2014

）
は
、
産
業
や
社
会
の
効
率
と
生
産
性
向
上
に
よ
っ

て
福
祉
社
会
の
実
現
を
目
指
す
社
会
民
主
主
義
的
視
点
を
福
祉
生
産
主
義
と
呼
ぶ
。
こ
れ
は
福
祉
生
産
主
義
の
グ
ル
ー
プ
が
人
種
差
別
的

分
断
、
殲
滅
の
思
想
に
走
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
逆
の
論
理
か
ら
発
達
し
た
の
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
の
初
期
優
生
学
の
社
会
的
応
用
に
関
心
が
高
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
は
、
社
会
改
良
を
同
時
に
唱
え
た
が
、
社
会

改
良
の
基
本
的
視
点
に
は
多
分
に
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
の
影
響
が
あ
っ
た
。
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
思
想
の
浸
透
に
は
、
た
と
え
ば

（
viii）

（
ix）

（
x
）

（
xi）
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優
生
学
と
社
会
政
策
（
矢
野
）

（
六
二
五
）

「
社
会
工
学
」
や
、「
人
口
政
策
」
が
あ
っ
た
。
優
生
学
と
社
会
、
政
治
思
想
に
関
す
る
今
日
の
研
究
で
は
、
福
祉
生
産
主
義
と
い
わ
れ
る

グ
ル
ー
プ
に
代
表
さ
れ
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
、
社
会
民
主
党
政
権
治
世
下
の
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
そ
し

て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
愛
国
主
義
集
団
と
社
会
民
主
党
な
ど
が
あ
る
。
こ
こ
で
と
く
に
社
会
主
義
思
想
と
優
生
学
の
親
和
性
に
つ
い
て
考
察

し
て
み
よ
う
。
イ
ギ
リ
ス
を
除
く
北
欧
の
国
々
で
断
種
法
が
成
立
し
た
一
九
三
〇
年
代
に
、
こ
れ
ら
の
国
々
で
共
通
に
唱
え
ら
れ
て
い
た

の
は
、「
生
産
的
福
祉
主
義
（productive w

elfarism

）」
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
も
も
っ
と
も
単
純
明
快
な
の
は
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ェ
ビ
ア

ン
協
会
の
社
会
主
義
思
想
で
あ
っ
た
。
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
に
属
す
る
主
要
な
人
物
た
ち
が
描
く
社
会
は
、
今
日
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
福

祉
社
会
と
し
て
存
続
す
べ
き
社
会
主
義
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
社
会
主
義
を
促
進
・
普
及
す
る
手
段
と
し
て
、
自
国
の
普
遍
的
運
動
と
一
国

的
運
動
を
巧
み
に
総
合
化
す
る
必
要
に
駆
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
も
そ
の
国
の
民
主
主
義
的
文
化
を
留
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
社

会
主
義
を
目
指
す
政
治
勢
力
と
し
て
自
国
の
社
会
政
策
や
経
済
政
策
に
介
入
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
優
生
運
動
の
よ
う
な
社
会
政

策
に
介
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産
的
文
化
の
創
造
に
積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
を
示
し
続
け
る
こ
と
が
社
会
を
強
化
し
、
福
祉
を
実

現
す
る
方
法
と
考
え
て
い
た
。
つ
ま
り
、
優
生
運
動
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
担
っ
て
い
る
重
荷
で
あ
る
国
内
人
種
間
の
対
立
や
宗

教
上
の
対
立
、
身
分
の
残
滓
や
男
女
間
の
か
い
離
等
の
社
会
問
題
が
、
社
会
主
義
の
下
で
の
生
産
的
福
祉
主
義
に
よ
っ
て
解
決
に
向
か
う

と
考
え
た
。
こ
う
し
て
当
初
か
ら
社
会
問
題
と
し
て
貧
困
に
取
り
組
み
、
人
口
の
多
数
を
占
め
る
労
働
者
階
級
の
統
治
に
よ
る
社
会
を
理

想
と
し
、
人
類
の
未
来
に
希
望
を
託
す
「
科
学
的
」
社
会
主
義
者
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
優
生
学
の
主
張
が
起
こ
っ
て
い
た
。

イ
ギ
リ
ス
で
後
の
労
働
党
の
理
論
的
支
柱
と
な
っ
た
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
は
一
八
八
二
年
に
設
立
さ
れ
、
一
八
八
九
年
か
ら
本
格
的
に
政

治
活
動
を
始
動
し
た
。
創
設
当
初
の
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
よ
る
政
治
性
の
強
い
理
論
と
し
て
で
は
な
く
、
倫
理
的
社

会
改
良
の
強
調
に
よ
っ
て
、
穏
健
か
つ
段
階
的
な
新
し
い
社
会
主
義
を
作
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
知
識
階
級
で
あ
っ

（
xii）
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第
五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
六
二
六
）

た
創
立
者
の
Ｆ
．
ポ
ド
モ
ア
（F

rank P
odm
ore

）
や
Ｅ
．
ピ
ー
ス
（E

dw
ard P

ease

）
た
ち
は
、
新
し
い
生
活
を
唱
え
る
集
団
と
し
て

フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
会
員
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
後
に
有
名
な
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ウ
（G

. B
. S
how

）
や
ウ
ェ
ッ
ブ
夫
妻
（S

idney 

and B
eatrice W

ebb

）
が
こ
れ
に
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
は
数
的
に
は
微
々
た
る
集
団
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
社
会
主
義
思
想
は
イ
ギ
リ
ス
の
み
な
ら
ず
西
側
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
フ
ェ
ビ
ア
ン
社
会
主
義
が
イ
ギ

リ
ス
の
福
祉
国
家
及
び
北
欧
の
社
会
民
主
主
義
政
権
に
優
生
主
義
的
社
会
政
策
と
し
て
の
思
想
を
広
め
た
、
と
主
張
す
る
代
表
者
は
『
優

生
思
想
の
歴
史
』
を
著
し
た
ト
ロ
ン
ブ
レ
イ
（
邦
訳　
二
〇
〇
〇
）
で
あ
る
。
ト
ロ
ン
ブ
レ
イ
に
よ
れ
ば
、
後
に
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
に
加
わ

り
、
そ
の
主
要
な
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た
ウ
ェ
ッ
ブ
夫
妻
は
、
優
生
学
的
思
想
の
洗
礼
を
早
く
か
ら
受
け
て
い
た
と
い
う
。
彼
ら
は
代
表
作

「
産
業
民
主
制
論
」
を
著
し
た
が
、
こ
こ
で
展
開
し
た
国
民
的
効
率
（national effi  ciency

）
の
思
想
に
当
時
の
優
生
学
に
よ
る
影
響
が
端

的
に
表
れ
て
い
る
。
疑
い
も
な
く
彼
ら
に
と
っ
て
社
会
民
主
主
義
的
理
念
と
は
、
属
す
る
国
家
を
生
産
的
で
安
定
化
し
た
産
業
的
民
主
主

義
社
会
と
し
て
留
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
原
始
的
な
資
本
主
義
関
係
の
下
で
、
優
秀
で
は
な
い
資
本
家
に
よ
る
経
営
が
も
た
ら
す
非
生
産

性
、
非
効
率
性
、
階
級
対
立
な
ど
の
稚
拙
な
資
本
主
義
制
度
に
代
わ
っ
て
、
ウ
ェ
ッ
ブ
夫
妻
ら
は
「
人
間
的
な
」
生
産
性
至
上
主
義
的
社

会
を
構
想
し
た
。
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
政
府
に
よ
る
産
業
政
策
や
社
会
政
策
へ
の
介
入
も
、
こ
の
視
点
か
ら
正
当
化

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
当
時
の
フ
ェ
ビ
ア
ン
社
会
主
義
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
席
巻
し
た
全
体
主
義
、
国
家
社
会

主
義
の
思
想
的
興
隆
と
も
連
結
し
て
い
る
。
ト
ロ
ン
ブ
レ
イ
に
よ
れ
ば
、
ビ
ア
ト
リ
ス
・
ウ
ェ
ッ
ブ
（B

eatrice W
ebb

）
が
優
生
主
義
者

と
な
っ
た
の
は
若
い
頃
で
、
彼
女
が
影
響
を
受
け
た
人
物
は
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ス
ペ
ン
サ
ー
（H

erbert S
pencer

）
の
ほ
か
に
ゴ
ル
ト
ン

（S
ir F
rancis G

alton

）
で
あ
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
シ
ド
ニ
ー
・
ウ
ェ
ッ
ブ
（S

idney W
ebb

）
の
フ
ェ
ビ
ア
ン
主
義
的
経
済
政
策

は
、
優
生
思
想
に
基
づ
い
た
も
の
だ
、
と
述
べ
る
。
例
を
挙
げ
る
と
二
〇
世
紀
初
め
に
開
か
れ
た
救
貧
法
王
立
委
員
会
に
関
し
て
、
イ
ギ

（
xiii）
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優
生
学
と
社
会
政
策
（
矢
野
）

（
六
二
七
）

リ
ス
医
学
雑
誌
（B

ritish M
edical Journal 1909

）
で
述
べ
た
彼
の
主
張
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。「
救
貧
法
、
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
国

内
で
年
間
二
〇
〇
万
ポ
ン
ド
も
の
費
用
が
か
か
っ
て
い
る
も
の
だ
が
、
そ
の
傾
向
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
反
優
生
学
的
で
あ
る
。
救

貧
法
の
受
給
者
で
あ
る
弱
々
し
い
妊
婦
、
両
性
の
居
住
が
許
さ
れ
た
一
般
混
合
型
の
ワ
ー
ク
ハ
ウ
ス
に
、『
救
貧
法
』
は
優
生
学
的
見
地

か
ら
好
ま
し
か
ら
ざ
る
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。（
中
略
）
優
生
学
的
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
自
由
放
任
と
は
全
政
策
の
中
で
最
悪

の
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
知
的
な
考
え
方
や
目
的
達
成
の
選
択
を
拘
束
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
公
的
な
制
度
が
引
き
起
こ
す
最

初
の
結
果
と
い
う
も
の
は
、
最
も
感
情
的
な
個
人
的
慈
善
心
の
ほ
と
ば
し
り
で
あ
り
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
政
府
も
抑
止
で
き
な
い
も
の

で
あ
る
。」
こ
の
表
現
か
ら
ウ
ェ
ッ
ブ
の
貧
困
者
に
対
す
る
視
点
は
、
イ
ギ
リ
ス
救
貧
法
が
実
定
法
の
判
例
と
し
て
伝
統
的
に
扱
っ
て
き

た
救
済
を
積
極
的
に
評
価
す
る
こ
と
は
な
く
、
ワ
ー
ク
ハ
ウ
ス
の
収
容
者
等
を
優
生
学
の
見
地
か
ら
生
物
的
退
化
の
理
論
の
実
例
と
受
け

止
め
て
い
る
と
み
な
し
て
い
る
。
実
際
ウ
ェ
ッ
ブ
は
「
救
貧
法
は
不
適
者
の
生
殖
を
助
長
す
る
も
の
だ
っ
た
」
と
記
述
し
て
い
る
と
い
う
。

ウ
ェ
ッ
ブ
夫
妻
は
、
救
貧
法
に
よ
る
歴
史
観
に
お
い
て
貧
民
救
済
を
受
け
る
対
象
者
が
劣
化
を
繰
り
返
す
集
団
と
し
て
み
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
こ
う
し
た
シ
ド
ニ
ー
・
ウ
ェ
ッ
ブ
の
、
イ
ギ
リ
ス
の
貧
困
と
優
生
学
に
関
す
る
考
え
方
は
、
後
述
す
る
日
本
の
優
生
学
専
門
誌

『
大
日
本
優
生
会
々
報
』
に
も
紹
介
さ
れ
、
日
本
の
優
生
運
動
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

ト
ロ
ン
ブ
レ
イ
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
で
優
生
思
想
が
進
行
す
る
中
で
、
彼
ら
優
生
主
義
者
が
対
象
と
す
る
「
劣
勢
な
」
人
々
へ
の
断

種
や
不
妊
措
置
と
い
う
具
体
的
な
優
生
運
動
の
実
施
が
叫
ば
れ
た
が
、
国
民
的
効
率
す
な
わ
ち
優
生
思
想
へ
と
顕
著
に
高
め
た
中
心
人
物

は
、
国
会
議
員
で
あ
り
作
家
で
も
あ
っ
た
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ホ
ワ
イ
ト
（A

rnold W
hite

）
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
ホ
ワ
イ
ト
の
主
張
を

熱
心
に
支
持
す
る
者
の
中
に
、
主
要
な
フ
ェ
ビ
ア
ン
・
メ
ン
バ
ー
の
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ウ
が
い
た
。
こ
の
思
想
の
連
続
性
の
中
で
、

フ
ェ
ビ
ア
ン
社
会
主
義
に
よ
る
社
会
政
策
に
、
優
生
学
の
影
響
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

（
xiv）

（
xv）

（
xvi）

（
xvii）

（
xviii）

（
xix）
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フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
は
、
確
か
に
イ
ギ
リ
ス
特
有
の
貴
族
制
を
継
承
し
た
特
権
階
級
に
よ
る
独
占
的
政
治
形
態
を
批
判
し
、
過
激
な
マ
ル
ク

ス
主
義
の
行
動
に
よ
ら
な
い
漸
進
的
社
会
主
義
を
主
張
し
た
。
し
か
し
そ
の
手
法
に
よ
り
、
自
分
た
ち
の
政
治
活
動
に
よ
る
社
会
の
実
現

が
叶
わ
な
い
こ
と
が
自
明
に
な
る
と
、
次
第
に
マ
ル
ク
ス
主
義
思
想
を
受
け
入
れ
、
今
日
の
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
の
前
身
と
し
て
の
政
党
活

動
の
創
設
と
発
展
に
貢
献
し
た
。
優
生
学
を
批
判
的
に
扱
う
著
作
に
よ
れ
ば
、
シ
ョ
ウ
や
シ
ド
ニ
ー
・
ウ
ェ
ッ
ブ
は
、
彼
ら
が
述
べ
る
主

張
と
彼
ら
自
身
が
置
か
れ
て
い
る
立
場
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
た
点
を
強
調
す
る
。
つ
ま
り
従
来
の
イ
ギ
リ
ス
支
配
層
で
あ
る
貴
族
、

地
主
ら
の
特
権
階
級
の
批
判
を
す
る
彼
ら
は
、
同
時
に
ほ
ぼ
全
員
が
専
門
職
を
持
つ
イ
ギ
リ
ス
中
流
階
層
で
あ
っ
た
。
目
前
に
克
服
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
飢
餓
へ
の
恐
怖
と
は
無
縁
の
彼
ら
に
と
っ
て
、
政
治
的
目
標
は
単
に
政
治
権
力
を
新
た
に
奪
取
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ

の
専
門
職
集
団
と
特
定
の
階
層
に
属
さ
な
い
た
め
の
特
徴
と
し
て
「
科
学
的
」
思
考
に
身
を
置
く
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
、
優
生
学
者
と

フ
ェ
ビ
ア
ン
社
会
主
義
者
の
親
和
性
で
あ
っ
た
。

だ
が
周
知
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
断
種
法
が
成
立
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
が
断
種
法

の
成
立
に
関
す
る
全
国
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
し
か
し
、
マ
シ
ュ
ウ
・
ト
ム
ソ
ン
（M

athew
 T
hom
son 1998

）
に

よ
れ
ば
、
フ
ェ
ビ
ア
ン
社
会
主
義
者
ら
に
よ
る
優
生
運
動
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
二
つ
の
明
確
な
指
針
と
し
て
歴
史

に
刻
ま
れ
た
。
一
つ
は
一
九
〇
九
年
に
発
表
さ
れ
た
「
救
貧
法
に
関
す
る
王
立
委
員
会
」
報
告
の
中
で
、
多
数
派
も
少
数
派
も
知
的
障
害

や
精
神
疾
患
を
有
す
る
人
々
を
、
治
療
を
目
的
に
施
設
に
隔
離
・
収
容
す
る
政
策
を
打
ち
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
一
九
一
三

年
の
「
精
神
薄
弱
者
法
（T

he M
ental D

efi ciency A
ct of 1913

）」
の
成
立
で
あ
り
、
両
者
と
も
優
生
学
の
確
立
期
と
連
動
し
た
政
策
で
あ

る
、
と
述
べ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
フ
ェ
ビ
ア
ン
社
会
主
義
に
よ
る
優
生
学
の
応
用
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
の
は
、
北
欧
の
社
会
民
主
主
義
者
で
あ
っ
た
。

（
xx）

（
xxi）
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た
と
え
ば
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
ド
イ
ツ
の
国
際
人
種
衛
生
学
会
で
外
国
で
は
最
も
多
く
の
研
究
者
を
送
り
込
ん
だ
。
一
九
二
〇
年
代
に
は

ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
医
師
を
含
む
社
会
民
主
主
義
者
た
ち
が
、
ま
る
で
お
互
い
に
競
い
合
う
よ
う
に
優
生
思

想
に
よ
る
社
会
的
弱
者
へ
の
断
種
（
不
妊
）
措
置
の
合
法
化
を
唱
え
た
。
こ
れ
ら
の
国
の
う
ち
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
旧
ロ
シ
ア
か
ら
の
独

立
宣
言
以
降
、
当
時
の
ソ
連
へ
の
対
抗
と
し
て
軍
事
的
の
み
な
ら
ず
政
治
的
に
も
ド
イ
ツ
に
頼
る
政
策
を
堅
持
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。
第

二
次
世
界
大
戦
で
も
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
占
領
下
に
あ
っ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、
社
会
政
策
遂
行
に
当
た
っ
て
優
生
学
を
導
入
す
る
親
和

性
は
十
分
に
備
え
て
い
た
。
こ
の
点
で
い
え
ば
ド
イ
ツ
と
国
境
を
接
す
る
隣
国
で
あ
り
、
さ
ら
に
戦
争
中
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
駐
留
し

た
デ
ン
マ
ー
ク
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
中
立
を
保
ち
、
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
の
ユ
ダ
ヤ
人
亡
命
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
た
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
北
欧
諸
国
の
中
で
最
も
徹
底
し
た
断
種
（
不
妊
）
政
策
を
実
行
し
、
戦
後
に
な
っ
て
も
一
九
六
〇
年
代
ま
で
優
生
学
に

よ
る
立
法
を
存
続
さ
せ
た
。
ロ
ー
ル
・
ハ
ン
セ
ン
（R

oll-H
ansen 2005

）
に
よ
る
と
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
北
欧
の
優
生
学
は
、
イ
ギ

リ
ス
と
同
様
に
明
ら
か
に
人
種
的
優
位
性
に
基
づ
く
学
問
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
。
彼
は
特
に
こ
の
傾
向
が
著
し
い
国
家
と
し
て
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
分
析
視
点
に
立
て
ば
、
次
の
段
階
と
な
る
自
国
の
民
族
の
優
秀
性
の
確
保
及

び
周
辺
諸
国
と
の
比
較
が
必
然
的
に
重
要
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
自
国
の
精
神
を
含
む
障
が
い
者
へ
の
物
理
的
抑
圧
、
つ
ま
り
消
極
的
優

生
学
の
応
用
と
し
て
の
断
種
政
策
の
立
法
化
へ
と
攻
撃
の
対
象
が
移
る
の
で
あ
る
。
優
生
学
自
体
は
改
良
の
名
の
も
と
に
そ
の
対
象
が
社

会
化
、
政
治
化
し
て
い
く
。
主
に
標
的
と
な
っ
た
そ
の
対
象
は
、
当
時
増
加
が
懸
念
さ
れ
た
犯
罪
者
と
統
計
学
の
発
達
で
明
ら
か
と
な
っ

た
精
神
的
不
適
応
の
人
々
で
あ
っ
た
。
犯
罪
者
の
中
で
も
、
性
犯
罪
者
に
対
す
る
予
防
措
置
と
し
て
断
種
法
を
適
用
す
る
要
求
が
あ
り
、

活
発
な
活
動
を
行
っ
た
の
は
婦
人
団
体
で
あ
っ
た
。
同
時
に
遺
伝
学
や
他
の
医
学
的
発
達
を
重
視
し
た
、
統
計
に
基
づ
い
た
厳
密
性
を
付

与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
九
三
〇
年
代
の
社
会
民
主
主
義
政
権
に
よ
っ
て
断
種
法
の
実
現
を
見
る
の
で
あ
る
。
北
欧
の
断
種
法
は
、
ア

（
xxii）

（
xxiii）
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メ
リ
カ
各
州
が
こ
ぞ
っ
て
立
法
化
し
た
時
代
よ
り
は
か
な
り
遅
れ
て
成
立
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
北
欧
の
断
種
法
へ
の
動
き
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
な
く
む
し
ろ
ド
イ
ツ
の
医
師
群

の
主
導
に
よ
る
「
民
族
衛
生
学
（R

assenhygiene

）」
の
台
頭
と
政
治
性
の
一
環
と
み
て
よ

い
。
何
故
に
ド
イ
ツ
が
そ
れ
ほ
ど
の
影
響
を
与
え
た
の
か
に
つ
い
て
ロ
ー
ル
・
ハ
ン
セ
ン

は
、
断
種
法
を
相
次
い
で
制
定
し
た
北
欧
国
家
の
特
徴
は
、
ル
タ
ー
派
を
宗
教
基
盤
と
し

て
い
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
実
際
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど

ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
が
政
治
的
に
優
勢
な
国
家
に
は
断
種
法
は
制
定
さ
れ
ず
、
逆
に
ル

タ
ー
派
な
ど
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
優
勢
な
国
々
で
は
、
断
種
法
が
正
当
な
政
府
に
よ
る
民

主
主
義
的
手
続
き
に
基
づ
い
て
成
立
し
た
。
法
律
制
定
の
場
で
あ
る
議
会
に
お
い
て
も
、

議
会
外
で
の
市
民
運
動
の
場
で
も
、
こ
れ
ら
の
国
々
の
断
種
法
へ
の
反
対
勢
力
は
微
々
た

る
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。

ス
ペ
ク
ト
ロ
フ
ス
キ
ー
ら
に
従
っ
て
端
的
に
い
え
ば
、
現
代
福
祉
国
家
を
最
初
に
推
進

す
る
役
割
を
果
た
し
た
社
会
民
主
主
義
は
、
優
生
学
的
生
産
主
義
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
を
除
く
、
優
生
運
動
の
実
施
に
積
極
的
で
あ
っ
た
国
々
が
、
何
故
に
当
時
の
優

生
学
の
成
果
を
た
や
す
く
応
用
し
た
か
、
に
つ
い
て
は
以
上
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
特
に
ド
イ
ツ
や
北
欧
で
は
、
医
学
の
専
門
家
が
自
ら
の
見

解
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る
機
会
が
開
か
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
二
〇
世
紀

（
xxiv）

（
xxv）

表－ 1　北欧諸国の断種法の実施状況（推定）

国名 期間 断種（不妊）適用者

デンマーク（医療的措置を除く） 1929-1960 11000

フィンランド（1951-1960　医療的措置を除く） 1935-1960 4300

フィンランド（医療的措置を含む） 1935-1960 17000

ノルウェー（医療的措置を除く） 1934-1960 7000

スウェーデン（1942-1960　医療的措置を除く） 1935-1960 17500

スウェーデン（医療的措置を含む） 1935-1960 38900

（出典）　Broberg G. & Roll-Hansen N. （ed.）（2005）, Eugenics and the Welfare 

State Norway, Sweden, Denmark and Finland, Michigan State University Press 

p.263. より引用。
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前
半
に
お
い
て
世
界
的
な
医
学
の
先
導
者
た
る
地
位
を
自
負
し
て
い
た
彼
ら
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
自
国
の
政
策
に
か
か
わ
る
審
議
会
や
政
党

の
主
要
な
主
張
を
助
言
し
う
る
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
。
自
然
科
学
の
成
果
を
比
較
的
純
粋
に
信
奉
す
る
国
民
性
を
持
つ
北
欧
の
国
々
は
、

こ
れ
ら
の
集
団
に
よ
る
見
解
を
む
し
ろ
積
極
的
に
政
治
に
応
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
日
本
と
異
な
る
点
で
あ
る
。

3
．
日
本
の
優
生
学

日
本
の
優
生
学
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
、
当
時
の
ド
イ
ツ
医
学
の
影
響
を
強
く
受
け
て
、
す
で
に
一
八
九
〇
年
代
か
ら
関
心
を
集
め
て
い
た
。

そ
の
経
緯
は
、
イ
ギ
リ
ス
（
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
）
と
ド
イ
ツ
双
方
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
紹
介
に
基
づ
い
た
論
陣
が
そ
れ
ぞ
れ
の
側
で
、
張
ら
れ

た
。
し
か
し
、
日
本
で
は
優
生
学
発
祥
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
紹
介
よ
り
も
む
し
ろ
ド
イ
ツ
医
学
界
か
ら
の
ほ
う
が
よ
り
大
き
な
影
響
が

あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
当
時
の
日
本
の
知
識
階
級
に
と
っ
て
近
代
国
家
の
確
立
と
発
展
に
関
連
し
た
医
学
、
法
学
お

よ
び
関
連
諸
学
問
は
、
ド
イ
ツ
の
動
向
を
優
先
し
て
受
け
入
れ
る
素
地
が
築
か
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
わ
が
国
に
特
有
の
科
学

主
義
と
慎
重
さ
の
ゆ
え
に
、
安
易
に
ア
メ
リ
カ
や
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
極
端
な
断
種
政
策
を
遂
行
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

実
際
、
一
九
四
〇
年
に
成
立
し
た
「
国
民
優
生
法
」
は
、
当
時
の
遺
伝
学
を
伴
う
医
学
的
見
地
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
、
こ
と
さ
ら
に
政
治

的
運
用
を
示
す
表
現
は
帝
国
議
会
で
の
論
争
の
末
に
除
去
さ
れ
、
表
面
上
は
見
当
た
ら
な
い
。

優
生
学
の
特
徴
か
ら
言
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
帝
国
主
義
に
よ
る
白
人
種
の
世
界
支
配
の
正
当
性
こ
そ
が
、
人
種
の
優
秀
性
に
よ
っ
て
打

ち
立
て
る
た
め
の
理
論
発
展
の
動
機
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
当
然
な
が
ら
そ
の
方
向
性
は
優
秀
な
民
族
の
実
現
を
目
指
す
「
積
極
的
優
生

学
」
の
実
行
へ
と
向
い
た
。
こ
れ
に
対
し
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
植
民
地
争
奪
に
よ
る
世
界
支
配
の
戦
い
か
ら
は
遅
れ
て
、
帝
国
主
義
の

見
地
か
ら
外
部
に
対
す
る
種
の
優
秀
性
を
強
調
す
る
必
要
性
が
薄
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
優
生
学
は
人
種
間
の
優
劣
を
極
め
る
学
問
上
の

（
xxvi）

（
xxvii）
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興
味
と
し
て
よ
り
も
、
新
た
に
確
立
し
た
ド
イ
ツ
国
家
に
お
け
る
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
優
秀
性
の
強
化
を
求
め
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
優
生
学

の
範
囲
で
は
「
消
極
的
優
生
学
」
の
実
行
に
関
心
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
〇
五
年
に
正
式
に
立
ち
上
が
っ
た
ド
イ
ツ
優
生
学
は

「
人
種
（
民
族
）
衛
生
学
」
と
呼
ば
れ
、
提
唱
者
プ
レ
ッ
ツ
は
、
ド
イ
ツ
国
内
の
少
数
民
族
や
国
内
の
「
劣
っ
た
資
質
を
持
つ
人
」
を
な

く
す
た
め
の
不
妊
手
術
、
断
種
の
励
行
を
提
唱
し
た
。
こ
れ
ら
の
優
生
学
的
見
地
と
社
会
政
策
の
融
合
を
訴
え
た
ド
イ
ツ
医
学
者
に
よ
る

提
案
が
当
時
の
日
本
に
も
紹
介
さ
れ
た
。

財
団
法
人
日
弁
連
法
務
研
究
財
団
・
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
検
証
会
議
（
二
〇
〇
五
）、『
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
検
証
会

議
・
最
終
報
告
』
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
五
年
に
医
学
者
大
澤
健
二
が
ド
イ
ツ
の
優
生
学
者
シ
ャ
ル
マ
イ
ヤ
ー
の
説
を
紹
介
し
、
人
種
を
改

良
し
て
国
民
を
強
健
に
す
る
こ
と
が
「
最
良
の
社
会
政
策
」
で
あ
る
と
述
べ
た
。
大
澤
の
「
体
質
改
良
ト
社
会
政
策
」
は
、
第
一
に
体
育

を
奨
励
し
て
知
育
偏
重
の
弊
害
を
な
く
す
、
第
二
に
結
核
、
花
柳
病
、
酒
精
中
毒
（
マ
マ
）
の
よ
う
な
子
々
孫
々
を
害
す
る
伝
染
病
と
罪

悪
と
を
予
防
す
る
こ
と
、
第
三
に
婚
姻
法
を
制
定
せ
し
め
、
望
ま
し
い
結
婚
を
容
易
に
し
て
そ
う
で
な
い
も
の
を
人
為
的
に
制
限
す
る
こ

と
、
を
提
唱
し
て
い
る
。

一
方
、
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
の
優
生
学
、
遺
伝
学
、
社
会
学
の
影
響
か
ら
の
日
本
へ
の
紹
介
も
行
わ
れ
た
。
一
九
〇
五
年
、
動

物
学
者
の
丘
浅
次
郎
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
自
然
淘
汰
説
か
ら
の
所
論
で
、「
劣
等
な
人
間
、
有
害
な
人
間
を
人
工
的
に
保
護
し
て
生
存
繁
殖

せ
し
め
る
よ
う
で
は
其
の
人
種
の
進
歩
改
良
は
到
底
望
む
こ
と
は
出
来
ま
せ
ぬ
」、「
少
な
く
と
も
子
孫
を
後
に
残
さ
ぬ
だ
け
の
取
り
締
ま

り
は
必
要
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
慈
善
・
社
会
事
業
に
要
す
る
経
費
は
必
要
悪
で
、
こ
れ
を
効
率
化
す
る
た
め
に
人
為

的
制
限
を
加
え
よ
、
と
い
う
の
が
丘
浅
の
主
張
で
あ
っ
た
。
海
野
幸
徳
は
一
九
一
〇
年
に
『
日
本
人
種
改
造
論
』
を
著
し
、
社
会
政
策
の

見
地
か
ら
積
極
的
優
生
学
的
方
法
と
消
極
的
優
生
学
的
方
法
に
よ
る
人
為
的
人
種
改
良
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

（
xxviii）

（
xxix）

（
xxx）

（
xxxi）
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一
九
一
四
年
に
福
原
義
柄
が
著
し
た
『
社
会
衛
生
学
』
で
は
、「
社
会
的
低
格
者
」
と
し
て
「
精
神
薄
弱
、
要
扶
助
者
、
不
具
、
癲
癇
、

精
神
病
、
体
質
薄
弱
、
病
的
素
質
ア
ル
者
、
犯
罪
者
、
盲
唖
ノ
如
キ
心
身
低
格
者
」
と
し
て
い
る
。
福
原
は
こ
れ
ら
低
格
者
に
つ
い
て

「
吾
人
ハ
一
方
ニ
於
イ
テ
社
会
的
低
格
者
ヲ
保
護
シ
ツ
ツ
、
他
方
ニ
於
イ
テ
此
低
格
者
ノ
子
孫
ニ
遺
伝
ス
ル
ヲ
防
止
セ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
。
是

レ
篇
頭
ニ
論
ゼ
ル
消
極
的
民
族
衛
生
策
ノ
必
要
ア
ル
所
以
デ
ア
ル
」
と
述
べ
て
い
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
二
〇
年
代
に
な
り
、
日
本
が
国
際
連
盟
の
主
要
国
と
し
て
欧
米
民
主
主
義
を
積
極
的
に
吸
収
し
た
「
大
正

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
時
代
に
な
る
と
、
す
で
に
識
者
の
間
で
認
知
さ
れ
て
い
た
優
生
学
は
人
口
問
題
、
人
口
政
策
、
教
育
論
、
婦
人
問
題
、

産
児
制
限
論
、
衛
生
問
題
等
、
社
会
お
よ
び
社
会
問
題
に
関
す
る
広
範
な
分
野
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば

一
九
二
〇
年
か
ら
二
一
年
に
か
け
て
、
平
塚
ら
い
て
う
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
新
婦
人
協
会
は
、
優
生
学
に
影
響
を
受
け
た
花
柳
病
者
の
結

婚
制
限
に
関
す
る
立
法
に
関
す
る
議
会
請
願
書
を
起
草
し
、
そ
の
実
現
を
帝
国
議
会
議
員
に
働
き
か
け
た
。
こ
の
運
動
の
過
程
で
、
優
生

学
や
ア
メ
リ
カ
で
実
行
さ
れ
て
い
た
断
種
法
の
知
識
が
政
界
に
普
及
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
請
願
は
結
局
採
決
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、
そ

の
後
日
本
の
優
生
立
法
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
る
荒
川
五
郎
や
中
馬
興
丸
ら
が
こ
れ
を
支
持
し
た
。
一
九
二
四
年
に
は
「
ユ
ー
ゼ
ニ
ッ
ク

ス
」
と
題
す
る
専
門
誌
が
創
刊
さ
れ
た
（
後
に
こ
れ
は
「
優
生
学
」
に
改
題
さ
れ
た
）。
こ
の
創
刊
は
、
当
時
財
団
法
人
日
本
優
生
学
協
会
の

設
立
を
目
指
し
た
医
事
新
報
社
の
後
藤
隆
吉
に
よ
る
も
の
で
、
協
会
は
後
藤
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
結
局
設
立
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、

月
刊
雑
誌
と
し
て
一
九
四
〇
年
ま
で
刊
行
さ
れ
た
。
一
九
二
六
年
に
は
『
優
正
運
動
』
と
い
う
名
の
雑
誌
も
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
当
時

『
報
知
新
聞
』
の
記
者
で
あ
っ
た
池
田
林
儀
（
し
げ
の
り
）
に
よ
っ
て
発
刊
さ
れ
、
一
九
三
〇
年
ま
で
続
い
た
。
池
田
の
生
涯
と
ド
イ
ツ
渡

航
か
ら
得
た
優
生
学
へ
の
接
近
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
日
本
の
優
生
政
策
を
政
治
・
社
会
的
運
動
体
と
し
て
本
格
的
に
行
っ
た
全
国
活
動
の

詳
細
は
、
藤
野
豊
（
一
九
九
八
）
の
研
究
に
詳
し
い
。
ま
た
新
井
利
佳
（
二
〇
〇
八
）
は
、
社
会
福
祉
学
の
見
地
か
ら
池
田
が
進
め
た
優
生

（
xxxii）

（
xxxiii）

（
xxxiv）
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学
運
動
が
社
会
事
業
家
た
ち
に
優
生
学
を
推
進
す
る
側
の
根
拠
を
与
え
た
点
を
示
唆
し
て
い
る
。
雑
誌
『
優
生
運
動
』
に
は
山
室
軍
平
や

賀
川
豊
彦
が
寄
稿
し
て
い
る
が
、
優
生
学
に
特
有
の
露
骨
な
差
別
的
表
現
は
な
く
、
む
し
ろ
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
を
普
及
す
る
目
的
と
い

え
る
も
の
で
あ
る
。

一
九
三
〇
年
に
は
優
生
学
に
基
づ
い
た
優
生
政
策
の
立
法
化
の
促
進
的
役
割
を
担
っ
た
日
本
民
族
衛
生
協
会
の
前
身
で
あ
る
「
日
本
民

族
衛
生
学
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
優
生
学
の
認
識
は
、「
生
物
学
を
土
壌
に
し
て
そ
の
上
に
打
ち
立
て
た
社
会
学
」

と
し
て
あ
た
か
も
進
歩
的
学
問
を
歓
迎
す
る
よ
う
な
楽
観
主
義
と
力
強
さ
に
満
ち
て
い
る
。
当
時
の
日
本
は
、
国
全
体
と
し
て
の
知
識
に

関
す
る
需
要
や
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
率
は
圧
倒
的
に
少
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
外
国
か
ら
の
知
識
の
導
入
に
よ
り
日
本

に
紹
介
す
る
分
野
で
、
医
学
や
法
学
な
ど
の
重
要
な
地
位
を
獲
得
し
た
人
々
は
、
自
ら
知
識
を
占
有
す
る
集
団
と
任
じ
て
い
た
。
彼
ら
に

よ
る
優
生
学
の
説
明
の
中
に
、
い
わ
ゆ
る
「
知
識
人
」
と
し
て
の
驕
り
や
独
善
ぶ
り
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
時
期
に
お
け
る

社
会
の
関
心
の
高
ま
り
の
背
景
に
は
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
を
頂
点
と
す
る
各
州
の
断
種
法
の
実
施
状
況
お
よ
び
明
ら
か
に

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
る
断
種
法
の
制
定
が
影
響
し
て
い
る
。

優
生
学
を
普
及
す
る
際
の
表
現
を
市
川
源
三
に
よ
る
『
女
性
文
化
講
話
（
一
九
三
五
）』
か
ら
再
現
し
て
み
よ
う
。
市
川
源
三
は
、

一
九
一
〇
年
代
中
葉
の
日
本
に
お
け
る
優
生
学
知
識
導
入
が
著
し
か
っ
た
こ
ろ
の
普
及
活
動
を
熱
心
に
行
っ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
平
田
勝
政
ら
の
研
究
（
二
〇
〇
二
）
に
よ
れ
ば
、
市
川
は
一
九
一
七
年
に
発
足
し
た
「
大
日
本
優
生
会
」
の
発
足
お
よ
び
活
動
を
中
心

的
に
担
っ
た
人
物
で
あ
る
。
当
時
、
東
京
府
立
第
一
高
等
女
学
校
の
教
頭
で
あ
っ
た
市
川
は
、
女
性
教
育
の
在
り
方
を
論
じ
る
手
段
と
し

て
、
単
純
な
「
積
極
的
優
生
学
」
と
「
消
極
的
優
生
学
」
に
よ
る
結
果
を
論
じ
る
中
で
、
結
婚
の
在
り
方
を
示
す
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
彼
が
主
唱
し
た
「
大
日
本
優
生
会
」
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
優
生
学
を
医
学
的
に
究
明
す
る
専
門
家
は
お
ら
ず
、
む
し
ろ
女
性
教
育
の

（
xxxv）

（
xxxvi）

（
xxxvii）
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実
践
者
に
よ
る
指
導
運
動
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
単
純
な
活
動
の
動
機
か
ら
、「
大
日
本
優

生
会
」
は
一
時
的
に
社
会
の
関
心
を
買
っ
た
も
の
の
、
市
川
源
三
の
欧
米
出
張
以
降
活
動
が
契
機
と
な
っ
て
そ
の
後
、
休
止
状
態
に
な
っ

た
。
さ
て
そ
の
当
人
が
欧
米
出
張
で
専
門
的
に
入
手
し
て
き
た
優
生
学
に
関
す
る
情
報
、
資
料
に
よ
っ
て
日
本
婦
女
子
の
教
育
、
性
教
育
、

結
婚
指
導
等
総
合
的
に
紹
介
し
た
も
の
が
『
女
性
文
化
講
話
（
一
九
三
五
）』
で
あ
る
。
市
川
は
優
生
学
を
科
学
的
な
人
種
改
良
論
と
呼
ぶ
。

彼
は
優
生
学
を
産
卵
用
の
鶏
に
例
え
る
と
、「
産
卵
の
数
を
増
加
す
る
た
め
に
飼
育
の
方
法
を
改
善
す
る
の
も
固
よ
り
良
策
だ
が
、
そ
れ

よ
り
も
多
産
性
の
鶏
を
選
ぶ
の
が
最
善
の
策
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
彼
は
優
生
学
の
主
張
に
つ
い
て
三
点
を
指
摘
す
る
。
そ
の
第
一
は

「
低
級
劣
弱
の
人
々
」
の
種
を
減
ら
そ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
消
極
的
優
生
学
で
あ
る
。
彼
が
述
べ
る
「
低
級
劣
弱
の
人
々
」

と
は
「
低
能
者
（
マ
マ
）、
精
神
病
者
、
精
神
病
系
統
者
、
生
来
的
不
具
者
（
マ
マ
）」
を
指
し
、
消
極
的
優
生
学
と
は
そ
の
人
々
の
結
婚

を
禁
じ
た
り
産
児
を
制
限
す
る
こ
と
だ
と
述
べ
る
。
第
二
は
「
高
級
優
秀
の
人
々
」
の
種
を
増
や
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
積

極
的
優
生
学
で
あ
る
。
彼
が
述
べ
る
「
高
級
優
秀
の
人
々
」
と
は
天
才
偉
人
な
ど
を
指
し
、
積
極
的
優
生
学
と
は
そ
の
人
々
の
結
婚
を
奨

励
し
、
種
の
繁
殖
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
何
を
も
っ
て
、
か
つ
誰
と
の
比
較
で
高
級
優
秀
と
唱
え
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

第
三
は
、
も
し
種
が
良
く
て
も
こ
れ
を
傷
つ
け
る
害
毒
、
す
な
わ
ち
「
人
類
毒
（R

ace P
oison

）」
を
受
け
な
い
よ
う
に
す
る
予
防
的
優

生
学
で
あ
る
。
彼
が
述
べ
る
「
人
類
毒
（R

ace P
oison

）」
と
は
、「
酒
毒
、
鉛
毒
、
燐
毒
、
癩
毒
、
結
核
、
梅
毒
、
痲
毒
」
の
こ
と
で
、

個
人
及
び
社
会
衛
生
の
立
場
か
ら
こ
れ
を
予
防
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
市
川
は
「
人
口
問
題
と
産
児
調
節
」
に
つ
い
て
触
れ
て

い
る
。
彼
は
当
時
の
日
本
の
人
口
密
度
が
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
に
次
い
で
高
い
こ
と
、
食
糧
物
資
は
輸
入
超
過
が
続
い
て
い
る
こ
と
を

挙
げ
、
産
児
制
限
を
説
く
が
、
そ
の
際
に
は
優
生
学
の
導
入
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
市
川
に
よ
る
優
生
学
の
紹
介
は
、
自
身
に

よ
る
ア
メ
リ
カ
の
政
策
動
向
、
断
種
法
の
紹
介
等
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
科
学
を
単
純
か
つ
楽
観
的
に
信
奉
す
る
一
方
、
そ
の
導
入
を
積

四
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極
的
に
行
っ
た
ア
メ
リ
カ
優
生
学
な
い
し
社
会
学
の
影
響
を
多
分
に
受
け
て
い
る
。

4
．
日
本
の
優
生
政
策
立
法
化
の
動
き

日
本
の
議
会
に
お
け
る
優
生
学
関
連
法
案
の
動
き
は
、
保
守
層
の
側
か
ら
で
は
な
く
、
女
性
解
放
運
動
論
を
行
っ
て
い
る
人
々
か
ら
沸

き
起
こ
っ
た
。
先
に
述
べ
た
平
塚
ら
い
て
う
を
中
心
と
し
た
新
婦
人
協
会
が
一
九
二
〇
年
か
ら
一
九
二
一
年
に
か
け
て
性
病
患
者
の
結
婚

を
制
限
す
る
目
的
の
「
花
柳
病
患
者
結
婚
制
限
法
」
を
議
会
に
請
願
す
る
運
動
は
、
当
時
ノ
ル
ウ
ェ
ー
他
で
立
法
化
さ
れ
て
い
た
「
善
種

学
的
結
婚
制
限
法
」
を
意
識
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
は
結
局
法
律
と
し
て
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
平
塚
ら
い
て
う
の
運
動
に
共
鳴
し

て
い
た
立
憲
民
政
党
の
医
系
議
員
で
あ
る
中
馬
興
丸
は
、
一
九
三
〇
年
五
月
に
「
帯
患
者
結
婚
制
限
法
制
定
ニ
関
ス
ル
建
議
案
」
を
、
第

五
八
回
帝
国
議
会
に
上
程
し
た
。
中
馬
の
理
由
書
に
は
、
花
柳
病
者
、
精
神
病
者
、
酒
精
中
毒
者
、
結
核
患
者
、
ら
い
病
患
者
に
対
し
て

「
優
生
学
ノ
命
ス
ル
所
ニ
ヨ
リ
」
結
婚
以
前
に
「
必
要
ナ
ル
外
科
手
術
ヲ
受
ケ
シ
メ
、
子
孫
繁
殖
ノ
道
ヲ
絶
ツ
ヲ
必
要
ト
ス
」
と
い
う
よ

う
に
、
露
骨
な
優
生
政
策
の
実
行
を
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
馬
案
は
、
明
ら
か
に
遺
伝
学
に
関
連
し
た
当
時
の
医
学
的
水
準
の
根

拠
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
医
系
議
員
の
名
の
も
と
に
提
案
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
優
生
学
が
未
熟
で
社
会
的
影
響

を
強
調
す
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
比
重
を
置
い
て
い
る
点
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
結
局
こ
の
法
案
は
議
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
な

か
っ
た
が
、
荒
川
五
郎
、
八
木
次
郎
ら
の
議
員
は
賛
成
者
に
含
ま
れ
て
い
た
。

一
九
三
四
年
か
ら
三
五
年
に
か
け
て
、
荒
川
五
郎
が
「
民
族
優
生
保
護
法
案
」
を
提
出
し
た
。
日
本
法
律
専
門
学
校
法
科
を
卒
業
し
た

荒
川
は
、
国
会
議
員
と
し
て
教
育
・
社
会
事
業
の
普
及
、
推
進
を
専
門
に
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
の
社
会
政
策
の
見
地
か
ら
優

生
政
策
の
実
行
を
図
っ
た
人
物
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
荒
川
が
帝
国
議
会
に
提
出
し
た
「
民
族
優
生
保
護
法
案
」
を
見
て
み
よ
う
。
法

（
xxxviii）

（
xxxix）

（
xl）
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の
目
的
で
あ
る
第
一
条
で
荒
川
は
「
民
族
ノ
純
潔
優
生
ヲ
助
長
シ
悪
性
遺
伝
ヲ
防
止
根
絶
ス
ル
」
と
述
べ
て
い
る
。
第
二
条
で
は
「
命
令

ノ
定
ム
ル
所
ニ
ヨ
リ
」
断
種
法
の
施
術
を
す
る
も
の
と
し
て
「
一　

殺
人
、
強
盗
其
ノ
他
狂
暴
ナ
ル
犯
罪
者
ニ
シ
テ
ソ
ノ
悪
性
ヲ
遺
伝
ス

ヘ
シ
ト
認
メ
ラ
ル
ル
モ
ノ　

二　

精
神
狂
病
、
遺
伝
的
脳
脊
髄
病
、
早
発
性
痴
呆
症
等
ニ
シ
テ
其
ノ
症
状
ニ
ヨ
リ
是
等
悪
疾
遺
伝
ス
ヘ
シ

ト
認
メ
ラ
ル
ル
モ
ノ　

三　

諸
種
ノ
中
毒
症
、「
ヒ
ス
テ
リ
ー
」、
遺
伝
性
不
具
、
結
核
病
、
癩
病
等
ノ
重
症
者
ソ
ノ
他
優
生
学
上
不
正
常

児
ノ
外
生
ム
能
ワ
サ
ル
者
ト
認
メ
ラ
ル
ル
モ
ノ
」
と
記
し
て
い
る
が
、
現
代
で
さ
え
こ
れ
ら
の
対
象
者
す
べ
て
が
遺
伝
的
形
質
で
あ
る
と

証
明
す
る
の
は
医
学
上
無
理
が
あ
る
。
優
生
学
と
し
て
の
科
学
性
、
合
理
性
、
説
得
性
に
欠
け
、
政
治
性
を
強
調
し
た
提
案
で
あ
る
と
い

え
る
。
第
三
条
で
は
、
こ
れ
ら
の
も
の
に
よ
る
「
悪
種
」
を
懐
妊
し
た
者
に
対
し
て
「
命
令
ノ
定
ム
ル
所
ニ
ヨ
リ
」
法
医
審
判
を
経
て
堕

胎
さ
せ
る
こ
と
を
の
べ
る
。
第
四
条
で
は
性
病
に
関
す
る
疾
患
患
者
に
つ
い
て
、
完
治
し
な
い
も
の
は
婚
姻
制
限
を
す
る
。
第
五
条
は
、

婚
姻
の
許
可
を
当
該
官
吏
の
証
明
書
の
他
に
医
師
の
健
康
診
断
書
を
必
要
と
す
る
。
そ
し
て
第
六
条
、
七
条
は
そ
の
根
拠
お
よ
び
罰
則
規

定
を
記
し
て
い
る
。
法
案
そ
の
も
の
は
以
上
の
よ
う
に
き
わ
め
て
単
純
で
あ
る
。

荒
川
は
ど
の
よ
う
な
政
治
目
標
を
定
め
、
何
故
に
社
会
政
策
の
実
施
手
段
と
し
て
優
生
政
策
に
染
ま
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
同
法

案
提
出
の
議
会
説
明
演
説
で
、「
私
は
長
年
教
育
奉
仕
に
一
身
を
さ
さ
げ
ま
し
て
、
こ
の
国
運
の
進
歩
、
民
族
の
向
上
に
微
力
を
さ
さ
げ

て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
が
補
強
工
作
と
し
て
栄
養
問
題
、
と
り
わ
け
玄
米
食
の
普
及
宣
伝
、
並
び
に
学
童
児
童
の
家
庭
や
環
境

の
整
理
改
善
の
た
め
に
、
少
年
救
護
法
、
校
外
救
護
法
等
に
関
し
て
尽
力
し
て
い
る
」
と
の
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
を
根
本
的
に
究
明

す
る
と
「
民
族
の
悪
種
遺
伝
を
防
止
し
て
民
族
血
統
の
浄
化
、
国
民
性
格
の
優
秀
化
を
図
り
、
こ
れ
が
完
全
な
る
発
展
を
助
長
し
、
も
っ

て
優
偉
剛
健
な
る
国
民
を
長
養
し
確
立
し
た
い
と
多
年
熱
心
研
究
の
結
果
、
こ
の
案
を
起
草
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
荒
川
に
と
っ
て
教

育
の
普
及
、
孤
児
や
少
年
犯
罪
の
防
止
と
い
う
自
ら
の
社
会
政
策
の
課
題
と
は
、
国
内
に
「
消
極
的
優
生
学
」
を
実
施
・
遂
行
す
る
こ
と

五
一
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に
帰
着
し
た
。

荒
川
ら
に
よ
る
断
種
法
制
定
の
活
発
な
動
き
は
一
九
三
三
年
に
制
定
さ
れ
た
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
る
「G

esetz zur V
erhütung 

E
rbkranken N

achw
uchs

（
遺
伝
病
子
孫
予
防
に
関
す
る
法
）」
の
成
立
が
背
景
に
あ
っ
た
。
こ
の
通
称
ド
イ
ツ
断
種
法
は
、
第
一
条
第
一

項
に
「
医
学
上
実
験
に
よ
っ
て
子
孫
の
身
体
ま
た
は
精
神
の
遺
伝
的
障
害
を
及
ぼ
す
と
こ
ろ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
外
科
手
術
に

よ
っ
て
断
種
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
た
。
ま
た
第
三
項
で
は
「
酒
精
中
毒
者
に
対
し
て
も
断
種
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
た
。
同

法
は
社
会
政
策
と
い
う
よ
り
も
、
あ
く
ま
で
当
時
の
医
学
的
基
準
か
ら
断
種
を
遂
行
す
る
立
場
を
示
し
た
。
ま
た
申
請
時
の
本
人
の
意
思

を
尊
重
す
る
条
項
（
第
三
条
）
や
、
遂
行
者
は
公
的
な
医
師
、
病
院
、
療
養
所
、
養
育
院
刑
務
所
に
あ
る
場
合
は
そ
の
施
設
の
長
（
第
四

条
）
と
し
た
。
断
種
に
当
た
っ
て
は
優
生
裁
判
所
に
よ
る
審
判
を
仰
ぐ
こ
と
（
第
五
条
）
を
定
め
、
国
家
に
よ
る
断
種
の
公
平
性
と
「
正

統
性
」
を
強
調
し
て
い
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
わ
が
国
で
一
九
四
〇
年
の
国
民
優
生
法
以
前
に
も
す
で
に
優
生
学
的
措
置
に
よ
る
断
種
措
置
が
平
然
と
行
わ
れ
て
い

た
事
実
で
あ
る
。
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
を
隔
離
す
る
た
め
、
東
村
山
に
開
院
し
た
「
全
生
病
院
」
の
医
長
に
光
田
健
輔
が
就
任
し
た
の
は

一
九
〇
九
年
で
あ
っ
た
。
光
田
は
当
初
は
積
極
的
な
優
生
運
動
家
で
は
な
く
、
収
容
者
の
男
女
隔
離
を
強
行
し
た
が
、
収
容
者
の
実
際
の

生
活
の
中
で
夫
婦
な
ど
男
女
の
関
係
を
断
ち
切
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
苦
慮
し
た
光
田
は
収
容
者
に
対
す
る
断
種
を
考
え
付
い
た
。

こ
の
決
意
の
動
機
に
な
っ
た
の
は
、
国
家
官
僚
の
側
か
ら
優
生
学
を
紹
介
し
た
人
物
と
し
て
有
名
な
氏
原
佐
蔵
で
あ
っ
た
。
光
田
は
患
者

側
か
ら
の
告
発
を
避
け
る
た
め
、
同
意
書
に
類
す
る
も
の
に
署
名
さ
せ
て
、
複
雑
な
女
性
の
不
妊
手
術
よ
り
も
、
男
性
の
輸
精
管
切
除
術

を
行
っ
た
。
最
初
の
手
術
は
一
九
一
五
年
四
月
二
四
日
の
男
性
に
対
す
る
も
の
で
、
同
年
中
に
三
七
件
執
行
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
う
し
て

全
生
病
院
で
は
、
一
九
一
五
年
か
ら
一
九
三
九
年
ま
で
の
間
に
三
八
五
件
の
断
種
手
術
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
外
島
保
養
院
で
は

（
xli）

（
xlii）

（
xliii）
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一
九
二
四
、
五
年
ご
ろ
一
五
名
の
男
性
に
、
ま
た
大
島
療
養
所
で
は
一
〇
〇
余
り
の
収
容
者
に
断
種
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
栗
生
楽
生
園
で

は
一
九
三
五
年
か
ら
一
九
四
一
年
ま
で
に
一
四
〇
人
、
長
嶋
愛
育
園
で
は
一
九
三
一
年
か
ら
二
〇
九
人
が
断
種
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
断
種
は
全
国
の
国
公
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
に
広
が
り
、
国
民
優
生
法
制
定
以
前
の
一
九
三
九
年
ま
で
に
合
計
一
〇
〇
三
名
の
男

性
患
者
に
断
種
手
術
が
実
施
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
法
制
定
以
前
の
「
違
法
措
置
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
行
為
に
よ
っ
て
何
ら
か
の

法
的
処
罰
を
受
け
た
医
師
は
一
人
も
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
て
優
生
学
の
範
囲
の
う
ち
、
発
達
途
上
に
あ
っ
た
遺
伝
学
、
心
理
学
そ
し
て
社
会
学
、
社
会
政
策
へ
と
波

及
す
る
包
括
的
か
つ
肯
定
的
な
理
解
は
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら
様
々
な
範
囲
の
人
々
に
よ
っ
て
認
知
さ
れ
て
い
っ
た
。
現
在
か
ら
み

れ
ば
、
未
熟
な
学
問
的
基
礎
か
ら
断
定
的
な
法
律
を
制
定
し
、
政
策
を
実
行
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
な
ど
の
優
生
政
策
を
、
最
も

完
全
な
か
た
ち
で
理
論
的
に
日
本
に
紹
介
し
た
の
は
、
当
時
東
京
大
学
医
学
部
長
の
職
に
あ
り
、
日
本
民
族
衛
生
協
会
理
事
長
で
あ
っ
た

永
井
潜
で
あ
ろ
う
。
永
井
潜
は
医
学
に
お
い
て
日
本
の
研
究
の
最
先
端
を
指
導
す
る
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
社
会
問
題
や
社
会
政
策
の
課

題
に
興
味
を
持
ち
、
優
生
学
的
見
地
か
ら
こ
れ
に
介
入
し
て
い
た
。
永
井
お
よ
び
日
本
民
族
衛
生
協
会
に
よ
る
活
動
は
、
結
果
的
に
優
生

学
思
想
の
正
統
性
を
日
本
の
支
配
階
級
に
至
る
ま
で
普
及
・
定
着
さ
せ
、
わ
が
国
最
初
の
優
生
立
法
で
あ
る
一
九
四
〇
年
国
民
優
生
法
の

成
立
に
実
質
的
に
寄
与
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ち
な
み
に
一
九
三
六
年
一
二
月
、
永
井
ら
の
日
本
民
族
衛
生
協
会
の
発
案
で
、
八

木
、
荒
川
ら
の
建
議
に
よ
る
、「
断
種
法
」
と
い
う
法
案
が
国
会
上
程
さ
れ
る
こ
と
を
読
売
新
聞
が
掲
載
し
た
。
新
聞
に
よ
る
と
、
こ
の

法
案
は
九
か
国
の
法
案
、
実
情
を
検
討
の
う
え
、
三
年
の
研
究
を
か
け
て
準
備
さ
れ
た
、
と
し
て
い
る
。
九
か
国
と
は
、
当
時
断
種
法
を

施
行
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
（
連
邦
法
で
は
な
く
各
州
法
）、
ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
、
カ
ナ
ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
メ
キ
シ
コ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
、
そ
れ
ま
で
荒
川
や
八
木
ら
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
て
い
た
日
本
の
断
種
法
の
対
象

（
xliv）（

xlv）
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で
は
医
学
以
外
の
要
因
が
除
外
さ
れ
、
ド
イ
ツ
法
に
近
い
内
容
が
提
唱
さ
れ
た
。
永
井
の
著
書
で
あ
る
「
優
生
学
概
論
（
一
九
三
六
）」
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
優
生
学
発
祥
の
歴
史
を
説
き
、
も
う
一
方
で
発
達
し
た
ア
メ
リ
カ
優
生
学
の
動
き
、
ド
イ
ツ
民
族
衛
生
学
の
動
き
を
紹
介
し

な
が
ら
、
優
生
学
を
家
族
政
策
に
よ
る
人
口
政
策
的
視
点
か
ら
、
欧
米
だ
け
で
な
く
全
世
界
的
な
潮
流
と
な
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
論
を

展
開
し
て
い
る
。
他
方
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
等
の
国
々
は
こ
の
動
き
に
遅
れ
て
い
る
、
と
い
う
内
容
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た

医
学
的
見
地
か
ら
当
時
の
遺
伝
学
の
成
果
を
紹
介
し
な
が
ら
優
生
政
策
の
正
当
性
を
主
張
す
る
。
そ
し
て
永
井
は
「
民
族
衛
生
の
大
本
は
、

民
族
に
於
け
る
数
と
質
と
の
調
和
を
保
た
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。
よ
き
素
質
の
者
を
増
加
せ
し
め
、
悪
し
き
素
質
を
減
少
せ
し
め
る
こ
と

で
あ
る
」
と
結
論
付
け
て
い
る
。

一
九
三
七
年
、
日
本
民
族
衛
生
協
会
に
よ
る
こ
の
法
案
を
基
礎
に
し
て
、
永
井
、
荒
川
と
と
も
に
日
本
民
族
衛
生
協
会
の
主
要
メ
ン

バ
ー
で
あ
っ
た
八
木
逸
郎
が
「
民
族
優
生
保
護
法
案
」
を
帝
国
議
会
に
提
出
し
た
。
こ
う
し
て
医
学
界
を
中
心
に
社
会
政
策
の
見
地
か
ら

も
権
威
化
さ
れ
た
優
生
運
動
は
、
軍
部
に
よ
る
中
国
戦
線
へ
の
介
入
・
泥
沼
化
と
い
う
わ
が
国
の
政
治
・
社
会
状
況
の
中
で
次
第
に
政

府
・
行
政
当
局
に
よ
る
断
種
法
実
現
に
向
け
た
検
討
の
対
象
と
な
っ
て
い
っ
た
。
一
九
三
八
年
一
月
、
内
務
省
か
ら
分
離
す
る
と
い
う
形

で
厚
生
省
が
設
立
さ
れ
た
が
、
こ
こ
に
「
予
防
局　

優
生
課
」
が
設
置
さ
れ
、
国
策
と
し
て
の
優
生
政
策
が
本
格
的
に
始
動
し
た
。
一
一

月
、
予
防
局
は
優
生
学
の
識
者
を
集
め
て
「
民
族
衛
生
研
究
会
」
を
設
置
し
、
優
生
学
に
よ
る
立
法
化
を
視
野
に
入
れ
て
閣
法
に
よ
る
法

案
提
出
を
目
指
し
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
民
族
衛
生
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
断
種
法
を
審
議
・
発
表
し
た
日
本
民
族
衛
生
協
会
の
メ
ン

バ
ー
と
重
な
っ
て
い
た
。
厚
生
省
は
民
族
衛
生
研
究
会
に
よ
る
検
討
・
審
議
を
経
て
、
一
九
三
九
年
に
「
民
族
優
生
制
度
案
要
綱
」
を
作

成
し
た
。
こ
れ
は
、
国
民
体
力
審
議
会
に
諮
問
さ
れ
、「
優
生
制
度
案
要
綱
」
と
し
て
修
正
を
経
て
答
申
さ
れ
た
。
政
府
は
こ
の
要
綱
を
も

と
に
「
国
民
優
生
法
案
」
の
創
設
に
着
手
し
、
こ
れ
を
翌
一
九
四
〇
年
三
月
の
第
七
五
回
帝
国
議
会
に
上
程
し
、
衆
議
院
の
過
程
で
修
正

（
xlvi）

（
xlvii）

（
xlviii）
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が
加
え
ら
れ
た
後
に
五
月
に
可
決
成
立
さ
せ
た
。
ち
な
み
に
同
法
の
施
行
は
翌
年
の
一
九
四
一
年
七
月
か
ら
で
あ
っ
た
。

5
．
結
語

福
祉
社
会
を
目
指
し
た
社
会
主
義
者
た
ち
が
優
生
学
の
社
会
政
策
へ
の
応
用
を
試
み
た
そ
の
理
念
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会

に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
。
当
時
の
彼
ら
が
求
め
て
い
た
「
福
祉
」
と
は
、
冒
頭
に
述
べ
た
貧
困
者
、
障
が
い
者
や
遺
伝
性
の
疾
病
に
苦
し

む
人
々
へ
の
個
人
の
権
利
な
い
し
福
祉
受
給
権
を
ま
っ
た
く
前
提
と
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
会
員
、
そ
し
て
北
欧
の
政

権
を
担
当
し
た
社
会
民
主
主
義
者
た
ち
は
、「
福
祉
」
を
マ
ン
パ
ワ
ー
へ
の
投
資
と
み
て
い
た
。
つ
ま
り
、
社
会
全
体
の
生
産
性
を
向
上

す
る
組
織
に
よ
っ
て
、
社
会
が
一
層
再
生
産
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
彼
ら
の
い
う
「
福
祉
」
だ
、
と
し
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
分
野
に
介
在
し
、

当
時
明
快
な
存
在
感
を
有
し
て
い
た
優
生
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
科
学
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
い
う
背
反
し
た
概
念
の
共
存
で
も
あ
る
。
ス

ペ
ク
ト
ロ
フ
ス
キ
ー
ら
は
、
フ
ェ
ビ
ア
ン
社
会
主
義
に
お
け
る
優
生
学
の
位
置
に
つ
い
て
、
決
し
て
科
学
主
義
に
よ
る
模
範
的
定
義
や
固

定
的
で
し
っ
か
り
と
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
基
づ
い
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
む
し
ろ
劣
化
し
た
操
作
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
、
と

結
論
付
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
優
生
学
的
社
会
政
策
を
許
容
し
た
現
代
に
も
通
じ
る
共
通
の
理
念
は
、
福
祉
国
家
を
実
現

す
る
手
段
と
し
て
の
生
産
至
上
主
義
と
国
家
集
産
主
義
に
か
な
う
人
材
を
選
ぶ
、
個
人
の
選
抜
と
集
団
の
効
率
化
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
個

人
の
尊
厳
や
共
生
社
会
に
つ
い
て
の
考
慮
が
入
り
込
む
余
地
は
な
い
。
こ
の
思
想
的
基
礎
は
現
代
福
祉
国
家
を
支
え
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
ま

さ
し
く
共
通
性
を
持
つ
と
い
う
点
を
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
同
時
に
そ
れ
は
、
経
済
学
的
社
会
政
策
が
置
き
去
り
に
し
た
負
の
視
点

と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

優
生
学
が
、
同
じ
こ
ろ
ま
こ
と
し
や
か
に
論
じ
ら
れ
た
怪
し
げ
な
「
人
体
測
定
学
（anthropom

etry

）」
と
と
も
に
、
歴
史
の
片
隅
に

（
xlix）

（
l）

（
li）
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追
い
や
ら
れ
る
と
し
て
も
、
一
時
的
で
あ
っ
て
も
そ
れ
を
許
容
し
た
社
会
政
策
が
、
今
後
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
向
性
を
展
望

し
て
み
よ
う
。
優
生
学
の
駆
逐
に
よ
っ
て
障
が
い
者
、
認
知
症
や
先
天
性
の
疾
病
で
苦
し
ん
で
い
る
人
々
が
少
な
く
と
も
過
去
や
現
在
よ

り
も
安
定
し
た
社
会
の
中
で
肯
定
さ
れ
る
存
在
と
な
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
こ
れ
ら
の
集
団
が
新
た
な
社

会
の
担
い
手
と
し
て
台
頭
し
、
社
会
的
に
発
言
す
る
可
能
性
は
薄
い
。
こ
れ
を
逆
説
的
に
考
え
れ
ば
、
従
来
弱
い
立
場
に
置
か
れ
、
少
数

派
と
さ
れ
て
い
た
人
々
の
中
に
は
、
現
代
社
会
で
新
た
な
勢
力
と
な
り
う
る
潜
在
力
を
有
し
、
現
に
そ
の
兆
候
が
表
れ
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
そ
の
人
々
と
は
す
な
わ
ち
女
性
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
な
ど
で
あ
る
。
追
求
さ
れ
て
き
た
生
産
的
福
祉
社
会
に
こ

れ
ら
の
集
団
は
文
化
的
な
意
味
か
ら
新
た
な
視
点
を
加
え
る
役
割
が
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
優
生
学
が
主
要
な
対
象
と
し
た
人
口
政
策
は
、
い
ま
な
お
深
刻
な
問
題
と
し
て
社
会
政
策
の
課
題
で
あ
る
。
ス
テ
ロ
タ
イ
プ

的
思
考
と
し
て
、
福
祉
国
家
を
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
し
続
け
る
た
め
に
は
、「
合
理
的
」
で
「
効
率
的
」
な
福
祉
政
策
が
当
然
の
よ
う

に
主
張
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
国
の
財
政
に
と
っ
て
負
担
の
な
い
「
健
全
な
」
人
口
集
団
の
維
持
が
望
ま
れ
る
動
き
が
強
化
さ
れ
る
。
そ
の

一
方
で
「
厄
介
者
」
と
み
ら
れ
て
い
る
人
口
集
団
が
生
ま
れ
れ
ば
、
そ
れ
に
投
下
す
る
財
源
お
よ
び
物
的
・
人
的
資
源
の
投
入
が
間
断
な

く
必
要
と
さ
れ
る
。
こ
れ
を
予
防
せ
ず
に
放
置
す
れ
ば
、
保
健
医
療
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
公
的
な
費
用
の
維
持
が
や
が
て
困
難
に

な
る
の
が
自
明
で
あ
る
。
巧
妙
に
体
裁
を
変
え
た
優
生
学
は
、
福
祉
国
家
維
持
の
名
の
も
と
に
、
再
現
さ
れ
や
す
い
状
況
が
続
い
て
い
る

と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
稿
を
要
約
す
る
と
、
次
の
こ
と
が
い
え
る
。
今
日
の
ヒ
ト
・
ゲ
ノ
ム
の
研
究
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
過
去
の
優
生
学
と
連
動
す
る

と
み
ら
れ
る
医
学
を
主
軸
に
し
た
周
辺
諸
科
学
の
発
達
は
著
し
い
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
成
果
が
社
会
学
や
政
治
学
の
領
域
へ
と
浸
透
す

る
機
会
は
、
以
前
に
比
べ
て
も
多
い
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
科
学
は
あ
く
ま
で
も
現
在
の
到
達
点
を
示
す
だ
け
で
、
十
分
に
成

（
lii）
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熟
し
、
完
成
さ
れ
た
体
系
と
は
い
え
な
い
。
医
師
の
中
に
は
、
今
日
の
到
達
点
を
根
拠
に
、
こ
と
さ
ら
に
そ
れ
を
政
治
や
社
会
に
応
用
し

よ
う
と
す
る
集
団
が
存
在
す
る
。
同
じ
よ
う
に
社
会
学
者
等
の
中
に
も
今
日
の
自
然
科
学
の
成
果
を
社
会
や
政
治
に
積
極
的
に
受
け
入
れ

よ
う
と
す
る
人
々
も
多
い
。
優
生
学
の
歴
史
分
析
の
視
点
か
ら
言
え
ば
、
こ
れ
は
危
険
な
兆
候
と
い
え
る
。
そ
の
理
由
は
、
平
和
を
求
め
、

戦
争
を
さ
け
よ
う
と
す
る
世
界
各
国
の
政
治
統
治
の
中
で
、
軍
事
の
専
門
家
が
自
分
の
専
門
性
を
根
拠
に
し
て
政
治
に
介
入
す
る
際
の
危

険
性
と
似
通
っ
て
い
る
。
自
然
科
学
と
同
様
に
、
社
会
政
策
が
求
め
る
人
間
社
会
の
幸
福
と
安
定
の
追
求
は
、
そ
れ
が
常
に
未
完
成
で
発

展
途
上
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
理
念
や
問
題
解
決
の
手
法
に
は
一
層
の
慎
重
さ
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

※
本
稿
は
、
筆
者
が
社
会
政
策
学
会
第
一
二
九
回
秋
季
大
会
（
二
〇
一
四
年
一
〇
月
一
二
日
）
で
報
告
し
た

論
題
、「
優
生
学
と
日
本
の
社
会
政
策
」
に
お
け
る
フ
ル
ペ
ー
パ
ー
に
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

（
i
） 

優
生
学
は
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
北
欧
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
等
の
、
宗
教
的
に
は
キ
リ
ス
ト
教
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
支
配
的
な
国
々
で
発

達
・
普
及
し
た
。
他
方
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
が
支
配
的
な
国
々
で
は
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
。
ち
な
み

に
、
社
会
主
義
実
験
国
で
あ
っ
た
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
（
ソ
連
）
も
ま
た
、
優
生
政
策
に
興
味
を
示
さ
な
か
っ
た
。

（
ii
） 

優
生
学
を
根
拠
と
し
、
い
か
に
し
て
「
優
秀
」
な
人
間
を
増
加
さ
せ
、「
劣
悪
」
な
人
間
を
減
少
さ
せ
る
か
、
を
目
的
と
す
る
思
想
。

（
iii
） 

こ
れ
に
該
当
す
る
日
本
の
立
法
は
二
つ
で
あ
る
。
第
一
は
ら
い
予
防
法
（
一
九
四
八
年
施
行
、
一
九
九
六
年
廃
止
）
で
あ
る
。
第
二
は
優
生
保

護
法
（
一
九
四
八
年
施
行
、
一
九
九
六
年
法
律
条
文
中
の
「
優
生
思
想
」
が
こ
と
ご
と
く
排
除
さ
れ
、
名
称
変
更
に
よ
り
母
体
保
護
法
と
な
る
）
で

あ
る
。
こ
の
二
法
が
同
じ
年
に
施
行
さ
れ
、
同
じ
年
に
廃
止
な
い
し
内
容
変
更
さ
れ
た
点
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
iv
） 

優
生
思
想
を
具
体
的
な
法
制
度
と
し
て
実
現
し
よ
う
と
す
る
政
策
。

（
v
） 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
八
藤
後
忠
雄
、
水
谷
徹
（
二
〇
〇
五
）、「
障
害
者
の
生
存
権
と
優
生
思
想　

│
障
害
児
教
育
へ
の
示
唆
と
展
望
│
」、
文

五
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教
大
学
教
育
学
部
紀
要
、
Vol.
三
九
、
七
九
│
八
六
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
vi
） 

米
本
昌
平
、
松
原
洋
子
、
橳
島
次
郎
、
市
野
川
容
孝
著
（
二
〇
〇
〇
）、「
優
生
学
と
人
間
社
会
」、
講
談
社
現
代
新
書

（
vii
） 
た
と
え
ば
藤
野
豊
（
一
九
九
八
）、『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
優
生
思
想
』、
か
も
が
わ
出
版
、
が
あ
る
。

（
viii
） 
杉
田
菜
穂
（
二
〇
一
〇
）、『
人
口
・
家
族
・
生
命
と
社
会
政
策　

日
本
の
経
験
』、
法
律
文
化
社

杉
田
菜
穂
（
二
〇
一
三
）、『＜

優
生＞

・＜

優
境＞

と
社
会
政
策
』、
法
律
文
化
社

（
ix
） 

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ト
ロ
ン
ブ
レ
イ
、
藤
田
真
利
子
訳
（
二
〇
〇
〇
）、『
優
生
思
想
の
歴
史　

生
殖
へ
の
権
利
』、
明
石
書
店

（
x
） 

優
生
学
に
よ
る
優
生
政
策
を
、
法
及
び
制
度
と
し
て
具
体
的
に
実
現
し
よ
う
と
人
々
に
働
き
か
け
る
運
動
。

（
xi
） S

pektorow
ski A

. and Ireni-S
aban L

. 

（2014

） P
olitics of E

ugenics P
roductism

, population, and national w
elfare, R

outledge.

（
xii
） B

roberg G
. &
 R
oll-H

ansen N
. 

（ed.

）（2005

）, E
ugenics and the W

elfare S
tate N

orw
ay, S

w
eden, D

enm
ark and F

inland, 

M
ichigan S

tate U
niversity P

ress.

（
xiii
） 

ト
ロ
ン
ブ
レ
イ
著
、
藤
田
真
利
子
訳
（
二
〇
〇
〇
）、
六
二
頁

（
xiv
） W

ebb, S
. 

（1909

）, “E
ugenic and the poor law

s” T
he B

ritish M
edical Journal, D

ecem
ber 25, p.1808.

（
xv
） 

ト
ロ
ン
ブ
レ
イ
著
、
藤
田
真
利
子
訳
（
二
〇
〇
〇
）、
六
五
頁

（
xvi
） 

以
上
の
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
及
び
ウ
ェ
ッ
ブ
夫
妻
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ウ
ら
の
著
述
は
、
拙
著
、「
福
祉
と
優
生
学
」、『
政
経
研

究
』
第
五
一
巻
第
二
号
、
一
八
二
│
一
八
五
頁
の
文
章
及
び
出
典
引
用
と
重
な
る
部
分
が
あ
る
が
、
本
稿
の
研
究
目
的
及
び
趣
旨
が
、
特
に
フ
ェ
ビ

ア
ン
社
会
主
義
と
の
関
連
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
あ
え
て
重
複
す
る
記
述
を
行
っ
た
。

（
xvii
） 

シ
ド
ニ
・
ウ
ェ
ッ
ブ
（
一
九
一
九
）、「
貧
窮
と
人
種
改
良
」、『
大
日
本
優
生
会
々
報
』
第
三
号
、
三
二
頁
、
平
田
勝
政
（
二
〇
〇
二
）、「
大
日

本
優
生
会
の
研
究
」、『
長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要
・
教
育
科
学
』、
vol.
六
三
、
二
〇
頁
、「『
大
日
本
優
生
会
々
報
』
第
三
号
の
目
次
」
よ
り
引
用
。

（
xviii
） 

優
生
学
に
よ
る
優
生
思
想
を
信
奉
す
る
集
団
の
こ
と
。

（
xix
） 

ト
ロ
ン
ブ
レ
イ
著
、
藤
田
真
利
子
訳
（
二
〇
〇
〇
）、
四
五
頁

（
xx
） 

ト
ロ
ン
ブ
レ
イ
著
、
藤
田
真
利
子
訳
（
二
〇
〇
〇
）、
五
七
頁

五
八



優
生
学
と
社
会
政
策
（
矢
野
）

（
六
四
五
）

（
xxi
） T

hom
son M

. 

（1998

）, T
he P

roblem
 of M

ental D
efi ciency, E

ugenics, D
em
ocracy, and S

ocial P
olicy in B

ritain, c.1870-1959, 

O
xford H

istorical M
onographs.

（
xxii
） 
二
文
字
理
明
、
椎
木
明
（
二
〇
〇
〇
）、『
世
界
人
権
問
題
叢
書
38　

│
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
発　

強
制
不
妊
手
術
報
道
│
』、
明
石
書
店
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
強
制
不
妊
手
術
関
係
年
表
よ
り
引
用
。

（
xxiii
） B

roberg G
. &
 R
oll-H

ansen N
. 

（ed.

）（2005

）, p.262.

（
xxiv
） 

実
際
、
当
時
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
皇
で
あ
っ
た
ピ
オ
一
一
世
は
、
一
九
三
〇
年
一
二
月
三
一
日
付
の
「
貞
淑
な
婚
姻
に
つ
い
て
の
回

勅
」
に
お
い
て
、
優
生
学
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
義
に
反
す
る
と
し
て
公
に
非
難
し
て
い
た
。

（
xxv
） S

pektorow
ski A

. and Ireni-S
aban L

. 

（2014

）, p.49.

（
xxvi
） 

日
本
の
優
生
学
を
紹
介
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
鈴
木
善
治
（
一
九
八
三
）、『
日
本
の
優
生
学
』、
三
協
科
学
選
書
、
柿
本
佳
美

（
二
〇
〇
九
）、「
近
代
日
本
の
優
生
学
の
受
容
と
科
学
主
義
」、
大
阪
大
学
知
識
ア
ー
カ
イ
ブ
、
等
が
あ
る
。

（
xxvii
） S

pektorow
ski A

. and Ireni-S
aban L

. 

（2014

）, p.47.

（
xxviii
） 

八
藤
後
忠
雄
、
水
谷
徹
（
二
〇
〇
五
）、「
障
害
者
の
生
存
権
と
優
生
思
想　

│
障
害
児
教
育
へ
の
示
唆
と
展
望
│
」、
文
教
大
学
教
育
学
部
紀

要
、V

ol.39, pp.79-86.

（
xxix
） 

財
団
法
人
日
弁
連
法
務
研
究
財
団
・
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
検
証
会
議
（
二
〇
〇
五
）、『
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
検
証
会
議
・
最
終

報
告
』、
一
九
五
頁

（
xxx
） 

大
澤
健
二
（
一
九
〇
五
）、「
体
質
改
良
ト
社
会
政
策
」、『
東
京
医
事
新
誌
』
第
一
三
九
一
号
、
財
団
法
人
日
弁
連
法
務
研
究
財
団
・
ハ
ン
セ
ン

病
問
題
に
関
す
る
検
証
会
議
（
二
〇
〇
五
）、『
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
検
証
会
議
・
最
終
報
告
』、
一
九
五
頁

（
xxxi
） 

丘
浅
次
郎
（
一
九
〇
五
）、
編
集
復
刻
版
（
二
〇
〇
一
）、「
進
化
論
と
衛
生
」、『
国
家
医
学
界
雑
誌
』
第
二
二
一
号
、
財
団
法
人
日
弁
連
法
務

研
究
財
団
・
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
検
証
会
議
（
二
〇
〇
五
）、『
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
検
証
会
議
・
最
終
報
告
』、
一
九
五
頁

（
xxxii
） 

福
原
義
柄
（
一
九
一
四
）、『
社
会
衛
生
学
』、
南
江
堂
、
財
団
法
人
日
弁
連
法
務
研
究
財
団
・
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
検
証
会
議

（
二
〇
〇
五
）、『
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
検
証
会
議
・
最
終
報
告
』、
一
九
五
頁

五
九



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
六
四
六
）

（
xxxiii
） 

平
塚
ら
い
て
う
の
優
生
学
的
思
想
の
傾
向
を
確
認
す
る
に
は
、
園
井
ゆ
り
（
二
〇
〇
四
）、「
優
生
思
想
の
社
会
史
序
説
：
明
治
以
降
の
日
本
社

会
を
例
に
」、『
人
間
科
学
共
生
社
会
学
』、
四
巻
、
四
三
│
五
九
頁
、
を
参
照
の
こ
と
。

（
xxxiv
） 
藤
野
豊
（
一
九
九
八
）、『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
優
生
思
想
』、
か
も
が
わ
出
版
、
八
四
│
一
一
二
頁

（
xxxv
） 
新
井
利
佳
（
二
〇
〇
八
）、「
雑
誌
『
優
生
運
動
』
に
み
る
優
生
学
と
社
会
事
業
家
│
池
田
林
儀
の
論
文
を
中
心
に
」、『
関
西
学
院
大
学
社
会
学

部
紀
要
』、
第
一
〇
五
号
、
一
七
三
│
一
八
七
頁

（
xxxvi
） 

市
川
源
三
（
一
九
三
五
）、『
女
性
文
化
講
話
』、
明
治
図
書
株
式
会
社
、
二
〇
九
頁
、
編
集
復
刻
版
（
二
〇
〇
一
）、『
性
と
生
殖
の
人
権
問
題

資
料
集
成　

第
一
八
巻
』、
不
二
出
版
、
六
一
│
六
九
頁

（
xxxvii
） 

平
田
勝
政
（
二
〇
〇
二
）、「
大
日
本
優
生
会
の
研
究
」、『
長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要
・
教
育
科
学
』、vol.63, p.15-29.

（
xxxviii
） 

市
川
源
三
（
一
九
三
五
）、『
女
性
文
化
講
話
』、
明
治
図
書
株
式
会
社
、
二
〇
九
頁
、
編
集
復
刻
版
（
二
〇
〇
一
）、『
性
と
生
殖
の
人
権
問
題

資
料
集
成　

第
一
八
巻
』、
不
二
出
版
、
六
六
│
六
七
頁

（
xxxix
） 

財
団
法
人
日
弁
連
法
務
研
究
財
団
・
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
検
証
会
議
（
二
〇
〇
五
）、『
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
検
証
会
議
・
最
終

報
告
』、
二
〇
一
頁

（
xl
） 

「
帯
患
者
結
婚
制
限
法
制
定
ニ
関
ス
ル
建
議
案
」
お
よ
び
「
帯
患
者
結
婚
制
限
法
制
定
ニ
関
ス
ル
建
議
案
理
由
書
」、『
五
十
七
│
五
十
八
帝
国

議
会
衆
議
院
上
奏
・
建
議
・
決
議
・
動
機
・
質
問　

一
九
二
九
│
三
○
』、
国
会
図
書
館
蔵
、
財
団
法
人
日
弁
連
法
務
研
究
財
団
・
ハ
ン
セ
ン
病
問

題
に
関
す
る
検
証
会
議
（
二
〇
〇
五
）、『
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
検
証
会
議
・
最
終
報
告
』、
二
〇
二
頁
、
か
ら
の
引
用
に
よ
る
。

（
xli
） 

編
集
復
刻
版
（
二
〇
〇
一
）、『
性
と
生
殖
の
人
権
問
題
資
料
集
成　

第
一
八
巻
』、
不
二
出
版
所
収
、
二
│
四
頁

（
xlii
） 

財
団
法
人
日
弁
連
法
務
研
究
財
団
・
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
検
証
会
議
（
二
〇
〇
五
）、『
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
検
証
会
議
・
最
終

報
告
』、
一
九
一
│
一
九
二
頁

（
xliii
） 

財
団
法
人
日
弁
連
法
務
研
究
財
団
・
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
検
証
会
議
（
二
〇
〇
五
）、『
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
検
証
会
議
・
最
終

報
告
』、
一
九
八
頁

（
xliv
） 

財
団
法
人
日
弁
連
法
務
研
究
財
団
・
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
検
証
会
議
（
二
〇
〇
五
）、『
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
検
証
会
議
・
最
終

六
〇
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報
告
』、
一
九
九
頁

（
xlv
） 

新
聞
記
事
文
庫　

衛
生
保
健
（
六
│
一
九
八
）、
読
売
新
聞
、
一
九
三
六
．
一
二
．
一
三

（
xlvi
） 
永
井
潜
（
一
九
三
六
）、『
優
生
学
概
論
』、
雄
山
閣
、
四
一
│
五
三
頁
、
編
集
復
刻
版
（
二
〇
〇
一
）、『
性
と
生
殖
の
人
権
問
題
資
料
集
成　

第
一
八
巻
』、
不
二
出
版
、
一
九
四
│
一
九
七
頁

（
xlvii
） 

財
団
法
人
日
弁
連
法
務
研
究
財
団
・
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
検
証
会
議
（
二
〇
〇
五
）、『
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
検
証
会
議
・
最
終

報
告
』、
二
〇
二
頁

（
xlviii
） 

内
務
大
臣
官
房
文
書
課
、
厚
生
省
厚
生
大
臣
官
房
文
書
課
（
一
九
三
八
）、『
内
務
厚
生
時
報
』、
第
三
巻
一
二
号
、
四
八
頁

（
xlix
） S

pektrow
ski, A

. 
（2004

）, T
he E

ugenic R
aem
ptation in S

ocialism
, Journal of C

ontem
porary H

istory and S
ociety, 46

（01

）, 

pp.84-106.

（
l
） S

pektorow
ski A

. and Ireni-S
aban L

. 

（2014

）, p.170.

（
li
） S

pektorow
ski A

. and Ireni-S
aban L

. 

（2014

）, p.171.

（
lii
） 

わ
が
国
で
も
一
九
三
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
日
本
民
族
衛
生
学
会
（
の
ち
の
日
本
民
族
衛
生
協
会
）
が
、「
国
民
優
生
法
」
成
立
を
理
論
づ
け
る

基
礎
の
形
成
と
い
う
同
様
の
歴
史
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
名
の
通
り
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
医
学
的
お
よ
び
政
治
的
思
想
に
大
き
な
影
響

を
受
け
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

六
一





所
得
か
自
立
生
活
か
：
わ
が
国
の
障
害
年
金
を
め
ぐ
る
今
日
的
課
題
（
山
村
）

（
六
四
九
）

所
得
か
自
立
生
活
か
：
わ
が
国
の
障
害
年
金
を
め
ぐ
る
今
日
的
課
題

山　
　

村　
　

り　
　

つ

1
．
は
じ
め
に

近
年
、
わ
が
国
の
み
な
ら
ず
世
界
的
な
潮
流
と
し
て
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
的
包
摂
に
関
す
る
議
論
が
展
開
し
、
そ
れ
に
と
も
な
っ

て
社
会
・
政
策
・
文
化
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
お
け
る
概
念
上
と
実
際
上
の
変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
特
に
障
害
者
に
対
す
る

社
会
サ
ー
ビ
ス
供
給
の
た
め
の
制
度
は
、
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
。

障
害
者
に
対
す
る
社
会
政
策
に
つ
い
て
の
議
論
の
な
か
で
、
比
較
的
初
期
か
ら
み
ら
れ
る
基
本
的
イ
シ
ュ
ー
で
あ
る
障
害
者
へ
の
所
得

保
障
制
度
も
、
一
部
の
国
々
の
例
で
は
そ
の
よ
う
な
近
年
の
障
害
や
障
害
者
を
取
り
巻
く
概
念
上
・
実
際
上
の
変
化
の
影
響
を
受
け
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
の
障
害
者
の
所
得
保
障
と
そ
の
中
心
を
為
す
障
害
年
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
影
響
を
ほ
と
ん

ど
受
け
て
い
な
い
と
い
え
る
。

六
三
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そ
も
そ
も
、
現
在
ま
で
、
わ
が
国
に
お
け
る
障
害
者
の
所
得
保
障
に
関
す
る
議
論
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
と
は
い
い
難
い
。
障
害
者

に
関
す
る
政
策
上
の
議
論
の
中
心
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
（
現
・
障
害
者
総
合
支
援
法
）
の
成
立
以
降
は
特
に
、
所
得
保
障
よ
り
も
社
会

サ
ー
ビ
ス
の
供
給
に
関
す
る
も
の
に
お
か
れ
て
き
た
。
ま
た
、
同
法
と
の
関
連
も
あ
っ
て
、
障
害
者
の
就
労
に
関
す
る
議
論
も
以
前
に
比

べ
れ
ば
格
段
に
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
政
策
的
と
い
う
よ
り
は
実
践
的
な
も
の
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

所
得
保
障
政
策
全
体
で
み
れ
ば
、
主
に
財
政
的
な
側
面
に
み
ら
れ
る
将
来
に
向
け
た
懸
念
の
も
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
と
、
そ
し
て

実
際
に
い
く
つ
か
の
改
革
が
こ
れ
ま
で
に
も
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
で
も
な
お
そ
の
懸
念
を
払
拭
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
さ
ら
な
る

改
革
の
議
論
が
現
在
進
行
形
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
主
な
制
度
が
、
年
金
制
度
と
生
活
保
護
制
度
で

あ
る
。

国
民
の
所
得
保
障
を
目
的
の
ひ
と
つ
と
し
た
こ
の
二
つ
の
制
度
は
、
実
際
は
い
ず
れ
も
障
害
者
の
生
活
に
大
き
く
関
連
し
た
も
の
で
あ

り
、
特
に
年
金
制
度
は
わ
が
国
の
障
害
者
の
所
得
保
障
の
軸
と
な
る
も
の
で
あ
る
（
山
田
二
〇
〇
一
）。
し
か
し
な
が
ら
、
上
述
の
所
得
保

障
に
関
す
る
議
論
は
、
い
ず
れ
も
障
害
者
を
対
象
と
し
て
捉
え
た
も
の
で
は
ほ
ぼ
な
い
。
年
金
制
度
に
つ
い
て
い
え
ば
、
高
齢
者
、
い
わ

ゆ
る
老
齢
年
金
が
議
論
の
中
心
で
あ
り
、
生
活
保
護
制
度
で
は
同
様
に
高
齢
者
と
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
「
そ
の
他
世
帯
」（
高
齢
・
母

子
・
傷
病
・
障
害
の
世
帯
類
型
に
分
類
さ
れ
な
い
世
帯
）、
そ
し
て
何
よ
り
全
体
と
し
て
の
受
給
世
帯
数
・
受
給
者
数
の
増
加
が
よ
り
大
き
な

関
心
を
集
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
障
害
者
に
対
す
る
所
得
保
障
が
社
会
政
策
領
域
に
お
け
る
中
心
的
な
論
点
に
な
ら
ず
に
き
た
要
因
に
は
、
絶
対
数
に
お

け
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
彼
ら
が
こ
れ
ま
で
わ
が
国
で
は
家
族
に
よ
る
保
護
の
下
に
収
ま
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
生
産
主
義
を
背
景
と
し
た
障
害
者
の
社
会
的
位
置
づ
け
が
、
彼
ら
を
当
然
に
公
的
な
所
得
保
障
の
対
象
と
な
る
存
在
と
し

六
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所
得
か
自
立
生
活
か
：
わ
が
国
の
障
害
年
金
を
め
ぐ
る
今
日
的
課
題
（
山
村
）

（
六
五
一
）

て
き
た
こ
と
も
指
摘
す
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
が
相
ま
っ
て
、
制
度
の
あ
り
方
や
そ
の
程
度
、
手
法
に
つ
い
て
十
分
な
議
論
が
さ
れ
ず
に

き
た
結
果
、
障
害
者
に
対
す
る
所
得
保
障
制
度
は
、
他
方
で
生
じ
た
障
害
者
福
祉
領
域
に
見
ら
れ
る
変
化
の
影
響
を
受
け
る
機
会
も
ほ
と

ん
ど
な
い
ま
ま
に
き
た
と
い
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
の
障
害
者
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参

加
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
家
族
に
よ
る
障
害
者
の
保
護
は
そ
れ
ら
を
阻
害
す
る
要
因
と
し
て
時
に
は
忌
避
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
自

立
と
社
会
参
加
の
概
念
は
、
直
接
的
あ
る
い
は
間
接
的
に
障
害
者
の
一
般
労
働
市
場
へ
の
移
行
を
後
押
し
し
、
ま
た
、
技
術
や
医
療
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
進
歩
、
さ
ら
に
は
産
業
構
造
の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
実
際
に
障
害
者
の
就
労
の
可
能
性
も
高
ま
っ
て
い
る
と
い

え
る
。

こ
の
よ
う
な
社
会
的
変
化
は
、
障
害
者
の
所
得
保
障
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
前
提
を
す
べ
て
取
り
払
っ
た
と
こ
ろ
か
ら

今
一
度
検
討
し
な
お
す
必
要
性
を
喚
起
す
る
。
そ
し
て
、
現
在
の
問
題
と
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
に
つ
い
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

2
．
所
得
保
障
制
度
と
年
金

2
│

1
．
障
害
者
の
所
得
保
障
制
度

障
害
者
の
所
得
保
障
の
た
め
の
制
度
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
が
、
百
瀬
（
二
〇
〇
八
）
は
、
そ
の
手
段
か
ら
、
障
害
者
に
対
す

る
公
的
保
障
を
労
災
制
度
・
年
金
制
度
・
手
当
制
度
・
公
的
扶
助
お
よ
び
類
似
の
制
度
の
四
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
れ

ら
の
手
段
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、
労
災
制
度
は
雇
用
主
の
障
害
に
対
す
る
補
償
責
任
、
年
金
制
度
は
生
活
費
の
保
障
、
手
当
制
度
は
障
害
に
伴

六
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（
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五
二
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う
追
加
的
出
費
の
補
填
な
ど
の
役
割
を
主
に
担
う
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
全
体
と
し
て
公
的
所
得
保
障
制
度
は
、
障
害
者
の
経
済
的
自
立

と
同
時
に
あ
ら
ゆ
る
社
会
的
側
面
へ
の
参
加
の
促
進
の
役
割
を
担
う
と
す
る
。

わ
が
国
の
場
合
、
障
害
者
に
対
す
る
公
的
保
障
は
、
年
金
制
度
と
労
災
保
険
制
度
に
よ
る
対
応
が
前
提
と
さ
れ
、
そ
れ
が
利
用
で
き
な

い
も
の
に
は
公
的
扶
助
制
度
（
生
活
保
護
）
で
対
応
す
る
と
い
う
形
を
取
る
。
そ
の
う
ち
で
も
、
年
金
制
度
は
（
理
論
上
）
国
民
皆
年
金
の

体
制
を
と
り
、
す
べ
て
の
国
民
に
対
し
て
、
彼
ら
が
障
害
を
負
っ
た
場
合
の
経
済
的
支
援
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
基
盤
を
成
す

も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
で
、
保
障
さ
れ
る
べ
き
は
何
か
と
い
う
点
か
ら
考
え
た
場
合
、
障
害
者
の
生
活
に
は
、
す
べ
て
万
人
が
共
通
し
て
必
要
と
す
る
生

活
の
た
め
の
費
用
と
、
障
害
を
負
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
付
加
的
に
発
生
す
る
費
用
と
が
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

公
的
な
所
得
保
障
制
度
に
よ
っ
て
保
障
す
べ
き
範
囲
に
つ
い
て
は
判
断
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
同
等
の
生
活

水
準
を
維
持
す
る
た
め
に
、
障
害
者
は
障
害
を
も
た
な
い
者
以
上
の
経
費
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
を
ど
の
よ
う
に
考
慮
に

入
れ
る
か
と
い
う
点
が
一
つ
の
課
題
と
な
る
。

そ
の
よ
う
な
追
加
的
出
費
の
補
填
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
行
わ
れ
得
る
が
（
永
野
二
〇
一
三
）、
わ
が
国
の
場
合
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

そ
の
追
加
的
出
費
の
一
因
で
あ
る
「
支
援
」
を
社
会
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
提
供
す
る
こ
と
で
、
実
質
的
な
追
加
的
出
費
の
補
填
を
行
う
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
制
度
は
所
得
保
障
制
度
と
は
一
線
を
画
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
傾
向

が
あ
る
が
、
障
害
者
の
生
活
保
障
と
い
う
点
で
み
れ
ば
、
障
害
を
も
た
な
い
者
で
あ
れ
ば
負
う
必
要
の
な
い
経
済
的
負
担
を
、
障
害
者
自

身
の
自
己
負
担
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
現
物
給
付
に
よ
る
所
得
保
障
の
代
替
を
行
っ
て
い
る
と
取
る
こ
と
も

で
き
る
。

六
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所
得
か
自
立
生
活
か
：
わ
が
国
の
障
害
年
金
を
め
ぐ
る
今
日
的
課
題
（
山
村
）

（
六
五
三
）

い
ず
れ
に
し
て
も
、
わ
が
国
の
障
害
者
の
所
得
保
障
制
度
は
、
年
金
制
度
に
よ
っ
て
そ
の
中
核
が
構
成
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
の
労
災
保
険

制
度
、
手
当
制
度
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
制
度
等
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
│

2
．
わ
が
国
の
年
金
制
度
の
概
要

障
害
者
の
所
得
保
障
制
度
の
中
心
と
な
る
障
害
年
金
は
、
わ
が
国
の
老
齢
年
金
お
よ
び
遺
族
年
金
と
と
も
に
国
民
年
金
制
度
の
一
部
と

し
て
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
い
ず
れ
も
基
礎
年
金
と
厚
生
年
金
が
存
在
す
る
。
こ
の
う
ち
、
前
者
が
国
民
年
金
法
に
、
後
者
が
厚
生

年
金
保
険
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
法
律
に
基
づ
く
障
害
年
金
の
目
的
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、「
老
齢
、
障
害
又
は
死
亡
に
よ
っ
て
国
民
生
活
の
安
定
が
そ
こ
な
わ
れ

る
こ
と
を
国
民
の
共
同
連
帯
に
よ
っ
て
防
止
し
、
も
つ
て
健
全
な
国
民
生
活
の
維
持
及
び
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
」（
基
礎
年
金
）、「
労
働

者
の
老
齢
、
障
害
又
は
死
亡
に
つ
い
て
保
険
給
付
を
行
い
、
労
働
者
及
び
そ
の
遺
族
の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
」

（
厚
生
年
金
）
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
国
民
年
金
法
で
は
、
そ
れ
が
「
日
本
国
憲
法
第
二
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
理
念
に
基
」
く
も

の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
法
文
上
の
目
的
を
見
る
限
り
、
公
的
年
金
制
度
の
目
的
の
一
つ
は
、
被
保
険
者
や
そ
の
家
族
の
生
活
の
安
定
の
維
持
と
彼
ら

のW
ell-being

の
向
上
に
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
百
瀬
（
二
〇
〇
八
）
は
よ
り
具
体
的
に
そ
の
役
割
を
上
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
障
害

者
の
公
的
保
障
制
度
は
第
一
義
的
に
障
害
者
の
生
存
権
保
障
の
役
割
を
担
い
、
障
害
者
や
そ
の
家
族
の
生
活
が
最
低
生
活
水
準
以
下
に
陥

る
こ
と
を
防
ぎ
、
ま
た
障
害
者
の
経
済
的
自
立
と
社
会
生
活
に
お
け
る
参
加
の
促
進
を
支
え
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
障
害
年
金
の
目
的
は
単
に
障
害
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
勤
労
所
得
の
補
填
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
手
段
と
し
て
障

六
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害
者
の
生
存
権
を
保
障
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
障
害
者
の
社
会
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
目
的
に
準
じ
て
、
ま
ず
基
礎
年
金
は
す
べ
て
の
国
民
を
対
象
と
し
、
一
律
の
保
険
料
額
と
年
金
額
が
設
定
さ
れ
て
い
る
（
た

だ
し
、
障
害
の
程
度
に
よ
り
年
金
額
に
は
二
つ
の
段
階
が
あ
る
）。
一
方
で
、
厚
生
年
金
に
つ
い
て
は
報
酬
比
例
制
度
を
採
っ
て
お
り
、
障
害
年

金
の
受
給
者
と
な
る
ま
で
の
賃
金
水
準
に
よ
っ
て
年
金
額
が
異
な
る
。
ま
た
厚
生
年
金
は
、
雇
用
さ
れ
た
者
の
み
が
加
入
で
き
る
た
め
、

自
営
業
者
や
働
い
た
こ
と
の
な
い
者
（
主
婦
や
学
生
を
含
む
）
は
加
入
す
る
こ
と
が
な
く
、
年
金
も
受
給
で
き
な
い
。

ま
た
、
い
ず
れ
も
受
給
用
件
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
一
つ
は
年
金
加
入
期
間
中
に
初
診
日
が
あ
る
こ
と
（
1
）

と
、
も
う
一
つ
に
は
保
険
料
の

納
付
要
件
と
し
て
、
初
診
日
の
あ
っ
た
月
の
前
々
月
ま
で
の
年
金
加
入
期
間
の
二
／
三
以
上
の
期
間
に
つ
い
て
、
保
険
料
が
納
付
ま
た
は

免
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
（
2
）

。
こ
れ
ら
の
要
件
は
老
齢
年
金
の
場
合
と
比
べ
れ
ば
比
較
的
緩
い
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
れ

で
も
な
お
こ
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
の
で
き
な
い
者
は
存
在
す
る
。

年
金
の
受
給
額
は
、
障
害
の
等
級
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
基
礎
障
害
年
金
に
つ
い
て
は
一
級
と
二
級
ま
で
が
受
給
可
能
で
あ
り
、

二
級
が
老
齢
基
礎
年
金
と
同
等
の
額
、
一
級
が
そ
の
一
・
二
五
倍
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
受
給
者
自
身
に
子
ど
も
が
い
る
場
合
に

は
加
算
が
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
二
〇
一
四
年
四
月
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
る
年
金
額
で
は
、
一
級
が
九
六
六
〇
〇
〇
円
、
二
級
が

七
七
二
八
〇
〇
円
で
、
子
の
加
算
が
二
人
目
ま
で
は
一
人
当
た
り
二
二
二
四
〇
〇
円
、
三
人
目
以
降
は
七
四
一
〇
〇
円
（
い
ず
れ
も
年
額
）

で
あ
る
。
一
方
、
厚
生
障
害
年
金
は
、
一
〜
三
級
ま
で
に
給
付
さ
れ
る
が
、
一
級
の
場
合
は
二
級
の
一
・
二
五
倍
、
二
級
と
三
級
は
同
じ

で
報
酬
比
例
に
基
づ
い
て
算
出
さ
れ
た
年
金
額
と
な
る
。
た
だ
し
、
三
級
の
場
合
に
は
基
礎
年
金
部
分
が
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、

さ
ら
に
二
級
に
は
受
給
者
自
身
に
配
偶
者
が
い
た
場
合
の
加
算
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
厚
生
年
金
の
場
合
に
は
、
報
酬
比
例
に
よ
る
た
め
基

準
と
な
る
報
酬
額
に
よ
っ
て
は
年
金
額
が
非
常
に
低
く
な
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
最
低
保
障
額
（
二
〇
一
四
年
四
月
で
五
七
九
七
〇
〇
円
）
が

六
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定
め
ら
れ
て
い
る
。

2
│

3
．
制
度
の
一
般
的
課
題

障
害
年
金
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
る
課
題
の
一
つ
に
、
障
害
認
定
の
問
題
が
あ
る
。
障
害
認
定
は
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
給
付
さ
れ
る
額

が
異
な
り
、
特
に
二
級
か
三
級
か
の
違
い
は
基
礎
年
金
を
給
付
で
き
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
分
け
る
た
め
、
障
害
当
事
者
に
と
っ
て
は
切

実
な
問
題
で
あ
る
。

多
く
の
国
々
と
同
様
に
わ
が
国
で
も
、
各
種
制
度
に
お
け
る
「
障
害
者
」
は
、
実
務
上
も
認
識
上
も
概
ね
身
体
障
害
者
を
指
し
て
い
た

と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
後
、
知
的
障
害
者
や
精
神
障
害
者
へ
と
そ
の
対
象
を
拡
大
し
て
い
る
。

身
体
障
害
の
多
く
は
、
そ
の
機
能
・
形
態
障
害
が
医
学
的
・
運
動
学
的
に
ひ
と
つ
の
指
標
に
当
て
は
め
て
障
害
の
程
度
を
客
観
的
に
示

し
や
す
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
、
知
的
障
害
や
精
神
障
害
な
ど
へ
と
障
害
の
定
義
が
拡
大
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ら
の
障
害
の
程
度
を
客

観
的
指
標
で
示
す
難
し
さ
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
年
金
に
係
る
運
営
業
務
を
担
う
日
本
年
金
機
構
が
示
す
年
金
制
度
に
お
け

る
障
害
程
度
の
基
準
に
お
い
て
も
、
身
体
障
害
は
多
く
が
具
体
的
な
数
値
基
準
で
示
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
精
神
障
害
の
場
合
に
は

「
日
常
生
活
の
用
を
弁
ず
る
こ
と
を
不
能
な
ら
し
め
る
程
度
」「
日
常
生
活
に
著
し
い
制
限
を
受
け
る
程
度
」
と
い
う
抽
象
的
な
表
現
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
特
に
精
神
障
害
者
の
障
害
年
金
受
給
に
は
医
師
の
「
協
力
」
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
広
ま
っ
て
さ

え
い
る
。

ま
た
、
身
体
障
害
者
の
場
合
の
客
観
的
指
標
に
つ
い
て
も
課
題
は
あ
る
。
後
述
す
る
障
害
の
社
会
モ
デ
ル
に
基
づ
け
ば
、
障
害
の
程
度

は
そ
の
人
が
置
か
れ
た
環
境
の
な
か
で
規
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
身
体
障
害
者
で
あ
っ
て
も
、
主
に
医
学
的

六
九



政
経
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第
五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
六
五
六
）

指
標
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
た
障
害
の
程
度
と
実
際
の
生
活
の
な
か
で
の
障
害
の
程
度
が
一
致
し
な
い
状
況
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
障
害
の
種
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
障
害
を
も
ち
な
が
ら
そ
れ
に
見
合
っ
た
認
定
を
受
け
ら
れ
な
い
障
害
者
が
い
る
可
能
性
と
同
時

に
、
実
際
の
生
活
上
の
障
害
の
程
度
よ
り
も
重
度
の
認
定
を
受
け
る
障
害
者
も
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

障
害
年
金
制
度
の
も
う
一
つ
の
課
題
は
、
い
わ
ゆ
る
無
年
金
者
の
問
題
で
あ
る
。
わ
が
国
の
公
的
障
害
年
金
は
「
皆
保
険
」
を
謳
っ
て

お
り
、
理
論
的
に
は
す
べ
て
の
国
民
を
包
摂
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
実
際
に
は
、
障
害
年
金
の
受
給
資
格
を
も
た
な
い
者
が

存
在
す
る
。

無
年
金
問
題
の
な
か
で
も
大
き
な
社
会
的
イ
シ
ュ
ー
と
な
っ
た
の
が
、
学
生
の
無
年
金
問
題
で
あ
る
。
国
民
年
金
法
が
施
行
さ
れ
た

一
九
五
九
年
の
時
点
か
ら
、
実
際
に
は
い
く
つ
か
の
加
入
を
強
制
さ
れ
な
い
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
た
。
そ
の
一
つ
が
学
生
（
主
に
は
大
学

生
）
で
あ
り
、
彼
ら
は
二
〇
歳
を
過
ぎ
て
も
国
民
年
金
へ
の
加
入
を
任
意
と
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
大
学
を
卒
業
し
就
職
す
れ
ば
強
制
加

入
と
な
る
の
だ
が
、
こ
の
任
意
加
入
期
間
に
加
入
し
て
い
な
い
者
が
障
害
を
負
っ
た
場
合
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
障
害
年
金
は
受
給
で
き

な
い
と
い
う
事
態
が
起
き
た
。
そ
し
て
二
〇
〇
一
年
に
そ
の
状
況
に
置
か
れ
た
無
年
金
障
害
者
三
〇
名
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
不
備
の

あ
る
法
律
に
対
し
て
適
切
な
立
法
措
置
を
取
ら
な
か
っ
た
国
の
責
任
を
問
う
裁
判
が
起
こ
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
裁
判
で
は

国
家
賠
償
請
求
に
対
し
て
は
認
容
さ
れ
た
が
、
国
の
責
任
や
不
支
給
決
定
の
取
消
請
求
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
（
川
崎
二
〇
〇
四
、
村
田

二
〇
〇
九
）。

学
生
の
無
年
金
問
題
は
制
度
の
根
本
的
欠
陥
に
よ
る
も
の
と
い
え
、
現
在
で
は
そ
の
欠
陥
も
修
正
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
保
険
料
の

未
納
（
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
）
に
よ
っ
て
受
給
資
格
を
も
た
な
い
者
は
、
現
在
の
制
度
で
も
発
生
し
て
い
る
。
基
本
的
に
会
社
勤
め
を
し
て
い

る
者
で
あ
れ
ば
給
与
天
引
き
に
よ
っ
て
強
制
的
に
支
払
い
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
自
営
業
者
や
無
職
の
者
、
ま
た
現
在
で
は
非
正
規
雇
用

七
〇



所
得
か
自
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生
活
か
：
わ
が
国
の
障
害
年
金
を
め
ぐ
る
今
日
的
課
題
（
山
村
）

（
六
五
七
）

な
ど
で
会
社
を
経
由
し
た
徴
収
が
行
わ
れ
な
い
場
合
で
保
険
料
の
未
納
が
起
こ
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
特
に
後
者
は
、
経
済
的

余
裕
が
少
な
い
場
合
が
多
く
、
そ
れ
も
保
険
料
未
納
の
一
因
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
磯
野
二
〇
一
〇
）。

障
害
年
金
の
受
給
資
格
の
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
二
〇
〇
四
年
の
「
特
定
障
害
者
に
対
す
る
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
っ
て
特
別
障
害
者
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
体
制
が
採
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
制
度
は
、
支
給
水
準
こ
そ
障
害
基
礎
年
金
に
は

及
ば
な
い
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
障
害
年
金
の
受
給
資
格
の
な
い
者
へ
の
所
得
保
障
制
度
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る
。

障
害
年
金
の
課
題
と
し
て
最
後
に
あ
げ
て
お
き
た
い
の
が
、
給
付
水
準
の
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
先
述
し
た
障
害
基
礎
年
金
の
水
準

を
み
る
と
、
月
額
に
し
て
六
万
五
千
円
程
度
と
な
る
。
生
活
保
護
の
生
活
扶
助
の
基
準
額
（
一
人
暮
ら
し
の
場
合
）
が
概
ね
七
〜
八
万
円
で

あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
基
礎
年
金
の
額
を
見
る
限
り
、
住
居
費
を
必
要
と
し
な
い
場
合
で
最
低
限
の
必
要
に
足
る
程
度
の
金
額
だ

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
点
か
ら
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
だ
け
で
国
民
年
金
法
に
示
さ
れ
た
同
制
度
の
目
的
で
あ
る
「
安
定
し
た
生
活

を
維
持
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
疑
問
が
生
じ
る
。

た
だ
し
、
男
性
稼
ぎ
手
に
よ
る
家
族
の
扶
養
を
前
提
と
し
て
社
会
保
障
制
度
を
発
展
さ
せ
て
き
た
わ
が
国
の
場
合
（
宮
本
二
〇
一
三
）、

障
害
を
負
う
以
前
に
働
い
て
い
た
者
に
は
報
酬
比
例
に
よ
る
厚
生
年
金
制
度
が
あ
り
、
一
方
で
働
い
て
い
な
か
っ
た
者
は
誰
か
に
扶
養
さ

れ
て
い
た
と
い
う
想
定
か
ら
、
そ
の
扶
養
者
の
状
況
に
変
化
が
無
け
れ
ば
大
き
く
そ
の
生
活
の
安
定
を
脅
か
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
考

え
に
至
る
。

そ
れ
で
は
障
害
厚
生
年
金
の
水
準
は
ど
の
程
度
か
と
い
う
と
、
基
礎
年
金
と
併
せ
て
も
障
害
を
負
う
以
前
の
所
得
に
は
遠
く
及
ば
な
い

の
が
実
情
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
部
の
試
算
に
よ
れ
ば
、
受
傷
以
前
の
年
収
が
六
〇
〇
万
円
で
あ
っ
た
者
（
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
お

よ
び
子
ど
も
が
な
い
と
し
て
）
が
障
害
等
級
一
級
と
さ
れ
た
場
合
、
厚
生
年
金
加
入
期
間
が
二
五
年
以
下
で
あ
れ
ば
基
礎
年
金
と
併
せ
て

・

・

・

・

・

・

・

・

概

七
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十
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二
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四
年
十
二
月
）

（
六
五
八
）

ね
年
額
二
〇
〇
万
程
度
と
な
り
、
四
〇
年
の
加
入
期
間
で
も
三
〇
〇
万
円
に
及
ば
な
い
（
3
）

。

こ
の
障
害
年
金
の
給
付
水
準
の
概
観
か
ら
分
か
る
こ
と
の
一
つ
は
、
そ
の
水
準
が
少
な
く
と
も
（
受
傷
前
に
働
い
て
い
た
者
に
つ
い
て
は
）

以
前
の
所
得
水
準
を
保
障
で
き
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
は
、
そ
も

そ
も
障
害
年
金
が
保
障
す
べ
き
所
得
水
準
が
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
項
の
「
自
立

の
観
点
か
ら
み
る
障
害
年
金
の
課
題
」
で
詳
し
く
触
れ
た
い
。

障
害
年
金
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
に
も
課
題
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
保
険
制
度
全
体
の
も
つ
課
題
、
す
な
わ
ち
老
齢
年
金
の

今
後
の
運
営
に
関
わ
る
、
将
来
の
受
給
者
の
増
加
と
拠
出
者
の
減
少
の
も
と
で
ど
の
よ
う
に
老
齢
年
金
を
維
持
し
て
い
く
か
と
い
う
課
題

に
大
き
な
注
目
が
集
ま
り
、
障
害
年
金
の
課
題
に
は
社
会
的
関
心
が
集
ま
ら
な
い
状
況
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
そ
も
そ
も
そ
の
よ
う
な
、

老
齢
年
金
と
同
一
制
度
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
制
度
体
制
を
問
題
と
し
、
そ
れ
と
は
切
り
離
し
た
年
金
制
度
、
あ
る
い
は
公
的
扶
助
型
の

給
付
と
す
べ
き
と
す
る
指
摘
も
あ
る
（
百
瀬
二
〇
〇
八
）。

3
．
障
害
者
を
め
ぐ
る
社
会
的
状
況

こ
こ
ま
で
障
害
者
の
所
得
保
障
、
な
か
で
も
年
金
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
確
認
し
て
き
た
。
一
方
で
、
そ
れ
ら
の
制
度
に
よ
っ
て
保
障

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
障
害
者
の
「
生
活
」
の
部
分
で
は
、
障
害
の
概
念
の
変
化
と
と
も
に
大
き
な
変
化
が
起
き
、
上
述
の
制
度
が

設
計
さ
れ
た
当
時
と
は
異
な
る
様
相
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
次
節
以
降
の
年
金
制
度
と
障
害
者
の
自
立
の
関
係

に
つ
い
て
の
議
論
に
向
け
て
、
こ
の
障
害
者
の
生
活
領
域
に
み
ら
れ
る
変
化
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
。

七
二



所
得
か
自
立
生
活
か
：
わ
が
国
の
障
害
年
金
を
め
ぐ
る
今
日
的
課
題
（
山
村
）

（
六
五
九
）

3
│

1
．
自
立
と
社
会
参
加
へ
の
傾
倒

長
ら
く
「
無
能
力
者
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
障
害
者
の
存
在
は
、
二
〇
世
紀
後
半
に
入
っ
た
頃
か
ら
、
そ
の
社
会
的
位
置
づ

け
が
大
き
く
変
化
し
て
き
た
。
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
お
け
る
人
権
意
識
の
高
ま
り
を
背
景
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
発
生
し
た
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
思
想
や
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
Ｉ
Ｌ
運
動
な
ど
、
障
害
者
が
そ
れ
ま
で
失
わ
れ
て
い
た
権
利
や
利
益
を
獲
得
す
る
た
め
の

動
き
が
具
体
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
っ
て
目
指
さ
れ
た
利
益
と
は
、
障
害
を
持
た
な
い
人
々
と
同
じ
よ
う

な
生
活
（
を
送
る
こ
と
）
で
あ
り
、
ま
ず
は
空
間
的
な
意
味
に
お
い
て
障
害
を
も
つ
人
々
が
社
会
に
出
て
行
く
こ
と
を
後
押
し
し
た
。
そ
し

て
医
学
や
設
備
、
物
理
的
環
境
の
進
歩
が
、
さ
ら
に
そ
れ
を
促
進
さ
せ
た
。

空
間
的
に
障
害
者
の
社
会
進
出
が
進
む
と
同
時
に
、
一
方
で
障
害
の
概
念
の
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
障
害
の
社
会
モ
デ
ル
が
登
場
し
、

障
害
と
障
害
者
に
対
す
る
認
識
を
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
社
会
モ
デ
ル
と
は
、
医
学
的
見
地
に
基
づ
く
客
観
的
指
標
に
よ
っ
て
障
害
の
種

類
や
程
度
を
「
診
断
」
す
る
医
学
モ
デ
ル
に
対
し
、
そ
の
個
人
の
置
か
れ
た
状
況
や
個
別
の
状
態
に
お
い
て
障
害
の
状
況
を
評
価
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
医
学
的
に
は
同
じ
障
害
（
四
肢
の
欠
損
や
機
能
障
害
）
で
あ
っ
て
も
、
環
境
が
整
っ
て
い
た
り
、
そ
の
障

害
が
影
響
す
る
よ
う
な
能
力
が
問
わ
れ
な
い
状
況
で
あ
れ
ば
、
実
質
的
に
障
害
が
軽
い
、
あ
る
い
は
無
い
と
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
し
、
ま

た
そ
の
逆
も
起
こ
り
う
る
と
す
る
の
が
、
社
会
モ
デ
ル
に
お
け
る
「
障
害
」
で
あ
る
。

こ
の
社
会
モ
デ
ル
は
、「
心
身
の
機
能
障
害
を
も
つ
者
」
を
「
障
害
者
」
に
さ
せ
る
社
会
的
要
因
へ
の
視
座
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
は

同
時
に
、
そ
れ
ら
の
社
会
的
要
因
の
考
慮
な
し
に
障
害
を
規
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
換
言
す
れ
ば
、
そ
の
社
会
的
要
因
次
第
で
障
害

者
の
「
能
力
」
は
無
限
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
変
化
に
よ
り
絶
対
的
な
「
無
能
力
者
」
と
し
て
の
位
置
づ
け
か
ら
解
放
さ
れ
た
障
害
者
が
目
指
し
た
の
は
、
自
立
で
あ
っ
た
。
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す
な
わ
ち
、
そ
れ
ま
で
誰
か
に
依
存
し
庇
護
の
下
に
置
か
れ
た
存
在
か
ら
、
一
人
の
自
立
し
た
個
人
と
し
て
の
存
在
が
希
求
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
続
く
「
社
会
的
な
参
加
」
の
欲
求
へ
と
発
展
す
る
。
個
人
と
し
て
自
立
し
た
者
は
、
何
ら
か
の
社
会
的
役
割
を
果

た
す
存
在
と
な
る
こ
と
で
、
そ
の
存
在
に
意
義
を
認
め
る
こ
と
を
欲
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
障
害
者
自
身
の
認
識
に
お
け
る
変
化
で
も
あ
っ
た
し
、
同
時
に
社
会
的
な
変
化
で
も
あ
っ
た
。
障
害
者
が
自
立

し
、
社
会
参
加
で
き
る
よ
う
な
社
会
が
望
ま
し
い
社
会
の
あ
り
方
と
し
て
認
識
さ
れ
、
制
度
・
政
策
上
で
も
そ
れ
を
後
押
し
す
る
よ
う
な

変
革
が
為
さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
実
際
の
生
活
の
中
に
障
害
者
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
人
々
の
認
識
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を

与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
必
ず
し
も
障
害
者
と
は
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
で
発
生
し
た
社
会
的
包
摂
（
4
）

の
概
念
も
、
障
害
者
の
分
野
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
こ
に
は
、
障
害
者
の
社
会
参
加
へ
の
切
望
と
公
的
な
制
度
や
政
策
に
お
け
る
変
革
を
受
け
て
も
な
お
、
そ
れ
を

阻
む
社
会
環
境
や
構
造
的
欠
陥
に
対
す
る
批
判
的
な
意
識
が
表
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
構
造
が
複
合
的
に
機
能
す

る
こ
と
で
障
害
者
が
障
害
者
ら
し
く
生
き
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
社
会
的
に
排
除
さ
れ
る
状
況
が
、
障
害
者
の
社

会
参
加
を
阻
ん
で
い
る
こ
と
へ
の
視
座
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
、
そ
し
て
社
会
的
包
摂
を
求
め
る
動
き
が
こ
こ
数
十
年
の
間
で
継
続
的
に
み
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
具
体
的
な
目
標
と
し
て
目
指
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
親
や
養
護
者
か
ら
の
独
立
、
自
己
決
定
の
実
現
、
そ
し
て

労
働
市
場
へ
の
参
加
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
自
立
と
社
会
参
加
の
具
現
化
さ
れ
た
形
で
あ
る
の
と
同
時
に
、
そ
の
た
め
の
手
段
と
し

て
も
捉
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
目
標
は
実
際
に
、
自
立
支
援
の
実
施
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
措
置
か
ら
契
約
へ
の
変
更
、
就
労
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
重
点
化
な
ど
の
形
で
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。
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こ
れ
ら
の
具
体
的
目
標
の
い
ず
れ
と
も
不
可
分
な
関
係
に
あ
る
の
が
経
済
的
自
立
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
自
立
の
概
念
に
お
い
て
は
、
経

済
的
自
立
に
偏
っ
た
価
値
基
準
に
対
す
る
批
判
的
意
見
が
以
前
か
ら
み
ら
れ
、
必
ず
し
も
経
済
的
自
立
に
よ
ら
な
い
自
立
の
あ
り
方
が
模

索
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
な
か
で
「
自
立
よ
り
も
自
律
を
」
と
い
う
発
想
が
生
ま
れ
、
そ
こ
か
ら
自
己
決
定
・
自
己
選
択
重
視
の
考
え
が
、

自
立
生
活
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
の
文
脈
の
な
か
で
大
き
く
な
っ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
済
的
自
立
が
そ
れ
以
外
の
面
で
の

自
立
し
た
生
活
や
自
己
決
定
の
実
現
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
点
を
も
っ
て
、
障
害
者
の
所

得
保
障
制
度
は
、
単
な
る
所
得
の
保
障
・
補
填
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
障
害
者
の
生
存
権
保
障
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
要
素
の
一
つ
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
同
時
に
、
所
得
保
障
政
策
に
は
常
に
稼
得
能
力
に
つ
い
て
の
関
心
が
伴
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
障
害
者
へ
の
所
得
保
障
を
正
当
化
す

る
要
素
の
一
つ
が
、
障
害
に
伴
う
労
働
の
た
め
の
能
力
す
な
わ
ち
稼
得
能
力
の
低
下
も
し
く
は
喪
失
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

い
く
つ
か
の
所
得
保
障
政
策
で
は
所
得
保
障
の
受
給
資
格
や
受
給
額
の
判
定
に
労
働
に
関
す
る
能
力
の
評
価
が
反
映
さ
れ
て
い
る

（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
二
〇
〇
三
＝
岡
部
訳
二
〇
〇
四
）。
障
害
の
社
会
モ
デ
ル
の
登
場
は
、
こ
の
稼
得
能
力
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ま
で
の
医
学
モ
デ
ル

に
基
づ
く
障
害
の
程
度
と
比
例
さ
せ
た
も
の
で
は
な
い
、
ま
た
別
の
労
働
お
よ
び
稼
得
能
力
の
考
え
方
を
も
た
ら
す
も
の
と
な
っ
た
。

3
│

2
．
障
害
概
念
と
固
定
さ
れ
た
二
項
関
係

以
前
の
障
害
者
に
対
す
る
認
識
で
は
、
障
害
の
程
度
と
自
立
の
程
度
、
そ
し
て
必
要
な
支
援
と
さ
ら
に
は
そ
の
稼
得
能
力
と
い
っ
た
項

目
間
の
関
係
に
お
い
て
、
図
1
に
示
す
よ
う
な
固
定
化
さ
れ
た
二
項
関
係
が
前
提
と
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
障
害
が
重
度
で
あ
る
ほ
ど

自
立
が
困
難
で
、
多
く
の
支
援
を
必
要
と
し
、
ま
た
稼
得
能
力
が
低
い
（
あ
る
い
は
無
い
）
と
い
う
前
提
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
障
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害
の
概
念
と
彼
ら
の
実
際
の
生
活
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
こ
の
二
項
関
係
は
徐
々
に
崩
さ
れ
つ

つ
あ
る
。
そ
れ
が
、
も
う
一
つ
の
重
要
な
変
化
で
あ
る
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
障
害
の
概
念
に
お
け
る
大
き
な
変
化
の
一
つ
は
、
医
学
モ
デ
ル
か
ら

社
会
モ
デ
ル
へ
の
展
開
で
あ
る
。
こ
の
変
化
に
よ
り
、
最
終
的
に
現
在
で
は
、
障
害
の
概
念
は

機
能
・
形
態
障
害
（Im
pairm

ent

）
と
能
力
障
害
（D

isability

）
と
社
会
的
不
利
（H

andicap

）

の
三
つ
の
レ
ベ
ル
が
明
確
に
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
生
活
機
能
構
造
モ
デ
ル
を
示

し
た
国
際
生
活
機
能
分
類
（
Ｉ
Ｃ
Ｆ
）
で
は
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
「
心
身
機
能
・
身
体
構
造
」

「
活
動
」「
参
加
」
の
状
態
と
し
て
捉
え
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
レ
ベ
ル
は
直
線
的
あ
る
い
は
一
方

向
の
因
果
関
係
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
、
環
境
因
子
お
よ
び
個
人
因
子
を
含
め
て
相
互
に
作
用

し
あ
い
な
が
ら
、
そ
の
個
人
の
障
害
を
構
成
す
る
も
の
だ
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
障
害
の
概
念
レ
ベ
ル
に
お
け
る
変
化
の
な
か
で
、
ま
ず
は
自
立
と
支
援
の
関
係

に
変
化
が
生
じ
た
。
か
つ
て
「
自
立
」
は
「
支
援
を
受
け
ず
に
自
分
で
で
き
る
こ
と
」
を
暗
に

意
味
し
て
い
た
。
そ
れ
が
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
や
合
理
的
配
慮
（
5
）

な
ど
の
「
支
援
を
受
け
な
が
ら
自

立
す
る
」
も
の
へ
と
変
化
し
た
。
ま
た
、
経
済
的
自
立
に
固
執
し
て
語
ら
れ
て
い
た
障
害
者
の

自
立
生
活
が
、
自
律
へ
の
志
向
を
中
心
と
す
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
、
そ
の
自
律
を
保
障
す
る

た
め
の
支
援
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
言
う
な
れ
ば
、
障
害
者
か
ら
障
害
の
な
い
者
に

回
復
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
時
代
か
ら
、
障
害
者
が
障
害
者
の
ま
ま
で
他
の
者
と
同
等
の
価

図 1：障害の概念における固定された二項関係
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所
得
か
自
立
生
活
か
：
わ
が
国
の
障
害
年
金
を
め
ぐ
る
今
日
的
課
題
（
山
村
）

（
六
六
三
）

値
の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
機
能
・
形
態
障
害
と
稼
得
能
力
の
関
係
も
変
化
す
る
。
社
会
モ
デ
ル
と
い
う
新
た
な
モ
デ
ル
に
基
づ
け
ば
、
稼
得
能
力
は
個

人
的
要
素
だ
け
で
な
く
個
々
の
障
害
者
の
置
か
れ
た
物
理
的
・
社
会
的
・
文
化
的
環
境
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ

ら
の
環
境
に
よ
っ
て
向
上
し
た
り
低
下
し
た
り
す
る
も
の
と
な
る
。
医
学
や
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
障
害
者
自
身
の
機
能
障
害
を
改
善

さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
環
境
の
調
整
に
よ
っ
て
も
稼
得
能
力
は
左
右
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
環
境
次
第
で
障
害
者
を
無
能

力
者
に
も
有
能
な
労
働
人
口
の
一
員
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
絶
対
的
、
あ
る
い
は
普
遍
的
な
障
害
者
の
労
働
や
稼

得
能
力
の
水
準
は
存
在
し
な
い
と
い
え
る
。
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
機
能
・
形
態
障
害
や
能
力
障
害
と
稼
得
能
力
の
間
の
、
直
線
的
あ
る
い

は
正
比
例
の
関
係
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
こ
に
、
長
ら
く
障
害
者
支
援
領
域
に
お
い
て
定
着
し
て
い
た
（
そ
し
て
一
部
で
は
ま
だ
定
着
し
て
い
る
）、
障
害
程
度
と
自
立
程
度
、
支

援
の
必
要
性
、
そ
し
て
稼
得
能
力
の
程
度
の
間
の
固
定
さ
れ
た
二
項
関
係
が
崩
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
着
目
す
べ
き

点
の
一
つ
は
、
こ
れ
ま
で
の
障
害
者
政
策
の
多
く
が
、
こ
の
固
定
さ
れ
た
二
項
関
係
、
す
な
わ
ち
障
害
が
重
い
者
ほ
ど
自
立
の
度
合
い
が

低
く
支
援
を
必
要
と
し
、
且
つ
稼
得
能
力
を
も
た
な
い
、
と
い
う
前
提
を
基
に
構
築
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

4
．
障
害
年
金
制
度
と
障
害
者
の
自
立

こ
こ
ま
で
障
害
の
所
得
保
障
制
度
お
よ
び
わ
が
国
の
障
害
年
金
制
度
の
概
要
と
、
一
方
で
障
害
者
の
生
活
を
取
り
巻
く
変
化
、
特
に
障

害
の
概
念
の
変
化
と
そ
れ
に
伴
う
自
立
と
社
会
参
加
へ
の
傾
倒
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
こ
の
二
つ
の
足
が
か
り
に
、
障
害

者
の
自
立
と
障
害
年
金
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
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4
│

1
．
年
金
制
度
に
お
け
る
稼
得
能
力

①　
「
障
害
」
と
「
稼
得
能
力
」
の
関
係
と
制
度
の
矛
盾

元
来
、
障
害
年
金
制
度
は
、
労
災
保
険
制
度
や
生
活
保
護
制
度
と
は
違
い
、
稼
得
能
力
と
の
関
係
が
そ
れ
ほ
ど
厳
密
で
は
な
い
と
こ
ろ

に
置
か
れ
て
き
た
。
社
会
保
険
制
度
ら
し
く
、
年
金
受
給
の
資
格
と
そ
の
額
は
、
基
本
的
に
加
入
期
間
と
拠
出
額
、
そ
し
て
障
害
等
級
に

応
じ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
障
害
等
級
に
よ
る
額
の
変
化
は
、
稼
得
能
力
と
い
う
よ
り
も
障
害
程
度
が
重
度
に
な
る
ほ
ど
必
要
に
な
る
追

加
的
負
担
に
対
応
し
た
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
一
方
で
、
厚
生
年
金
制
度
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
受
傷
以
前
の
賃
金
水
準
の

差
を
給
付
額
に
も
比
例
さ
せ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
年
金
制
度
が
失
わ
れ
た
稼
得
能
力
に
相
当
す
る
所
得
を
保
障
す
る
も
の
と
み
な
す
の
で
あ
れ
ば
、
受
傷
前
の
賃
金
水
準
が
年

金
受
給
額
と
比
例
す
る
こ
の
構
造
を
み
る
限
り
、
そ
こ
に
は
、
障
害
の
程
度
や
個
人
の
環
境
に
か
か
わ
ら
ず
皆
同
等
に
稼
得
能
力
を
失
う

と
い
う
前
提
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
構
造
は
、
障
害
と
稼
得
能
力
の
喪
失
の
関
係
を
詳
細
に
分
析

し
た
上
で
の
こ
と
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
障
害
者
＝
稼
得
能
力
無
し
と
し
た
、
さ
ら
に
以
前
の
前
提
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

医
学
モ
デ
ル
と
、
そ
し
て
身
体
障
害
を
中
心
と
し
た
以
前
の
障
害
の
認
識
の
下
で
は
、
そ
の
構
造
で
大
き
な
問
題
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

し
か
し
現
在
で
は
状
況
が
変
わ
っ
て
い
る
。
障
害
の
社
会
モ
デ
ル
に
基
づ
け
ば
、
障
害
の
有
無
や
程
度
と
稼
得
能
力
は
必
ず
し
も
連
動
し

な
い
。
そ
れ
は
、
急
速
な
技
術
革
新
と
そ
れ
に
伴
う
働
き
方
の
変
化
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
現
実
的
な
事
実
と
な
っ
て
い
る
。

稼
得
能
力
の
喪
失
の
程
度
が
一
様
で
な
い
の
だ
と
す
れ
ば
、
単
に
受
傷
前
の
賃
金
水
準
の
み
に
基
づ
い
た
給
付
額
の
決
定
方
式
で
は
、

七
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実
質
的
な
稼
得
能
力
の
補
填
は
必
ず
し
も
実
現
し
な
い
。
障
害
年
金
制
度
お
よ
び
特
別
障
害
給
付
金
制
度
に
は
所
得
制
限
の
規
定
も
存
在

す
る
が
、
そ
れ
は
非
常
に
緩
や
か
な
も
の
で
あ
る
（
6
）

。
結
果
的
に
、
環
境
要
因
な
ど
に
規
定
さ
れ
た
受
傷
後
の
実
際
の
稼
得
状
況
が
経
済
状

況
に
直
結
し
、
同
様
の
障
害
を
負
っ
た
場
合
で
も
大
き
な
差
が
生
ま
れ
る
と
い
う
状
況
が
発
生
す
る
。
そ
れ
は
時
に
は
、
受
傷
以
前
の
賃

金
水
準
の
差
を
逆
転
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

ま
た
同
時
に
障
害
等
級
に
応
じ
た
給
付
水
準
の
決
定
に
も
課
題
が
伴
う
。
な
ぜ
な
ら
同
様
に
、
障
害
が
重
度
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、

障
害
に
伴
う
追
加
的
負
担
が
そ
れ
に
比
例
す
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
障
害
が
重
度
に
な
れ
ば
追
加
的
な
負
担
が
増
加
す
る
こ
と

は
予
測
で
き
る
が
、
一
方
で
軽
度
だ
か
ら
と
い
っ
て
追
加
的
負
担
が
無
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
障
害
の
程
度
に
比
例
し
て
稼
得
能
力
が
喪
失
さ
れ
る
と
い
う
前
提
の
も
と
で
は
、
年
金
制
度
に
よ
る
所
得
保
障
を
受
け

た
結
果
と
し
て
障
害
者
が
得
る
経
済
水
準
に
、
大
き
な
格
差
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
見
方
に
よ
っ
て
は
結
果

（
給
付
後
の
生
活
）
の
平
等
か
機
会
（
受
給
額
）
の
平
等
か
と
い
う
議
論
に
も
取
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
少
な
く
と
も
現
在
の
年
金
制

度
は
、
こ
の
よ
う
な
稼
得
能
力
の
実
態
の
変
化
と
そ
の
影
響
を
十
分
に
考
慮
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
。

②　

生
活
に
係
る
費
用
と
追
加
的
費
用

障
害
の
概
念
と
障
害
者
の
生
活
の
実
態
が
変
化
し
た
現
在
、
わ
れ
わ
れ
は
障
害
年
金
制
度
が
果
た
し
て
何
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
の

か
、
と
い
う
点
に
今
一
度
立
ち
返
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

百
瀬
（
二
〇
〇
八
）
が
い
う
よ
う
に
、
障
害
者
の
所
得
保
障
に
は
失
わ
れ
た
稼
得
能
力
の
補
填
と
障
害
に
伴
っ
て
生
じ
る
追
加
的
負
担

に
対
す
る
補
填
の
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。
ま
た
彼
は
、
前
者
を
生
活
に
係
る
費
用
の
保
障
と
位
置
付
け
る
が
、
こ
れ
は
受
傷
前
の
生
活
水

準
か
ら
試
算
さ
れ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
主
に
医
療
や
物
理
的
・
人
的
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
獲
得
の
た
め
に
発

七
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生
す
る
も
の
で
あ
り
、
言
わ
ば
障
害
の
あ
る
者
だ
け
が
負
う
必
要
経
費
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
項
目
、
生
活
に
係
る
費
用
と
追
加
的
費
用
に
つ
い
て
、
わ
が
国
の
障
害
年
金
制
度
で
は
、
そ
の
明
確
な
区
分
や
保
障
の
対

象
に
つ
い
て
の
明
言
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
両
者
は
実
質
的
に
一
体
の
も
の
と
し
て
給
付
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

障
害
を
負
う
こ
と
が
即
稼
得
能
力
の
喪
失
を
意
味
し
て
い
た
時
代
に
あ
っ
て
は
、
失
わ
れ
た
稼
得
能
力
を
受
傷
前
の
賃
金
水
準
に
準
ず

る
も
の
と
し
て
厚
生
年
金
に
よ
る
上
乗
せ
で
調
整
し
、
追
加
的
負
担
は
障
害
の
程
度
に
比
例
す
る
も
の
と
し
て
障
害
等
級
に
よ
る
差
別
化

を
図
る
こ
と
で
、
実
質
的
に
両
者
を
公
平
に
補
填
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
前
段
で
述
べ
た
よ
う
な
変
化
が
起
き
て
い
る
現
在
、
生
活
に
係
る
費
用
の
補
填
の
た
め
に
は
、
ま
ず
は
失
わ
れ
た
稼

得
能
力
を
よ
り
現
実
に
即
し
た
形
で
評
価
す
る
枠
組
み
が
必
要
で
あ
る
し
、
追
加
的
負
担
に
つ
い
て
も
障
害
の
程
度
に
加
え
て
個
々
の
障

害
者
の
生
活
の
実
態
を
加
味
し
た
試
算
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
、
稼
得
能
力
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
現
在
の
障
害
者
の
生
活
に
お
い
て
は
、
一
般
就
労
に
就
く
た
め
に
必
要
な
支
援
と
そ
れ
に
伴

う
追
加
的
負
担
が
存
在
す
る
。
つ
ま
り
、
追
加
的
負
担
に
対
す
る
補
填
を
障
害
の
程
度
と
は
別
に
保
障
す
る
こ
と
で
、
実
質
的
な
稼
得
能

力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
年
金
制
度
で
は
生
活
に
係
る
費
用
と
追
加
的
費
用
の
そ
れ
ぞ
れ
が
実
態
に
即
し
た
形
で
評
価
さ
れ
る
よ
う
な
構
造
を
も

つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
は
、
障
害
者
の
生
活
に
お
け
る
生
活
に
係
る
費
用
と
障
害
に
伴
う
追
加
的
費
用
は
、

別
個
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
そ
の
上
で
、
追
加
的
負
担
の
補
填
に
つ
い
て
は
、
そ
の
一
部
も
し
く
は
全
体
を
社

会
サ
ー
ビ
ス
制
度
に
よ
っ
て
対
応
す
る
場
合
も
含
め
、
関
連
諸
制
度
と
の
関
係
と
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に
し
、
連
携
さ
せ
た
枠
組
み

が
求
め
ら
れ
る
と
い
え
る
。

八
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③　

ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
と
の
関
係

稼
得
能
力
と
の
関
係
以
上
に
、
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
と
障
害
年
金
制
度
は
お
互
い
に
離
れ
た
位
置
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
以
前
の
障
害
者
が

労
働
に
お
け
る
「
無
能
力
者
」
と
し
て
社
会
的
に
労
働
を
「
免
除
」
さ
れ
た
存
在
で
あ
り
、
年
金
に
限
ら
ず
障
害
者
へ
の
給
付
自
体
が

ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
と
は
相
容
れ
な
い
関
係
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
で
は
、
一
部
の
障
害
者
向
け

の
給
付
に
お
い
て
、
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
（
あ
る
い
は
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
に
当
た
る
よ
う
な
労
働
市
場
参
加
へ
の
誘
導
が
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
社
会
保
障
給
付
費
の
増
加
へ
の
対
抗
措
置
と
し
て
の
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
障
害
者
の
社
会
的
包
摂
の
観

点
か
ら
行
わ
れ
る
も
の
な
の
か
は
、
判
断
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

わ
が
国
の
年
金
制
度
に
つ
い
て
い
え
ば
、
拠
出
制
の
社
会
保
険
方
式
と
い
う
こ
と
が
被
保
険
者
の
受
給
資
格
の
根
拠
と
な
り
、
ワ
ー
ク

フ
ェ
ア
の
よ
う
な
就
労
要
件
は
さ
ら
に
設
定
さ
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
側
面
が
あ
る
。
労
災
保
険
制
度
の
よ
う
に
、
そ
の
給
付
が
明
確
に

失
わ
れ
た
稼
得
能
力
を
補
填
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
支
持
す
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
こ
で
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
と
の
関
係
に
言
及
す
る
の
は
、
実
際
の
障
害
年
金
制
度
が
、
そ
の
実
務
上
の
手
続
き
に
よ
っ

て
、
一
部
で
「
働
け
る
者
に
は
給
付
し
な
い
」
と
い
う
方
針
を
体
現
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
障
害
認
定
申
請
に
お
け
る
就
労

状
況
の
申
告
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

障
害
認
定
申
請
の
際
に
は
病
歴
・
就
労
状
況
等
申
立
書
の
提
出
が
求
め
ら
れ
、
そ
こ
で
具
体
的
な
就
労
状
況
の
記
入
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
一
部
の
障
害
種
別
に
つ
い
て
は
、
以
前
は
医
師
の
意
見
書
の
な
か
で
所
見
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
現
在
で
は
実
際
の

就
労
の
時
間
や
日
数
、
給
与
額
な
ど
も
具
体
的
に
記
入
す
る
項
目
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
7
）

。
そ
し
て
そ
の
結
果
、
就
労
し
て
い
る
と
い

う
だ
け
で
等
級
が
低
く
認
定
さ
れ
る
な
ど
の
訴
え
が
障
害
当
事
者
か
ら
あ
が
っ
て
い
る
（
8
）

。
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こ
の
よ
う
な
構
造
は
、
現
在
の
受
給
者
を
労
働
人
口
へ
と
移
行
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
は
な
い
た
め
、
そ
の
点
で
明
ら
か
に
ワ
ー
ク

フ
ェ
ア
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
障
害
者
就
労
お
よ
び
雇
用
に
お
け
る
制
度
上
の
変
化
と
、
上
述
の
変
化
が
お
き
た

タ
イ
ミ
ン
グ
を
み
れ
ば
、
そ
の
関
係
が
無
関
係
で
あ
る
と
言
い
切
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、
二
〇
〇
五
年
の
自
立
支
援
法
の
施
行
で
は
、
就
労
支
援
の
抜
本
的
強
化
が
五
本
の
柱
の
一
つ
と
し
て
強
調
さ
れ
、
障
害
者

へ
の
就
労
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
職
場
内
訓
練
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
新
し
い
制
度
が
誕
生
し
た
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
の
福
祉
的
就

労
か
ら
一
般
就
労
へ
の
移
行
率
の
低
さ
を
問
題
と
し
、
特
に
知
的
障
害
者
や
精
神
障
害
者
の
就
労
上
の
課
題
を
踏
ま
え
た
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、
一
部
で
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
（
山
村
二
〇
一
一
）。
実
際
、
そ
の
後
に
は
障
害
者
の
雇
用
者
数
は
順
調
に
数
を
増
や
し

（
山
村
二
〇
一
〇
）、
二
〇
一
三
年
六
月
一
日
時
点
で
は
四
〇
万
人
を
超
え
て
い
る
（
9
）

。

ま
た
、
雇
用
行
政
領
域
で
は
、
障
害
者
雇
用
に
お
け
る
基
本
的
法
律
で
あ
る
障
害
者
雇
用
促
進
法
が
、
細
か
な
改
正
も
含
め
て
頻
繁
に

改
正
さ
れ
て
い
る
。
重
要
な
と
こ
ろ
で
は
、
二
〇
〇
二
年
以
降
一
・
八
％
と
さ
れ
て
い
た
民
間
企
業
の
法
定
雇
用
率
が
、
二
〇
一
三
年
の

改
正
に
よ
っ
て
二
・
〇
％
へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
ま
た
こ
の
際
に
は
、
こ
れ
ま
で
雇
用
率
に
あ
ま
り
関
係
の
な
か
っ
た
中
小
企
業
に
対

す
る
雇
用
促
進
を
掲
げ
、
障
害
者
の
働
き
方
に
即
し
た
短
時
間
労
働
へ
の
対
応
も
行
っ
た
。
上
記
の
よ
う
な
雇
用
者
数
の
増
加
は
、
こ
の

よ
う
な
制
度
的
な
後
押
し
が
あ
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
。

し
か
し
一
方
で
、
二
〇
〇
七
年
に
は
「
福
祉
か
ら
雇
用
へ
」
五
ヵ
年
推
進
計
画
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
わ
が
国
の
政
府
方
針
と
し
て
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。
当
時
の
欧
米
諸
国
に
お
け
る
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
政
策
の
台
頭
と
発
展
（
宮
本
二
〇
一
三
）
を
考
え
れ
ば
、
多
く
の
障
害
者
就
労

お
よ
び
雇
用
促
進
の
た
め
の
取
り
組
み
の
裏
に
、
こ
の
よ
う
な
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
を
背
景
と
し
た
思
想
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
推
測
す
る

こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
た
だ
し
結
果
的
に
は
、
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
就
労
し
な
い
と
い
う
人
々
を
生
み
出
す
こ

八
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と
と
な
り
、
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
や
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
逆
行
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
こ
の
よ
う
な
構
造
は
、
実
際
の
就
労
状
況
に
基
づ
く
判
断
が
行
わ
れ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
重
度
障
害
＝
稼
得
能
力
が
低
い
と

い
う
直
線
的
な
関
係
を
否
定
す
る
側
面
も
あ
る
。
そ
れ
が
等
級
に
反
映
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
が
実
質
的
な
稼
得
能
力
の
程
度
を

示
し
た
等
級
だ
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
（
実
際
、
障
害
年
金
の
等
級
と
障
害
手
帳
の
等
級
は
必
ず
し
も
連
動
し
な
い
）。

し
か
し
同
時
に
、
こ
の
構
造
は
、
稼
得
能
力
の
高
さ
と
支
援
の
必
要
度
、
す
な
わ
ち
追
加
的
負
担
の
大
き
さ
が
比
例
し
な
い
事
実
と
矛

盾
し
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
働
く
こ
と
で
む
し
ろ
そ
の
追
加
的
負
担
の
部
分
が
さ
ら
に
大
き
く
な
る
こ
と
を
懸
念
し
て
、
就
労
よ
り

も
年
金
を
取
る
、
と
い
う
よ
う
な
選
択
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

4
│

2
．
自
立
の
観
点
か
ら
み
る
年
金
制
度
の
課
題

山
田
は
そ
の
著
書
の
な
か
で
、
わ
が
国
の
障
害
年
金
制
度
は
、「
障
害
を
も
つ
こ
と
に
よ
り
失
わ
れ
た
稼
得
能
力
お
よ
び
障
害
に
伴
う

特
別
の
出
費
に
対
す
る
一
定
の
補
填
を
行
う
と
と
も
に
、
社
会
参
加
の
促
進
を
一
定
程
度
保
障
し
う
る
」
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
山

田
二
〇
〇
一
：p180-181

）。
し
か
し
、
障
害
年
金
制
度
の
実
状
を
見
る
限
り
、
障
害
者
の
社
会
参
加
と
自
立
し
た
生
活
の
実
現
を
阻
害
す

る
よ
う
な
点
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。

①　

給
付
水
準

わ
が
国
の
障
害
年
金
の
給
付
水
準
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
少
な
く
と
も
受
傷
前
の
所
得
を
十
分
に
保
障
で
き
る
も
の
と
は
い
い
難

く
、
障
害
を
負
っ
た
者
が
そ
の
生
活
に
お
い
て
、
受
傷
前
と
比
べ
て
経
済
的
理
由
か
ら
く
る
相
当
の
生
活
の
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ

と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
障
害
を
負
っ
た
も
の
が
、
経
済
的
に
も
ほ
か
の
点
で
も
、
少
な
か
ら
ず
他
者
か
ら
の
援
助
を
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必
要
と
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
わ
が
国
の
場
合
、
そ
の
援
助
提
供
者
の
多
く
は
家
族
と
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

自
立
＝
一
人
で
生
活
す
る
こ
と
で
な
い
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
経
済
的
お
よ
び
生
活
上
の
活
動
に
お
い
て
誰
か
の
援
助
が
無
け
れ
ば

生
活
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
依
存
状
態
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
依
存
は
自
律
の
実
現
を
も
疎

外
す
る
。
仮
に
生
活
支
援
に
社
会
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
も
、
障
害
者
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
多
く
で
一
割
負
担
が
原
則

と
な
っ
て
い
る
現
在
、
そ
の
利
用
に
は
経
済
的
資
源
が
必
要
と
な
る
。
つ
ま
り
、
十
分
な
給
付
水
準
を
充
足
で
き
な
い
こ
と
は
、
障
害
者

の
自
立
の
阻
害
に
直
結
す
る
。

給
付
水
準
に
関
し
て
は
、
単
に
給
付
水
準
の
低
さ
以
外
に
も
障
害
者
の
自
立
を
阻
害
す
る
要
因
が
あ
る
。
基
本
的
に
障
害
年
金
は
、
障

害
を
負
っ
た
時
点
が
若
い
ほ
ど
給
付
額
が
少
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
拠
出
を
前
提
と
す
る
保
険
制
度
に
お
い
て
は
当
然
の
こ
と
で
も
あ

る
。
な
か
で
も
二
〇
歳
以
前
に
障
害
が
認
定
さ
れ
た
者
は
、
拠
出
が
な
く
と
も
二
〇
歳
か
ら
障
害
年
金
の
受
給
が
で
き
る
が
、
そ
れ
は
基

礎
年
金
の
み
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
通
り
、
基
礎
年
金
の
み
で
は
家
族
と
離
れ
て
生
活
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
結
果
、
二
〇
歳
以

前
に
障
害
を
負
っ
た
者
は
、
成
人
後
も
親
の
庇
護
の
下
か
ら
抜
け
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
状
況
を
生
む
。
言
う
な
れ
ば
障
害
年
金

制
度
は
、
自
立
に
向
け
た
支
援
が
よ
り
重
要
と
な
る
若
い
世
代
に
対
し
て
そ
れ
を
よ
り
阻
害
す
る
構
造
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

②　

追
加
的
負
担
の
補
填

わ
が
国
の
障
害
年
金
の
給
付
に
お
い
て
、「
生
活
に
係
る
費
用
の
保
障
」
と
「
追
加
的
負
担
の
補
填
」
の
明
確
な
区
分
が
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
点
は
、
先
に
述
べ
た
給
付
の
公
平
性
と
い
う
点
の
み
な
ら
ず
、
障
害
者
の
自
立
に
関
わ
る
課
題
を
も
生
む
。

障
害
に
伴
っ
て
生
じ
る
追
加
的
負
担
が
生
活
費
と
は
区
別
さ
れ
て
補
填
さ
れ
な
い
こ
と
の
問
題
点
は
、
一
つ
に
は
も
ち
ろ
ん
、
従
来
の

生
活
費
以
上
の
支
出
分
が
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
こ
と
で
、
相
対
的
な
生
活
費
の
減
少
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
点
が
あ
る
。
こ
れ
は
基
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本
的
に
給
付
水
準
に
お
け
る
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
指
摘
し
た
い
の
は
、
こ
の
追
加
的
負
担
が
何
に
使
わ
れ
る
も
の
な
の
か
と

い
う
点
か
ら
く
る
課
題
で
あ
る
。

追
加
的
負
担
は
、
設
備
の
改
修
な
ど
の
物
理
的
資
源
の
獲
得
に
加
え
て
、
対
人
援
助
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
を
受
け
る
た
め
に
も
必
要
と
な

る
。
そ
し
て
特
に
対
人
援
助
型
サ
ー
ビ
ス
は
、
継
続
的
に
利
用
の
必
要
が
あ
り
、
障
害
者
が
自
立
し
た
後
、
あ
る
い
は
自
立
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
こ
そ
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
外
出
の
た
め
に
は
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
が
必
要
と
な
る
者
も
あ
る
し
、
自
立
や

就
労
の
訓
練
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
。
障
害
者
が
外
に
出
て
行
こ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
こ
の
よ
う
な
支
援
の
ニ
ー
ズ
は
高
ま
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
が
、
経
済
的
負
担
無
く
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
障
害
年
金
に
そ
の
補
填
機
能
が
な
く
と
も

問
題
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
以
降
、
ほ
と
ん
ど
の
障
害
者
向
け
社
会
サ
ー
ビ
ス
に
は
一
割
負
担
が
課
せ
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
自
立
支
援
法
上
の
障
害
区
分
で
定
め
ら
れ
た
量
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
は
更
な
る
自
己
負

担
が
必
要
と
な
る
。

し
か
も
、
さ
ら
に
悪
い
こ
と
に
は
、
仮
に
そ
の
障
害
者
に
一
切
の
所
得
が
な
く
か
つ
家
族
の
援
助
も
無
け
れ
ば
そ
の
一
割
負
担
は
免
除

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
所
得
が
一
定
程
度
増
え
れ
ば
自
己
負
担
が
発
生
す
る
。
こ
の
所
得
に
は
年
金
収
入
も
含
ま
れ
る
た
め
、
年
金
受

給
者
額
が
生
活
保
護
水
準
並
み
に
低
く
な
い
限
り
、
こ
の
一
割
負
担
は
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
よ
く
言
わ
れ
る
「
貧
困
の
罠
」

の
理
論
と
同
様
、
給
付
の
減
少
を
理
由
に
就
労
を
し
た
が
ら
な
い
障
害
者
が
出
現
し
、
障
害
者
の
社
会
進
出
を
益
々
阻
害
す
る
の
で
あ
る
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
課
題
は
障
害
年
金
制
度
の
み
の
課
題
で
は
な
く
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
制
度
と
の
関
係
の
な
か
で
生
じ

る
課
題
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
時
に
、
障
害
年
金
制
度
と
現
在
の
障
害
者
の
生
活
と
の
間
の
矛
盾
も
、
そ
こ
に
は
存
在
す
る
。
障
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害
年
金
制
度
が
創
設
さ
れ
た
当
時
、
障
害
者
は
働
か
ず
（
働
け
ず
）
家
族
に
よ
っ
て
養
わ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
現
在
、
障
害
者

は
自
立
す
る
こ
と
も
就
労
す
る
こ
と
も
で
き
る
存
在
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
あ
る
べ
き
だ
と
す
る
認
識
の
下
に
障
害
者
自
身
の
生
活
も
制
度

も
存
在
す
る
。

さ
ら
に
、
障
害
の
概
念
の
変
化
は
社
会
サ
ー
ビ
ス
と
自
立
と
の
関
係
も
変
え
た
。
以
前
は
、
障
害
者
の
自
立
は
経
済
的
に
自
立
し
、
生

活
に
お
い
て
も
他
者
の
支
援
無
し
に
生
活
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
「
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
し
な
く
な
る
こ
と
」
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
現
在
で
は
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
あ
る
い
は
支
援
を
受
け
る
こ
と
で
自
立
あ
る

い
は
就
労
す
る
こ
と
が
一
般
的
な
認
識
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
は
、
障
害
者
の
自
立
度
や
稼
得
能
力
と
障
害
に
伴
っ
て
発
生
す
る
追
加
的
経
済
負
担
は
、
必
ず
し
も
比
例

も
連
動
も
し
な
い
。
し
か
し
実
際
に
は
、
こ
れ
ら
は
一
括
り
に
さ
れ
、
稼
得
能
力
と
は
一
致
し
な
い
障
害
認
定
と
年
金
制
度
へ
の
加
入
期

間
、
そ
し
て
拠
出
額
に
よ
っ
て
給
付
額
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
障
害
者
の
社
会
参
加
を
難
し
く
し
、
従
来
ど
お
り
の
家
族
に

依
存
し
た
生
活
を
助
長
す
る
よ
う
な
側
面
が
生
じ
て
い
る
と
い
え
る
。

③　

就
労
と
の
関
係

障
害
年
金
制
度
の
障
害
等
級
の
認
定
に
お
い
て
就
労
状
況
が
よ
り
直
接
的
に
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
給
付
を
受
け
る
た

め
に
就
労
し
な
い
と
い
う
選
択
を
す
る
障
害
者
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
こ
れ
は
、
②
追
加
的
負
担
の
補
填
の
部
分
で
あ
げ
た

例
よ
り
も
さ
ら
に
直
接
的
で
明
白
な
貧
困
の
罠
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
障
害
者
の
自
立
や
社
会
参
加
に
必
ず
し
も
効
果
的
に
働
く
も

の
で
な
い
こ
と
も
明
白
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
制
度
上
の
課
題
は
、
稼
得
能
力
と
障
害
程
度
、
そ
し
て
支
援
の
必
要
性
の
そ
れ
ぞ
れ
連
動
し
な
い
要
素
を
、
固
定
さ
れ
た
二
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項
関
係
（
稼
得
能
力
の
高
い
│
低
い
、
障
害
程
度
の
重
い
│
軽
い
、
支
援
の
必
要
性
の
高
い
│
低
い
）
に
は
め
込
み
、
就
労
状
況
に
よ
っ
て
そ
の
す

べ
て
を
決
定
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
二
項
関
係
の
設
定
に
合
致
す
る
障
害
者
も
い
る
だ
ろ
う
が
、
そ
う
で
な
い
者
も
多
く

い
る
こ
と
に
対
応
で
き
て
い
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
そ
の
点
に
つ
い
て
考
慮
す
る
こ
と
も
な
く
こ
の
方
式
（
就
労
状
況
を
障
害
認
定
に
反

映
さ
せ
る
方
式
）
を
持
ち
込
ん
だ
こ
と
に
大
き
な
課
題
が
あ
る
。

二
〇
〇
八
年
に
実
施
さ
れ
た
『
障
害
者
雇
用
実
態
調
査
』（
厚
生
労
働
省
）
に
よ
れ
ば
、
障
害
者
の
平
均
月
額
賃
金
は
、
身
体
障
害
者

二
五
・
四
万
円
、
知
的
障
害
者
一
一
・
八
万
円
、
精
神
障
害
者
は
一
二
・
九
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
う
ち
で
重
度
障
害
者
の

割
合
は
身
体
障
害
が
四
三
・
〇
％
で
あ
る
の
に
対
し
知
的
障
害
で
は
三
六
・
六
％
と
低
下
し
、
精
神
障
害
に
つ
い
て
は
障
害
程
度
に
つ
い
て

の
統
計
さ
え
用
意
さ
れ
て
い
な
い
（
た
だ
し
先
述
の
通
り
、
現
在
の
障
害
年
金
の
シ
ス
テ
ム
の
下
で
は
、
精
神
障
害
は
他
の
障
害
と
比
べ
て
障
害
程

度
が
軽
く
判
定
さ
れ
て
し
ま
う
）。
雇
用
者
数
に
お
い
て
も
、
障
害
者
雇
用
数
全
体
の
四
〇
万
人
の
う
ち
、
約
三
〇
万
人
は
身
体
障
害
者
が

占
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、
障
害
の
程
度
と
稼
得
能
力
が
連
動
し
て
は
い
な
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

同
じ
保
険
方
式
を
取
る
労
災
保
険
が
、
明
確
に
労
働
能
力
の
喪
失
の
程
度
を
給
付
水
準
と
関
連
付
け
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
（
そ
の

認
定
の
正
誤
に
つ
い
て
は
別
と
し
て
）、
障
害
年
金
制
度
に
お
い
て
も
稼
得
能
力
を
持
ち
込
む
こ
と
は
必
ず
し
も
否
定
さ
れ
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
稼
得
能
力
と
障
害
の
程
度
、
そ
し
て
そ
れ
と
は
切
り
離
さ
れ
た
追
加
的
負
担
や
、
も
ち

ろ
ん
生
活
上
の
能
力
障
害
と
の
関
係
も
十
分
に
考
慮
し
、
そ
れ
に
適
応
し
た
形
で
行
わ
な
け
れ
ば
、
障
害
年
金
が
単
に
障
害
者
を
労
働
か

ら
遠
ざ
け
る
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。

一
般
就
労
の
み
が
障
害
者
の
自
立
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
現
代
の
社
会
に
お
い
て
労
働
は
、
単
に
自
ら
の
労
働
を
も
っ
て
貨

幣
を
得
る
以
上
の
意
味
が
あ
り
、
社
会
へ
の
参
加
や
個
人
の
存
在
意
義
に
も
つ
な
が
る
重
要
な
社
会
的
活
動
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
多

八
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く
の
障
害
者
が
一
般
就
労
を
切
望
し
、
時
に
は
障
害
の
克
服
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
位
置
付
け
る
の
で
あ
り
、
自
立
し
た
生
活
と
も
強

固
で
直
接
的
な
関
係
を
も
っ
て
認
識
さ
れ
る
。
そ
れ
を
阻
害
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
自
立
の
阻
害
に
他
な
ら
な
い
と
い
え
る
。

④　

変
化
へ
の
対
応

以
前
の
障
害
の
概
念
で
は
、
障
害
と
は
固
定
的
で
改
善
が
見
込
め
な
い
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
現
在
で
も
そ
れ
に
近
い
状
況
は
み
ら
れ

る
が
、
し
か
し
、
一
方
で
改
善
や
悪
化
な
ど
の
変
化
が
み
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
特
に
精
神
障
害
や
発
達
障
害
が
障
害
と
し
て
認
識
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
障
害
は
時
に
動
揺
し
変
化
す
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
機
能
や
形
態
に
変
化
が
な
く

と
も
そ
の
変
化
は
起
こ
り
う
る
。
そ
れ
は
環
境
の
変
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
障
害
の
社
会
モ
デ
ル
に
基
づ
け
ば
、
障
害
を
規
定
す
る
要

因
の
一
部
は
環
境
要
因
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
障
害
の
程
度
や
状
態
は
常
に
変
化
す
る
可
能
性
を
孕
ん
で
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
障
害
年
金
制
度
が
対
応
で
き
な
い
こ
と
は
、
障
害
者
が
常
に
最
も
悪
い
状
態
で
い
よ
う
と
す
る
状
況
を
生
む
。
つ
ま
り
、

障
害
の
状
態
が
改
善
し
た
り
環
境
調
整
が
う
ま
く
い
っ
て
よ
り
生
活
や
就
労
に
支
障
が
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
っ
て
も
、
ま
た
悪
い
状
態

に
な
っ
た
時
の
こ
と
を
懸
念
し
て
、
あ
え
て
改
善
が
起
こ
ら
な
い
選
択
を
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
根
本
的
な
課
題
も
、
や
は
り
障
害
年
金
制
度
に
お
い
て
障
害
の
概
念
が
以
前
の
古
い
概
念
を
踏
襲
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
そ
の
事
実
に
す
ら
気
づ
い
て
い
な
い
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

5
．
今
後
の
年
金
制
度
に
向
け
た
示
唆

5
│

1
．
制
度
の
根
本
的
改
革
の
可
能
性

こ
こ
で
、
あ
く
ま
で
も
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
実
現
と
い
う
目
的
に
基
づ
い
て
、
制
度
の
改
革
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
て
み

八
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た
い
。

一
つ
に
は
給
付
水
準
を
上
げ
る
こ
と
が
あ
る
。
現
在
の
厚
生
年
金
に
よ
る
受
傷
前
の
所
得
水
準
の
反
映
も
維
持
す
る
が
、
基
礎
年
金
の

水
準
を
、
少
な
く
と
も
自
立
し
た
生
活
が
可
能
な
程
度
、
た
と
え
ば
生
活
保
護
の
住
居
費
も
含
め
た
基
準
額
に
相
当
す
る
程
度
に
ま
で
引

き
上
げ
る
こ
と
は
必
要
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
現
在
の
所
得
制
限
を
よ
り
明
確
に
し
、
実
所
得
に
応
じ
て
給
付
額
が
漸
減
さ
れ
る
よ
う
に
設
定
す
る
。
そ
れ
が
就
労
意
欲
の
喪

失
に
つ
な
が
る
こ
と
は
、
就
労
に
よ
る
所
得
が
あ
る
程
度
ま
で
追
加
的
利
益
と
な
る
よ
う
に
減
額
率
を
調
整
す
る
こ
と
で
対
応
で
き
る
。

一
方
で
、
障
害
に
伴
う
追
加
的
負
担
部
分
に
つ
い
て
は
、
生
活
に
係
る
費
用
や
所
得
お
よ
び
就
労
状
況
と
は
別
に
換
算
す
る
よ
う
に
す

る
。
そ
の
際
に
は
、
障
害
等
級
だ
け
で
な
く
実
際
の
障
害
者
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
を
反
映
さ
せ
る
。
こ
の
点
は
、
障
害
年
金
制
度

の
外
部
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
と
の
調
整
が
必
要
と
な
る
た
め
、
場
合
に
よ
っ
て
は
償
還
払
い
方
式
（
実
際
に
使
っ
た
分
を
後
で
給
付
す
る
）

と
な
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
追
加
的
負
担
の
範
疇
に
、
特
に
若
年
障
害
者
向
け
の
自
立
や
就
労
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
も
含
む
こ
と

で
、
二
〇
歳
以
前
に
受
傷
し
た
者
の
自
立
の
促
進
も
行
っ
て
い
く
。
あ
る
い
は
、
そ
れ
を
目
的
と
し
た
一
時
金
な
ど
の
制
度
を
設
け
る
こ

と
も
一
案
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
改
革
は
、
見
よ
う
に
よ
っ
て
は
宮
本
の
い
う
サ
ー
ビ
ス
強
化
型
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
（
あ
る
い
は
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
政
策

（
宮
本
二
〇
一
三
）
の
よ
う
に
も
取
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
現
在
の
障
害
年
金
制
度
に
も
緩
や
か
と
は
言
え
所
得
制
限
が
設
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
問
題
は
む
し
ろ
、
所
得
の
増
加
を
ど
の
程
度
給
付
額
に
反
映
さ
せ
る
か
と
い
う
点
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

ま
た
こ
こ
で
あ
え
て
触
れ
る
な
ら
ば
、
サ
ー
ビ
ス
強
化
型
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
は
、
障
害
者
の
場
合
に
限
っ
て
い
え
ば
一
般
の
そ
れ
と
は
異

な
る
側
面
を
も
つ
。
障
害
者
の
自
立
と
権
利
の
認
識
が
浸
透
し
、
障
害
者
に
と
っ
て
一
般
就
労
が
羨
望
の
対
象
と
な
る
な
か
で
、
実
際
に

八
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は
そ
れ
が
そ
れ
ほ
ど
容
易
で
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
の
状
況
に
あ
っ
て
特
に
サ
ー
ビ
ス
強
化
型
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
政
策
は
、
障
害
者

が
一
般
の
労
働
市
場
へ
進
出
す
る
こ
と
を
強
く
後
押
し
す
る
側
面
も
も
つ
。
日
本
型
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
の
到
来
と
し
て
批
判
さ
れ
た
自
立
支

援
法
も
、
実
際
に
は
そ
の
後
の
障
害
者
の
就
労
支
援
を
活
性
化
し
、
就
労
者
数
を
伸
ば
す
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

強
制
的
に
で
は
な
く
障
害
者
の
就
労
を
促
進
す
る
よ
う
な
政
策
は
、
む
し
ろ
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
障
害
年
金
に
勤
労
所
得
に
よ
る
給
付
額
の
減
額
が
持
ち
込
ま
れ
て
も
、
そ
れ
が
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
と
大
き
く
違
う
の
は
、
就
労
や

そ
の
た
め
の
訓
練
へ
の
参
加
を
し
な
け
れ
ば
給
付
が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
点
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
個
人
の
自
発
的
な

意
思
を
前
提
と
し
た
上
で
、
就
労
す
る
こ
と
が
不
利
益
と
な
ら
な
い
よ
う
な
状
況
を
作
り
出
す
こ
と
で
、
障
害
年
金
制
度
は
所
得
保
障
と

同
時
に
障
害
者
の
自
立
の
促
進
と
い
う
目
的
も
実
現
し
う
る
も
の
と
な
る
と
い
え
る
。

5
│

2
．
再
考
：「
何
を
保
障
す
る
の
か
」

先
に
障
害
年
金
制
度
の
改
革
の
可
能
性
に
つ
い
て
触
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
ま
で
あ
げ
て
き
た
障
害
年
金
制
度
の
課
題
は
、
そ

れ
が
す
ぐ
に
改
善
の
必
要
が
あ
る
と
結
論
付
け
る
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
も
そ
も
こ
こ
に
示
し
た
課
題
は
、
障
害
年
金
制
度
に

お
け
る
従
来
の
障
害
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
概
念
と
、
現
代
の
そ
れ
と
の
齟
齬
を
示
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

障
害
者
の
所
得
保
障
制
度
全
体
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
そ
も
そ
も
障
害
年
金
制
度
が
何
を
保
障
す
る
の
か
、
何
を
目
的
と
し
た
も
の
な
の

か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
十
分
な
検
討
と
明
確
な
位
置
づ
け
が
為
さ
れ
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
、
障
害
年
金
制
度
の
目
的
を
明
確
に
し
た

上
で
、
障
害
の
概
念
の
変
化
を
制
度
上
に
取
り
入
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
あ
く
ま
で
も
従
来
の
概
念
に
基
づ
い
た
方
式
を
固
持
す
る
の
か

と
い
う
検
討
も
、
ま
た
別
の
段
階
と
し
て
必
要
で
あ
る
。

九
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そ
の
意
味
で
、
現
在
の
矛
盾
が
み
ら
れ
る
状
況
よ
り
も
、
ま
ず
そ
う
い
っ
た
前
提
と
な
る
基
本
的
事
項
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状

況
、
そ
こ
に
障
害
年
金
制
度
の
現
代
の
課
題
が
あ
る
と
い
え
る
。
わ
が
国
の
障
害
年
金
制
度
は
、
経
済
的
保
障
を
第
一
義
的
か
つ
最
終
的

な
目
的
と
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
手
段
と
し
て
障
害
者
の
自
立
や
社
会
参
加
ま
で
を
目
的
と
し
て
含
む
も
の
な
の
か
。
そ
の
答
え

を
出
す
こ
と
が
、
ま
ず
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

6
．
む
す
び
に
か
え
て

こ
こ
ま
で
障
害
者
の
自
立
と
い
う
点
を
軸
に
障
害
年
金
制
度
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
障
害
年
金
制
度
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
議

論
は
、
無
年
金
問
題
や
特
に
精
神
障
害
な
ど
の
新
し
い
障
害
に
対
す
る
制
度
の
課
題
を
取
り
上
げ
る
も
の
が
多
く
、
こ
の
よ
う
な
議
論
は

非
常
に
挑
戦
的
な
取
り
組
み
で
も
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
考
察
が
ま
だ
不
十
分
な
点
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
、
そ
し
て
一
般
労
働
市
場
へ

の
参
加
が
現
在
ほ
ど
大
き
く
叫
ば
れ
、
行
政
的
関
与
や
政
策
に
よ
る
後
押
し
も
進
め
ら
れ
て
い
る
状
況
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
。
そ
の
段

階
に
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
障
害
年
金
制
度
だ
け
が
そ
の
枠
の
外
で
従
前
の
形
態
を
維
持
し
続
け
る
こ
と
は
、
や
は
り
不
合
理
か

つ
非
現
実
的
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
障
害
者
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
制
度
・
政
策
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
障
害
年
金
制
度
に
つ
い
て
も

変
革
が
求
め
ら
れ
る
時
機
が
来
て
い
る
。
本
稿
で
示
し
た
障
害
年
金
制
度
を
め
ぐ
る
考
察
が
、
そ
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

〈
注
〉

（
1
） 

初
診
日
が
二
〇
歳
以
前
や
六
〇
歳
以
上
六
五
歳
未
満
の
場
合
に
つ
い
て
は
未
加
入
期
間
と
な
る
が
、
受
給
用
件
を
満
た
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
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（
2
） 

加
え
て
障
害
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。

（
3
） 

た
だ
し
、
厚
生
年
金
加
入
者
で
障
害
が
労
働
災
害
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
労
災
年
金
に
よ
る
給
付
が
加
わ
る
（
併
給
の
場
合
は
調
整

が
さ
れ
全
額
給
付
で
は
な
い
が
）
可
能
性
が
高
く
、
そ
こ
で
障
害
の
等
級
が
相
当
に
高
く
認
定
さ
れ
れ
ば
、
受
傷
以
前
の
水
準
に
及
ぶ
可
能
性
は
あ
る
。

（
4
） 
社
会
的
包
摂
（social inclusion

）
と
い
う
語
句
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
フ
ラ
ン
ス
で
用
い
ら
れ
た
も
の
が
最
初
と
さ
れ
、
そ
れ
以
前
に
あ
っ

た
社
会
的
排
除
（social exclusion

）
に
対
す
る
も
の
と
し
て
登
場
し
た
（
宮
本
二
〇
一
三
）。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
特
に
障
害
者
に
限
定
し
た

も
の
で
は
な
く
、
社
会
的
に
脆
弱
な
人
々
と
そ
の
脆
弱
性
に
伴
う
生
活
困
窮
に
対
す
る
対
抗
手
段
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
も
の
だ
と
い
え
る
。

（
5
） 

合
理
的
配
慮
と
はR

easonable A
ccom

m
odation

を
原
語
と
し
一
九
六
〇
〜
七
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
で
誕
生
し
た
概
念
で
あ
る
。
障
害
者
が

障
害
の
な
い
者
と
同
等
の
権
利
を
享
受
し
又
行
使
す
る
こ
と
た
め
の
必
要
か
つ
適
切
な
変
更
や
調
整
を
指
し
、
現
在
日
本
が
批
准
を
め
ざ
し
て
い
る

障
害
者
権
利
条
約
で
は
、
こ
の
合
理
的
配
慮
が
提
供
さ
れ
な
い
こ
と
を
差
別
と
位
置
付
け
禁
止
し
て
い
る
（
山
村
二
〇
一
一
）。

（
6
） 

障
害
年
金
制
度
の
所
得
制
限
は
、
基
礎
年
金
に
つ
い
て
は
二
〇
歳
前
傷
病
に
よ
る
場
合
の
み
、
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、

三
九
八
万
四
千
円
（
二
人
世
帯
）
を
超
え
る
場
合
に
は
半
額
、
五
〇
〇
万
一
千
円
を
超
え
る
場
合
に
は
全
額
が
支
給
停
止
さ
れ
る
。

（
7
） 

こ
の
よ
う
な
変
更
は
す
べ
て
の
障
害
種
別
に
対
す
る
も
の
で
は
な
く
、
身
体
障
害
の
よ
う
に
客
観
的
指
標
で
障
害
程
度
の
判
断
が
で
き
に
く
い

障
害
種
別
に
の
み
行
わ
れ
た
。
そ
の
点
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

（
8
） 

さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
障
害
の
程
度
が
客
観
的
指
標
で
示
し
に
く
い
精
神
障
害
や
発
達
障
害
の
申
請
の
場
合
に
特
徴
的
で
、
そ
の
点
も

問
題
視
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
実
際
、
障
害
年
金
の
受
給
状
況
は
、
身
体
障
害
お
よ
び
知
的
障
害
と
精
神
障
害
と
の
間
で
大
き
な
開
き
が
あ
り
、

身
体
障
害
者
の
六
七
・
七
％
、
身
体
障
害
者
の
六
七
・
二
％
が
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
の
に
対
し
、
精
神
障
害
者
の
場
合
、
地
域
で
生
活
す

る
者
の
三
四
・
九
％
し
か
受
給
し
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
（
身
体
障
害
・
知
的
障
害
に
つ
い
て
は
『
身
体
障
害
児
（
者
）
基
礎
調
査
』（
二
〇
〇
六
年

値
）・『
知
的
障
害
児
（
者
）
基
礎
調
査
』（
二
〇
〇
五
年
値
）
よ
り
、
精
神
障
害
に
つ
い
て
は
『
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
サ
ー
ビ
ス
等
調
査
』

（
二
〇
〇
三
年
数
値
）
よ
り
）。

（
9
） 

厚
生
労
働
省
が
毎
年
六
月
一
日
時
点
の
値
と
し
て
発
表
す
る
『
障
害
者
雇
用
状
況
の
集
計
結
果
』
で
は
、
二
〇
一
三
年
の
値
と
し
て
、
民
間
企

業
、
公
的
機
関
お
よ
び
独
立
行
政
法
人
な
ど
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
障
害
者
の
数
は
全
体
で
四
〇
八
九
四
七
・
五
人
と
さ
れ
て
い
る
。
全
体
の
障
害
者

九
二



所
得
か
自
立
生
活
か
：
わ
が
国
の
障
害
年
金
を
め
ぐ
る
今
日
的
課
題
（
山
村
）

（
六
七
九
）

雇
用
者
数
は
、
こ
こ
ま
で
一
〇
年
間
連
続
で
雇
用
数
を
更
新
し
て
い
る
。
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ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
運
動
を
通
し
て
み
た
イ
ギ
リ
ス
の
国
政
と
地
域
政
治
（
山
田
）

（
六
八
一
）

1 　

イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
に
お
け
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

独
立
運
動

2 　

イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
の
歴
史
と
地
域
の
特
色

3　

イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
の
国
政
と
政
党

4 　

イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
の
地
域
政
治
改
革
の
歴
史
と

現
状

5 　

イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
の
地
域
政
治
の
実
態
と
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
運
動
の
影
響

1 　

イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
に
お
け

る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
運
動

二
〇
一
四
年
九
月
一
八
日
に
実
施
さ
れ
た
、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
に
関
す
る
住
民
投
票
」（O

n 18 

S
eptem

ber 2014, all electors in S
cotland －

native, E
nglish-

born and resident E
U
 citizens －

w
ill be asked to vote on the 

follow
ing question: ‘S

hould S
cotland be an independent 

country? Y
es or N

o? ’

）
は
、
約
四
三
〇
万
人
の
登
録
有
権
者
の

八
四
・
六
％
が
投
票
し
た
結
果
、
反
対
が
二
〇
〇
万
一
九
二
六
票

（
五
五
・
二
五
％
）
で
あ
り
、
賛
成
が
一
六
一
万
七
九
八
九
票

（
四
四
・
六
五
％
）
に
と
ど
ま
っ
た
。
住
民
投
票
に
よ
っ
て
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
独
立
が
否
決
さ
れ
た
結
果
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
こ

れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
っ
た

（
1
）

。

そ
の
結
果
、
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
の
、“the U

nited 

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
運
動
を
通
し
て
み
た
イ
ギ
リ
ス
の
国
政
と
地
域
政
治

山　
　

田　
　

光　
　

矢

研
究
ノ
ー
ト

九
五



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
六
八
二
）

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
存
在
し
な
い
」
こ
と
を
あ
げ
て
い
た
。
そ
こ

で
は
「
過
去
三
〇
年
以
上
（
一
九
七
六
│
二
〇
〇
六
年
）
の
間
の
イ

ギ
リ
ス
の
経
済
成
長
率
が
二
・
三
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
は
一
・
八
％
で
少
な
く
」、
周
辺
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
平

均
成
長
率
三
・
三
五
％
か
ら
見
て
低
い
が
、
そ
れ
ら
の
国
に
は
オ

イ
ル
が
な
い
こ
と
を
あ
げ
、
北
海
油
田
へ
期
待
で
き
る
こ
と
で
心

配
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。
ま
た
経
済
問
題
に
関
す
る
通

貨
問
題
、
財
政
問
題
、
北
海
油
田
枯
渇
の
可
能
性
、
金
融
危
機
、

道
徳
、
防
衛
や
国
際
関
係
、
文
化
な
ど
に
対
す
る
批
判
に
も
問
題

が
な
い
こ
と
も
強
調
し
て
い
た

（
3
）

。

こ
う
し
た
主
張
の
背
景
の
一
つ
に
、「
二
〇
〇
五
年
に
英
国
政

府
が
、
一
九
七
四
年
時
点
で
『
北
海
油
田
の
収
入
が
あ
れ
ば
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
独
立
し
て
欧
州
で
の
最
強
の
自
由
通
貨
を
手
に

で
き
る
』
と
い
う
報
告
書
を
ま
と
め
て
い
た
が
、
そ
の
事
実
を

ず
っ
と
隠
し
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
た
」
こ
と
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る

（
4
）

。
し
か
し
住
民
投
票
は
、
一
時
は
独
立
賛
成
派
の
優
勢
が

伝
え
ら
れ
て
い
た
が
、
特
に
経
済
問
題
を
中
心
と
し
た
反
対
派
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
功
を
そ
う
し
た
形
と
な
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
反
対
で
決
着
し
た
の
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
は
、
総
面
積
約
二
四
万
一
七
五
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

K
ingdom

 of G
reat B

ritain and N
othern Ireland ”

す
な
わ

ち
「
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
」
と

し
て
の
形
態
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

（
2
）

。
今
後
は
ど
の
程
度

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
自
治
権
が
拡
大
さ
れ
る
か
に
関
心
が
移
っ
て

い
る
。
今
後
の
改
革
が
、
国
家
と
地
域
の
関
係
や
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
ど
の
よ
う
に
変
革
す
る
か
は
、
現
代
国
家
の
あ
る
べ
き
形
態

の
一
つ
の
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
。
但
し

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
（
イ
ギ
リ
ス
議
会
）
の
判
断
（
ど
の
よ
う
な

法
を
整
備
す
る
の
か
）
に
よ
っ
て
は
、
再
び
独
立
運
動
が
活
発
化
す

る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
賛
成
派
は
、
そ
の
理
由
の
第
一
の
も
の

と
し
て
、「
よ
り
良
い
統
治
の
理
論
：
ブ
リ
テ
ン
は
機
能
し
て
い

る
の
か
」
を
か
か
げ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は

エ
ジ
ン
バ
ラ
か
ら
の
統
治
に
基
礎
を
置
く
、
他
の
地
域
と
は
ま
っ

た
く
別
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
っ
て
、
四
〇
〇
マ
イ
ル
は
な
れ
た

と
こ
ろ
（
イ
ギ
リ
ス
政
府
：
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
…
著
者
注
）
の
統

治
下
に
あ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
」
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。
第
二

の
理
由
は
、「
経
済
上
の
理
論
：
独
立
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
迅

速
な
成
長
を
意
味
す
る
」
で
あ
り
、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
イ
ギ

リ
ス
の
一
部
で
あ
る
こ
と
で
豊
か
さ
を
拡
大
し
て
い
る
と
主
張
す

九
六



ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
運
動
を
通
し
て
み
た
イ
ギ
リ
ス
の
国
政
と
地
域
政
治
（
山
田
）

（
六
八
三
）

と
を
条
件
に
独
立
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

に
は
イ
ギ
リ
ス
に
と
ど
ま
る
見
返
り
に
地
域
議
会
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
由
国
は
一
九
四
九
年
に
英
連
邦
か
ら
離

脱
し
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
と
な
っ
て
い
る

（
6
）

。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は

当
初
、
英
連
邦
残
留
を
条
件
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
由
国
と
し
て
の

独
立
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
も
イ
ギ
リ
ス

と
の
協
調
関
係
の
維
持
を
前
提
に
独
立
運
動
を
展
開
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
ま
た
面
積
七
万
三
〇
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
人
口
約

四
五
九
万
人
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
が
独
立
を
維
持
で
き
て
い

る
こ
と
は
、
人
口
規
模
で
も
面
積
で
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
を

一
五
％
ほ
ど
大
き
く
し
た
形
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
独
立
を
考
え

る
一
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い

（
7
）

。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
、
特
に
分
権
や

独
立
を
め
ぐ
る
運
動
が
、
独
立
を
主
張
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民

族
党
（S

cottish N
ational P

arty

：
Ｓ
Ｎ
Ｐ
）
の
勢
力
拡
大
と
連
動

し
て
拡
大
し
て
い
っ
た
。
キ
ャ
ラ
ハ
ン
労
働
党
内
閣
（
一
九
七
六

│
一
九
七
九
）
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
お
よ
び
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
独

立
運
動
に
対
す
る
懐
柔
策
と
し
て
、
地
域
議
会
の
設
置
と
議
会
へ

の
権
限
委
譲
を
提
案
し
た
。
両
地
域
で
の
議
会
設
置
と
分
権
に
関

す
る
住
民
投
票
は
一
九
七
九
年
に
実
施
さ
れ
た
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の

ル
で
、
総
人
口
は
約
六
二
二
七
万
人
で
あ
る
。
国
土
の
約
五
四
％

ほ
ど
の
一
三
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
強
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
あ
り
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
三
三
％
に
近
い
八
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
弱

で
あ
り
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
八
％
強
の
二
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
、

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
六
％
弱
の
一
万
四
千
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程

で
あ
る
。
国
土
の
半
分
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
、
三
分
の
一
が
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
人
口
で
比
較
し
て

み
る
と
、
総
人
口
の
八
四
％
近
い
五
二
二
四
万
人
が
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
に
住
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
は
八
％
強
の

五
二
三
万
人
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
五
％
弱
の
三
〇
一
万
人
、
北
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
に
は
三
％
弱
の
一
八
〇
万
人
し
か
住
ん
で
い
な
い
。
人

口
に
関
し
て
い
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
人
口
の
八
割
超
は
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
に
集
中
し
て
い
る
の
で
あ
る

（
5
）

。
人
口
を
経
済
力
指
数
の
一
つ

と
考
え
た
場
合
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
圧
倒
的
な
力
強
さ
が
理
解
で

き
る
の
で
あ
り
、
他
の
地
域
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
従
属
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
よ
う
な
一
面
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
分
権
推
進
や
独
立
運
動
を
刺
激
し

た
も
の
の
一
つ
と
し
て
、
一
九
二
一
年
の
英
愛
条
約
に
お
け
る
北

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
由
国
の
分
裂
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
由
国
に
は
英
連
邦
に
と
ど
ま
る
こ

九
七
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彼
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
も
密
接
に
影
響
を
与

え
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。
ブ
レ
ア
政
権
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
地
域
議
会
の
設
置
を
め
ぐ
り
、
住
民
投
票
に
踏

み
切
っ
た
の
で
あ
る
。

二
回
目
と
な
る
地
域
議
会
設
置
に
関
す
る
住
民
投
票
は
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
投
票
率
六
〇
・
二
％
で
、
賛
成
七
四
・
三
％
、

反
対
は
二
五
・
七
％
で
あ
り
、
有
権
者
の
四
五
％
弱
の
賛
成
票
を

獲
得
し
て
議
会
設
立
は
容
認
さ
れ
た
。
今
回
は
四
〇
％
条
項
は
設

け
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
も
し
設
定
さ
れ
て
い
て
も
十
分
な

賛
成
票
で
あ
っ
た
。
今
回
は
自
治
権
の
拡
充
の
意
味
も
あ
り
、
も

う
一
つ
課
税
変
更
権
付
与
の
是
非
も
問
わ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て

は
、
賛
成
六
三
・
三
％
、
反
対
三
六
・
四
％
で
こ
ち
ら
も
成
立
し
た
。

ウ
ェ
ー
ル
ズ
議
会
設
立
に
関
す
る
住
民
投
票
で
は
、
投
票
率

五
〇
・
一
％
、
賛
成
五
〇
・
三
％
、
反
対
四
九
・
七
％
で
あ
り
、
わ

ず
か
六
千
七
百
票
差
で
の
勝
利
で
あ
っ
た
が
、
と
に
か
く
過
半
数

を
占
め
た
こ
と
か
ら
か
ろ
う
じ
て
議
会
設
置
が
決
定
さ
れ
た
。
た

だ
し
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
課
税
変
更
権
も
加
え
た
強
い
自
治
権
の

付
与
を
要
求
し
た
の
に
対
し
て
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
地
域
に
関
連
す

る
法
律
の
二
次
的
な
立
法
権
を
求
め
た
消
極
的
な
も
の
で
あ
っ
た

（
9
）

。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
は
、
定
員
一
二
九
名
の
う
ち
小
選

議
会
設
置
は
住
民
投
票
の
過
半
数
が
条
件
と
さ
れ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
住
民
投
票
に
は
、
全
有
権
者
の
四
〇
％
以
上
の
賛
成
と
い

う
厳
格
な
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。
福
祉
国
家
の
拡
大
に
伴
う
国
家

財
政
へ
の
依
存
度
の
問
題
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の

住
民
投
票
は
約
二
〇
％
で
否
決
さ
れ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
住
民

投
票
で
は
、
投
票
率
六
四
％
、
賛
成
五
一
・
六
％
、
反
対

四
八
・
四
％
で
、
有
権
者
全
体
の
三
三
％
に
留
ま
り
、「
四
〇
％
条

項
」
に
抵
触
し
た
こ
と
か
ら
分
権
改
革
は
実
現
し
な
か
っ
た

（
8
）

。
そ

の
後
は
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
に
よ
っ
て
地
域
分
権
は
逆
に
押
さ
え
つ

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
地
方
議
会
設
置
要
求
運

動
は
、
ブ
レ
ア
労
働
党
政
権
の
誕
生
に
よ
っ
て
再
び
政
治
課
題
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
労
働
党
は
か
つ
て
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
へ
の
自
治
権
付
与
を
容
認
す
る
形
で
自
由
党
と
の
連
立

に
よ
っ
て
政
権
を
経
験
し
、
キ
ャ
ラ
ハ
ン
内
閣
の
と
き
に
は
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
地
域
議
会
設
置
の
た
め
の
住
民

運
動
に
住
民
投
票
で
応
え
て
い
る
。
一
九
九
七
年
に
誕
生
し
た
ブ

レ
ア
政
権
も
、
地
方
分
権
拡
大
化
に
向
か
っ
て
動
き
だ
し
た
の
で

あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
四
地
域
の
分
権
改
革
が
進
展
し
た
の
は
、
ブ

レ
ア
政
権
が
労
働
党
内
閣
で
あ
っ
た
こ
と
も
強
い
要
因
で
あ
る
が
、

九
八
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ス
議
会
に
あ
る
の
か
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
あ
る
の
か
が
問

題
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
と
サ

モ
ン
ド
・
自
治
政
府
首
相
は
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
に
「
エ
ジ
ン

バ
ラ
合
意
（E

dinburgh A
greem

ent

）」
を
締
結
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
独
立
の
賛
否
を
問
う
住
民
投
票
の
実
施
に
関
す
る
立
法
権
を
、

英
国
議
会
か
ら
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
移
譲
す
る
こ
と
に
合
意

し
た
。
こ
の
合
意
に
基
づ
き
、
今
回
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立

の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
12
）

。

2 　

イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
の
歴
史

と
地
域
の
特
色

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
、「
国
家
よ
り
も
民
族
や
文
化
が
テ
リ
ト

リ
ー
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
て
お
り
、
国
家
形
成
の

過
程
で
民
族
の
離
合
集
散
が
常
に
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
」
こ
と
か

ら
、「
多
民
族
・
多
文
化
の
上
に
、
一
種
の
約
束
ご
と
と
し
て
軽

く
国
が
の
っ
て
い
る
形
で
国
家
形
成
が
行
わ
れ
て
」
き
た
の
で
あ

り
、「
国
家
形
成
の
過
程
に
お
い
て
民
族
の
離
合
集
散
が
常
に
繰

り
返
さ
れ
て
き
た
」
と
い
う
側
面
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
も
み
ら

れ
る

（
13
）

。
多
民
族
社
会
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民

族
が
異
な
っ
た
言
語
や
文
化
や
宗
教
な
ど
を
確
立
し
、
テ
リ
ト

挙
区
七
三
議
席
、
比
例
代
表
五
六
議
席
の
小
選
挙
区
比
例
代
表
並

立
制
で
実
施
さ
れ
て
い
る
、
そ
の
一
九
九
九
年
・
二
〇
〇
三
年
・

二
〇
〇
七
年
・
二
〇
一
一
年
の
四
回
に
わ
た
る
選
挙
結
果
を
見
る

と
、
労
働
党
は
五
六
議
席
・
五
〇
議
席
・
四
六
議
席
・
三
七
議
席

と
議
席
の
減
少
傾
向
が
著
し
い
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
は

三
五
議
席
・
二
五
議
席
・
四
七
議
席
・
六
九
議
席
と
増
加
傾
向
が

見
ら
れ
る
。
保
守
党
は
一
八
議
席
・
一
八
議
席
・
一
六
議
席
・

一
四
議
席
と
微
減
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
自
由
民
主
党
は
一
七
議

席
・
一
七
議
席
・
一
七
議
席
・
五
議
席
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民

族
党
の
急
増
の
影
響
を
う
け
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
他
は
三
議

席
・
一
九
議
席
・
三
議
席
・
四
議
席
と
な
っ
て
お
り
、
一
時
の
増

加
は
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
低
迷
し
て
い
る

（
10
）

。
第
四
回
選
挙

で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
が
過
半
数
を
占
め
た
こ
と
か
ら
、
独

立
に
向
け
た
運
動
が
、
サ
モ
ン
ド
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
治
政
府

首
相
の
指
導
の
下
で
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
治
政
府
は
二
〇
一
二
年
一
月
に
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
独
立
に
関
す
る
協
議
文
書
を
発
表
し
、
二
〇
一
四
年
に
住

民
投
票
を
実
施
す
る
と
し
た
。
こ
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
に
関

す
る
住
民
投
票
を
実
施
す
る
権
限
は
、
権
限
踰
越
（ultra vires, 

beyond of pow
er

）
の
法
理

（
11
）

や
制
限
列
挙
方
式
に
よ
り
、
イ
ギ
リ

九
九
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イ
ル
ラ
ン
ド
に
は
お
よ
ば
な
か
っ
た
。
ロ
ー
マ
人
は
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
全
域
の
支
配
を
あ
き
ら
め
、
一
二
二
年
か
ら
約
一
〇
年
を
か

け
て
境
界
線
と
も
い
え
る
全
長
一
一
六
キ
ロ
に
及
ぶ
ハ
ド
リ
ア
ヌ

ス
の
長
城
を
建
設
し
た
。
そ
の
後
、
現
在
の
フ
ォ
ー
ス
・
ク
ラ
イ

ド
運
河
に
近
い
形
で
、
全
長
五
〇
キ
ロ
の
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
の
長
城

を
建
設
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
南
部
（
ロ
ー
ラ
ン
ド
）
を
支
配
下

に
お
い
た

（
15
）

。

ロ
ー
マ
人
の
ブ
リ
テ
ン
島
の
撤
退
後
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン

族
が
そ
の
後
を
襲
っ
た
。
四
四
九
年
に
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人

は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
支
配
下
に
お
き
、
七
世
紀
以
降
分
立
王
国

（
七
王
国
）
体
制
を
形
成
し
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
現
在
の
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
領
域
と
一
致
し
始
め
た
の
は
一
一
世
紀
中
葉
以

降
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
来
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
こ
の
境
界
線
を

挟
ん
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
戦
う
こ
と
に
な
っ
た
。
七
世
紀
初
頭
に

ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
諸
部
族
と
の
抗
争
を
通
じ

て
政
治
的
に
独
自
の
道
を
歩
み
始
め
た
が
、
一
五
三
六
年
に
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
に
併
合
さ
れ
た

（
16
）

。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
貴
族
が
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
を
支
配
し
て
い
た
。

九
世
紀
初
頭
か
ら
バ
イ
キ
ン
グ
の
襲
来
を
受
け
て
い
た
が
、
ブ
ラ

イ
ア
ン
が
一
〇
一
四
年
に
バ
イ
キ
ン
グ
を
コ
ン
タ
ー
フ
で
撃
破
し

リ
ー
を
確
立
し
て
生
活
し
て
き
た
反
面
、
移
動
や
交
流
、
対
立
や

侵
略
、
反
抗
や
破
壊
、
同
化
や
強
制
な
ど
を
通
し
て
文
化
や
宗
教

な
ど
に
変
質
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
ま
た
小
規
模
な
も
の
か
ら
は

じ
ま
っ
た
国
家
も
、
侵
略
や
併
合
、
同
盟
や
協
力
関
係
、
結
婚
等

を
通
じ
た
血
縁
関
係
を
利
用
し
た
統
合
や
王
朝
の
交
代
な
ど
、
複

雑
な
交
わ
り
を
通
じ
て
、
そ
の
規
模
や
形
態
な
ど
を
変
え
て
き
た

の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
歴
史
は
、
当
然
に
ブ
リ
テ
ン
島
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島

及
び
そ
の
周
辺
か
ら
形
成
さ
れ
る
「
ブ
リ
テ
ン
諸
島
（B

ritish 

Isles

：
ブ
リ
タ
ニ
ア

（
14
）

）」
に
も
見
ら
れ
た
。「
こ
の
島
嶼
地
域
」
が

形
成
さ
れ
た
の
は
紀
元
前
七
〇
〇
〇
〜
六
〇
〇
〇
年
前
に
ブ
リ
タ

ニ
ア
（
ブ
リ
テ
ン
諸
島
）
が
最
終
的
に
大
陸
か
ら
分
離
し
て
島
に

な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
狩
猟
・
採
集
の
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
紀

元
前
四
〇
〇
〇
年
の
な
か
ば
に
は
農
耕
や
牧
畜
が
始
ま
り
、
紀
元

前
七
世
紀
に
大
陸
か
ら
ケ
ル
ト
人
が
移
住
す
る
こ
と
で
新
し
い
文

化
が
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
紀
元
前
五
五
年
以
降
、
ロ
ー
マ
人

が
ブ
リ
テ
ン
島
侵
入
を
試
み
は
じ
め
、
紀
元
四
三
年
に
ロ
ー
マ
皇

帝
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
、
八
四
年
に
ア
グ
リ
コ

ラ
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
を
征
服
し
た
。

た
だ
し
こ
の
ロ
ー
マ
人
の
支
配
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
全
域
や
ア

一
〇
〇
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（
六
八
七
）

も
し
れ
な
い
。

即
位
し
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
は
一
四
年
間
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に

は
戻
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
こ
に
は
「
同
君
連
合
以
降
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
独
立
し
た
王
国
と
は
い
え
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
の
同
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
王
室
と
議

会
の
あ
い
だ
に
は
軋
轢
が
生
じ
、
弱
小
国
家
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の

政
治
は
常
に
脆
弱
で
不
安
定
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
た

（
18
）

」
の
で
あ

る
。
そ
う
し
た
両
国
の
国
力
の
違
い
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
よ
る

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
併
合
を
実
現
さ
せ
た
理
由
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
、
ブ
リ
テ
ン
王
国
）
の
誕
生
に
と

も
な
い
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
は
廃
止
さ
れ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
が
国
会
と
さ
れ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か

ら
も
議
員
が
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。「（
連
合
条
約
）
第
二
二

条
で
の
議
員
数
に
つ
い
て
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
側
は
慎
重
に
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
最
終
的
に
は
下
院
五
一
三
対
四
五
、
上
院

（
貴
族
院
）
一
九
〇
対
一
六
に
決
着
し
た
。
大
差
を
み
た
の
は
人
口

や
所
得
に
応
じ
て
議
席
数
を
割
り
出
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
人
口

に
つ
い
て
は
五
対
一
、
税
収
か
ら
の
所
得
比
に
つ
い
て
は
三
八
対

一
と
い
う
割
合
に
基
づ
い
た
。
し
か
し
、
議
席
の
割
り
出
し
を
人

ハ
イ
キ
ン
グ
（H

igh K
ing

・
上
王
）
と
称
し
、
独
立
性
を
確
保
し

た
。
そ
の
後
一
一
六
九
年
に
ノ
ル
マ
ン
人
の
侵
攻
を
受
け
、

一
三
〇
〇
年
ま
で
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
王
ヘ
ン
リ
ー
二
世
が
一
一
七
一
年
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

に
上
陸
し
た
こ
と
か
ら
、
ロ
ー
リ
ー
・
オ
コ
ー
ナ
ー
ら
は
ヘ
ン

リ
ー
二
世
を
ハ
イ
キ
ン
グ
に
代
わ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
王
と
認
識
し

た
。
但
し
ヘ
ン
リ
ー
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
全
土
に
影
響
力
は
も
ち
得

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
バ
ラ
戦
争
の
後
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
独

立
を
回
復
し
て
い
る

（
17
）

。

今
回
の
独
立
運
動
の
遠
因
と
な
っ
た
歴
史
的
な
出
来
事
の
一
つ

が
、
一
五
三
六
年
に
ウ
ェ
ー
ル
ズ
を
す
で
に
併
合
し
て
い
た
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
の
、
一
七
〇
六
年
の
連
合
条
約
に
よ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
を
併
合
を
通
じ
た
、
一
七
〇
七
年
の
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王

国
、
ブ
リ
テ
ン
王
国
）“the U
nited K

ingdom
 of G

reat B
ritain ”

を
誕
生
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
う
し
た
流
れ
は
、

一
六
〇
三
年
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
の
死
後
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国

王
ジ
ェ
ー
ム
ズ
六
世
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
王
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
と

し
て
即
位
し
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
朝
が
成
立
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
「
同
君
連
合
（T

he U
nion of T

he C
row

ns

）」

と
い
う
国
家
形
態
へ
移
行
さ
せ
た
こ
と
が
始
ま
り
と
い
え
る
の
か

一
〇
一



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
六
八
八
）

ロ
ッ
パ
地
域
の
混
乱
の
主
要
因
と
捕
ら
え
た

（
22
）

。
そ
れ
に
対
し
て

ウ
ォ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
は
、
そ
れ
を
地
球
的
規
模
で
の
転
換
期
と
し

て
い
る
。
産
業
革
命
を
惹
起
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
展
し
て
い
く

資
本
主
義
も
、
当
初
は
封
建
体
制
の
破
壊
を
通
じ
た
社
会
変
革
に

よ
っ
て
進
展
し
て
い
っ
た
と
み
て
い
る
の
で
あ
る
。

ウ
ォ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
は
、
転
換
期
を
一
五
〇
〇
年
頃
、

一
六
五
〇
年
頃
、
一
八
〇
〇
年
頃
の
三
期
に
区
分
し
て
い
る
。

一
五
〇
〇
年
頃
は
資
本
主
義
的
「
世
界
シ
ス
テ
ム
」
の
成
立
を
重

視
す
る
立
場
か
ら
見
た
転
換
期
で
あ
る
。
一
六
五
〇
年
頃
は
最
初

の
「
資
本
主
義
国
家
（
イ
ギ
リ
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
）」
の
出
現
や
「
近

代
」
の
鍵
を
な
す
思
想
の
出
現
に
ポ
イ
ン
ト
を
お
く
も
の
で
あ
る
。

一
八
〇
〇
年
頃
は
産
業
革
命
の
進
展
期
と
い
う
こ
と
に
な
る

（
23
）

。

一
六
〇
〇
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
東
イ
ン
ド
会
社
が
設
立
さ
れ
た
り
、

日
本
で
は
関
ヶ
原
の
戦
い
が
起
こ
り
徳
川
幕
府
誕
生
に
つ
な
が
っ

た
。
中
国
大
陸
で
も
王
朝
の
交
代
が
あ
り
、
一
六
二
〇
年
に
は
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
プ
リ
グ
リ
ム
フ
ァ
ー
ザ
ー
ス
が
プ
リ
マ
ス
に
上

陸
し
て
い
る
。
一
六
四
四
年
に
は
満
州
民
族
に
よ
る
清
王
朝
が
誕

生
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
見
て
も
こ
の
時
代
は
地
球
規
模

で
の
転
換
期
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
世
界
史
的
な
流
れ
の
中
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
領
土

口
と
所
得
比
に
求
め
た
た
め
に
、
両
比
率
の
乖
離
が
大
き
い
と
い

う
こ
と
で
、
議
席
数
の
審
議
は
難
航
し
た

（
19
）

」
の
で
あ
る
。

都
市
の
人
口
で
比
較
し
て
み
る
と
、
一
六
〇
〇
年
ロ
ン
ド
ン
の

住
民
は
約
二
〇
万
人
で
イ
ギ
リ
ス
総
人
口
の
約
五
％
で
あ
っ
た
が
、

一
六
五
〇
年
に
は
約
四
〇
万
人
に
増
加
し
総
人
口
の
約
八
％
と
な

り
、
一
七
〇
〇
年
に
は
ほ
ぼ
五
七
万
五
千
人
で
総
人
口
の
約

一
一
％
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た

（
20
）

。
他
方
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
で
は
、
一
七
世
紀
は
じ
め
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
人
口
は
一
万
人
ほ

ど
で
あ
っ
た
。
一
八
〇
一
年
の
人
口
を
見
て
も
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ

で
約
八
万
三
千
人
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
七
万
七
千
人
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
見
て
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
規
模
の
違
い

が
理
解
で
き
る

（
21
）

。

イ
ギ
リ
ス
が
ブ
リ
テ
ン
島
の
約
五
割
を
領
域
と
す
る
国
家
で
あ

る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
を
併
合
し
て
ブ
リ
テ
ン
島

の
約
六
割
を
領
域
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
）
へ
と
変

質
し
、
そ
の
人
口
や
経
済
力
を
背
景
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
併
合

し
て
ブ
リ
テ
ン
島
全
域
を
領
域
と
す
る
国
家
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス

（
ブ
リ
テ
ン
王
国
）
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
大
き
な
世
界
史
的
な
動

き
が
見
ら
れ
る
。
ト
レ
バ
ー=

ロ
ー
パ
ー
は
『
危
機
の
一
七
世

紀
』
の
中
で
、
一
七
世
紀
を
資
本
主
義
の
確
立
期
と
捉
え
、
ヨ
ー

一
〇
二



ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
運
動
を
通
し
て
み
た
イ
ギ
リ
ス
の
国
政
と
地
域
政
治
（
山
田
）

（
六
八
九
）

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
ケ
ル
ト
文
化
の
う
え
に
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
民
族

の
文
化
や
バ
イ
キ
ン
グ
の
文
化
が
根
を
下
ろ
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
。
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
侵
攻
の
影
響
は
、
地
方
自
治

も
し
く
は
地
域
区
分
か
ら
見
た
場
合
に
は
「
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
」
に

認
め
ら
れ
る

（
24
）

。
こ
の
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
は
、「
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
自

生
的
な
種
族
共
同
体
の
単
位
で
あ
る
一
〇
〇
世
帯
あ
る
い
は

一
〇
〇
ハ
イ
ズ
（
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
の
土
地
の
測
定
単
位
を
意
味

す
る
用
語
）」
で
あ
る

（
25
）

。
ノ
ル
マ
ン
征
服
以
前
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の

タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
荘
園
制
衰
退
以
降
は
地
理
的
な
呼
称
と
し
て
は
消

滅
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
歴
史
的
に
は
現
在
も
使
わ
れ
て
い
る
。

バ
イ
キ
ン
グ
侵
攻
の
影
響
は
、
同
じ
よ
う
に
地
方
自
治
も
し
く
は

地
域
区
分
と
し
て
、
古
代
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
語
で
「
三
」
を
意
味

す
る
「
シ
ャ
ー
」
が
現
在
で
も
地
名
と
し
て
残
っ
て
お
り
、
地
方

自
治
体
の
エ
リ
ア
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解

で
き
る

（
26
）

。

こ
の
よ
う
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
は
、
ケ
ル
ト
系
の
独
自
の
民
族
文
化
や
歴
史
な
ど
を
背
景
に
、

ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
族
中
心
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
抗
争
の
中

で
独
自
性
を
保
持
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
イ
ギ
リ
ス

の
拡
大
を
通
じ
た
資
本
主
義
の
確
立
に
向
っ
て
い
っ
た
。
イ
ギ
リ

ス
の
歴
史
を
見
て
も
、
一
四
八
五
年
に
は
バ
ラ
戦
争
が
終
わ
り

チ
ュ
ー
ダ
ー
朝
が
成
立
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
封
建
制
か
ら
絶

対
主
義
王
政
へ
の
移
行
期
と
い
え
る
。
囲
い
込
み
も
こ
の
頃
か
ら

始
ま
っ
て
い
る
。
ブ
リ
テ
ン
諸
島
で
は
一
六
四
七
年
に
ピ
ュ
ー
リ

タ
ン
革
命
が
、
一
六
八
八
年
に
は
名
誉
革
命
が
起
こ
り
、
近
世
絶

対
主
義
王
政
か
ら
近
代
市
民
社
会
へ
と
歩
み
を
進
め
た
。

こ
の
近
代
国
家
確
立
の
第
一
歩
が
、
連
合
条
約
の
成
立
に
よ
っ

て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
国
が
連
合
し
、

「
最
初
の
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）」
す
な
わ
ち
グ
レ
ー
ト

ブ
リ
テ
ン
王
国
（the united K

ingdom
 of G

reat B
ritain

）
を
成

立
さ
せ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
八
〇
一
年
の
連
合
法
に

よ
っ
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
併
合
し
新
た
な
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連

合
王
国
）
す
な
わ
ち“the U
nited K

ingdom
 of G

reat B
ritain 

and Ireland ”

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
は
、

ブ
リ
テ
ン
諸
島
す
な
わ
ち
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
構
成
さ
れ
る
連
合
王
国
で

あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
が
独
立
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
一
九
二
二
年
に
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）“the 

U
nited K

ingdom
 of G

reat B
ritain and N

othern Ireland ”

一
〇
三



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
六
九
〇
）

に
、
三
％
弱
の
一
八
〇
万
人
が
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
住
ん
で
い
る

の
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
過
度
の
人
口
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
結
果
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
（
イ
ギ
リ
ス
議
会
）

の
庶
民
院
（
下
院
）
の
議
席
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
選
挙
人
数

に
基
づ
い
て
サ
ン
＝
ラ
グ
式
で
配
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
選
出
議
員
の
数
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

二
〇
一
〇
年
の
総
選
挙
時
の
六
五
〇
議
席
の
配
分
状
況
を
見
る
と
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
五
三
三
議
席
（
八
二
％
）、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に

五
九
議
席
（
九
％
）、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
四
〇
議
席
（
六
・
二
％
）、
北

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
一
八
議
席
（
二
・
八
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
で
は
二
〇
〇
九
年
五
月
に
下
院

議
員
に
よ
る
追
加
経
費
手
当
て
の
不
適
切
請
求
が
発
覚
し
た
こ
と

か
ら
、
下
院
改
革
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
中
心
的
な

課
題
は
定
数
六
五
〇
議
席
か
ら
六
〇
〇
議
席
へ
の
五
〇
議
席
削
減

と
、
選
択
投
票
制
の
導
入
で
あ
っ
た
。
選
択
投
票
制
の
導
入
は

二
〇
一
一
年
五
月
の
住
民
投
票
で
否
決
さ
れ
、
現
行
の
単
純
多
数

代
表
制
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
議
席
配
分

は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
は
五
〇
議
席
減
の
五
〇
二
議
席
（
八
四
％
）、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
は
七
議
席
減
の
五
二
議
席
（
八
・
六
％
）、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
は
一
〇
議
席
減
の
三
〇
議
席
（
五
％
）、
北
ア
イ

（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
で
は
英
語
だ
け
が
公
用
語
で
は
な
い
。
地
域

に
よ
っ
て
は
民
族
特
有
の
言
語
を
公
用
語
と
し
た
り
、
教
育
を
通

し
て
民
族
特
有
の
言
語
の
擁
護
や
復
活
を
図
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
代
表
的
な
も
の
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ゲ
ー
ル
語
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
語
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ゲ
ー
ル
語
）
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
、
マ
ン

島
語
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
コ
ー
ン
ウ
オ
ー
ル
地
方
で
話
さ
れ
て
い

る
コ
ー
ン
ウ
オ
ー
ル
語
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
ケ
ル
ト

民
族
の
言
葉
で
あ
っ
た
ゲ
ー
ル
語
か
ら
派
生
し
た
言
語
で
あ
る

（
27
）

。

こ
う
し
た
経
緯
も
あ
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
北

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
民
族
の
歴
史
や
伝
統
や
文
化
を
守
る
う
え

で
も
、
よ
り
大
き
な
分
権
化
の
要
求
や
地
域
の
独
立
と
い
っ
た
主

張
や
政
治
行
動
な
ど
が
、
そ
の
一
部
で
は
み
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

3 　

イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
の
国
政

と
政
党

現
在
の
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
の
人
口
は
、
先
述
の
よ

う
に
、
総
人
口
は
約
六
二
二
七
万
人
で
あ
る
が
、
そ
の
八
四
％
近

い
五
二
二
四
万
人
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
、
八
％
強
の
五
二
三
万
人

が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
、
五
％
弱
の
三
〇
一
万
人
が
ウ
ェ
ー
ル
ズ

一
〇
四



ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
運
動
を
通
し
て
み
た
イ
ギ
リ
ス
の
国
政
と
地
域
政
治
（
山
田
）

（
六
九
一
）

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
表
3
や
表
4
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
単

純
小
選
挙
区
制
で
は
、
各
政
党
の
獲
得
投
票
総
数
に
比
べ
て
配
分

さ
れ
る
議
席
数
が
あ
ま
り
に
も
違
い
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。
第
一
党

を
見
る
と
、
二
〇
〇
五
年
の
総
選
挙
で
労
働
党
は
三
五
・
二
％
の

得
票
率
で
三
五
六
議
席
（
五
五
・
一
％
）
を
、
二
〇
一
〇
年
の
総
選

挙
で
保
守
党
は
三
六
・
一
％
の
得
票
率
で
三
〇
七
議
席
（
四
七
・
二
％
）

を
獲
得
し
て
い
る
。
第
二
党
は
両
党
が
入
れ
替
わ
り
、
二
〇
〇
五

年
の
総
選
挙
で
保
守
党
は
三
二
・
五
％
の
得
票
率
で
一
九
八
議
席

（
三
〇
・
七
％
）
を
、
二
〇
一
〇
年
の
総
選
挙
で
労
働
党
は
二
九
％

の
得
票
率
で
二
五
八
議
席
（
三
九
・
七
％
）
を
獲
得
し
た
に
過
ぎ
な

い
。
第
三
党
の
自
由
民
主
党
は
二
〇
〇
五
年
に
は
二
二
・
一
％
で

六
二
議
席
（
九
・
六
％
）、
二
〇
一
〇
年
に
は
二
三
％
で
五
七
議
席

（
八
・
八
％
）
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

た
だ
し
、
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
議
会
の
庶
民
院
に
代

表
を
送
っ
て
い
る
の
は
三
つ
の
政
党
だ
け
で
は
な
い
。
表
3
と
表

4
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
二
〇
〇
五
年
総
選
挙
で
は
北
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
残
留
を
掲
げ
る
保
守
主
義

の
政
党
で
あ
る
民
主
統
一
党
（D

em
ocratic U

nionist P
arty

）
が

九
議
席
、
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
で
も
八
議
席
を
獲
得
し
第
四
党
の

地
位
を
維
持
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
保
守
党
が
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

ル
ラ
ン
ド
に
は
二
議
席
減
の
一
六
議
席
（
二
・
六
％
）
と
な
り
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
の
意
思
が
よ
り
反
映
さ
れ
や
す
い
議
会
構
成
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
投
票
結
果
が
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：

連
合
王
国
）
の
政
治
を
決
定
す
る
と
い
え
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る

（
28
）

。

イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
議
会
の
庶
民
院
の
政
党
政
治
が

二
大
政
党
制
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
、
選
挙
制
度
が
単
純
小
選
挙

区
制
で
あ
り
、
必
然
的
に
大
政
党
に
有
利
な
形
で
議
席
配
分
が
な

さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
表
1
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

総
選
挙
で
多
数
の
議
席
を
獲
得
し
て
い
る
の
は
保
守
党
と
労
働
党

で
あ
り
、
第
三
党
が
自
由
民
主
党
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

一
九
二
二
年
総
選
挙
以
降
、
政
権
の
中
枢
を
担
い
首
相
を
輩
出
し

て
き
た
の
は
保
守
党
と
労
働
党
だ
け
で
あ
る
。
貴
族
院
が
改
革
さ

れ
、
世
襲
貴
族
等
の
議
席
は
減
少
し
て
き
た
が
、
政
党
推
薦
の
議

員
の
多
く
は
表
2
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
保
守
党
と
労
働
党
が

圧
倒
的
で
あ
り
、
そ
れ
に
自
由
民
主
党
と
無
所
属
が
若
干
加
え
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
二
大
政
党
制
の
影
響
が
色
濃
く
反
映
さ
れ

て
い
る
。

民
意
と
の
関
係
か
ら
い
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）

の
単
純
多
数
型
小
選
挙
区
制
は
死
票
の
多
さ
か
ら
問
題
が
あ
る
と

一
〇
五



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
六
九
二
）

表 1　下院の政党別議席状況

2001 2005 2011.5. 2013
保守党 164 198 307 306
労働党 404 356 257 257
自由民主党 51 62 57 57
民主統一党1 ） 5 9 8 8
スコットランド民族党 4 6 6 6
シン・フェイン党 4 5 4 4
プライド・カムリ2 ） 4 3 3 3
社会民主労働党 3 3 3 3
その他3 ） 7 4 3 3

空　　席 2 2
計 646 646 650 650

注： 表は自治体国際化協会編『英国の地方自治（概要版）─2011年改訂版─』、
『英国の地方自治（概要版）─2013年改訂版─』、クレアレポート第269号
『2005年英国議会下院 ･ 統一地方選挙』自治体国際化協会、英国下院図書館
資料「General Election 2005 （House Of Commons Library Research Paper）」
2005年英国下院議会総選挙）等を参照して作成した。

1 ） 　民主統一党（Democratic Unionist Party）は民主ユニオニスト党と訳すも
のも多い。

2 ） 　プライド・カムリ（Plaid Cymru ウェールズ語の表記、英語表記は ‘The 
Party of Wales’）は前掲書ではウェールズ民族党と訳されているが、筆者は
表の表記を用いた。

3 ） 　その他には「アルスター保守党・ユニオニスト党連合─新しい力（Ulster 
Conservatives and Unionists ‒ New Force）」、「アルスターユニオニスト党

（アルスター統一党、アルスター連合主義者党）」、「リスペクト統一連合
（RESPECT - The Unity Coalition）」、「キッダーミンスター病院と健康を守
ろう！無党派運動（Independent Kidderminster Hospital and Health Concern）」
などが含まれている。

表 2　上院の政党別議席状況

政　党 2011.5. 2013
労働党 243 220
保守党 218 210
自由民主党 92 89
無所属 182 199
大主教等 25 25
その他 70 66

計 830 809

注： 表は自治体国際化協会編『英国の地方自治（概要版）─2011年改訂版─』
と『英国の地方自治（概要版）─2013年改訂版─』を参照して作成した。

一
〇
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ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
運
動
を
通
し
て
み
た
イ
ギ
リ
ス
の
国
政
と
地
域
政
治
（
山
田
）

（
六
九
三
）

表 3　2005年総選挙の議席数と得票数

政　党　名　等 得票総数 得票率 議席数 議席率 議席
増減

労働党（Labor Party） 9,552,436 35.2 356 55.1 -47
保守党（Conservative Party） 8,800,068 32.5 198 30.7 33

自由民主党（Liberal Democrats） 5,985,454 22.1 62 9.6 11
民主統一党（ＤＵＰ） 241,856 0.9 9 1.4 4

スコットランド民族党（ＳＮＰ） 412,267 1.5 6 0.9 2
シン・フェイン党（ＳＦ） 174,530 0.6 5 0.8 1

社会民主労働党（ＳＤＬＰ） 125,626 0.5 3 0.5 0
プライド・カムリ（ＰＣ） 174,838 0.6 3 0.5 -1

キッダーミンスター病院独立及び健康関心運動 18,739 0.1 1 0.2 0
リスペクト（Respect） 68,094 0.3 1 0.2 0

アルスター統一党（ＵＵＰ） 127,414 0.5 1 0.2 -5
その他［ 4 ］ 22,958 0.1 1 0.2 1

注： General Election 2005 （House of Commons Libraly Research Paper：労働
党は355議席である）

　　労働党の議席数は BBC NEWS｜UK｜UK Politics｜Result の356を採用した。

表 4　2010年総選挙の議席数と得票数

政　党　名　等 得票数 得票率 議席数 議席率 議席
増減

保守党（Conservative Party） 10,726,614 36.1 307 47.2 97
労働党（Labor Party） 8,609,527 29 258 39.7 -91

自由民主党（Liberal Democrats） 6,836,824 23 57 8.8 -5
民主統一党（ＤＵＰ） 168,216 0.6 8 1.2 -1

スコットランド民族党（ＳＮＰ） 491,386 1.7 6 0.9 0
シン・フェイン党（ＳＦ） 171,942 0.6 5 0.8 0
プライド・カムリ（ＰＣ） 165,394 0.6 3 0.5 1

社会民主労働党（ＳＤＬＰ） 110,970 0.4 3 0.5 0
緑の党（Green） 285,616 1 1 0.2 1

同盟党（Alliance） 42,762 0.1 1 0.2 1
その他 321,309 1.1 1 0.2 0

合　　　　　計 27,930,560 650

注： BBC NEWS Election 2010 Results United Kingdom を参照して作成した。
　　（http://news.bbc.co.uk/2/shared/election2010/results/）
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政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
六
九
四
）

れ
る
こ
と
も
多
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

4 　

イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
の
地
域

政
治
改
革
の
歴
史
と
現
状

サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
は
、
グ
レ
ー
タ
ー
・
ロ
ン
ド
ン
・
カ
ウ
ン

テ
ィ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
お
よ
び
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
、
ウ
ェ
ー
ル

ズ
議
会
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
議
会
を
解
散
し
た
。
当
時
の
イ
ギ
リ

ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
地
方
自
治
法
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
自

治
法
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
地
方
自
治
法
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
地
方

自
治
法
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地

方
自
治
法
の
適
用
を
受
け
て
い
た
。
ま
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と

ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
は
そ
れ
ぞ
れ
省
が
お
か
れ
担

当
大
臣
が
任
命
さ
れ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
政

府
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
、
他
の
三
地
域
を
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
大

臣
を
通
じ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
よ
う
な
形
の
統
治
体
制
を
強
化

し
た
の
で
あ
る

（
29
）

。

メ
ジ
ャ
ー
政
権
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
自
治
法
を
解
体
し
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
自
治
法
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
地
方
自
治
法
に
区
分

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
四
つ
の
地
域
の
独
自
性
に
基
づ
い
た
地
方

自
治
推
進
を
可
能
に
す
る
形
態
を
整
え
た
。
彼
は
ま
た
、

で
は
候
補
者
を
擁
立
し
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
第
五
番
目
の
勢

力
を
維
持
し
て
い
る
の
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
（S

cottish 

N
ational P

arty

）
で
あ
り
、
二
回
の
総
選
挙
で
そ
れ
ぞ
れ
六
議
席

獲
得
し
て
い
る
。

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
か
ら
の
離

脱
と
南
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
統
一
を
掲
げ
、
民
主
統
一
党
と
対
決
姿

勢
を
と
り
、
二
回
の
総
選
挙
で
と
も
に
五
議
席
を
獲
得
し
て
い
る

の
が
シ
ン
・
フ
ェ
イ
ン
党
（S

inn F
éin

）
党
で
あ
る
。
彼
ら
は
議

席
は
獲
得
し
て
も
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
議
会
に
は
出
席

し
て
い
な
い
。
順
位
は
変
動
し
て
い
る
が
と
も
に
三
議
席
ず
つ
獲

得
し
て
い
る
の
が
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
地
域
政
党
で
あ
る
プ
ラ
イ
ド
・

カ
ム
リ
（P

laid C
ym

ru

：
英
語
表
記
は‘T

he P
arty of W

ales ’

ウ
ェ
ー
ル
ズ
国
民
党
）
と
、
穏
健
派
の
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
地
域
政

党
で
あ
る
社
会
民
主
労
働
党
（Social D

em
ocratic and L

abour 

P
arty

）
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
地
域
政
党
で
あ
る
。

現
在
は
保
守
党
と
自
由
民
主
党
の
連
立
政
権
に
な
っ
て
い
る
が
、

通
常
は
保
守
党
か
労
働
党
の
単
独
内
閣
と
な
り
、
政
治
は
原
則
と

し
て
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
基
づ
い
て
実
践
さ
れ
て
い
る
。
政
権
交
代

は
大
き
な
政
策
変
更
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
り
や
す
い
。
地
方
制

度
に
関
し
て
も
時
の
政
権
の
政
策
に
よ
っ
て
大
き
な
変
更
が
な
さ

一
〇
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ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
運
動
を
通
し
て
み
た
イ
ギ
リ
ス
の
国
政
と
地
域
政
治
（
山
田
）

（
六
九
五
）

地
域
開
発
公
社
（R

egional D
evelopm

ent A
gency

：
Ｒ
Ｄ
Ａ
）
と

地
域
会
議
（R

egional C
ham

ber

：
二
〇
〇
二
年
に
地
域
審
議
会

‘R
egional A

ssem
bly ’

に
地
域
会
議
は
名
称
変
更
）
を
設
置
し
た
。
こ

の
地
域
審
議
会
を
公
選
制
議
会
に
す
る
た
め
の
住
民
投
票
が

二
〇
〇
四
年
に
北
東
リ
ー
ジ
ョ
ン
で
実
施
さ
れ
た
が
否
決
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
他
の
リ
ー
ジ
ョ
ン
で
の
住
民
投
票
も
中
止
さ
れ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
は
現
在
で
も
議
会
が
存
在
し
な
い

の
で
あ
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
広
域
型
地
方
自
治
制
度
へ
の
改
革

は
挫
折
し
た
形
と
な
っ
て
い
る

（
32
）

。

イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー

ル
ズ
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
地
域
政
府
の
確
立
に
対
し
て

は
、「
一
九
九
七
年
五
月
か
ら
二
〇
〇
〇
年
五
月
ま
で
の
三
年
間

で
、
英
国
﹇
Ｕ
Ｋ
（
連
合
王
国
）﹈
は
従
来
の
高
度
に
中
央
集
権
化

さ
れ
た
単
一
国
家
か
ら
準
連
邦
国
家
に
変
貌
を
遂
げ
た
。
こ
れ
は

や
は
り
画
期
的
な
出
来
事
と
い
え
る
だ
ろ
う
。『
一
六
八
八
年
の

名
誉
革
命
以
来
の
歴
史
的
革
命
』（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
八
年
七
月

二
七
日
朝
刊
）
と
称
さ
れ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
い
う
な
れ
ば
英

国
は
一
つ
の
政
府
を
要
す
る
国
家
か
ら
四
つ
の
政
府
を
要
す
る
国

家
へ
と
〝
国
の
か
た
ち
〞
を
変
え
た
の
で
あ
る

（
33
）

」
と
い
う
評
価
が

一
方
で
は
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
一
口
に
地
方
議
会
と
い
っ
て
も
、

一
九
九
四
年
に
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
グ
レ
ー
タ
ー
・
ロ
ン
ド
ン
地

域
以
外
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
八
地
域
に
区
分
し
、
地
域
政
府
事
務

所
（G

overnm
ent O

ffi  ce for R
egions

：
Ｇ
Ｏ
）
を
設
置
し
、
中
央

各
省
の
地
域
出
先
機
関
を
統
合
し
た

（
30
）

。
各
省
に
分
か
れ
て
い
た
地

域
振
興
関
係
補
助
金
も
統
合
し
、
単
一
振
興
予
算
（S

ingle 

R
egeneration B

udget
：
Ｓ
Ｒ
Ｂ
）
と
し
て
計
上
す
る
こ
と
に
し
た
。

地
域
出
先
機
関
の
存
在
と
中
央
政
府
に
よ
る
統
制
の
実
態
は
確
保

し
た
ま
ま
で
は
あ
る
が
、
地
域
機
関
単
位
と
は
い
え
セ
ク
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
弊
害
是
正
を
目
的
と
し
た
こ
れ
ら
の
改
革
は
、「
行
政
」

中
心
の
改
革
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
分
権
改
革
に
あ
る

種
の
道
筋
を
つ
け
る
も
の
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る

（
31
）

。

ブ
レ
ア
政
権
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
グ
レ
ー

タ
ー
・
ロ
ン
ド
ン
・
カ
ウ
ン
シ
ル
に
変
わ
る
グ
レ
ー
タ
ー
・
ロ
ン

ド
ン
・
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
（G
reater L

ondon A
uthority

：
Ｇ
Ｌ
Ａ
）

の
設
置
を
求
め
て
、
一
九
九
八
年
に
住
民
投
票
を
行
な
い
、
賛
成

七
二
％
の
賛
成
を
獲
得
し
改
革
に
踏
み
切
っ
た
。
翌
年
に
は

「
一
九
九
九
年
Ｇ
Ｌ
Ａ
法
」
を
制
定
し
、
二
〇
〇
〇
年
に
市
長
及

び
議
員
の
選
挙
を
実
施
し
Ｇ
Ｌ
Ａ
を
発
足
さ
せ
た
。
一
九
九
九
年

に
は
メ
ー
ジ
ャ
ー
内
閣
が
設
定
し
た
地
域
政
府
事
務
所
の
区
域
を

若
干
修
正
し
、
八
つ
の
地
域
に
地
域
振
興
の
推
進
を
目
的
と
し
た

一
〇
九



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
三
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（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
六
九
六
）

（prim
ary legislation

）
制
定
権
は
、
英
国
議
会
で
の
議
を
経
る
こ

と
な
く
自
由
に
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
限
で
あ
り
、

明
確
で
広
範
な
一
次
立
法
権
を
保
障
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
課
税
変
更
権
に
つ
い
て
も
、
域
内
税
率
変
更
権
に
つ
い
て

は
、
三
％
の
範
囲
内
で
独
自
に
所
得
税
を
増
減
税
で
き
る
権
利
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
二
年
五
月
制
定
の

「
二
〇
一
二
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
」
で
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

政
府
に
対
し
て
、
所
得
税
の
税
率
の
一
部
決
定
権
の
付
与
を
中
心

と
し
た
さ
ら
な
る
権
限
委
譲
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
自
治
政
府
の
法
律
上
の
名
称
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府

（S
cotish G

overnm
ent

）
に
変
更
さ
れ
た

（
35
）

。

ウ
ェ
ー
ル
ズ
議
会
に
付
与
さ
れ
て
い
る
権
限
は
「
二
次
立
法

（
従
位
立
法
）
権

（
36
）

」
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
ウ
ェ
ー
ル
ズ
議
会
の

二
次
立
法
権
は
、
分
権
改
革
（
分
権
化
）
の
結
果
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ

政
府
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
ウ
ェ
ー
ル
ズ
議
会
に
委
譲
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
農
業
お
よ
び
漁
業
、
文
化
、
経
済
開

発
、
教
育
お
よ
び
職
業
訓
練
、
環
境
、
保
健
、
高
速
道
路
、
住
宅
、

産
業
、
地
方
自
治
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
、
観
光
、
都
市

お
よ
び
農
村
計
画
、
交
通
、
水
道
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
ウ
ェ
ー
ル
ズ
議
会
は
中
央
政
府
に
対
し
て

「
一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
か
け
て
、
英
国
で
は
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
地
域
の
声

を
代
表
す
る
議
会
を
も
う
け
て
、
中
央
の
中
央
の
議
会
（
ウ
ェ
ス

ト
ミ
ン
ス
タ
ー
国
会
）
の
権
限
（
立
法
権
）
の
一
部
を
そ
れ
ら
の
地

域
議
会
に
委
譲
す
る“D

evolution ”

（
分
権
改
革
）
が
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
分
権
改
革
の
最
大
の
特
徴
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー

ル
ズ
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
委
譲
さ
れ
た
権
限
の
大
き
さ
が
そ
れ

ぞ
れ
異
な
っ
た
こ
と
で
あ
る

（
34
）

」
と
い
う
特
徴
が
あ
る
の
で
、
一
概

に
準
連
邦
国
家
へ
移
行
し
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
は
も
っ
と
も
大
き
な
権
限
が
委
譲
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
執
行
部
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
省
の
機
能
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い

だ
た
め
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
主
要
立
法
の
制
定
権
と
課
税
変
更

権
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
九
九
八
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
（S

cotland 

A
ct 1998

）」
に
よ
れ
ば
、
国
が
権
限
を
留
保
す
る
事
項
以
外
の
同

議
会
に
分
権
さ
れ
た
事
項
、
具
体
的
に
は
国
が
権
限
を
留
保
す
る

法
律
全
般
や
、
国
の
機
関
に
関
す
る
事
項
、
防
衛
、
外
交
、
マ
ク

ロ
経
済
政
策
、
社
会
保
障
、
入
国
管
理
以
外
の
分
野
に
お
け
る
直

接
的
（
一
次
的
）
な
立
法
機
能
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
付
与
さ
れ
て
い
る
一
次
立
法

一
一
〇



ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
運
動
を
通
し
て
み
た
イ
ギ
リ
ス
の
国
政
と
地
域
政
治
（
山
田
）

（
六
九
七
）

と
す
る
並
列
合
意
（parallel consent

）
と
出
席
議
員
の
六
〇
％
以

上
の
賛
成
が
必
要
で
、
そ
の
中
に
は
、
最
低
四
〇
％
は
ユ
ニ
オ
ニ

ス
ト
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
賛
成
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

す
る
投
票
効
力
調
整
多
数
決
（w

eighted m
ajority

）
と
い
う
勢
力

均
衡
（
権
力
共
有
）
の
し
く
み
が
存
在
す
る

（
38
）

。
地
域
の
経
済
力
の

小
さ
さ
も
自
治
拡
大
の
制
約
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

三
地
域
の
自
治
制
度
の
現
状
を
見
る
と
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に

は
支
分
国
（
邦
・
州
）
と
い
え
る
程
度
の
権
限
が
付
与
さ
れ
て
お

り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
間
に
は
準
連
邦
国
家

的
要
素
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
そ
れ
も
権
限
踰
越
の
法
則

に
従
え
ば
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
（
イ
ギ
リ
ス
議
会
）
の
法
改

正
で
剥
奪
さ
れ
る
可
能
性
も
残
っ
て
い
る
。
ま
た
ウ
ェ
ー
ル
ズ
は

権
限
の
弱
い
広
域
自
治
体
に
過
ぎ
ず
支
分
国
（
邦
・
州
）
と
い
え

る
状
態
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
現
状
も
支

分
国
（
邦
・
州
）
と
い
え
る
状
態
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
議
会
（
国
会
）
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会

の
呼
称
はP

arliam
ent

（
国
会
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ウ
ェ
ー

ル
ズ
と
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
議
会
の
呼
称
がA

ssem
bly

（
議
会
）
で

あ
る
こ
と
か
ら
も
類
推
で
き
る

（
39
）

。
Ｌ
Ｇ
Ａ
を
含
め
る
と
四
つ
に
分

類
さ
れ
る
地
域
議
会
の
首
長
や
議
員
の
選
挙
の
一
部
は
、
伝
統
的

一
次
立
法
の
制
定
を
要
求
で
き
る
よ
う
に
議
事
規
則
を
変
更
し
、

イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
政
府
に
圧
力
を
か
け
て
い
る
が
実

現
し
て
い
な
い
。

ま
た
ウ
ェ
ー
ル
ズ
議
会
に
委
譲
さ
れ
る
権
限
（devolved 

pow
ers

）
と
英
国
議
会
に
留
保
さ
れ
る
権
限
（reserved pow

ers

）

の
区
分
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
と
は
規
定
の
仕
方
が
若
干
異
な
っ

て
い
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
で
は
留
保
権
限
が
明
記
さ
れ
、
そ

れ
以
外
の
権
限
は
す
べ
て
委
譲
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
ウ
ェ
ー
ル

ズ
政
府
法
で
は
委
譲
さ
れ
る
権
限
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ

え
ウ
ェ
ー
ル
ズ
議
会
に
委
譲
さ
れ
た
権
限
に
た
い
し
て
、
英
国
議

会
は
い
つ
で
も
関
与
す
る
権
限
を
保
有
し
て
い
る
の
で
あ
る

（
37
）

。

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
議
会
の
権
限
は
複
雑
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
議
会
は
創
設
と
停
止
、
す
な
わ
ち
イ
ギ
リ
ス

（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
政
府
の
直
接
統
治
と
議
会
復
活
を
繰
り
返
し

て
き
た
。
そ
れ
は
テ
ロ
の
勃
発
等
に
よ
る
政
情
不
安
が
生
み
だ
し

て
き
た
も
の
で
あ
る
。
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
議
会
で
は
ユ
ニ
オ
ニ
ス

ト
優
位
の
抑
制
へ
の
配
慮
が
見
ら
れ
る
。
議
会
議
員
選
挙
の
投
票

方
法
の
比
例
代
表
制
の
Ｓ
Ｔ
Ｖ
方
式
の
採
用
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

ま
た
、
投
票
の
結
果
多
数
派
が
形
成
さ
れ
た
場
合
、
必
ず
ユ
ニ
オ

ニ
ス
ト
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
両
方
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
一
一
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表
5
　
英
国
の
選
挙
制
度

選
出

方
法

左
記

選
出

方
法

が
採

用
さ

れ
て

い
る

選
挙

先
順

位
当

選
制

度
〔

小
選

挙
区

単
純

多
数

代
表

制
〕

（
F
irst P

ast the P
ost）

英
国

議
会

下
院

選
挙

地
方

自
治

体
の

議
会

議
員

選
挙

（
イ

ン
グ

ラ
ン

ド
・

ウ
ェ

ー
ル

ズ
）

小
選

挙
区

比
例

代
表

併
用

制
〔

小
選

挙
区

比
例

代
表

連
用

制
〕

＊
1

（
A
dditional M

em
ber S

ystem
）

ス
コ

ッ
ト

ラ
ン

ド
議

会
　

ウ
ェ

ー
ル

ズ
議

会
グ

レ
ー

タ
ー

・
ロ

ン
ド

ン
・

オ
ー

ソ
リ

テ
ィ

の
議

会
議

員
選

挙

補
足

投
票

制
度

〔
小

選
挙

区
二

票
累

積
型

完
全

多
数

代
表

制
〕

＊
2

（
S
upplem

entary V
ote S

ystem
）

グ
レ

ー
タ

ー
・

ロ
ン

ド
ン

・
オ

ー
ソ

リ
テ

ィ
の

首
長

選
挙

地
方

自
治

体
の

首
長

選
挙

単
記

移
譲

式
投

票
制

度
〔

厳
正

名
簿

型
単

記
移

譲
式

投
票

制
〕

＊
3

（
S
ingle T

ransferable V
ote）

地
方

自
治

体
の

議
会

議
員

選
挙

（
ス

コ
ッ

ト
ラ

ン
ド

・
北

ア
イ

ル
ラ

ン
ド

）
北

ア
イ

ル
ラ

ン
ド

議
会

注
　

 表
は

自
治

体
国

際
化

協
会

編
『

英
国

の
地

方
自

治
（

概
要

版
）

─
2011年

改
訂

版
─

』
よ

り
引

用
　

　〔
　

〕
は

筆
者

が
加

え
た

。
＊

1
 　

比
例

代
表

制
の

議
席

配
分

は
小

選
挙

区
制

で
獲

得
し

た
議

席
数

を
分

母
と

し
て

各
政

党
の

得
票

数
を

除
し

て
決

定
す

る
の

で
連

用
制

と
表

記
し

た
。

＊
2
 　

当
選

者
一

名
で

あ
る

が
、

有
権

者
は

優
先

順
位

を
つ

け
て

二
人

に
投

票
し

、
優

先
票

で
過

半
数

を
得

た
候

補
者

が
い

な
か

っ
た

場
合

に
は

、
上

位
二

名
以

外
の

候
補

者
の

第
二

位
の

票
を

、
下

位
の

者
の

票
か

ら
二

人
に

投
ぜ

ら
れ

た
票

を
配

分
し

て
行

き
、

過
半

数
に

達
し

た
も

の
を

当
選

者
と

す
る

も
の

で
あ

り
、

下
位

候
補

者
の

第
二

位
の

票
を

累
積

さ
せ

る
こ

と
か

ら
こ

の
表

記
と

し
た

。
＊

3
 　

各
政

党
の

名
簿

あ
る

候
補

者
に

優
先

順
位

を
つ

け
て

投
票

し
、

当
選

基
数

を
越

え
た

票
を

獲
得

し
た

者
か

ら
当

選
者

と
し

、
残

り
の

当
選

者
優

先
順

位
に

し
た

が
っ

て
票

を
移

譲
す

る
こ

と
で

当
選

者
を

決
定

す
る

も
の

な
の

で
こ

の
表

記
に

し
た

。

一
一
二



ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
運
動
を
通
し
て
み
た
イ
ギ
リ
ス
の
国
政
と
地
域
政
治
（
山
田
）

（
六
九
九
）

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
各
地
域
を
単
位
と
し
て
、
議
員
定
数
六
〇
〇

人
の
新
し
い
選
挙
制
度
で
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
一
日
時
点
で
の

選
挙
人
数
を
用
い
て
計
算
す
る
と
、
下
院
（
庶
民
院
）
の
議
席
は
、

前
述
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
五
二
議
席
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
三
〇
議
席
、

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
一
六
議
席
に
加
え
て
、
東
（
イ
ー
ス
ト
）
ミ
ッ

ド
ラ
ン
ド
に
四
四
議
席
、
東
（
イ
ー
ス
ト
）
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に

五
六
議
席
、
ロ
ン
ド
ン
に
六
八
議
席
、
北
東
（
ノ
ー
ス
・
イ
ー
ス

ト
）
に
二
六
議
席
、
北
西
（
ノ
ー
ス
・
ウ
ェ
ス
ト
）
に
六
八
議
席
、

南
東
（
サ
ウ
ス
・
イ
ー
ス
ト
）
に
八
三
議
席
、
南
西
（
サ
ウ
ス
・

ウ
ェ
ス
ト
）
に
五
三
議
席
、
西
（
ウ
ェ
ス
ト
）
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
に

五
四
議
席
、
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
・
ハ
ン
バ
ー
に
五
〇
議
席
配
分
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
一
二
地
区
の
平
均
は
五
〇
議
席
で
あ
り
、
選
挙

人
の
平
均
人
数
は
七
万
六
百
人
と
な
る

（
40
）

。
欧
州
議
会
議
員
選
挙
を

通
し
て
み
た
場
合
、
こ
の
一
二
地
域
が
イ
ギ
リ
ス
の
広
域
自
治
体

の
基
準
と
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
え
る
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
住
民
か

ら
の
調
査
に
よ
る
と
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
住
民
の
四
三
％
し
か

地
域
と
の
一
体
感
を
感
じ
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
で
は
住
民
の
七
二
％
が
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
は
八
一
％
が
一
体

な
優
先
順
位
当
選
制
度
（
小
選
挙
区
単
純
多
数
代
表
制
）
で
は
な
く
、

他
の
制
度
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
相
違
を
示
す
と
表
5

の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

5 　

イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
の
地
域

政
治
の
実
態
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
運
動

の
影
響

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
Ｇ
Ｌ
Ａ
と
八
つ
の
地
域
開
発
公
社
設
置
区
域

に
議
会
が
置
か
れ
、
そ
れ
ら
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
、
ウ
ェ
ー

ル
ズ
議
会
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
議
会
と
類
似
し
た
資
格
を
有
す
る

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
地
域
議
会
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ら
が

設
置
さ
れ
れ
ば
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
は
明
確
に
「
イ
ギ
リ
ス

（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
議
会
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
来
イ
ギ
リ

ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
が
そ
う
し
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
い
る

こ
と
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
九
つ
の
地
域
が
欧
州
議
会
議
員
選
挙

時
の
選
挙
区
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
。
そ
の
延

長
線
上
に
、
二
〇
一
一
年
に
成
立
し
た
下
院
（
庶
民
院
）
改
革
に

お
い
て
も
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
の
各
地
域
（
欧
州
議
会
議
員
選
挙
時

の
選
挙
区
）
の
選
挙
人
数
に
基
づ
き
、
サ
ン
＝
ラ
グ
式
で
そ
れ
ぞ

れ
の
選
挙
区
数
（
定
数
…
著
者
注
）
を
算
出
す
る
こ
と
が
提
案
さ

一
一
三
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を
優
遇
し
す
ぎ
だ
と
の
批
判
が
起
き
て
い
る

（
42
）

。」
と
の
報
道
が

あ
っ
た
。
但
し
住
民
投
票
が
否
決
を
決
定
し
た
こ
と
を
受
け
て

キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
は
「
全
英
国
が
よ
り
良
く
明
る
い
将
来
に
向
け

て
一
致
団
結
す
べ
き
だ
。
公
約
し
た
権
限
委
譲
を
進
め
る
」
と
述

べ
た

（
43
）

と
の
報
道
も
み
ら
れ
る
。

キ
ャ
メ
ロ
ン
の
投
票
前
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
分
権
拡
大
の

提
案
に
対
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
優
遇
へ
の
反
対
意
見
が
あ
る

反
面
、
ロ
イ
タ
ー
は
「
英
国
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
型
『
自
治
』
を

求
め
る
声
、
格
差
拡
大
で
」「
英
国
か
ら
の
独
立
の
是
非
を
問
う

住
民
投
票
を
実
施
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
」
と
い
う
見
出
し
で

ニ
ュ
ー
ス
を
配
信
し
た
。
そ
こ
に
は
、「
独
立
の
気
運
の
高
ま
り

に
よ
り
、
英
国
の
各
地
で
も
、
自
治
の
可
能
性
拡
大
と
い
う
望
み

に
火
が
つ
い
て
い
る
」
こ
と
を
強
調
し
、「
し
か
し
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
独
立
投
票
で
、
地
方
の
政
治
家
や
指
導
者
、
企
業
家
た
ち

は
地
域
の
成
長
促
進
に
必
要
な
自
治
を
強
く
求
め
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
Ｖ
ニ
ュ
ー
ス
の
委
託
で
調
査
会
社
コ
ム
レ
ス
が

行
っ
た
世
論
調
査
で
は
、
回
答
者
の
四
八
％
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
や

ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
各
都
市
や
地
域
に
も
っ
と
権
限
を
移
譲
す
る
こ
と

に
賛
成
し
て
い
る
」
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

さ
ら
に
〈
ま
ず
は
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
か
〉
の
小
見
出
し
に
続
け
て

感
を
感
じ
て
い
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
九
地
域
で
は
、
南
西
（
サ

ウ
ス
・
ウ
ェ
ス
ト
）
の
数
字
は
な
い
が
、
北
西
（
ノ
ー
ス
・
ウ
ェ
ス

ト
）、
西
（
ウ
ェ
ス
ト
）
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
で
は
九
割
以
上
が
、
北
東

（
ノ
ー
ス
・
イ
ー
ス
ト
）
と
南
東
（
サ
ウ
ス
・
イ
ー
ス
ト
）
で
は

八
五
％
以
上
が
地
域
へ
の
帰
属
意
識
を
有
し
て
い
る
。
北
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
は
、
国
会
議
員
の
地
域
政
党
所
属
議
員
へ
の
票
か
ら
見
る

と
帰
属
意
識
に
は
バ
ラ
ツ
キ
が
み
ら
れ
る
。
南
西
（
サ
ウ
ス
・

ウ
ェ
ス
ト
）
で
は
、
半
分
ほ
ど
の
地
域
で
コ
ー
ン
ウ
オ
ー
ル
語
が

話
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
上
位
の
四
地
域
は
そ
れ
ぞ
れ
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
や
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
接
し
た
地
域
で
あ
り
、
コ
ー
ン
ウ
オ
ー

ル
地
域
も
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
接
し
て
い
る
（
ロ
ン
ド
ン
か
ら
遠
い
）
こ

と
が
、
居
住
地
へ
の
帰
属
意
識
を
高
い
も
の
に
し
て
い
る
と
推
測

で
き
る

（
41
）

。

今
回
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
に
関
す
る
住
民
投
票
に
対
し

て
、「
保
守
党
を
率
い
る
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
始
め
英
有
力
三
政
党

の
各
党
首
が
一
六
日
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
地
元
紙
上
で
『
独
立
が

否
決
さ
れ
れ
ば
更
な
る
権
限
委
譲
を
行
な
う
』
と
の
共
同
宣
誓
文

を
発
表
し
た
こ
と
に
対
し
、
賛
成
派
で
は
『
い
ま
さ
ら
信
用
で
き

な
い
』
と
の
反
発
が
広
が
っ
た
。
逆
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
や
ウ
ェ
ー

ル
ズ
な
ど
英
国
内
の
他
の
地
域
か
ら
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
だ
け

一
一
四



ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
運
動
を
通
し
て
み
た
イ
ギ
リ
ス
の
国
政
と
地
域
政
治
（
山
田
）

（
七
〇
一
）

の
他
は
自
由
に
地
域
の
意
思
に
従
っ
て
遂
行
し
て
い
く
権
利
を
各

地
方
に
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
イ
ギ
リ
ス

（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
で
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
極
端
に
広
く

人
口
も
多
い
地
域
を
地
方
と
し
た
の
で
は
、
準
国
家
と
い
え
る
も

の
に
な
っ
て
し
ま
い
、
有
効
な
分
権
の
受
け
皿
と
な
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

こ
う
し
た
こ
と
を
考
え
た
ば
あ
い
、
下
院
（
庶
民
院
）
議
員
数

で
五
〇
人
程
度
が
選
出
さ
れ
る
べ
き
規
模
の
広
域
自
治
体
を
創
り
、

そ
こ
に
分
権
し
て
い
こ
う
と
す
る
方
向
性
が
求
め
ら
れ
る
可
能
性

が
高
い
こ
と
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
運
動
か
ら
も
推
測
で

き
る
。
そ
う
考
え
た
場
合
、
イ
ギ
リ
ス
の
八
つ
の
地
域
開
発
公
社

が
設
置
さ
れ
て
い
る
地
域
で
は
、
再
度
公
選
の
首
長
と
議
会
を
持

つ
民
主
的
な
地
方
公
共
団
体
の
創
設
に
向
け
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
の
よ
う
に
、
必
要
な
ら
ば
地
域
政
党
を
創
設
し
住
民
投
票
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
草
の
根
か
ら
自
治
権
拡
大
運
動
を
展
開

す
る
必
要
が
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
し
て
き
て
い
る
ボ
ー

ダ
レ
ス
社
会
に
お
け
る
、
広
域
的
な
地
域
を
単
位
と
し
た
強
力
な

自
治
分
権
を
推
進
で
き
る
主
体
確
立
の
必
要
性
を
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
独
立
に
向
け
た
住
民
投
票
は
、
多
く
の
地
域
や
住
民
に
教

え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

「
英
国
最
大
の
地
域
で
あ
る
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
カ
ー
タ
ー
氏
（
四
八
）
は
八
月
、

「
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
打

ち
出
し
、
地
方
自
治
体
へ
の
権
限
委
譲
を
求
め
た
。」
こ
と
や

「
北
部
グ
レ
ー
タ
ー
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
住
民
も
同
意
見
だ
ろ
う

と
」
配
信
し
て
い
る
。
ま
た
ウ
ェ
ー
ル
ズ
民
族
党
の
党
首
を
務
め

た
ダ
フ
ィ
ド
・
ウ
ィ
グ
リ
ー
氏
が
「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
民
族
党
は
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
認
め
ら
れ
て
い
る
の
と
同
じ
よ
う
な
条
件
で
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
増
税
や
支
出
を
求
め
る
権
限
が
与
え
ら
れ
る
べ
き

だ
と
考
え
て
い
る
」
と
述
べ
た
こ
と
も
伝
え
て
い
る

（
44
）

。

こ
う
し
た
分
権
理
論
を
支
え
て
い
る
「
補
完
性
の
原
理

（S
ubsidiarity

）
は
、
一
九
七
九
年
以
来
の
イ
ギ
リ
ス
の
修
正
で

あ
る
ウ
ル
ト
ラ
・
ヴ
ァ
イ
レ
ス
（
権
限
踰
越
）
の
法
理
と
は
大
き

く
矛
盾
し
た
解
釈
で
は
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン

ス
タ
ー
（
英
国
議
会
）
か
ら
権
限
を
剥
奪
し
、
広
域
自
治
体
や
基

礎
自
治
体
に
そ
れ
を
委
譲
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
用
語
と
し
て
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の

（
45
）

」
で
あ
る
こ
の
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス

の
地
方
自
治
制
度
が
、
制
限
列
挙
方
式
か
ら
概
括
例
示
方
式
に
移

行
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
も
の
と
も
い
え
る
。
国
家
に
は
本

来
国
家
し
か
担
当
で
き
な
い
権
限
の
み
を
担
当
し
て
も
ら
い
、
そ

一
一
五
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（
5
） 

人
口
と
面
積
に
関
し
て
は
、
自
治
体
国
際
化
協
会
『
英
国
の

地
方
自
治
（
概
要
版
）
│
二
〇
一
三
年
改
訂
版
│
』
参
照

（
6
） F

. J. M
. M

adden ‘U
nderstand Irish H

istory’ T
he 

M
cG

raw
-H

ill C
om

panies.

（
7
） 

外
務
省
：
各
国
・
地
域
情
勢
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
参
照

（
8
） 

石
見
豊
著
「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
分
権
改
革
」、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
の
分
権
改
革
再
検
討
」
国
士
舘
大
学
政
経
学
会
『
政
経
論
争
』

参
照

（
9
） 

自
治
体
国
際
化
協
会
（
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ
）
編
『
英
国
の
地
方
自

治
（
概
要
版
）
│
二
〇
一
一
年
改
訂
版
│
』、『
英
国
の
地
方
自
治

（
概
要
版
）
│
二
〇
一
三
年
改
訂
版
│
』、
江
上
能
義
著
「
ブ
レ
ア

政
権
下
の
地
域
分
権
⑴
」『
政
策
科
学
・
国
際
関
係
論
集
』

二
〇
〇
五
年
参
照

（
10
） 

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
結
果
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
樹
著

「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党
」
国
立
国
会

図
書
館
『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
及
び
、

Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ
会
ロ
ン
ド
ン
事
務
所
「
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
」
二
〇
一
一
年
七
月
配
信
を
参
照
し
整
理
し
た
。

（
11
） 

「
公
共
団
体
や
企
業
あ
る
い
は
そ
の
他
の
団
体
の
法
律
や
契
約

に
お
け
る
関
係
の
中
で
、
そ
れ
ら
の
団
体
が
法
令
や
法
文
化
さ
れ

た
証
書
に
よ
っ
て
制
約
を
受
け
る
と
い
う
重
要
な
原
則
」（D

avid 
M

 W
alker, ‘T

he O
xford C

om
panion L

aw
’ C

larendon 
P
ress, 1980. p.775.

）
で
あ
り
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は

「
特
定
の
法
律
の
中
に
自
ら
の
行
為
に
対
す
る
積
極
的
な
権
威
を
見

註（
1
） G

eorge K
erevan and A

lan C
ochrane “S

C
O
T
T
IS

H
 

IN
D
E
P
E
N
D
E
N
C
E
 Y

E
S
 N

O
” T

he H
istory P

ress 2014, 
P
.9.

投
票
の
結
果
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｔ
Ｖ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
参
照
し
た
。

（
2
） 

一
七
〇
六
年
の
連
合
条
約
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
併
合
し
、

一
七
〇
七
年
に
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
、
ブ
リ
テ
ン
王
国
）

と
な
っ
た
時
の
正
式
な
国
名
は
、“the united kingdom

 of G
reat 

B
ritain”

と
表
記
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
八
〇
一
年
の
連
合
法
に

よ
っ
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
併
合
し
新
た
な
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連

合
王
国
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
諸
島
王
国
）
と
な
っ
た
時
の
正
式
な

国
名
は“the U

nited K
ingdom

 of G
reat B

ritain and Ireland”

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
二
二
年
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
内
が
分

裂
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
が
独
立
し
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
イ

ギ
リ
ス
に
と
ど
ま
っ
た
後
は
、
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）

の
正
式
な
呼
称
は“the U
nited K

ingdom
 of G

reat B
ritain 

and N
othern Ireland”

と
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
イ
ギ
リ
ス
は
正
式

に
は
Ｕ
Ｋ
（
連
合
王
国
）
と
す
る
か
、
時
代
の
状
況
に
合
わ
せ
て

呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
が
、
本
論
文
で
は
現
在
の
日
本
の
国
名
呼
称
に

従
い
、
国
名
を
イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）、
イ
ギ
リ
ス

（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
を
構
成
す
る
地
域
を
そ
れ
ぞ
れ
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
し
た
。

（
3
） G

. K
erevan &

 A
. C

ochrane, ibid.

（
4
） 

「
英
国
ニ
ュ
ー
ス
の
行
間
を
読
め
！
」5 D

ecem
ber 2013 

V
ol.400.

（http://w
w
w
.new

s-digest.co.uk/new
s/

）

一
一
六



ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
運
動
を
通
し
て
み
た
イ
ギ
リ
ス
の
国
政
と
地
域
政
治
（
山
田
）

（
七
〇
三
）

ト
ン
人
）
の
名
が
成
立
し
た
」（
青
山
吉
信
編
『
イ
ギ
リ
ス
史
1　

先
史
▲
中
世
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
二
五
頁
）
と
い
わ

れ
て
い
る
。

（
15
） 

青
山
、
前
掲
書
、
七
│
六
三
頁
やR

osem
ary G

oring, 
‘S

cotland: T
he A

utobiography’. P
enguin B

ooks. 2014

な
ど

を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
16
） 

青
山
、
前
掲
書
、
八
七
│
一
四
八
頁
参
照

（
17
） Joseph C

oohill, ‘Ireland A
 S

hort H
istory’ O

new
orld. 

2014. pp.10-16.

参
照

（
18
） 

小
林
照
夫
著
「
合
邦
下
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド　

│
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
│
」 

関
東
学
院
大
学
文
学
部

『
紀
要
』
第
一
二
〇
・
一
二
一
号
合
併
号
下
巻
、
二
〇
一
〇
年
、

三
九
頁

（
19
） 

松
井
理
一
郎
著
『
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
原
点　

│
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
が
映
し
出
す
「
イ
ギ
リ
ス
」
の
光
と
影
』
あ
る
ば
書
房
、

二
〇
〇
五
年
、
一
二
〇
頁

（
20
） Jonathan B

arry, ‘T
he T

udor and S
tuart T

ow
n, A

 
reader in E

nglish urban history, 1530-1688’ L
ongm

an. 
1990. p.p.39-51.

（
21
） 

小
林
、
前
掲
論
文
、
五
六
頁
参
照

（
22
） T

revor-R
oper “T

he G
eneral C

risis of the S
eventeenth 

C
entury” V

olum
e 16, 1959.

今
井
宏
訳
・
同
編
訳
『
一
七
世
紀

危
機
論
争
』
創
文
社
、
一
九
七
五
年

（
23
） Im

m
anuel W

allerstein, “T
he M

odern W
orld-S

ystem
 

出
す
こ
と
が
で
き
る
ば
あ
い
に
限
っ
て
、
確
か
に
例
外
は
あ
る
も

の
の
行
政
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
地
方
公
共
団
体
は
そ
の

地
域
の
人
々
の
便
益
に
つ
い
て
総
合
的
な
法
的
能
力
を
有
し
て
は

い
な
い
の
で
あ
る
。
法
律
が
そ
の
部
分
に
つ
い
て
の
べ
て
い
な
い

と
い
う
消
極
的
な
解
釈
で
は
十
分
で
は
な
い
。
特
別
な
権
威
が
付

与
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
な
条
件
で
あ
る
」（P

eter G
. 

R
ichards, T

he L
ocal G

overnm
ent ‒ T

he N
ew

 L
ocal 

G
overnm

ent S
eries 5 ‒ G

eorge A
llen &

 U
nw

in L
td, 1983, 

P
.2.

）

（
12
） 

Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ
『
英
国
の
地
方
自
治
（
概
要
版
）
│
二
〇
一
三

年
改
訂
版
│
』
七
一
│
七
二
頁
を
参
照
し
整
理
し
た
。

（
13
） 

神
奈
川
県
報
告　372148

（
14
） 

イ
ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
：
連
合
王
国
）
の
歴
史
の
中
で
扱
わ
れ
て

き
た
領
域
は
、
そ
の
時
々
の
英
語
表
記
の
国
家
名
に
か
か
わ
ら
ず
、

ブ
リ
テ
ン
島
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
と
そ
の
周
辺
に
位
置
す
る
島
嶼

地
域
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
全

体
は｢

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
諸
島
（B

ritish Isles

）｣

と
も
呼
ば
れ
る
。

こ
の
こ
と
はM

ark N
icholls, ‘A

 H
IS

T
O
R
Y
 of the M

O
D
E
R
N
 

B
R
IT

IS
H
 IS

L
E
S
 

│1529

│1603

│ T
he T

ow
 K

ingdom
s’ 

B
lackw

ell.

か
ら
も
理
解
で
き
る
。
な
お
そ
の
起
源
は
「
前
四
世

紀
同
じ
く
マ
ル
セ
イ
ユ
の
航
海
者
ピ
ュ
テ
ア
ス
は
、
両
党
を
一
括

し
て
「
プ
レ
タ
ニ
」「
プ
リ
タ
ニ
」
と
よ
ん
だ
。
以
来
こ
れ
が
多
く

の
著
作
家
に
採
用
さ
れ
、
や
が
て
ラ
テ
ン
語
の
「
ブ
リ
ト
ニ
」
に

転
訛
し
、
島
名
「
ブ
リ
タ
ニ
ア
」、
住
民
「
ブ
リ
ト
ネ
ス
」（
ブ
リ

一
一
七



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
七
〇
四
）

『
二
〇
〇
五
年
英
国
議
会
下
院･

統
一
地
方
選
挙
』
自
治
体
国
際
化

協
会
、
英
国
下
院
図
書
館
資
料
「G

eneral E
lection 2005 

（H
ouse 

of C
om

m
ons L

ibrary R
esearch P

aper

）」
二
〇
〇
五
年
「
英

国
下
院
議
会
総
選
挙
」
等
を
参
照
し
て
作
成
し
た
。

（
30
） S

tevens, T
he P

olitico’s G
uide to L

ocal G
overnm

ent, 
op. cit., p.56.

石
見
、
前
掲
訳
参
照

（
31
） 

石
見
豊
著
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
地
方
行
政
」『
政
経
学
会
創
立

五
〇
周
年
記
念
号
』
国
士
舘
大
学
政
経
学
会

（
32
） 

石
見
、
前
掲
論
文
、
参
照

（
33
） 

江
上
著
、
前
掲
論
文
、
九
頁
。
な
お
数
字
表
記
等
は
筆
者
が

修
正
し
た
。

（
34
） 

石
見
、
前
掲
書
、
一
一
頁

（
35
） 

石
見
、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
分
権
改
革
再
検
討
」
参
照

（
36
） 

二
次
立
法
：
従
位
立
法
（subordinate legislation

）
と
は
、

「
英
国
議
会
が
制
定
し
た
法
律
の
範
囲
内
で
定
め
ら
れ
る
規
則

（rule

）
や
規
制
（regulation

）
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
通
常
の

二
次
立
法
制
定
権
：
枢
密
院
令
に
基
づ
い
て
各
省
大
臣
お
よ
び
各

省
に
委
譲
さ
れ
る
も
の
」
で
あ
り
（
石
見
、「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
分
権

改
革
」
参
照
）、
そ
れ
ゆ
え
こ
の
二
次
立
法
権
は
国
会
が
制
定
し
た

立
法
の
枠
内
で
の
細
則
な
ど
を
制
定
す
る
権
限
で
あ
り
、
実
際
上

は
命
令
制
定
権
で
し
か
な
い
。

（
37
） 

石
見
、「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
分
権
改
革
」

（
38
） 
石
見
、「
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
分
権
改
革
」

（
39
） 
石
見
豊
著
「
英
国･

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
分
権
改
革

vol. 2: M
ercantilism

 and the C
onsolidation of the 

E
uropean W

orld-econom
y, 1600-1750”, 

（A
cadem

ic P
ress, 

1980
）.

川
北
稔
訳
『
近
代
世
界
シ
ス
テ
ム　
一
六
〇
〇
│
一
七
五
〇

│
重
商
主
義
と
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
経
済
」
の
凝
集
』、
名
古
屋

大
学
出
版
会
、
一
九
三
三
年

（
24
） S

tevens, A
ndrew

, T
he P

olitico’s G
uide to L

ocal 
G
overnm

ent, 2nd ed., L
ondon: P

olitico’s, 2006.

石
見
豊
訳

『
英
国
の
地
方
自
治
│
歴
史
・
制
度
・
政
策
│
』
芦
書
房
、

二
〇
一
一
年
、
八
頁
、D

avid M
 W

alker, op. cit. p.595.

参
照

（
25
） 

富
沢
霊
岸
著
『
イ
ギ
リ
ス
中
世
史
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

一
九
九
八
年
、
第
二
章

（
26
） S

. A
ndrew

.

石
見
訳
、
前
掲
書
、
八
頁

（
27
） 

杉
本
豊
久
著
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
言
語
事
情
と
グ

ラ
ス
ゴ
ー
の
ゲ
ー
ル
語
教
育
」
成
城
大
学
『
成
城
文
藝
』
一
九
六

号
、
二
〇
〇
六
年
九
月
、
八
五
│
八
六
頁
、
ジ
ョ
ン　
Ｃ
．
マ
ー

ハ
・
臼
井
直
人
著
「
イ
ギ
リ
ス
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
」
国
際
基

督
教
大
学
『
教
育
研
究
』
四
〇
号
、
一
九
九
八
年
、
三
九
│
四
二

頁
参
照

（
28
） 

小
松
由
季
著
「
英
国
議
会
下
院
改
革
及
び
選
挙
制
度
改
革
等

の
動
き
」
参
議
院
事
務
局
企
画
調
査
室
編
『
立
法
と
調
査
』
№

三
二
一
、
同
調
査
室
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
、
八
三
頁

（
29
） 

自
治
体
国
際
化
協
会
編
『
英
国
の
地
方
自
治
（
概
要
版
）
│

二
〇
一
一
年
改
訂
版
│
』、『
英
国
の
地
方
自
治
（
概
要
版
）
│

二
〇
一
三
年
改
訂
版
│
』、
ク
レ
ア
レ
ポ
ー
ト
第
二
六
九
号

一
一
八



ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
運
動
を
通
し
て
み
た
イ
ギ
リ
ス
の
国
政
と
地
域
政
治
（
山
田
）

（
七
〇
五
）

の
新
段
階
」『
政
経
論
叢
』
国
士
舘
大
学
政
経
学
会

（
40
） 

小
松
、
前
掲
論
文
、
八
三
頁

（
41
） 
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ
・
ロ
ン
ド
ン
事
務
所
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け

る
権
限
委
譲
に
向
け
た
動
き
』
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ
三
│
四
頁

（
42
） 

「
英
国
ニ
ュ
ー
ス
」W

ednesday, 17 S
eptem

ber 2014 18:30

（http://w
w
w
.new

s-digest.co.uk/new
s/

）

（
43
） 

「
日
本
経
済
新
聞
」
二
〇
一
四
・
九
・
一
九　
一
六
：
三
六
、

日
本
経
済
新
聞　
電
子
版

（
44
） 

ロ
イ
タ
ー
「C

ube
ニ
ュ
ー
ス
」
九
月
一
八
日
（
木
）
一
八
時

二
四
分

（
45
） D

avid M
 W

alker, op. cit. p.229.

一
一
九





ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
企
業
構
造
と
不
祥
事
と
の
関
連
（
稲
葉
）

（
七
〇
七
）

一　

は
じ
め
に
│
仮
説

本
稿
は
稲
葉
（
二
〇
一
四
）
を
補
完
す
る
研
究
ノ
ー
ト
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
稲
葉
（
二
〇
一
四
）
の
基
本
的
な
論
旨
を
再
確
認
し

た
い
。
稲
葉
（
二
〇
一
四
）
で
は
企
業
不
祥
事
を
日
本
監
査
役
協

会
（
二
〇
一
四
）
の
定
義
に
準
拠
す
る
が
、
そ
の
あ
い
ま
い
な
部

分
を
排
除
し
、「
企
業
不
祥
事
と
は
、
会
社
の
役
職
員
に
よ
る
、

不
正
行
為
ま
た
は
法
令
も
し
く
は
定
款
に
違
反
す
る
重
大
な
事
実
、

そ
の
他
公
共
の
利
害
な
い
し
は
社
会
の
規
範
に
反
す
る
行
為
で
、

会
社
に
対
す
る
社
会
の
信
頼
を
損
な
わ
せ
る
よ
う
な
不
名
誉
で
好

ま
し
く
な
い
事
象
。」
と
定
義
し
て
い
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、

北
見
（
二
〇
一
〇
）
に
よ
る
不
祥
事
の
分
類
に
し
た
が
い
、
不
祥

事
を
図
1
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
以
下
の
四
タ
イ
プ
と
し
た
。

①　

規
範
逸
脱
行
為
を
伴
い
、
最
終
消
費
者
に
直
接
的
な
被
害
を

与
え
る
不
祥
事
（T

ypeⅠ

）

②　

最
終
消
費
者
に
直
接
的
な
被
害
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
規

範
逸
脱
行
為
を
伴
う
不
祥
事
（T

ypeⅡ

）

③　

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
連
す
る
対
策
不
備
に
起
因
す
る
不
祥

事
（T

ypeⅢ

）

④　

企
業
・
組
織
に
直
接
か
か
わ
る
が
規
範
逸
脱
行
動
で
は
な
く

対
策
不
備
に
よ
る
不
祥
事
（T

ypeⅣ

）

こ
の
一
方
で
、
組
織
や
集
団
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
企
業
構
造
と
不
祥
事
と
の
関
連

稲　
　

葉　
　

陽　
　

二

一
二
一



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
七
〇
八
）

図 1　北見（2010）による企業不祥事の分類

図 2－ 1　社会関係資本からみた組織構造

一
二
二



ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
企
業
構
造
と
不
祥
事
と
の
関
連
（
稲
葉
）

（
七
〇
九
）

密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
組
織
で
は
凝
集
性
は
不
可
欠
で
あ
る
。

し
か
し
、
業
態
に
よ
っ
て
は
凝
集
性
を
必
要
と
し
な
い
も
の
も
あ

る
。
た
と
え
ば
、
専
門
職
の
集
団
で
あ
る
弁
護
士
事
務
所
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
な
ど
で
は
凝
集
性
が
高
く
な
く
と
も
業
務
の
遂
行

に
支
障
は
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
。
一
般
的
に
、
汎
用
品
の
生
産
か

ら
よ
り
付
加
価
値
の
高
い
多
品
種
少
量
生
産
の
業
態
に
変
化
し
て

い
く
に
従
っ
て
、
凝
集
性
の
必
要
が
低
下
し
て
い
く
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。

た
だ
し
、
組
織
内
で
の
凝
集
性
を
必
ず
し
も
必
要
と
し
な
い
組

織
で
も
、
外
に
開
い
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
こ
と
は
重
要
で
あ

る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
弁
護
士
、
会
計
士
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど

は
、
組
織
内
部
の
情
報
は
不
要
で
も
、
組
織
外
部
の
情
報
は
必
須

で
あ
る
。

一
方
、
組
織
の
外
に
対
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
た
な
い
組
織

も
存
在
す
る
。
そ
も
そ
も
外
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
必
要
と
し
な

い
単
純
作
業
の
職
場
な
ど
は
構
成
員
が
組
織
外
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
持
た
な
く
と
も
支
障
は
な
い
。
汎
用
品
の
製
造
現
場
な
ど
で

は
、
個
々
の
工
員
に
は
外
部
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
不
要
で
あ
る
。

問
題
は
、
本
来
、
外
部
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在
し
て
い
る

ケ
ー
ス
で
も
、
実
態
は
組
織
外
部
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
成
立
し

B
urt

（
一
九
九
二
）
やC

olem
an

（
一
九
八
八
）
の
議
論
を
参
考
に
、

図
2
│

1
に
示
す
よ
う
に
、
組
織
の
タ
イ
プ
と
し
て
次
の
四
つ
を

呈
示
し
た
。

①　

凝
集
性
が
高
く
、
外
部
に
対
し
て
閉
じ
た
組
織
（T

ype 1

）

②　

凝
集
性
が
低
く
、
外
部
に
対
し
て
閉
じ
た
組
織
組
織
（T

ype 2

）

③　

凝
集
性
が
高
く
、
外
部
に
対
し
て
開
い
た
（T

ype 3

）

④　

凝
集
性
が
低
く
、
外
部
に
対
し
て
開
い
た
組
織
（T
ype 4

）

凝
集
性
と
は
、
そ
の
組
織
内
部
の
構
成
員
間
の
ま
と
ま
り
の
状

態
を
表
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
即
し
て
考
え
れ
ば
、
組
織
の
構
成

員
の
間
に
双
方
向
の
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
る
状

態
な
ら
、
基
本
的
に
凝
集
性
が
高
い
。
一
方
、
個
々
の
構
成
員
が

そ
れ
ぞ
れ
組
織
の
中
で
孤
立
し
て
い
る
状
態
は
凝
集
性
が
低
い
。

ま
た
、
外
に
対
し
て
開
い
て
い
る
か
、
閉
じ
て
い
る
か
は
、
構

成
員
が
組
織
の
外
に
も
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
有
無
に
よ
る
。
構
成

員
が
組
織
外
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
閉
じ
た
組

織
、
持
っ
て
い
れ
ば
開
い
た
組
織
で
あ
る
。

こ
の
組
織
の
形
態
に
つ
い
て
若
干
付
言
す
る
と
、
凝
集
性
は
組

織
の
ま
と
ま
り
で
あ
る
か
ら
、
一
般
に
は
高
い
方
が
望
ま
し
い
。

自
動
車
工
場
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
が
、
前
後
の
工
程
と

一
二
三



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
七
一
〇
）

仮
説
二　

凝
集
性
が
高
く
、
か
つ
外
に
対
し
て
閉
鎖
性
が
強
い
組

織
（
図
2
│

2
のT

ype 1

）
は
、
組
織
の
規
範
逸
脱
行

為
に
よ
る
不
祥
事
（
図
1
のT

ypeⅠ

とT
ypeⅡ

）
の
頻

度
が
高
い
。

仮
説
三　

凝
集
性
が
低
く
、
か
つ
外
に
対
し
て
閉
鎖
性
が
強
い
組

織
（
図
2
│

2
のT

ype 2

）
は
、
製
品
に
関
す
る
不
具

合
に
起
因
す
る
不
祥
事
（
図
1
のT

ypeⅢ

）
の
頻
度
が

高
い
。

仮
説
四　

凝
集
性
が
高
く
、
か
つ
外
に
対
し
て
開
か
れ
た
組
織

（
図
2
│

2
のT

ype 3

）
で
は
、
不
祥
事
の
頻
度
が
低
い
。

つ
ま
り
、
企
業
不
祥
事
は
基
本
的
に
は
閉
鎖
性
の
強
い
組
織
で

生
じ
や
す
く
、
な
か
で
も
、
閉
鎖
性
が
強
く
内
輪
の
ま
と
ま
り

（
凝
集
性
）
の
高
い
組
織
の
ほ
う
が
、
よ
り
重
大
な
規
範
逸
脱
行
為

に
よ
る
不
祥
事
を
生
み
や
す
い
が
、
閉
鎖
性
が
強
く
凝
集
性
が
低

い
組
織
も
製
品
に
関
す
る
不
具
合
に
起
因
す
る
不
祥
事
を
生
み
や

す
い
。
そ
の
一
方
で
、
凝
集
性
が
高
く
、
か
つ
、
外
に
開
か
れ
た

組
織
で
は
不
祥
事
が
生
じ
に
く
い
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。

こ
の
仮
説
は
、
組
織
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
形
態
の
影
響
に
つ

い
て
は
、
シ
カ
ゴ
大
学
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
コ
ー
ル
マ
ン
の
閉
じ
た

て
い
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
大
企
業
の
購
買
担
当
な
ど
は
、
こ
う

し
た
立
場
に
あ
る
。
購
買
担
当
の
よ
う
に
、
出
入
り
業
者
と
の
癒

着
が
問
題
と
さ
れ
る
職
種
は
、
そ
れ
で
よ
い
が
、
大
企
業
で
あ
る

こ
と
を
か
さ
に
き
て
中
小
企
業
に
居
丈
高
に
対
応
し
て
い
る
職
員

な
ど
は
、
表
面
上
は
外
部
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
よ
う
に
み

え
て
も
、
実
態
は
実
効
性
の
あ
る
外
部
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
成

立
し
て
い
な
い
。

以
上
は
、
主
に
業
態
か
ら
み
た
図
2
│

1
の
解
釈
で
あ
る
が
、

個
々
の
企
業
は
図
2
│

1
で
常
に
同
じ
象
限
に
存
在
す
る
わ
け
で

は
な
い
。
企
業
の
創
業
時
は
基
本
的
に
小
企
業
で
あ
り
、
顧
客
と

の
関
係
な
し
に
は
成
立
し
な
い
の
で
、
外
に
対
し
て
開
か
れ
、
か

つ
凝
集
性
が
強
い
図
2
│

1
のT
ype 3

の
形
態
で
あ
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
が
、
企
業
が
成
熟
す
る
に
従
い
、
社
内
で
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
重
要
性
が
ま
し
、
外
部
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
骸
化

し
、
内
部
の
ま
と
ま
り
は
よ
いT

ype 1

に
、
さ
ら
に
社
内
で
も
バ

ラ
バ
ラ
なT

ype 2

に
変
化
す
る
こ
と
も
あ
り
得
よ
う
。

さ
ら
に
、
こ
の
企
業
不
祥
事
の
分
類
と
企
業
組
織
の
類
型
に
基

づ
き
以
下
の
四
つ
の
仮
説
を
呈
示
し
た
。

仮
説
一　

外
に
対
し
閉
鎖
性
が
強
い
組
織
（
図
2
│

2
のT

ype 1

、

T
ype 2

）
は
、
不
祥
事
の
頻
度
が
高
い
。

一
二
四
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外
部
に
対
し
て
閉
じ
て
い
る
た
め
、
外
部
か
ら
の
第
三
者
の
意
見

や
監
視
の
目
が
届
き
に
く
い
だ
け
で
は
な
く
、
内
部
で
ま
と
ま
っ

て
い
る
た
め
、
組
織
に
と
っ
て
不
都
合
な
情
報
は
外
部
に
漏
ら
さ

な
い
と
い
う
規
律
が
は
た
ら
き
、
開
い
た
組
織
に
比
し
て
、
よ
り

深
刻
な
不
祥
事
で
あ
る
規
範
逸
脱
行
為
の
頻
度
が
高
く
な
る
。

仮
説
三
「
凝
集
性
が
低
く
、
か
つ
外
に
対
し
て
閉
鎖
性
が
強
い

組
織
（
図
2
│

2
のT

ype 2

）
は
、
製
品
に
関
す
る
不
具
合
に
起

因
す
る
不
祥
事
（
図
1
のT

ypeⅢ

）
の
頻
度
が
高
い
。」
は
、
現

場
の
社
員
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
仕
事
を
す
る
よ
う
な
形
態
、
た

と
え
ば
、
自
動
車
の
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
ラ
イ
ン
の
職
工
、
主
に
外
回

り
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
、
な
ど
の
勤
務
形
態
を
想
定
し
て
い
る
。

個
々
の
構
成
員
か
ら
み
れ
ば
、
ミ
ス
を
し
て
も
、
当
座
は
、
そ
れ

を
公
に
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
低
く
、
そ
れ
が
発
覚
す
る
可
能

性
も
低
い
の
で
、
隠
ぺ
い
し
て
し
ま
う
、
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
で
あ

る
。仮

説
四
「
凝
集
性
が
高
く
、
か
つ
外
に
対
し
て
開
か
れ
た
組
織

（
図
2
│

2
のT

ype 3

）
で
は
、
不
祥
事
の
頻
度
が
低
い
。」
は
、

仮
説
一
が
成
立
す
れ
ば
、
同
時
に
成
立
す
る
が
、
と
く
に
、
外
に

対
し
て
開
か
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
組
織
は
、
凝
集
性
が
不

祥
事
を
防
止
す
る
機
能
を
持
つ
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。
外
部
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
規
範
性
を
重
視
す
る
立
場
と
、
ロ
ナ
ル
ド
・

バ
ー
ト
の
異
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
の
橋
渡
し
を
す
る
こ
と
に
価

値
が
あ
る
と
し
て
、
む
し
ろ
外
に
対
し
て
開
か
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
（B

urt, 1992

）
立
場
の
二
つ
が
あ
る
が
、

同
時
にB

urt

（2001
）
は
内
部
で
は
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
「
凝
集

性
」
を
も
ち
、
か
つ
外
部
に
対
し
て
は
開
か
れ
た
組
織
の
有
効
性

を
論
じ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
両
者
の
立
場
を
融
合
さ

せ
た
議
論
を
援
用
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
集
団
内
で
は
閉
じ
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
ち
な
が
ら
、
対
外
的
に
は
開
か
れ
た
組
織
こ

そ
が
、
最
大
の
業
績
を
上
げ
る
と
し
て
い
る
。

彼
ら
の
議
論
を
、
現
実
の
企
業
環
境
に
即
し
て
解
釈
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
ろ
う
。
仮
説
一
「
外
に
対
し
閉
鎖
性
が
強
い
組
織

（
図
2
│

2
のT

ype 1

、T
ype 2

）
は
、
不
祥
事
の
頻
度
が
高
い
。」

は
、
外
に
対
し
て
閉
鎖
性
、
つ
ま
り
外
部
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

欠
如
し
て
い
る
組
織
は
、
外
部
か
ら
の
第
三
者
の
意
見
や
監
視
の

目
が
届
き
に
く
く
、
開
い
た
組
織
に
比
し
て
、
不
祥
事
の
頻
度
が

高
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

仮
説
二
「
凝
集
性
が
高
く
、
か
つ
外
に
対
し
て
閉
鎖
性
が
強
い

組
織
（
図
2
│

2
のT

ype 1

）
は
、
組
織
の
規
範
逸
脱
行
為
に
よ

る
不
祥
事
（
図
1
のT

ypeⅠ

とT
ypeⅡ

）
の
頻
度
が
高
い
。」
は
、

一
二
五
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図 2－ 2　仮説と組織構造のまとめ

図 3　北見の分類による主要企業不祥事147ケースの内訳

（出所）　稲葉（2014）

一
二
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な
も
の
は
、
多
く
の
場
合
、
経
営
者
、
と
く
に
ワ
ン
マ
ン
経
営

者
が
関
与
し
て
い
る
事
案
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

そ
も
そ
も
集
団
に
よ
る
決
定
は
、
そ
の
集
団
が
、
凝
集
性
が
高

く
、
外
と
隔
離
さ
れ
、
公
正
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
欠
け
、
決

定
手
順
に
関
す
る
規
範
が
な
い
、
同
質
性
の
高
い
メ
ン
バ
ー
か

ら
な
る
、
と
い
う
組
織
構
造
的
な
問
題
と
、
誘
発
的
な
状
況
文

脈
（
①
リ
ー
ダ
ー
の
解
決
策
以
上
の
よ
り
よ
い
解
決
策
を
期
待
で
き

な
い
と
い
う
外
部
か
ら
の
脅
威
か
ら
の
強
い
ス
ト
レ
ス
、
②
ａ
．
メ
ン

バ
ー
の
無
能
が
明
ら
か
な
最
近
の
失
敗
、
ｂ
．
自
己
効
力
感
を
低
下
さ

せ
る
意
思
決
定
タ
ス
ク
の
大
き
な
困
難
、
ｃ
．
倫
理
基
準
を
逸
脱
す
る

よ
う
な
代
替
策
以
外
代
替
策
が
な
い
モ
ラ
ル
デ
ィ
レ
ン
マ
、
な
ど
か
ら

く
る
自
負
心
の
低
下
）
を
伴
う
場
合
は
、
個
人
で
は
起
こ
さ
な
い

よ
う
な
誤
っ
た
決
定
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
決
定

を
行
う
会
議
の
構
成
も
重
要
で
あ
る
。
多
く
の
日
本
の
企
業
の

取
締
役
会
の
構
成
の
よ
う
に
、
業
務
執
行
を
行
う
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど

の
提
案
者
が
議
長
を
兼
ね
る
し
く
み
は
会
議
決
定
の
実
効
性
を

削
ぐ
。
提
案
者
と
議
長
の
兼
務
は
、
属
人
思
考
を
も
た
ら
し
が

ち
で
あ
る
。「
属
人
思
考
の
強
い
職
場
で
は
、
対
人
関
係
が
不

適
切
に
濃
密
と
な
り
、
組
織
ナ
ル
シ
ズ
ム
が
強
く
、
権
威
主
義

的
懲
罰
的
に
な
る
。」
換
言
す
れ
ば
、
ト
ッ
プ
を
中
心
に
メ
ン

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
第
三
者
の
意
見
や
監
視
の
目
が
行
き
届
く
が
、

場
合
に
よ
っ
て
は
循
環
取
引
の
よ
う
に
部
外
者
と
連
携
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
不
祥
事
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
。
外
に
対
し
て
開
い

て
お
り
、
か
つ
社
内
で
ま
と
ま
り
が
よ
け
れ
ば
、
内
部
の
チ
ェ
ッ

ク
も
よ
り
機
能
し
や
す
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
。

二　

先
行
研
究
で
の
知
見

稲
葉
（
二
〇
一
四
）
は
、
わ
が
国
の
一
九
四
五
年
以
降
二
〇
〇
七

年
一
月
ま
で
の
主
だ
っ
た
企
業
不
祥
事
を
採
録
し
た
企
業
不
祥
事

事
典
を
参
考
に
、
四
七
ケ
ー
ス
を
北
見
の
分
類
で
再
分
類
し
て
い

る
。
図
3
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
組
織
レ
ベ
ル
の
規
範
逸
脱
が
全

体
の
五
七
％
を
占
め
る
。
逆
に
、
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
対

策
不
備
は
全
体
の
一
二
％
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
新

聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
る
不
祥
事
は
大
部
分
が
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
対
策
不
備
で
あ
る
が
、
重
大
企
業
不
祥
事
は

圧
倒
的
に
組
織
レ
ベ
ル
の
規
範
逸
脱
が
多
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

な
ぜ
不
祥
事
が
生
じ
る
か
に
つ
い
て
は
、
稲
葉
（
二
〇
一
四
）

で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
日
本
監
査
役
協
会
の
調
査
で
は
、
不
祥
事
の
な
か
で
重
大

一
二
七
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第
五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
七
一
四
）

れ
ば
上
回
る
ほ
ど
、
役
員
の
な
か
で
の
持
ち
株
比
率
が
高
ま
れ
ば

高
ま
る
ほ
ど
、
業
績
と
安
定
性
が
低
下
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
因

果
関
係
が
証
明
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
当
該
経
営
者
を
中
心

と
し
た
凝
集
性
と
権
力
の
集
中
度
が
高
ま
る
ほ
ど
、
企
業
の
収
益

性
（
Ｒ
Ｏ
Ａ
）
と
安
定
性
（
自
己
資
本
比
率
）
は
低
下
す
る
傾
向
が

み
ら
れ
る
。

ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
に
お
け
る
観
測
結
果
は
、
本
稿
第
三
節
の

四
つ
の
仮
説
の
う
ち
、
仮
説
一
「
外
に
対
し
閉
鎖
性
が
強
い
組
織

で
は
、
不
祥
事
の
頻
度
が
高
い
」
と
仮
説
二
「
凝
集
性
が
高
く
、

か
つ
外
に
対
し
て
閉
鎖
性
が
強
い
組
織
は
、
組
織
の
規
範
逸
脱
行

為
に
よ
る
不
祥
事
の
頻
度
が
高
い
」
と
矛
盾
し
て
い
な
い
。
ケ
ー

ス
・
ス
タ
デ
ィ
で
み
る
か
ぎ
り
、
強
い
絆
が
会
社
を
つ
ぶ
す
よ
う

に
み
え
る
。

三　

一
三
九
ケ
ー
ス
で
み
る
仮
説
の
妥
当
性

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
わ
ず
か
四
つ
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
に
基

づ
く
知
見
で
あ
り
、
普
遍
性
が
あ
る
も
の
と
は
い
い
が
た
い
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
、
不
祥
事
ケ
ー
ス
を
一
三
九
ケ
ー
ス
に
拡
大
し
て

上
記
の
企
業
不
祥
事
と
企
業
内
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
の

関
連
に
関
す
る
四
つ
の
仮
説
の
実
証
を
試
み
た
。
具
体
的
に
は
、

バ
ー
同
士
が
緊
密
な
関
係
を
結
ん
で
い
る
企
業
ほ
ど
不
祥
事
を

生
み
や
す
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。」（
八
四
│
八
五
頁
）

さ
ら
に
稲
葉
（
二
〇
一
四
）
で
は
、
カ
ネ
ボ
ウ
、
西
武
鉄
道
、

イ
ト
マ
ン
、
東
京
ス
タ
イ
ル
の
四
つ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
取
締

役
会
の
構
成
（
ワ
ン
マ
ン
経
営
者
を
基
準
と
し
て
他
の
役
員
と
の
平
均

年
齢
差
、
取
締
役
・
監
査
役
の
生
え
抜
き
度
、
当
該
経
営
者
の
経
営
者
内

で
の
自
社
株
持
ち
株
比
率
）
と
企
業
業
績
（
Ｒ
Ｏ
Ａ
（
使
用
総
資
本
事

業
利
益
率
）、
自
己
資
本
比
率
）
を
比
較
し
て
以
下
の
指
摘
を
し
て

い
る
。

①　

当
該
経
営
者
の
年
齢
が
上
が
り
他
の
役
員
と
の
年
齢
を
上
回

り
、
役
員
の
な
か
で
の
自
社
株
式
保
有
比
率
が
高
ま
る
に
し
た

が
い
、
Ｒ
Ｏ
Ａ
で
み
た
収
益
性
が
低
下
し
て
い
る
。

②　

ま
た
、
東
京
ス
タ
イ
ル
を
除
き
、
当
該
経
営
者
の
年
齢
が
上

が
り
他
の
役
員
と
の
年
齢
を
上
回
り
、
役
員
の
な
か
で
の
自
社

株
式
保
有
比
率
が
高
ま
る
に
し
た
が
い
、
自
己
資
本
比
率
で
み

た
企
業
の
安
全
性
が
低
下
し
て
い
る
。

役
員
と
の
年
齢
差
と
株
式
保
有
比
率
を
取
締
役
会
に
お
け
る
権

力
の
高
ま
り
と
す
れ
ば
、
権
力
の
強
化
と
業
績
は
逆
相
関
し
て
い

た
。
つ
ま
り
、
当
該
経
営
者
の
年
齢
が
他
の
役
員
の
年
齢
を
上
回

一
二
八



ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
企
業
構
造
と
不
祥
事
と
の
関
連
（
稲
葉
）

（
七
一
五
）

仮
説
一　

外
に
対
し
閉
鎖
性
が
強
い
組
織
で
は
、
不
祥
事
の
頻
度

が
高
い
。

仮
説
二　

凝
集
性
が
高
く
、
か
つ
外
に
対
し
て
閉
鎖
性
が
強
い
組

織
は
、
組
織
の
規
範
逸
脱
行
為
に
よ
る
不
祥
事
の
頻
度

が
高
い
。

仮
説
三　

凝
集
性
が
低
く
、
か
つ
外
に
対
し
て
閉
鎖
性
が
強
い
組

織
は
、
製
品
に
関
す
る
不
具
合
に
起
因
す
る
不
祥
事
の

頻
度
が
高
い
。

仮
説
四　

凝
集
性
が
高
く
、
か
つ
外
に
対
し
て
開
か
れ
た
組
織
で

は
、
不
祥
事
の
頻
度
が
低
い
。

三
│
一　

仮
説
一
と
仮
説
四
に
つ
い
て

仮
説
一
と
仮
説
四
に
つ
い
て
は
、
企
業
不
祥
事
事
典
六
五
ケ
ー

ス
、
二
〇
〇
〇
年
デ
ー
タ
四
三
ケ
ー
ス
、
二
〇
一
〇
年
デ
ー
タ

三
二
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、【
ｙ
軸
を
役
員
全
体
の
生
え
抜
き
度
、

ｘ
軸
を
社
長
の
生
え
抜
き
度
と
し
た
も
の
】（
図
4
〜
6
）
と
、

【
ｙ
軸
を
社
長
と
の
平
均
年
齢
差
、
ｘ
軸
を
社
長
の
生
え
抜
き
度

と
し
た
も
の
】（
図
7
〜
9
）
で
仮
説
ど
お
り
の
結
果
と
な
っ
た
。

企
業
不
祥
事
事
典
の
ケ
ー
ス
に
関
し
て
は
、
凝
集
性
、
閉
鎖
性

企
業
不
祥
事
事
典
か
ら
六
五
ケ
ー
ス
六
四
社
（
う
ち
、
製
造
業
二
八

社
、
非
製
造
業
三
六
社
／
東
証
一
部
五
八
社
、
東
証
二
部
二
社
、
非
上
場

四
社
）、
二
〇
〇
〇
年
デ
ー
タ
か
ら
四
三
社
（
う
ち
、
製
造
業
三
五

社
、
非
製
造
業
八
社
／
す
べ
て
東
証
一
部
）、
二
〇
一
〇
年
デ
ー
タ
か

ら
三
二
社
（
う
ち
、
製
造
業
二
四
社
、
非
製
造
業
八
社
／
す
べ
て
東
証

一
部
）
を
用
い
、
①
役
員
全
体
の
生
え
抜
き
度
、
②
社
長
と
の
平

均
年
齢
差
の
2
変
数
を
凝
集
性
と
し
、
ま
た
、
③
社
外
役
員
の
比

率
、
④
序
列
2
と
の
年
齢
差
、
⑤
社
長
の
在
任
月
数
、
⑥
社
長
の

生
え
抜
き
度
の
4
変
数
を
閉
鎖
性
と
し
、
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
、

計
八
パ
タ
ー
ン
（
①
と
③
、
①
と
④
、
①
と
⑤
、
①
と
⑥
、
②
と
③

…
…
…
）
に
て
、
上
記
の
企
業
不
祥
事
と
企
業
内
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
と
の
関
連
に
関
す
る
以
下
に
再
掲
す
る
四
つ
の
仮
説

の
妥
当
性
を
み
た
。
な
お
、
上
記
の
六
つ
の
変
数
に
つ
い
て
は
、

稲
葉
（
二
〇
一
四
）
で
算
出
し
た
東
証
一
部
上
場
企
業
（
二
〇
〇
〇

年
は
一
四
八
七
社
、
二
〇
一
〇
年
は
一
七
一
八
社
）
の
平
均
値
と
当
該

企
業
の
値
と
の
か
い
離
を
標
準
偏
差
で
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
企

業
不
祥
事
事
典
の
事
案
は
大
半
が
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇

年
代
前
半
の
も
の
で
あ
る
の
で
二
〇
〇
〇
年
時
点
で
の
東
証
一
部

上
場
企
業
平
均
値
と
比
較
し
て
い
る
が
、
個
別
事
案
の
デ
ー
タ
は

事
案
発
生
年
の
有
価
証
券
報
告
書
か
ら
作
成
し
て
い
る
。

一
二
九
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図 4　企業不祥事事典65ケース
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ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
企
業
構
造
と
不
祥
事
と
の
関
連
（
稲
葉
）

（
七
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）

図 6　2010年32ケース
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図 8　2000年43ケース
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ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
企
業
構
造
と
不
祥
事
と
の
関
連
（
稲
葉
）

（
七
一
九
）

共
に
低
い
エ
リ
ア
に
も
い
く
つ
か
企
業
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ
ら

は
二
〇
〇
三
年
以
前
（
半
数
は
一
九
九
〇
年
代
も
し
く
は
そ
れ
以
前
）

で
あ
り
、
古
い
企
業
統
治
の
下
で
の
結
果
で
あ
る
。

ま
た
、
二
〇
〇
〇
年
で
は
、
凝
集
性
の
低
い
エ
リ
ア
に
も
い
く

つ
か
の
企
業
が
存
在
す
る
が
、
二
〇
一
〇
年
に
は
、
す
べ
て
の
企

業
で
凝
集
性
が
高
い
。
不
祥
事
を
起
こ
す
企
業
は
、
日
本
的
経
営

を
行
っ
て
い
る
と
い
う
傾
向
が
過
去
と
比
べ
て
よ
り
強
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
二
〇
一
〇
年
の
事
案
で
は
、【
ｙ
軸
を
役
員
全
体
の
生

え
抜
き
度
、
ｘ
軸
を
序
列
2
と
の
年
齢
差
と
し
た
も
の
】（
図
10
）

と
【
ｙ
軸
を
社
長
と
の
平
均
年
齢
差
、
ｘ
軸
を
序
列
2
と
の
年
齢

差
と
し
た
も
の
】（
図
11
）
に
お
い
て
も
、
仮
説
一
と
仮
説
四
ど

お
り
の
結
果
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
企
業
不
祥
事
事
典
の
事
案
六
五
ケ
ー
ス
で
い
え
ば
、

【
ｙ
軸
を
社
長
と
の
平
均
年
齢
差
、
ｘ
軸
を
社
外
役
員
の
比
率
と

し
た
も
の
】（
図
12
）
と
【
ｙ
軸
を
社
長
と
の
平
均
年
齢
差
、
ｘ

軸
を
序
列
2
と
の
年
齢
差
と
し
た
も
の
】（
図
13
）
と
【
ｙ
軸
を

社
長
と
の
平
均
年
齢
差
、
ｘ
軸
を
社
長
の
在
任
月
数
と
し
た
も

の
】（
図
14
）
に
お
い
て
、
仮
説
四
の
み
、
妥
当
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

図10　2010年32ケース
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図11　2010年32ケース
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ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
企
業
構
造
と
不
祥
事
と
の
関
連
（
稲
葉
）

（
七
二
一
）

図13　企業不祥事事典65ケース

図14　企業不祥事事典65ケース
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第
五
十
一
巻
第
三
号
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二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
七
二
二
）

三
│
二　

仮
説
二
に
つ
い
て

二
〇
一
〇
年
に
お
け
る
規
範
逸
脱
行
為
に
よ
る
不
祥
事
を
起
こ

し
た
三
二
社
の
デ
ー
タ
で
は
、【
ｙ
軸
を
役
員
全
体
の
生
え
抜
き

度
、
ｘ
軸
を
序
列
二
と
の
年
齢
差
と
し
た
も
の
】（
図
15
）、【
ｙ

軸
を
役
員
全
体
の
生
え
抜
き
度
、
ｘ
軸
を
社
長
の
在
任
月
数
と
し

た
も
の
】（
図
16
）、【
ｙ
軸
を
役
員
全
体
の
生
え
抜
き
度
、
ｘ
軸

を
社
長
の
生
え
抜
き
度
と
し
た
も
の
】（
図
17
）、【
ｙ
軸
を
社
長

と
の
平
均
年
齢
差
、
ｘ
軸
を
序
列
2
と
の
年
齢
差
と
し
た
も
の
】

（
図
18
）、【
ｙ
軸
を
社
長
と
の
平
均
年
齢
差
、
ｘ
軸
を
社
長
の
在

任
月
数
と
し
た
も
の
】（
図
19
）、【
ｙ
軸
を
社
長
と
の
平
均
年
齢
差
、

ｘ
軸
を
社
長
の
生
え
抜
き
度
と
し
た
も
の
】（
図
20
）
で
、
仮
説

二
ど
お
り
の
結
果
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
よ
り
以
前
の
二
〇
〇
〇

年
に
お
け
る
不
祥
事
と
企
業
不
祥
事
事
典
採
録
の
規
範
逸
脱
行
為

に
つ
い
て
は
、
仮
説
二
は
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
。

図
15
〜
20
に
つ
い
て
、
◆
は
規
範
逸
脱
し
て
い
な
い
企
業
、
×

は
規
範
逸
脱
し
て
い
る
企
業
を
示
し
て
い
る
。

三
│
三　

仮
説
三
に
つ
い
て

仮
説
三
に
妥
当
す
る
結
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

図15　2010年32ケース
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ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
企
業
構
造
と
不
祥
事
と
の
関
連
（
稲
葉
）

（
七
二
三
）

図16　2010年32ケース

図17　2010年32ケース

図18　2010年32ケース
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図19　2010年32ケース

図20　2010年32ケース
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ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
企
業
構
造
と
不
祥
事
と
の
関
連
（
稲
葉
）

（
七
二
五
）

か
つ
外
に
対
し
て
閉
鎖
性
が
強
い
組
織
は
、
組
織
の
規
範
逸
脱
行

為
に
よ
る
不
祥
事
の
頻
度
が
高
い
」
が
妥
当
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

仮
説
三
「
凝
集
性
が
低
く
、
か
つ
外
に
対
し
て
閉
鎖
性
が
強
い
組

織
は
、
製
品
に
関
す
る
不
具
合
に
起
因
す
る
不
祥
事
の
頻
度
が
高

い
」
は
企
業
不
祥
事
事
典
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
一
〇
年
い
ず
れ

の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
で
も
妥
当
し
な
か
っ
た
。

五　

結
語

本
稿
で
は
わ
が
国
に
お
け
る
企
業
不
祥
事
を
、
社
会
関
係
資
本

か
ら
み
た
組
織
の
特
性
（
凝
集
性
と
開
か
れ
た
組
織
か
閉
じ
た
組
織

か
）
の
観
点
か
ら
検
討
し
た
。
本
稿
で
は
、
稲
葉
（
二
〇
一
四
）

の
仮
説
一
「
外
に
対
し
閉
鎖
性
が
強
い
組
織
で
は
、
不
祥
事
の
頻

度
が
高
い
」
と
仮
説
二
「
凝
集
性
が
高
く
、
か
つ
外
に
対
し
て
閉

鎖
性
が
強
い
組
織
は
、
組
織
の
規
範
逸
脱
行
為
に
よ
る
不
祥
事
の

頻
度
が
高
い
」
が
四
つ
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
の
結
果
と
矛
盾
し

て
い
な
い
と
い
う
結
論
を
さ
ら
に
一
三
九
の
ケ
ー
ス
か
ら
検
証
し
、

追
認
し
た
。
ま
た
、
あ
ら
た
に
、
仮
説
四
「
凝
集
性
が
高
く
、
か

つ
外
に
対
し
て
開
か
れ
た
組
織
で
は
、
不
祥
事
の
頻
度
が
低
い
」

に
つ
い
て
も
妥
当
性
が
検
証
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
稲
葉
（
二
〇
一
四
）

と
同
様
、
仮
説
三
「
凝
集
性
が
低
く
、
か
つ
外
に
対
し
て
閉
鎖
性

四 　

検
証
結
果
の
ま
と
め

以
上
、
企
業
不
祥
事
一
三
九
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
企
業
構
造
と
企
業
不
祥
事
と
の
関
連
に
つ

い
て
の
仮
説
の
妥
当
性
を
検
証
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
ま
で
さ
か

の
ぼ
る
古
い
事
案
を
含
め

た
企
業
不
祥
事
事
典
の
事

案
、
二
〇
〇
〇
年
の
不
祥

事
事
案
、
二
〇
一
〇
年
の

不
祥
事
事
案
、
い
ず
れ
で

も
仮
説
一
「
外
に
対
し
閉

鎖
性
が
強
い
組
織
で
は
、

不
祥
事
の
頻
度
が
高
い
」

と
仮
説
四
「
凝
集
性
が
高

く
、
か
つ
外
に
対
し
て
開

か
れ
た
組
織
で
は
、
不
祥

事
の
頻
度
が
低
い
」
が
妥

当
し
て
い
る
。
ま
た
、

二
〇
一
〇
年
の
事
案
で
仮

説
二
「
凝
集
性
が
高
く
、

表 1　仮説の妥当性の検証まとめ

ケース 仮説 1 仮説 2 仮説 3 仮説 4

企業不祥事事典 ○ × × ◎

2000年 ○ × × ○

2010年 ◎ ◎ × ◎

○妥当する
×妥当しない

一
三
九



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
七
二
六
）

を
得
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
執
筆
の
過
程
で
、
金
光
淳
先
生
、
北

見
幸
一
先
生
か
ら
デ
ー
タ
の
提
供
と
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
本
稿
の

分
析
の
比
較
基
準
と
な
っ
た
膨
大
な
東
証
一
部
上
場
企
業
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
構
成
・
作
成
・
デ
ー
タ
整
理
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
い
た

緒
方
淳
子
氏
、
草
ヶ
谷
明
日
美
氏
、
趙
清
香
氏
、
小
林
周
平
氏
、

長
井
園
子
氏
、
渡
邉
俊
子
氏
、
坂
本
香
梨
氏
、
田
中
江
梨
奈
氏
、

柳
和
秀
氏
、
飯
野
仁
美
氏
、
安
城
美
紀
氏
、
小
笠
原
宜
子
氏
、
本

稿
の
デ
ー
タ
作
成
・
分
析
を
担
当
し
て
い
た
だ
い
た
西
谷
直
樹
氏

の
各
氏
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

参
考
文
献

稲
葉
陽
二
（
二
〇
一
四
）「
強
い
絆
が
会
社
を
つ
ぶ
す
│
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
企
業
不
祥
事
│
」『
政
経
研
究
』
第

五
〇
巻
第
三
号
、
日
本
大
学
法
学
会
。

稲
葉
陽
二
（
二
〇
〇
五
）「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
経
済
的
含

意
│
心
の
外
部
性
と
ど
う
向
き
合
う
か
」『
計
画
行
政
』
日
本
計
画

行
政
学
会
、
第
二
八
巻
四
号
、
一
七
│
二
二
頁
。

北
見
幸
一
（
二
〇
一
〇
）『
企
業
社
会
関
係
資
本
と
市
場
評
価
│
不
祥

事
企
業
分
析
ア
プ
ロ
ー
チ
│
』
学
文
社
。

齋
藤
憲
監
修
（
二
〇
〇
七
）『
企
業
不
祥
事
事
典
│
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

が
強
い
組
織
は
、
製
品
に
関
す
る
不
具
合
に
起
因
す
る
不
祥
事
の

頻
度
が
高
い
」
に
つ
い
て
は
、
妥
当
性
は
検
証
で
き
な
か
っ
た
。

た
だ
し
、
本
稿
で
は
①
役
員
全
体
の
生
え
抜
き
度
、
②
社
長
と

の
平
均
年
齢
差
の
二
変
数
を
凝
集
性
と
し
、
ま
た
、
③
社
外
役
員

の
比
率
、
④
序
列
2
と
の
年
齢
差
、
⑤
社
長
の
在
任
月
数
、
⑥
社

長
の
生
え
抜
き
度
の
4
変
数
を
組
織
が
外
に
対
し
て
開
い
て
い
る

か
否
か
の
代
理
変
数
と
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
変
数
以
外
に
も
適
切

な
指
標
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
上
記
6
指
標
に
つ
い
て

は
二
〇
〇
〇
年
時
点
と
二
〇
一
〇
年
時
点
に
お
け
る
東
証
一
部
上

場
企
業
の
平
均
値
を
算
出
し
て
、
基
準
値
と
し
、
企
業
不
祥
事
事

典
採
録
の
事
案
も
二
〇
〇
〇
年
の
平
均
値
と
比
較
し
て
い
る
が
、

企
業
不
祥
事
事
典
か
ら
採
録
し
た
六
五
事
案
の
な
か
に
は

二
〇
〇
〇
年
以
前
の
も
の
が
二
〇
を
占
め
、
二
〇
〇
〇
年
を
基
準

値
と
し
て
比
較
す
る
こ
と
は
正
確
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本

稿
の
結
論
は
あ
く
ま
で
暫
定
的
な
も
の
と
理
解
す
べ
き
か
も
し
れ

な
い
。

（
謝
辞
）

本
研
究
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
金
（
挑
戦
的
萌

芽
研
究　

課
題
番
号
二
三
六
五
三
一
〇
三　

研
究
代
表
者
：
稲
葉
陽
二
）

一
四
〇



ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
企
業
構
造
と
不
祥
事
と
の
関
連
（
稲
葉
）

（
七
二
七
）

150
』
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
。

株
式
会
社
東
京
ス
タ
イ
ル
社
史
編
纂
委
員
会
（
二
〇
〇
〇
）『
東
京
ス

タ
イ
ル
50
年
史
』。

日
本
監
査
役
協
会　

ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
委
員
会
（
二
〇
〇
三
）『
企

業
不
祥
事
防
止
と
監
査
役
の
役
割
』。

日
本
監
査
役
協
会　

ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
委
員
会
（
二
〇
〇
九
）『
企

業
不
祥
事
の
防
止
と
監
査
役
』。

B
urt, R

. 

（1992

） S
tru

ctu
ral H

oles; T
h

e S
ocial S

tru
ctu

re of 
C

om
petition, T

he H
arvard U

niversity P
ress.

（
安
田
雪
訳

〔
二
〇
〇
六
〕『
競
争
の
社
会
的
構
造
│
構
造
的
空
隙
の
理
論
』
新

曜
社
）

B
urt, R

.S
. 

（2001

） “S
tructural H

oles versus N
etw
ork C

losure 
as S
ocial C

apital” In L
in, N

., K
. C
ook &

 R
.S
. B
urt 

（E
ds.

） 
S

ocial C
apital: T

h
eory of S

ocial S
tru

ctu
re an

d
 A

ction, 
C
am
bridge U

niversity P
ress.

C
olem
an, J.S. （1988

） “Social C
apital in the C

reation of H
um
an 

C
apital” A

m
erican

 Jou
rn

al of S
ociology, vol.94, S

95-120.
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五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
七
二
八
）

付
表
　
検
証
対
象
企
業
に
つ
い
て

企
業
不
祥
事
事
典

企
業
名

内
容
（
発
生
年
）

規
模

（
従
業
員
数
：
単
位
 人
）

丸
紅

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
管
理
法
違
反
（
1976）

8040
日
商
岩
井

外
為
法
違
反
（
1979）

6627
イ
ト
マ
ン

商
法
違
反
（
特
別
背
任
罪
）（
1991）

1387
山
一
証
券

証
券
取
引
法
違
反
（
1997）

8021
ヤ
ク
ル
ト

所
得
税
法
違
反
と
業
務
上
横
領
罪
（
1998）

2836
日
本
長
期
信
用
銀
行

証
券
取
引
法
違
反
（
有
価
証
券
報
告
書
の
虚
偽
記
載
）
と
商
法
違
反
（
1998）

3499
ダ
イ
エ
ー

経
営
危
機
（
不
良
債
権
）（
1999）

16929
日
本
債
券
信
用
銀
行

粉
飾
決
算
（
1999）

2290
そ
ご
う

経
営
破
綻
（
債
務
超
過
）（
2000）

2213
大
成
火
災
海
上
保
険

経
営
破
綻
（
更
生
特
例
法
）（
2001）

1581
日
本
ハ
ム

国
産
牛
肉
偽
装
（
2002）

3123
西
武
鉄
道

有
価
証
券
報
告
書
虚
偽
記
載
と
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
（
2004）

3527
中
部
電
力

賠
償
責
任
（
2004）

16652
カ
ネ
ボ
ウ

粉
飾
決
算
（
2005）

2897
日
本
航
空

墜
落
事
故
（
1985）

20485
東
芝
機
械

外
為
法
違
反
（
不
正
輸
出
）（
1987）

3545
住
友
銀
行

出
資
法
違
反
（
浮
き
貸
し
）（
1990）

16479
サ
ク
ラ
ダ

業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
（
1991）

582
大
和
銀
行

重
罪
隠
匿
罪
と
文
書
偽
造
罪
（
1995）

9604
住
友
商
事

銅
の
不
正
取
引
（
1996）

6491

一
四
二



ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
企
業
構
造
と
不
祥
事
と
の
関
連
（
稲
葉
）

（
七
二
九
）

三
菱
自
動
車
工
業

リ
コ
ー
ル
隠
し
（
2000）

27324
マ
ル
ハ

関
税
法
違
反
（
2001）

1235
雪
印
食
品

牛
肉
偽
装
（
2002）

1061
東
京
電
力

自
主
点
検
記
録
改
竄
（
2002）

38023
西
日
本
旅
客
鉄
道

新
幹
線
運
転
手
居
眠
り
（
2003）

29875
新
日
本
製
鐵

タ
ン
ク
爆
発
（
2003）

16481
荏
原
製
作
所

経
理
仮
装
（
2003）

4271
イ
オ
ン

生
ご
み
処
理
室
爆
発
（
2003）

15141
ト
ヨ
タ
自
動
車

国
家
試
験
問
題
漏
洩
（
2003）

65551
三
菱
地
所

土
壌
汚
染
隠
蔽
（
2004）

898
石
原
産
業

フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
不
正
処
理
（
2004）

1039
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル

汚
水
排
出
と
水
質
デ
ー
タ
改
竄
（
2005）

14272
兼
松
日
産
農
林

建
材
用
ビ
ス
認
定
書
偽
造
（
2005）

334
い
す
ゞ
自
動
車

無
届
け
公
道
テ
ス
ト
（
2005）

7298
東
武
鉄
道

業
務
上
過
失
致
死
傷
（
2005）

5790
み
ち
の
く
銀
行

顧
客
情
報
紛
失
（
2005）

1110
西
日
本
旅
客
鉄
道

福
知
山
線
脱
線
事
故
（
2005）

26525
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド

右
翼
関
連
会
社
へ
の
利
益
供
与
（
2005）

2262
小
松
製
作
所

Ｊ
Ｒ
保
守
作
業
車
不
正
車
検
取
得
（
2005）

5666
伊
藤
ハ
ム

豚
肉
関
税
不
正
（
2005）

2111
ク
ボ
タ

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
（
2005）

9301
東
京
三
菱
銀
行

巨
額
着
服
（
2005）

17516
ヤ
マ
ハ
発
動
機

産
業
用
無
人
ヘ
リ
不
正
輸
出
（
2006）

8099
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ

シ
ス
テ
ム
管
理
者
カ
ー
ド
偽
造
（
2006）

7620

一
四
三
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第
五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
七
三
〇
）

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン

特
別
利
益
提
供
と
保
険
金
不
払
い
（
2006）

14705
神
戸
製
鋼
所

煤
煙
デ
ー
タ
改
竄
（
2006）

8425
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

個
人
情
報
流
失
（
2006）

8384
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険

保
険
金
不
払
い
（
2006）

13534
ミ
ド
リ
十
字

業
務
上
過
失
致
死
（
1985）

2515
雪
印
乳
業

集
団
食
中
毒
（
2000）

6707
三
洋
電
機

発
電
パ
ネ
ル
不
正
販
売
（
2000）

23320
プ
リ
マ
ハ
ム

表
示
義
務
違
反
（
2003）

1833
ト
ヨ
タ
自
動
車

リ
コ
ー
ル
放
置
（
2004）

65346
大
日
本
印
刷

シ
ー
ル
談
合
（
1992）

11926
日
立
情
報
シ
ス
テ
ム
ズ

シ
ー
ル
談
合
（
1992）

3646
味
の
素

商
法
違
反
（
利
益
供
与
）（
1997）

5591
日
本
電
気

防
衛
庁
汚
職
（
1998）

42287
若
築
建
設

賄
賂
（
2000）

1340
み
ず
ほ
銀
行

シ
ス
テ
ム
障
害
（
2002）

12863
三
井
物
産

不
正
入
札
（
2002）

6535
横
河
ブ
リ
ッ
ジ

独
占
禁
止
法
違
反
（
談
合
）（
2004）

686
三
菱
重
工
業

独
占
禁
止
法
違
反
（
談
合
）（
2004）

34396
東
京
放
送

取
材
録
画
漏
洩
（
1989）

1606
毎
日
新
聞
社

過
失
致
死
罪
、
過
失
傷
害
罪
（
2003）

3531
朝
日
新
聞
社

無
断
掲
載
（
2003）

6345
日
本
テ
レ
ビ
放
送
網

視
聴
率
不
正
操
作
（
2003）

1134
朝
日
新
聞
社

捏
造
記
事
掲
載
（
2005）

5234

一
四
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ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
企
業
構
造
と
不
祥
事
と
の
関
連
（
稲
葉
）

（
七
三
一
）

2000年
デ
ー
タ

企
業
名

内
容

規
模

（
従
業
員
数
：
単
位
　人
）

い
す
ゞ
自
動
車

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

接
続
部
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

駐
車
制
動
装
置
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

ブ
レ
ー
キ
欠
陥
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

12963

大
阪
ガ
ス

浴
室
用
サ
ウ
ナ
欠
陥

9566
川
崎
汽
船

談
合

752
川
崎
製
鉄

製
造
技
術
特
許
侵
害

10215

関
西
電
力

燃
料
デ
ー
タ
捏
造

復
水
器
細
管
の
漏
え
い

24903

コ
ス
モ
石
油

製
油
所
の
軽
油
10キ

ロ
リ
ッ
ト
ル
漏
れ
炎
上

2048

コ
ニ
カ

Ａ
Ｐ
Ｓ
フ
ィ
ル
ム
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
部
分
に
欠
陥

97万
個
回
収

4431

三
洋
電
機

家
庭
用
大
型
冷
凍
冷
蔵
庫
に
一
部
欠
陥

扇
風
機
リ
コ
ー
ル

太
陽
光
発
電
に
欠
陥

家
庭
用
大
型
冷
蔵
庫
の
扉
に
欠
陥

22542

シ
ャ
ー
プ

半
導
体
の
特
許
権
侵
害

23740

ス
ズ
キ

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

オ
ー
ト
バ
イ
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

11479

住
友
化
学

談
合

製
造
プ
ラ
ン
ト
か
ら
出
火
　
炎
上

5721

一
四
五



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
七
三
二
）

住
友
金
属
工
業

船
荷
か
ら
放
射
線

14480
セ
イ
コ
ー

ひ
げ
そ
り
器
の
充
電
器
に
欠
陥

724
全
日
本
空
輸

同
型
機
欠
陥
発
見
で
ジ
ャ
ン
ボ
機
点
検

13761
大
同
工
業

架
空
取
引

943

ダ
イ
ハ
ツ

軽
ト
ラ
ッ
ク
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

軽
貨
物
車
に
欠
陥

軽
乗
用
車
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

オ
ー
デ
ィ
オ
機
器
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

10787

宝
酒
造

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
中
身
が
噴
く
欠
陥
に
よ
る
自
主
回
収

1966
タ
ダ
ノ

ク
レ
ー
ン
車
エ
ン
ジ
ン
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

1393
東
京
ガ
ス

ガ
ス
警
報
器
リ
コ
ー
ル

12661

東
芝

半
導
体
特
許
権
侵
害
に
よ
り
提
訴

パ
ソ
コ
ン
欠
陥

Ｈ
Ｐ
で
内
視
鏡
欠
陥
告
発
　
ア
ク
セ
ス
8
万
件

Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
機
リ
コ
ー
ル

57561

東
洋
イ
ン
キ

複
写
機
用
ト
ナ
ー
特
許
侵
害

2430

ト
ヨ
タ
自
動
車

救
急
車
な
ど
の
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

燃
料
パ
イ
プ
欠
陥
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

燃
料
タ
ン
ク
欠
陥
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

シ
フ
ト
レ
バ
ー
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

ブ
レ
ー
キ
装
置
欠
陥
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

パ
ト
カ
ー
な
ど
リ
コ
ー
ル

動
力
伝
達
装
置
等
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

65290

一
四
六



ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
企
業
構
造
と
不
祥
事
と
の
関
連
（
稲
葉
）

（
七
三
三
）

日
産
自
動
車

ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

エ
ン
ジ
ン
欠
陥
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

ア
ク
セ
ル
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

ハ
ン
ド
ル
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

Ａ
Ｂ
Ｓ
欠
陥
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

32707

日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
業

バ
ス
の
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

ト
ラ
ッ
ク
に
欠
陥

貨
物
車
の
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

コ
ン
ド
ル
Ｓ
Ｓ
325台

リ
コ
ー
ル

3640

日
本
航
空

同
型
機
欠
陥
発
見
で
ジ
ャ
ン
ボ
機
点
検

18535

日
立
製
作
所

半
導
体
の
特
許
権
侵
害
に
よ
り
提
訴

高
速
メ
モ
リ
ー
特
許
侵
害
で
提
訴

58739

日
立
造
船

談
合

229

日
野
自
動
車

緩
衝
装
置
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

エ
ン
ジ
ン
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

制
動
装
置
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

ブ
レ
ー
キ
装
置
欠
陥
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

駐
車
ブ
レ
ー
キ
に
欠
陥

本
社
工
場
火
災
で
旧
ラ
イ
ン
を
使
用

9074

一
四
七



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
七
三
四
）

富
士
重
工
業

ホ
イ
ー
ル
欠
陥
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

軽
貨
物
車
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

ト
レ
ー
ラ
ー
に
欠
陥
で
リ
コ
ー
ル

「
プ
レ
オ
」「
サ
ン
バ
ー
」
リ
コ
ー
ル

13668

富
士
通

半
導
体
の
特
許
権
侵
害
で
提
訴

43627

本
田
技
研
工
業

バ
ッ
テ
リ
ー
装
置
の
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

原
付
バ
イ
ク
の
ス
タ
ン
ド
に
欠
陥

ド
ア
ロ
ッ
ク
に
不
具
合

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
に
欠
陥
で
リ
コ
ー
ル

オ
ー
ト
バ
イ
に
欠
陥
で
リ
コ
ー
ル

エ
ン
ジ
ン
と
音
響
機
器
に
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

燃
料
装
置
に
欠
陥
で
リ
コ
ー
ル

「
Ｓ
2000」

を
リ
コ
ー
ル

バ
イ
ク
に
欠
陥
で
リ
コ
ー
ル

28840

松
下
電
器
産
業

半
導
体
の
特
許
権
侵
害
で
提
訴

Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
受
信
ソ
フ
ト
に
欠
陥

エ
ア
コ
ン
発
火
の
恐
れ
　
点
検
へ

45028

松
下
電
工

空
気
清
浄
機
に
欠
陥

16870

マ
ツ
ダ

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

緩
衝
装
置
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

モ
ー
タ
ー
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

エ
ン
ジ
ン
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

ボ
ン
ネ
ッ
ト
に
欠
陥
で
リ
コ
ー
ル

ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
669台

を
リ
コ
ー
ル

21876

一
四
八



ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
企
業
構
造
と
不
祥
事
と
の
関
連
（
稲
葉
）

（
七
三
五
）

三
菱
自
動
車
工
業

ト
ラ
ッ
ク
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

ワ
ゴ
ン
車
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

ブ
レ
ー
キ
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

ク
レ
ー
ム
隠
し

「
リ
ベ
ロ
」
を
リ
コ
ー
ル

け
ん
引
車
消
音
器
に
欠
陥
で
リ
コ
ー
ル

貨
物
車
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

22666

三
菱
重
工
業

防
衛
庁
　
海
自
ヘ
リ
事
故
で
提
訴

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
欠
陥

「
ラ
ン
サ
ー
」
ボ
ル
ト
折
損

欠
陥
で
回
収
命
令
の
機
種
で
ヘ
リ
墜
落

39304

三
菱
電
機

半
導
体
の
特
許
権
侵
害
で
提
訴

テ
レ
ビ
発
火

42989

明
治
製
菓

う
が
い
薬
甘
味
剤
入
れ
忘
れ
で
回
収
へ

4683
モ
リ
タ

消
火
器
に
欠
陥

768
ヤ
ク
ル
ト

総
会
屋
対
策
　
毎
年
5000万

円
暴
力
団
に

2562
ヤ
マ
ハ

オ
ー
ト
バ
イ
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

6692
ヤ
マ
ハ
発
動
機

排
気
消
音
装
置
に
不
具
合

8350
ユ
ア
サ
商
事

架
空
取
引

1321

一
四
九



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
七
三
六
）

2010年
デ
ー
タ

企
業
名

内
容

規
模

（
従
業
員
数
:単
位
 人
）

住
友
化
学

工
場
火
災

5954
カ
ネ
カ

工
場
火
災
　
危
険
防
止
装
置
違
反

3310
日
本
カ
ー
リ
ッ
ト

化
学
工
場
爆
発
　
火
災

252
田
辺
三
菱
製
薬

製
剤
試
験
デ
ー
タ
偽
装

5186
小
林
製
薬

骨
折
患
者
用
器
具
強
度
デ
ー
タ
偽
装

1368
住
友
電
気
工
業

談
合

4173
リ
ン
ナ
イ

ガ
ス
炊
飯
器
を
リ
コ
ー
ル

3507
ク
ボ
タ

談
合

9379

ダ
イ
キ
ン
工
業

リ
コ
ー
ル
さ
れ
た
エ
ア
コ
ン
「
修
理
済
み
」
と
虚
偽
報
告

空
気
清
浄
機
82万

台
リ
コ
ー
ル

偽
装
請
負
時
で
直
接
雇
用

6379

ブ
ラ
ザ
ー
工
業

ミ
シ
ン
30万

台
リ
コ
ー
ル

3582
日
立
工
機

架
空
取
引

1406
ホ
ー
チ
キ

特
許
侵
害

947
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

冷
蔵
庫
リ
コ
ー
ル

42356
日
立
造
船

談
合

2867

三
菱
重
工
業

特
許
侵
害
で
提
訴

談
合

34139

川
崎
重
工
業

談
合

「
Ｚ
Ｒ
Ｘ
1200」

バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

10537

Ｉ
Ｈ
Ｉ

談
合

7723

一
五
〇



ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
企
業
構
造
と
不
祥
事
と
の
関
連
（
稲
葉
）

（
七
三
七
）

い
す
ゞ
自
動
車

「
エ
ル
ガ
」
な
ど
エ
ン
ジ
ン
に
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

4000台
リ
コ
ー
ル

「
エ
ル
フ
」
な
ど
の
燃
料
装
置
と
動
力
伝
達
装
置
に
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

「
ガ
ー
ラ
」
の
電
気
装
置
に
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

ギ
ガ
冷
凍
車
仕
様
の
エ
ン
ジ
ン
部
品
に
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

ト
ラ
ッ
ク
18万

台
リ
コ
ー
ル

ト
ラ
ッ
ク
7
万
台
リ
コ
ー
ル

「
フ
ォ
ワ
ー
ド
」「
エ
ル
フ
」
の
運
行
情
報
シ
ス
テ
ム
搭
載
車
の
車
体
制
御
ユ
ニ
ッ
ト

に
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

8104

ト
ヨ
タ
自
動
車

ア
メ
リ
カ
に
て
230万

台
リ
コ
ー
ル

「
プ
リ
ウ
ス
」
リ
コ
ー
ル

「
カ
ロ
ー
ラ
」
ブ
ラ
ジ
ル
で
リ
コ
ー
ル

「
レ
ク
サ
ス
　
Ｌ
Ｓ
460」

エ
ン
ジ
ン
停
止
の
恐
れ
で
リ
コ
ー
ル

日
米
で
ハ
ン
ド
ル
不
具
合
に
よ
っ
て
43万

台
リ
コ
ー
ル

「
カ
ロ
ー
ラ
」
エ
ン
ジ
ン
停
止
の
恐
れ
で
リ
コ
ー
ル

ブ
レ
ー
キ
装
置
な
ど
の
不
具
合
で
60万
台
リ
コ
ー
ル

「
ｉ
Ｑ
」「
パ
ッ
ソ
」
の
か
じ
取
り
装
置
に
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

北
米
で
ミ
ニ
バ
ン
11万

台
リ
コ
ー
ル

71567

三
菱
自
動
車

「
ラ
ン
サ
ー
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
の
動
力
伝
達
装
置
に
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

9
車
種
24万

台
を
エ
ン
ス
ト
の
恐
れ
で
リ
コ
ー
ル

12831

一
五
一



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
）

（
七
三
八
）

ダ
イ
ハ
ツ
工
業

「
ハ
イ
ゼ
ッ
ト
」
な
ど
緩
衝
装
置
に
不
具
合

「
タ
ン
ト
」「
ム
ー
ヴ
ラ
テ
」
の
か
じ
取
装
置
に
不
具
合

軽
乗
用
車
リ
コ
ー
ル

軽
の
燃
料
装
置
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

「
ハ
イ
ゼ
ッ
ト
」
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
モ
ー
タ
ー
に
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

「
ム
ー
ヴ
」「
ミ
ラ
」
の
灯
火
装
置
に
不
具
合

「
ム
ー
ヴ
」
5
万
4000台

リ
コ
ー
ル

「
ム
ー
ヴ
」「
タ
ン
ト
」
ミ
ラ
ー
不
具
合
で
88万

台
リ
コ
ー
ル

「
ブ
ー
ン
」
か
じ
取
装
置
不
具
合

「
ハ
イ
ゼ
ッ
ト
」
な
ど
の
イ
グ
ニ
ッ
シ
ョ
ン
キ
ー
シ
リ
ン
ダ
に
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル

12725

ス
ズ
キ

「
ア
ル
ト
」
中
国
で
リ
コ
ー
ル

「
ジ
ェ
ン
マ
」
灯
火
装
置
不
具
合
に
よ
る
リ
コ
ー
ル

イ
ン
ド
子
会
社
に
て
10万

台
リ
コ
ー
ル

「
エ
ブ
リ
イ
」
エ
ア
コ
ン
不
具
合
に
よ
り
43万

台
リ
コ
ー
ル

「
ツ
イ
ン
」
1
万
台
リ
コ
ー
ル

ス
ク
ー
タ
ー
　
リ
コ
ー
ル

「
ワ
ゴ
ン
Ｒ
」
な
ど
の
車
体
に
不
具
合

14504

富
士
重
工
業

「
レ
ガ
シ
ィ
」
リ
コ
ー
ル
届
け
出

中
国
で
9000台

越
の
リ
コ
ー
ル

12483

ヤ
マ
ハ

エ
レ
ク
ト
ー
ン
　
リ
コ
ー
ル

5185
井
筒
屋

偽
装
松
坂
牛

993
住
友
不
動
産

耐
震
偽
装
訴
訟
で
控
訴

3740
近
畿
日
本
鉄
道

子
会
社
が
粉
飾
決
算

8273

一
五
二



ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
企
業
構
造
と
不
祥
事
と
の
関
連
（
稲
葉
）

（
七
三
九
）

東
京
電
力

業
務
受
注
を
偽
装

未
連
絡
で
汚
染
物
質
輸
送

36328

中
国
電
力

原
子
炉
容
器
の
気
密
性
に
欠
陥

8879
大
阪
ガ
ス

架
空
取
引

5588
ニ
ト
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

こ
た
つ
リ
コ
ー
ル

2971
三
越

表
示
偽
装

284

一
五
三
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